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Lyrics Motomu Toriyama 


| The Midgar Blues 


] 


Composer Mitsuto Suzuki 
Arrangers Tsuyoshi Sekito & Mitsuto Suzuki 
| Lyrics Motomu Toryama (Lyrics Translation Ben Sabin, John Crow) 


っ =128 
トー 
あ あ 
9 
お = お = 
9 、@ ミッ ドガ ル ミッ ドガ ル ん 麻 晃 部 市 プ ブルー ス あ あ 
ん 4 
3 こ ニラ = ラニ = ョ ョ = テニ デミ テモ = 王 ョ 
ミッ ドガ ル ミッ ドガ が ル 廃 史 郡市 プ ブルー ス 
== 受 三 三 三室 主 計 
ま 
る に ふ る さき と を 


答 げ らち れ な か っ た _ わか れ の こと ば _ 


1 
ム に 潜 け 下 く 
室 財 : ーー ニー テー ター トッ ー タ ニタ | 
= ゴ 
そら に も ほし は ふる 


| 


三 三 = = 三 三 三 : 詞 記 主 | 
見 上 げ る の _ は ふる さと の ほし ぞ ら - 


ー 誤記 


ああ ミッ ドガ ル ミッ ドガ ル 魔 晃 都市 ブ プレース 
ああ ミッ ドガ ル ミッ ドガ ル 磨 眺 都市 ブル ー ス 


青い 夜 に 故郷 を 飛び 出し た 俺 
握り し め た 切符 片手 に ミッ ドガ ル 行 き 


告げ られ な か っ た 別れ の 言葉 
ライ フス トリ ー ム に 溶け て いく 


見 えな い 空 に も 星 は ふる (ふる ・ ふ る る ) 
見 上 げ る の は ふる さと の 星空 
キミ と 見 た 流れ 星 


点 れ る こと な く 困ら せ た 
縮 ま ら な い キミ と の 距離 
胸 の 吉 動 聞こ えて た 

や わら か い キミ と の 空気 


ドガ ル 歴 中 都市 ブル ー ス 
ドガ ル 魔 晃 都市 ブル ー ス 


ああ ミッ ドガ ル ミ 
ああ ミッ ドガ ル ミ 


麻 叶 都市 プ ブルー ス 


Oh Midgar. Midgar. city that's always on my mind 
For Midgar. Midgar. | left my one true love behind 


Snuck outta the town before the sun'could rise 一 when Tknew youdb 
Could barely read the words on my carriage ticket 一 non-StODp de 


Our parting words never Said. only to be washed away 
Swept up and lost in the stream of ife 7 


ーーー 
lcant see the stars no more 一 but they still fall 

In the plate's reflection. that night Summer Sky from our youth 
You and me girl 一 watching and wishing 


We both buned so very bright 一 brighter than the sun 
Yet we played it too cool. never making 8 move 


How our hearts raced so fast. we Could hear them beat 
Electricity 一 oh how the sparks would fly WW 


Oh Midgar. Midgar. city thats alwayS on my mind 
In Midgar. Midgar. | left my one true love behind 
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WELCOME TO FINAL FANTASY VII REMAKE MATERIAL ULTIMANIA!! 


大 作 と 呼ば れる ゲー ム ソ フ ト が 完成 に 至る まで に は 、 想 像 を 絶する 量 の 開発 素材 が 生み 出さ れ て いる 。 
ふだん は 日 の 目 を 見 な いそ れ ら の 開発 素材 を 、 で きる だ け 多 く の か た [ ) た だ けた ら ー 一 そん な 思い 
か ら 制 作 し た の が 、 ア ル テ ィ マ ニア の 新 バ リエ ーション と な る 「 マ テリ アル アル ティ マニ ア 」 だ 。 
じつは 「 マ テリ アル アル ティ マニ ア 」 と いう 書籍 の アイ デア 自体 は 以前 か ら 温め て いた の だ が 、 そ れ が 今回 
「 マ テリ ア 」 の 登場 する 『FFVI リメイク 』 に お いて 実現 の 運び と な っ た の は 、 運 命 の よう な も の を 感じ ず に は 
いら れ な い 。 

本 書 に は 、「FFMI リメイク 』 の 膨大 な 開発 素材 の な か か ら 厳 選 し た アー ト や 企画 書 、 並 びに スタ ッ フ の 貴 
重 な コ メン ト の 数 々 が 濃密 に 収録 され て いる 。 

上 の 素材 の 内 部 に 注ぎ こま れ た 、 あ ふれ ん ば か り の クリ エイ ティ ビ テ ィ や 情熱 を 、 そ れ ぞ れ の 
ペー ジ か ら 存 分 に 感じ 取っ て いた だ ける こと だ ろう 。 

僧 越 な が ら 、 ひ と つづ 予言 を させ て いた だ く 。 

本 書 を 隅 か ら 隅 ま で 電 能 し 尽く し た と き 、 あ な た は 『FFVI リメイク 」 の こと が も っ と 好き に な る 一 一 。 


スタ ジオ ペン トス タッ フ 
山下 事 


FINALFANTASY VII REMAKE 
MATIERIAL ULIIMANIA CONTEINTSS 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ーWI リメイク マテ リア ル アル ティ マニ ア 


wArgNA 人 wArEt の 
VISUAL WORIKS ART (6 | IMAGE ART 70 

オフ ィ シャ ルアー ト 8 | キャ 72 17 

キャ ラク ター モデ ル 20 72 190 

クラ ウド 26 M 192 

バレ ルト 28 75 13 

ティ ファ 30 78 19 

エア リス 32 ラウ ド た ち 軸 12 

レッ ド 短 4 82 10 

セフィロス 36 8 | 

を 3 上 162 

40 % 19 

42 % 164 

3 105 ドガ ル - ハ イ ウェ イ 18 

四 10% 全 の 特 代 康 18 

4 の 10 ニブ ル ヘ イム 1 

ケッ ト ・ シ ー 69 12 186 

ザッ クス 9 13 189 

マリ ン ノ クラ ウド (1 14 1 

央 時 ) ン エア リス (7 歳 時 ) 一 14 1% 

衣装 リフ ァ レン ス 52 17 1% 

ムー ビー 62 121 20 


NATERiA wArstAL 


PLANNING SHEET 248 | SOUND 2 
アク セ サ リ 202 | せ 界 証 用 料 2 2 
だ いじ な も の 205 電 20 318 
スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク 210 254 
各地 の 設置 211 255 @ 
2 2 | wet 
OR 2 | VOICEE ACTOR Q&A 3 
218 20 
エネ ミー イラ スト 220 262 明 
ノー マル 杉 20 263 敵 
ポス 2 263 
召喚 24 264 9 
276 (レッ ド 通 役 ) 329 
当 之 (セフィロス 役 ) 330 
276 3 
280 0 
森谷 里美 (ジェ シー 役 ) 333 
ミッ ドガ ル ・ ブ ルー 壮 く 歌詞 2 
大 スタ ンプ 394 


MATERIAL |) 


VISUAL WORKS ART 


FINAL FANTASY VI REMAKE MATERIAL ULTIMANIA 
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Officlal Art 


| オフィシ ャ ルアー ト | 


yrsAr W VISUAL WORIKS ART 


FNLANMSYWI REMAKE MAIEAALUUTMAMA 


ラグ の を 
ムー ビー ディ レク ター: 生 守 一 行 
ミッ ドガ ル に 関し て は 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 開発 に 参加 し て 以来 、 以 降 の 作品 で も 区 画 の 整理 や 都市 計画 な ど を 行 
な っ て きま し た が 、 こ ん な に 長い つき あい に な る と は 起 像 し て いま せん で し た 。 いろいろ な キャ ラク ター た ち が 
この 街 で 育っ て きた こと を 思う と 、 ミ ッ ド ガル は まさ に 『FFVMI の 原点 の 地 だ と 思い ます 。 
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2 


ムー ビー ディ レク ター: 生 守 一 行 フロ ジェ クト マネ ー ジ ャ ー: 平田 清子 


全体 の 構図 は 、 野 村 ( 野 村 哲 也 氏 ) と 打ち 合わ せ を 重ね て 決め て い 片 の セフィロス は 、 シ ル エ ッ ト を 空 に な じ し ま せる こと に より 、 ミ ッ ド 
きま し た 。 セ フィ ロス 、 ミ ッ ド ガル 、 ク ラウ ド の 関係 性 を 考え な が ほ ガル を 覆う 影 と し て 表現 し まし た 。 それに 対し て クラ ウド は 強め の ライ ト . 
ら 、 オ リ ジ ナ ル 版 の イメ ー ジ を くず さ な い よう に 作成 し て いま す 。 : を 当て 、 巨 大 な 力 に 立ち 向かう 冷静 な 強 さ を 光 で 表現 し て いま す 。 
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yarEaL ii VISUAL WORKS ART 


FNLANMSYWI REMAKE MAEAALUUTMAMA 


11 


ムー ビー ディ レク ター : 年 寺 一 行 

この オフ ィ シ ャ ルアー ト は 、 ク ラウ ド た ち 

が 今後 の 目標 を 胸 に 未来 を 見 据え て いる よう 

な 構図 に な っ て いま す 。 暗い 夜 の 場面 が 多 か 

っ た ミッ ドガ ル が 明る い 夜 明け を 迎え て いる 

こと で 、 ま だ まだ つづ く 旅 の これ か ら を 暗示 
させ る 構成 に し まし た 。 


ライ ティ ング アー ティ スト : 佐 藤 香 


作業 を 開始 する と き に 「 夜 明け で 、 未 来 と 冒 陸 を 感じ ぶせ る も の を 」 と いっ た オー 
ダー を 受け まし た 。 本 作 の キー ビジ ュ ア ル と いう こと も あり 、 万 人 受け し そう お な 実 
写 感 の ある 続 に する つも り だ っ た の で す が 、 サ ンプ ブル を 何 枚 が 描い て みた と ころ 、 
| も っ と 彩 度 を 高く 、 赤 と 青 を 使っ て ! 」 と の 指示 が 。 彩 度 が 高く な りす ぎる の で は 
な いか と 心配 し て いた も の の 、 仕 上 が っ て みれ ば 、 ま さ に FF ら し い 素 敵 な 絵 に 落 
ち 着 いた と 思い ます 。 フ ァ ン の みな さん に 気に入っ て いた だ けた だ たら うれ し いで す 。 


wArERiaL WISUAL WORKS ART 


FNAL AMIAST 誕 EMEE MAMIEIAL ULTIN 朋 央 
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ーー イー アー ナー 補 祖 ご 


P.14ー18 の CG は 、 オ リ ジ ナ ル 版 の アー ト 
の リメイク で す 。 当 時 、 苦 労 し な が ら 制 作 し た 
の を 條 


れ た メッ セー ぷれ な いよ うに し て いま す 。 


み ンス ー バ パー バイザー: 松原 健太 
ド + 神 羅 ビ ル 」 の 再現 な の 
ジグ ナル 版 よ り も 
か な り デ ィ 3 ) ま す {の アー ト の イメ ー 
逆 に バーツ を ケズ っ た り バ イプ や クレ ー ン の 位置 を ズラ し た り し て いま す 。 ま た . 
ー ズ は 一 見 シン プル に 見 える も の の 、 身 体 の 信 き や 類 の ライ ン の 見 え か た 
よう な バタ ー ン 出し を 50 回 以上 も 行なっ て よう や く た ど り 状 いた 、 こ だ わり の : 


016 


5 の zo 


VFX ス ー パ ー バ イィ ザー: 赤間 祐樹 

「 オ リ ジ ナ ル 版 の イメ ー ジ アー ト を 最新 の 技術 で よみ が えら せる 」 と 聞い た と き の 胸 の 高 

鳴り は 、 い まで も 覚え て いま す 。 寝る 時 間 も 惜しん で オリ ジ ナ ル 版 を プレ イ し て いた と き 

と 同じ 気持 ち で 制作 し まし た が 、 美 化 さ れ た 記憶 を 実際 に デー タ へ 落と し こ お 作業 は 簡単 

で は な く 、 当 時 と 同じ で 眠れ な く な り ま し た 。 制作 中 は 、 ミ ス が な いか どう か 、 ド ッ ト 絵 
状態 に な る 300 倍 まで 画像 を 拡大 し て 確認 し た り し まし た ね 。 
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ラグ の 2 を ge と 


ライ ティ ング アー ティ スト : 佐藤 香 

左 ペ ー ジ の アー ト は 、 フ ァ ン の みな さん に は 懐かしい 名 場面 の ひと つ で し ょ う 。 基 本 的 に は 最新 の 技術 で 描か れ て いま 
す が 、CG と いう 表現 手段 に お いて は 、 す べ て を 現代 の 手法 に 置き か える と な く な っ て し まう 面影 の よう な も の が ある と 
いつ も 感じ て いま す 。 こ の アー ト も 、 古 き 時 代 の に お い を 残し つつ の 再現 に こだわ っ て みた 1 枚 で す 。 

右 ペ ー ジ の アー ト は 、E3( ア メリ カ で 行なわ れる 世界 最大 規模 の ゲー ムシ ョ ー) で 披露 され た 高 さ 10 メ ー ト ル ほ どの 垂 
れ 幕 用 に 制作 し た CG で す 。 近年 の 宣伝 用 の 静止 画 は 解像度 が 高い た め 、 仕 上 げ 作業 も ひと 苦労 で 、 こ の アー ト も 何 十 時 
間 に も お よぶ レタ ッ チ を 手 作 業 で 行なっ て 仕上 げ て いま す 。 本 作 を 楽し み に し て くだ さる すべ て の みな さん に 、 遠 く か ら 
見 て も 「 あ 、 セ フィ ロス だ ! 」 と ワク ワク し て も ら え る よう に 、 気合 い を 入れ て 制作 し まし た 。 い ま 見 る と 「 少 し 怖 さ が 足 
りな か っ た か な ?」 と も 思う の で す が 、 美 し くも 怖い セフィロス を 堪能 し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


yarskars VISUAL WORIKS ART 


RMALEAOASYWI ROMANE HMIENALUUTMAMA 
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020 


Character Model 


キャ ラク ター モデ ル 


Mill 


バ パレット 


全 


ラグ の 2 を zeez 
フロ ジェ クト マネ ー ジ ャ ー: 平田 清子 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター: 佐 伯 倫 季 


これ まで の キャ ラク ター の イメ ー ジ を 損なわ な いよ うに し つつ 、 
「FFVW リメイク 」 と し て の キャ ラク ター メイ ク を 野村 (野村 哲也 氏 ) 
と 慎重 に 行ない まし た 。『FFVI 関 連作 品 で は 、 ク ラウ ド は カッ コ 
よく 、 女 性 キャ ラク ター は か わい く 落 力 的 に な る よう に 、 何 度 も 試 
行 錯誤 を くり 返し 、 数 年 が か り で 調整 を つづ け て いま す 。 


本 作 の 主要 キャ ラク ター の 制作 は 、 ま ず 彼 ら の CG ア ー ト を 作り 、 そ れ を も と 
に 野村 (野村 哲也 氏 ) と や り 取 り を し て 外見 の 方 向 性 を 固め て か ら 、3D モ デル を 
作成 する …… と いう 流れ で 進め て いき まし た 。『FFVI」 の キャ ラク ター は さま ざ 
まな 作品 に 登場 し て お り 、 ど の キャ ラク ター も 人 気 が あ る の で 、 そ の イメ ー ジ を 
残し つつ も 改め て 作り 上 げ る 形 で 、1 体 1 体 有 協 な く 制 作 し て いま す 。 
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レッ ド 兆 
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022 


ルー ファ ウス 神 色 
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明 
rsur VISUAL WORIKS ART 


FNLAKSYVI REMAKE MERALUUIMANA 
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varERAr VISUAL WORKS ART 
RMLNRSYW BOAE MELUUNMNW 


クラ ウド 4 歳 時 ) 


エア リス (7 歳 ) 


の 


yurstur W VISUAL WORIKS ART 


MALAASYWI REMAME MAIERALUUTMAMA 


フチ の 偶 み 
れ て いる 。 


ラグ の 2 を ee と 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター: 佐 伯 倫 季 
クラ ウド は 最初 に 制作 し た キャ ラク ター で す が 、 骨 格 、 質 
ど 、 全 体 的 に リア ル に な る よう に 、 長 い スパ ン で 調 
整 を 行ない まし た 。 た と えば 腕 の 太 さ は 、 テ ィ ザ ー ム ー ビ ー 
か ら わ か りや すく 変わ っ て いま すね 。 
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バレ ッ ト 


ANNA 洋 も 


で バ レッ ト の 胸元 に は 2 枚 の ネー ムタ グ 

5 り 、1 枚 目 に は バレ ッ ト の 名 前 、 性 
血液 型 な ど が 刻ま れ て いる 。 
必 れ て いて ほとん ど 見 えな 
、 マ リン の も の だ 。 


ラグ の の eez 
キャ ラク ター モデ リン グティ レク ター: 佐伯 倫 季 
バレ ッ ト は 、 ほ か の キャ ラク ター と くら べ る と 、 骨 去 作品 に 登場 し た 
と き の イ メー ジ か ら 大 きく 変わ っ て いる と 思い ます 。 野 村 ( 野 村 許 也 氏 ) 
が 新た に 描き 下ろ し た アー ト を も と に 、 オ リ ジ ナル 版 の イラ スト の イメ 
ー ジ も 入れ つつ 、 た くま し さや 強 さ を 感じ られ る よう に 制作 し まし た 。 
キャ ラク ター モデ リン グ ア ー テ ィ ス ト : 重野 功 次 
右腕 の ガト リン グ ガ ン は 、 弾薬 を 入れ て か ら 発射 する まで の 武器 内 部 
の 機構 を 本 物 と 同じ に する た め に 、 デ ザイ ン に は な か っ た 動力 源 の モー 
ター を 追加 し て いま す 。 さ ら に 、 バ ラバ ラ に 解体 で きる よう に 各部 品 
パー ツ を 分 け て いる の で す が 、 制 作 中 は 「 ア バラ ンチ の 作戦 を 終え て 帰 
宅 し た バレ ッ ト は 、 家 で ゆっ くり 武 器 の 手入れ や 修理 を し て いる の だ ろ 
うな 」 と 、 自 分 の な か で イメ ー ジ を 尺 く ら ま せ て いま し た 。 
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を 手首 に 疹 か れ た チェ ー ン に 
は 、 左 こ は チ ョ コ ボ の 、 
ドム の チャ ー ム が 
アー ム ガ ー ド の 
赤い プレ ー ト に は 、 文 字 らし 


きも の が 刻ま れ て いる 


うん の ze と 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
- 佐伯 倫 委 
ティ ファ の 制作 に お いて は 、 野 村 ( 野 
村 哲 也 氏 ) と 何 度 も や り 取 り し て 、 ト ラ 
イ る エラー を くり 返し た こと を 思い 出し 
ます 。 今 回 、 テ ィ フ ァ は 髪 の 色 を アッ シ 
ュ 系 に し て いま す が 、 こ れ は 20 種類 以 
上 の カラ ー バ ター ン を 試し た すえ に 決ま 
り ま し た 。 
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5 の oz 
キャ ラク ター モデ リン グ ア ー テ ィ スト : 堀米 奈緒 美 
エア リス に つい て は 、 ヒ ロイ ン の ひと り と いう こと も あっ て 
相当 な 覚悟 で 制作 に の ぞ み まし た が 、 思 い の ほか 随 賠 に 作業 が 
進み まし た 。『FFVI アド ベン トチ ルド レン 」 で 作ら れ た リア ル 
な エア リス を 路 組 し つつ も 、 本 作 で は 彼女 の 内 面 の 明る さ が 、 
より 見 た 目 に 反映 され て いる と 思い ます 。 制 作 中 に 「 髪 の た ば 
ね か た を 自然 に 」 と か 「 彩 度 を 下げ て 明る め に 」 と いっ た 指示 が 
あっ た と き に は 、 再 構築 し て いる ん だ と いう 実感 が わき 、 ワ ク 
ワク し な が ら 作 業 を 行なっ た 記憶 が あり ます 。 


人 エア リス の トレ ー ド マー ク で も ある 、 ピ ンク の リポ ン > 
側 の 芝 が 透け て 見 え 、 上 質 な 薄手 の リボン で ある こと が うか が える 。 こ 
の リポ ン の な か に 、 エ アリ ス は 母 の 形見 の マテ リア を 忍ばせ て いる 。 


布地 の 向こう 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
佐伯 倫 季 
ジャ ケッ ト の デザ イン は 、 野 村 
(野村 閣 也 氏 ) の オー ダー で ライ ダ 
ー ス 風 に な っ て いる な ど 、 オ リ ジ 
ナル 版 か ら 結構 変わ つて で い る の で 
す が 、 そ の あたり は 担当 モデ ラー 
と デザ イン を 詰め な が ら 野村 に チ 
ェ ッ ク し て も らい まし た 。 
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すす モフモフ と し た 毛並み の 耳 に は 、 独 
特 な 模様 が 描か れ た リン グ が 。 又 帥 り 
の 羽根 は 、 じ か に 刺し て いる の で は な 
く 、 金属 製 の 留め 上 員 で 固定 し て いる 。 


ラグ の eee 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 佐伯 人 ム 季 
レッ ド 通 は 、 見 た 目 の 方 向 性 を 決め る の に 結構 悩ん だ キャ 
ラク ター で し た 。 本 作 で は 、 キ ャ ラク ター 性 を 大 更に する の 
と 同時 に リア リティ な 追求 し た か っ た の で 、 オリ ジ ナ ル 版 の 
イラ スト の イメ ー ジ が 感じ られ る よう に し つつ も 、 動 物 らし 
い 毛 並み や 造形 に こだわ っ て いま す 。 その ほか 、 武器 が 首 答 
に な っ て いる の も オリ ジ ナ ル 版 と の 大 き な ちがい で すね 。 


グ 


warstur VISUAL WORIKS ART 


fALRAMSYW REMAWE MAIERLUUIMMMA 


ぐ 災 の 意匠 が ほど こさ れ 
た ベル ト の バ > 1 
取り つけ ら 
な っ て お り 、 
ミ m を か た どっ た ア 
が 、 複 数 ぷら 


下がっ て いる 。 
2 の 2 ん ee と 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター: 佐 伯 倫 季 
セフィロス 特有 の 堅 型 は 、 リ アリ ティ を 重視 し な が ら 


も 過去 作品 で の イメ ー ジ を 壊さ な いよ うに 、 こ ま か く 調 
束 し て いま す 。 衣装 も 、 よ く 見 る と いま まで の も の と は 
デザ イン が 変わ っ て いる の で す が 、 キ ャ ラク ター 性 を く 
ず さ な いと い し て 制作 し まし た 。 
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いり 


すい か に も 高級 そう で 気品 の ある 、 し っ か り と し た 生地 で 
作ら れ た ダブ ルス ー ツ 。 胸 と 腰 の ポケ ッ ト に は ファ スナ ー 
が つい て お り 、 引 手 は 侯 先 の よう な デザ イン だ 。 


ラグ の 2 を ee 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 佐 伯 倫 季 
ルー ファ ウス の 部 は 、 野 村 ( 野 村 哲 也 氏 ) の OK が な 
かな か が 出 ず 、 作 る の が 難し い キ ャ ラク ター の ひと り で 
し た 。 新しい 衣装 も か な り 複 雑 な デザ イン で 制作 が 大 
変 で し た が 、 ル ー フ ァ ウ ス ら し さ を き ちん と 押さ えた 
カッ コ い い 仕 上 が り に な っ た と 思い ます 。 
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す 4 つ 。 


の 袖 ボ 


タン が 少し ず - 
仕立 15 


yrstur VISUAL WORIKS ART 


fNMLANSYVI REMAKE MAIEAMLUUIMANA 


うん の の を ee と 

キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター : 佐伯 傘 季 

ツ ォ ン は シン ブル に 「 ク ー ル に 見 える キャ ラ 
クタ ー」 で は あり ます が 、 シ ンプ ブル ゆえ に ちょ 
っ と し た こと で バラ ンス が くず れ て し まい 、 調 
整 に 苦労 し まし た 。 いっ た ん 3D モ デル が 完成 
し て か ら も 、 再 度 の 調整 が 入っ て いま す 。 ち な 
み に 、 同 じ タ ー ク ス の キャ ラク ター で も 、 ツ オォ 
ン 、 レノ 、 ル ー ド で それ ぞ れ 衣装 の デザ イン が 
微妙 に ちがう ん で す 。 
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2 が の eZ 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 佐伯 傘 季 
レノ は 、 過 去 に 登場 し た どの 作品 で も キャ ラク ター 人 性 
が 一 買 し て いた の で 、 本 作 で どん な 応 う に し ゃ べ る の か 
を 最初 か ら イ メー ジ し な が ら 制 作 で きま し た 。 胸 の 部 分 
の 開き 具合 に は 、 と くに 気 を 使い まし た ね 。 
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ン や レノ と ちがっ 
W の シャ ツ を 芽 用 。 
5 の 入っ た ネクタイ は 、 
タイ タッ ク ピ ン (ポタ ン 


ンク ダン フン ン オ 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 佐伯 倫 季 


デザ イン 上 、 ル ー ド は ほか の キャ ラク ター と くら 
べ て リア リティ が 出し や すか つっ た で すね 。 その ぶん 、 
奇抜 な 見 た 目 の レ ノ な ど に キャ ラク ター 性 で 負け な 
いよ うに 、 サ ング ラス の デザ イン や 、 サ ング ラス を 
取っ た と き の 目 の 印象 に は こだわ っ て いま す 。 
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クラ ウド (14 歳 時 ) 


050 


I.\ 


ティ ファ (13 歳 ノ 


エア リス (⑦ 歳 時 ) 


に 
ン 


ン 
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051 


Costume Heference 


| 衣装 リフ ァ レ ンス 


52 が の zzzeez 
ムー ビー ティ レク ター: 生 呈 一 行 
オリ ジ ナ ル 版 の イメ ー ジ を くず さ ず 、 
な お か つり アル に キャ ラク ター を 制作 す 
る こと を 目指 し た と き 、 ひ と つの 問題 が 
あり まし た 。 そ れ は 、CG モ デラ ー た ち ぢ 
は 服飾 の プロ で は な いと いう こと 。 今回 
は 、 モ デリ ング に 入る 前 に 本 物 の 衣装 を 
見 て 、 ス タッ フ に 現実 的 な 縫製 や 素材 感 
な ど を 理解 し て も ら う よう に し まし た 。 
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1 


人 で 


只 本 作 で の デザ イン が 決ま る 前 に は 、 オ リ ジ 
ナル 版 に 近い 衣装 も 実際 に 制作 され た 。 完成 
版 と くら べ る と 、 ミ シ 
ッ ト な どか が 大 きぐ 
ピー ス も 硬め の 質 惑 だ っ た 模様 。 


053 


ペー ツバ ユ 髄 叶 


^ 
ジリ ゴン パス トド - プ ラジ ャ ー(G70) 


ラグ の 2 ん を we と 
ムー ビー ディ レク ター: 生 裕一 行 
主要 キャ ラク ター に つい て は 、 衣 装 を 実際 に 製作 し 、 そ 
れ を アク ター に 着 て も ら っ て 、 シ ワ の 入り か た や アク ショ 
ふじ た 衣装 の 動き な ど を 研究 し まし た 。 その さい に 黄 
積 さ れ た デー タ は 、 ク ロス シミ ュ レ ーション (計算 に よっ 
て 衣装 を 動か す 手法 ) な どの 参考 に し て いま す 。 


054 


rsuwr @⑳ VISUAL WORIKS ART 
6 


RML AIASTW 8EMMKE MNERALUUIMAMA 


056 


エア リズ (⑦ 歳 時 ) 


5 の ze と 
フロ タク ショ ンマ ネー ジャ ー: 西 煽 横 
子ども 服 ら し くす る た め に 、 あ まり 高級 感 を 出し すぎ ず 、 あ る 程度 
簡素 化し て 着 や すい よう な 描 造 と 素材 感 で 作り まし た 。 や わら か め の 
コッ トン で ふわ っ と し た 印象 の 生地 を 選ん で いま す 。「 子 ども 服 だ し 、 
洗濯 し や すい 生地 で 」 な ど 、 生 活 感 を 考え た 指定 も され て いま し た ね 。 


ディ ブフ ア (18 歳 時 ) 


③ ワ ン ビ ピー ス 
事 
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2 の を ee と 
プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー: 西堀 横 


女の子 らし い シ ル エ ッ ト に な る よう に 、 
透明 感 の ある 色 味 と さら っ と し た 質感 の 生 
地 を 選ん で いま す 。 イ メー ジア ー ト の 雰 囲 
気 に 近 づけ る た め 、 ギ ャ ザー( 布 を 縫い ち 
ぢ め た ヒダ ) の 寄せ か た と ウエ スト の 詰め 
か た を 何 度 か 調整 し て 、 こ の バラ ンス に な 
り ま し た 。 実際 に アク ター に 着 て も ら っ た 
と き 、 串 出 度 が 高い 印象 を 受け た の で 、 ゲ 
ー ム 中 で は レー ス の 密度 や 質感 を ラフ に し 
て 少女 らし さ を 残し て いま す 。 
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2 ググ の zeeZ 
プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー : 西堀 横 
ほか の キャ ラク ター の 衣装 と くら べ て 装飾 が 多い の で 、 補 の 大 
き さ や ポケ ッ ト の 位置 な ど を 何 度 も 微 調整 し て いま す 。 この 衣装 
を 作っ た こと で 、 生 地 量 が 多く て 丈 の 長い デザ イン の 服 が どう い 
う 動き か た を する の か 、 買 重 な デー タ が 得 られ まし た 。 


2 
グ 
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ツ ォ ン 


シャ ッ ツ ( 白 ) 


うみ グ の we と 
プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー: 西堀 横 
シン プル な デザ イン の ツ ォ ン の 衣装 は 、 
シャ ー プ に 着こなす イメ ー ジ の スー ツ な 
の で 、 か な りこ ま か く 探す し て フィ ッ ト 
させ て いま す 。 な い 場 所 に シワ が 
入ら な いよ うに 気 を くば り まし た 。 


ン 
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2 ググ の ze 


レノ は 少し 着く ず す の が 特徴 で す が 、 
全体 が だ が らし な く な ら な いよ うに 、 ジ ャ 
ケッ ト と シャ ツ の 接 の 開き か た を カッ チ 
り め に 仕上 ぼ ま し た 。 コ ン セ ブ ト は 「 や 
ん ちゃ な カス タマ イズ 」 で 、 ス ー ツ らし 
い フ ォ ー マ ル さ は 残し つつ 、 は だ け 具 合 
に こだわ っ て いま す 。 
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プリ ヒス スー バーバ イザー: 井上 理一郎 
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VFX ス ー パ ー バ イザ ー: 赤間 祐樹 


オー ブ プ ニ ン グ の プリ ビズ (シミ ュ レ ーション 映像 ) を 制作 する と き は 、 新 
し い ミ ッ ド ガル の 世界 観 を どん な ふう に 伝え よう か と 、 チ ー ム 内 で さま ざ 
まな アイ デア が 出さ れ ま し た 。 魔 眺 妨 で 働く 神 羅 社 員 の 一 日 を 局 つ て いく 
案 や 、 鳥 子ども ニ イ ヌ と 視点 が つぎ つぎ と 切り か わっ て いく 案 な ども あ 
り ま し た が 、 最 終 的 に は 、 人 々 の 生活 圏 を わか りや すく アク ティ ブ に 移動 
で きる 、 自 転 車 に 乗っ た 子ども た ち を メイ ン に 描く 案 が 採用 され て いま す 。 


| 
| 
| 


2015 年 の E3( ア メリ カ で 行なわ れる 世界 最大 規模 の ゲー ムシ ョ ー) で の 
発表 か ら 本 作 が 発売 され る まで の 道のり は 、 と て も 長かっ た で す 。 本 作 を 
ファ ン の みな さん に 最高 の 形 で お 届け する た め に 、 何 度 も [本当 に これ で い 
い の か ?」 と 自問 自 答 し まし た 。 と き に は 、 作 っ た も の を 1 ヵ月 以上 見 な い 
よう に し て 、 忘 れ た ころ に 見 直し て 「 良 い 」 と 思え る か 試し た り ……。 ほ か 
の スタ ッ フ から 「 い つま で 調整 する の ?」 と 怒ら れ た こと も あり まし た ね 。 


063 


064 


レイ アウ トコ ー デ ィ ネー ター : 西 典 顕 


リー ド エ フェ クト アー ティ スト : 井 和田 洋一 


オリ ジ ナ ル 版 の 演出 を リア ル な 頭 身 の キ ャ ラク ター で 再現 する 
うえ で 、 も っ と も 難度 が 高い ムー ビー で し た 。 設定 を 考え る と 相 
当 ハ チャ メチ ャ な の で す が 、 ぜ いた く な エフ ェクト と 疾走 感 の あ 
る 描写 で 、 突 き 抜け た も の が で きた と 思い ます 。 演出 上 、 建 造物 
が 壊れ る アニ メー ショ ン の 多く を 手付 け で 作成 し て いる の で す が 、 
その 苦労 の か い は あっ た か な と 仕上 が り を 見 て 感じ ます ね 。 


本 作 最大 の クラ イマ ックス シー ン で ある プ 
レー ト 落 下 を 、 現 在 の 技術 で 表現 し た 迫力 の 
映像 で す 。 オ リ ジ ナ ル 版 で は 描き 切れ な か っ 
た 、 巨 大 な 建造 物 が 哨 壊す る 絶望 感 と 、 ク ラ 
ウド た ちか が 問 一 髪 で 脱出 を 果たす 緊張 感 の 表 
現に と くに こだわ り ま し た 。 
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ヴィ ジュ アル フロ ア を 


つの 7 gzzzzg 


プリ ビズ スー バー バイ サー: 田所 周三 


VFX ス ー パ ー バ イザ ー: 赤間 祐樹 


神 羅 カ ン パ ニー の 体験 型 企業 PR 映像 で は じ ま り 、 後 半 は ガラ リ と 
雰囲気 が 変わ っ て 、 セ フィ ロス が 見 せる 悪夢 が 描か れ て いま す 。「 古 代 


ん な 状態 だ っ た の ?」 な ど な ど 、 さ ま ざ ま な 想像 を か き 立て る 内 容 で 、 
プリ ビズ チー ム と し て も 非常 に や り が い の あ る ムー ビー で し た 。 


技術 的 に いろ いろ な も の を 盛り こん で いて 、 た と えば ミッ ドガ ル が 
建設 され る シー ン で は 、 た くさ ん の 静止 画 を つなげ て 時 間 の 流れ を 早 


種 っ て どん な 人 た ち ?」「 約 束 の 地 っ で ? ][ 神 羅 が 目指 す 未来 の 理想 郷 | 送り で 見 せる [タイ ムラ ブス 」 と 呼ば れる 手法 を 使っ で いま す 。 空 の 作 


と は ?」「 オ リ ジ ナ ル 版 の ラス ト で メテオ が 墜ち て きた と き に 地上 は ど 


成 に 2 ヵ月 は か か る と 言わ れ た と き は 絶望 感 が め り ま し た が 、 方 向 性 
の 確認 の た め に 作っ つて も ら っ た 映像 の 空 が か な り い い デ キ で 、 そ の ま 
ま 採用 し まし た 。 優 秀 な スタ ッ フ に 恵まれ て 本 当 に 良かっ た で す 。 
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セフィロス 登場 
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yarskars VISUAL WORIKS ART 
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レイ アウ トコ ー デ ティ ネイ ター: 西 典 顕 


リー ド エ フェ クト アー ティ スト : 井 和 田 洋一 


クラ イマ ックス で すか ら 、 セ フィ ロス と クラ ウド の それ ぞ れ の カッ コ よ さ を 
どこ まで 引き 立て られ る か を 意識 し て いま す 。 セ フィ ロス の 出現 演出 は ブリ ビ 
ズ の 時 点 で すばらし いも の に 仕上 が っ て いま し た し 、 ク ラウ ド の 着地 の 場面 は 
若手 の スタ ッ フ が 力 を 振り し ぼっ て ブラ ッシュ アッ プ し て くれ まし た 。 息 つく 
間 も な い 連 戦 で す が 、 気 分 を 盛り 上 げ る お 手伝い が で きた と 思い ます 。 


エア リス を 象徴 する ライ フス トリ ー ム の 世界 と セ 


フィ ロス を 象徴 する メデ テオ の 世界 の 対 時 は 、 ふ たり. 
の 対決 を 暗示 し て いる 重要 な シー ン で す 。 最強 の 瑞 
セフィロス の 登場 に いさ わし い 、 破 壊し つく され た 
メテオ の 世界 に ぜひ 注目 し て くだ さい 。 


つの aw と 


アニ メー ショ ンス ー バ パー バイ ザー: 松原 健太 


エフ ェクト アー ティ スト : 小野 寺 輝 明 


当初 、 エン ディ ング は し っ と り と し た 究 囲 気 を 想定 し て いて 、 冒 頭 の バレ ッ ト の セリ ラフ は 「 マ リン -……」 
と つぶ や く よ う な 仮 ボ イス を あて て 作業 を し て いた の で す が 、 声優 さん に よる 本 番 ポ ボイス は まさ か の 絶 
叫 だ っ た の で 、 結 構 あ のせ り ま し た 。 ザ ックス が 出 て くる 場面 で は 、 自 分 も が ボロ ボロ な の に 、 ク ラウ ド を 
抱え な が ら ミ ッ ド ガル を 目指 し て 荒野 を 歩く 姿 が きれ い に 表 現さ れ て お り 、 印 象 的 な シー ン に な っ た と 
思い ます 。 た だ 、 作 業 中 は ザッ クス の ツン ツン 頭 が クラ ウド の 腕 に め り こ ん で 大 変 で し た -……。 


新た な 冒険 へ の 不安 、 決意 、 希望 と いっ た 、 
それ ぞ れ の 思い を 反映 し て いる よう な 天候 や 
空気 感 を 表現 し て いま す 。 その 要素 に 加え て 、 
ザッ クス と クラ ウド が 登場 する 場面 で は 、 幻 
想 的 か つ 神 秘 的 な 空間 を 演出 し まし た 。 
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ムー ビー 制作 時 に 描か れ た ミッ ドガ ル 


エン ヴァ イロ メン トス ー パ バー バイザー : 
、。。 西 中 下 
これ ら は 、 モ デリ ング 作業 に 入る 前 
に 、 ミ ッ ド ガル の 各 エリ ア の 究 囲 気 が 
つか め る よう に 作成 し た イメ ー ジ ボー 
ド で す 。 イ メー ジ ボ ー ド を 最初 に 用 意 
し た こと で 、 デ ィ レ クタ ー や ほか の ス 
タッ フ と イメ ー ジ を 共有 で きた の に 加 
えて 、 モ デリ ング 作業 の と き の 迷 い を 
軽減 で きた の で 、 作 業 効率 の アッ プ に 
つなげ られ た と 思い ます 。 
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Character lllustration 


マ ド レ ス を 着 た クラ ウド 


>/ 人 
7 


キャ ラク ター テ ザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
この ドレ ス の 絵 だ け は クラ ウド の 表情 を 変え て 
いま す 。 ち ょ っ びり 怒り な が ら も 内 心 で は 照れ て 
いる と いう イメ ー ジ で す 。 
= メインキャラ クタ ー モ デラ ー: 鶴 木 大 
実際 の ゲー ム 中 で は 、 黒 い 生地 の と ころ に こま 
か な 刺繍 を 入れ て いま す 。 


キャ ラク ター モデ リン グティ レク ター : 風 野 正昭 
この 衣装 を 着 て いる と き の ク ラウ ド が 一 番 恥 ず 
か し そう だ な と ど 、 給 を 見 る た びに 思っ て いま し た 。 


ラグ の zzzzee と 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 風 野 正昭 


この ドレ ス の デザ イン 画 だ け は クラ ウド が 化 米 を し て 
いな か っ た の で 、 ゲ ー ム 中 で も 当初 は 化 往 な し で し た 。 
し か し 、 豪華 さ が 下 位 の ドレ ス と 逆転 し て し まっ た た 
め 、 化 粧 あり に 変更 し た ん で す 。 

シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 

CHAPTER 9 で クリ ア し た クエ スト の 種類 に よっ て 
変わ る 、 ク ラウ ド の ドレ ス 。 着替え た あと に マム と サム 
に 話し か ける と 、 ド レス を 見 立て た 彼ら の こだわ り と ち 
よっ と し た 夫 女 (? ) 温 が 聞け ます 。 こ の ドレ ス は サム 
の プロ デュ ー ス に よる も の で す が 、 着 て いる クラ ウド の 
メリ ハリ ポ ボディ …… テ ィ フ ァ に 負け て ませ ん よね ? 


テ ド レス を 着 た クラ ウド ③) 


ブ 
の 
グ 
wrtAr の IMIAGE ART 
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> ドレ ス を 着 た クラ ウド ③ 


Y 14 歳 時 の クラ ウド 


ラグ の zzeez 
キャ ラク ター デザイ ン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


当初 は 、 回 想 シ ー ン ご と に ちがっ た 服装 に な る 予定 で し た が 、 
この 1 着 に まとめ まし た 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 鈴木 大 
まだ 磨 眺 の 影響 を 受け て いな いこ ろ な の で 、 ゲ ー ム 中 で も 目 
の デー タ が 大 人 の クラ ウド と は ちがう も の に な っ て いま す 。 


073 


074 


と テ バレ ッ ト 


Y ガト リン グ ガ ン の 構造 較 


[上 体 明 】 と コ 
に | 
寺 面 
要 な ら 生出 人 所 
| 79 が ーー た 隊 く 。 双 を 還 けた 人 
| 油 は く 
川 ト fP 
リー ト 
日 L | 
負 面 前 面 要 面 
(マテ リア 穴 ) 
22em () の ・ 償 は 安価 で 流通 の 多い ハン ドガ ン 等 の も の を 
攻 流用 し て た り 。 低 威力 で 商 中 縛 度 も 低い 。 
必 兎 に 角 率 快 に 致 パラ まく 。 


が 小さ い の で マリ ン が 設 需 手 伝 っ て る か も 。 
おい 衝 が 党 し ぬれ で マテ リア セッ ト = 
WAC と マテ リア が W し さ れる に ge 昌 

【 | | (マガ ジン 詳細 ) 


4 所 で 電 さ える 


| 厚み 4-4.5 セ ンチ で らい 


紀 間 ] 


ア Y バレ ッ ト 【 線 画 】 


5 が グ の gzzgee 
メイ ン キャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 
頭 部 の 印象 が 、 実 際 の ゲー ム 中 と は 
結構 ちがっ て いま すね 。3D モ デル の 
制作 時 に や り 取 り を 重ね て 、 ゲ ー ム 中 
の 形 に 落ち 着き まし た 。 


2 グ の gz を ze と 
メイ ン キャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 
開発 後半 に 、 首 か ら 肩 に か け て の シ 
ル エ ッ ト に 大 き な 調 整 を 入れ させ て も 
らい まし た 。 よ りら 力強い 父親 の 育 中 に 
な っ た と 思い ます 。 


arkar 9 IMIAGE ART 
fu 
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ラグ が の zzzee と 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 
鈴木 大 


この 給 の 時 点 で は イン ナー が 
な いで すね 。 イ ン ナ ー は 3D モ 
デル を 作成 する と き に 追加 され 
た の で す が 、 あ っ た ほう が 見 た 
目 に いい な と 思い ます 。 


5 の oeez 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
オリ ジ ナ ル 版 で の ドレ ス と 似 
た 感じ に し よう と 思っ て デザ イ 
ン し まし た 。 欠 出 の 多い セク シ 
ー ド レス で 、 ベ ルト の 花 が アク 
セン ト に な っ て いま す 。 


人 大 人 っ ぽい ドレ ス を 着 た ティ ファ 
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Y 格闘 家 っ ぽい ドレ ス を 着 た ティ ファ 


> 異国 風 な ドレ ス を 着 た ティ ファ 


5 の eee 

キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
ティ ファ の ドレ ス の な か で も と く 
に 苦労 し た 1 着 で す 。 何 度 も 何 度 も 
ボツ を 出さ れ て - ザイ ン 画 を 
10 点 以上 描き まし た 。 ど うに か が 形 

に な っ た の は 人 奇跡 だ と 思い ます 。 


ング の の ze と 
キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
3D モ デル に し た と き に 動か し や すい よう な デザ 
イン で まとめ て み ま し た 。 黒 の ヒョウ 柄 は 、 全 体 的 
に ダー ク で 目立た な い 感 じ に する 予定 で し た が 、 ゲ 
ー ム 中 で は 思い の ほか が 光沢 が な り ま し た ね 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 


ティ ファ の ドレ ス は 、 オ リ ジ ナ ル 版 と 同じ ドレ ス 
の 採用 は 早め に 決ま っ て いて 、 残 り の ふた つ を 新規 
で 作る こと に な り ま し た 。 ネ タ 出 し の と き に は 、 氏 
り 子 、 メ イド 、 ポ リス 風 、 チ ョ コ ボ ビキニ な ど 、 さ 
ま ざ ま な 案 が 出 て 、 プ ラン ナー た ちの 嗜好 が 激しく 
ぷ ぶつ か り 合 いま し た ね 。 最 終 的 に は 、 見 ご た え が あ 
つて 、 な お か つづ 多く の 文 1 受け 入れ て も ら え る 
だ ろう と いう こと で 、 チ ャ イナ ドレ ス 風 と 着物 風 の 
ら 点 が 採用 され て いま す 。 


レベ ル デ ザ イナ ー: 日 置 友梨 

「 チ ャ イナ ドレ ス に お 団子 ヘア は 欠か せな い ! 」 と 

いう 意思 の も と 、 な ん と か 実現 で きる よう に お 願い 

し た 記憶 が あり ます 。 頑張 っ て くれ た スタ ッ フ の み 
な さん に 感 楠 で す 。 


ラグ の 2 を ee と 
キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
幼い ころ の ティ ファ と くら べ る と 、 思 春期 っ ぽ 
さ が 出 て いる と 思い ます 。 父親 の 命 を 奪わ れる と 
いう 悲し い 出来 事 が 起こ る 前 の 表情 を イメ ー ジ し 
て 、 明 る い 有 雰 囲 気 で 描い て み ま し た 。 


Co テディ レク ター: 鳥山 求 


オリ ジ ナ ル 版 の ティ ファ の ウェ スタ ン 風 衣装 は 、 
当時 ディ レク ター を 務め て いた 北 瀬 ( 北 滞 佳 節 氏 ) 
の お 気に入り だ っ た 記憶 が あり ます 。 


マ 13 歳 時 の ティ ファ 


うみ が の ze と 


キャ ラク ター デザ イン : 


この 年 齢 だ と 現在 の よう な スタ イ 
ル に は な っ て いな い だ ろ うと 思い 、 


未成 熟 な 感じ を 出し て いま す 。 ラグ の eez 


個人 的 に 気に入っ て いる 絵 で 
す 。 彼 女 の か わい い 表 情 に 注目 
し て ほし いで すね 。 


だ 


の 
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と 5 年 前 の ティ ファ 


テ 8 歳 時 の ティ ファ 


キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
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テ ド レス を 着 た エア リス ① 


ラグ の ge の 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
タン ゴ と か フラ メン コ で も 踊り そ 
うな 姿 で すね 。 情 吾 的 な 真紅 の ドレ 
ス で 、 エ アリ ス の キャ ラク ター 性 と 
の ギャ ッ プ を 感じ させ ます 。 ち な み 
に 、 髪 に は エク ステ ンション を つけ 
て いる と いう 3 設定 で す 。 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
風 野 正昭 
この ドレ ス の と きだ け 、 エ アリ ス 
の 髪 が うし ろ も 醤 に な っ て いる の 
で す が 、3D モ デル の 作成 時 に ポリ 
ゴン 数 が 足り な く な っ て 大 変 で し た 。 
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2 が の ze 
キャ ラク ター デザ イン : メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 鈴木 大 
3 着 の ドレ ス の な か で は 中 間 の ラ 当初 、 ド レス 次 の エア リス は い ず 


ンク の も の に な り ま す が 、 個 人 的 に 


は エア リス に 一 番 似 合う ワン ピー ス | 


だ と 思っ て いま す 。 


52 の ze と 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ 
一 番 下 の ラ ンク の ドレ ス と いう こ 
と で 、 安 物 っ ぽい 感じ を 出せ た か な 
と 思い ます 。 エ アリ ス 自 身 、 ゲ ー ム 
中 で この 服 を 見 つめ な が ら 嘩 然 と し 
て いて 、 そ の 表情 を 見 る の が お も し 

ろか っ た で す 。 


キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 

安物 の ドレ ス と いう コン セプト で 
デザ イン し て も らい まし た が 、 も う 
少し 安物 感 を 抑え た いと の 要望 が あ 
り 、3D モ デル を 作成 する 段階 刺 
細 を 足し まし た 。 弄 掃 の 模様 は 、 工 
アリ ス が クラ ウド に 渡し た 黄色 い 花 
が モチ ー フ に な っ て いま す 。 


れ も 、 こ の 絵 に ある よう に 左前 髪 を 
上 げた 状態 で 3D モ デル を 作成 し て 
いま し た 。 し か し 、 エア リス っ ぽ さ 
が 薄れ て し まっ た の で 、 実際 の ゲー 


| ム 中 で は 下ろ し た 状態 に し て いま す 。 


テ ド レス を 着 た エア リス ② 


テ ドレス を 着 た エア リス ③ 


warpRiAr 9 IMIAGE ART 
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人 イフ ァ ル ナ と 暮らし て いた ころ の エア リス 


で 7 歳 時 の エア リス 
( 青 の サ スペ ンダ ー ワ ン ピ ー ス ) 


衣服 の 色 味 が さみし か っ た ら 、 
ニッ ト か 世 糸 の ブロ ー チ を 
つけ で ド さ きい 。 


ラグ の 2 みみ ez の 
キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
回 想 シー ン に 登場 する 子ども の ころ の エア リス で す 。 デ ー タ 上 
で は 、 青 の サス ペン ダー ワン ピー ス と オレ ンジ の ワン ピー ス の 切 
りか え が 、 パ ー ツ の 入れ か え で 行なえ る よう に な っ て いま す 。 


2 の we と 
エン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : 敬 原 瑞 士 


神 羅 ビル に と ら わ れ て いた と き の エ アリ ス と イフ ァ ル 
ナ で すね 。 せ つない 思い 出 が 多い ふた り で す が 、 と ら わ 
れ の 身 で あっ た 状況 で も 、 母 娘 の 楽し いひ と と き は 存在 
し て いた と いう イメ ー ジ を 伝え た く て 描き まし た 。 


マ 7 歳 時 の エア リス 
(オレ ンジ の ワン ピー ス ) 


yarERAL の IIMIAG ART 


FNLANASYVI REMAKE MAIEAALUUIMANA 


人 エア リス 


マク ラウ ド 


32 の aweez 
キャ ラク ター デザ イン : 
。 ロト ・ フ ェ ラ ー リ 
描く と き に 、 ポ ー ズ だ け で どの キャ 
ラク ター な の か わか る よう に で き な い 
か と 、 ず いぶ ん 悩み まし た 。 最 終 的 に 
は 、 各 キャ ラク ター の 装備 を 身 に つけ 
ささ せ て 、 わ か りや すく し て いま す 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 
SNS な SS 二 ホ 
カエ ル の 姿 に な っ た クラ ウド た ち 
は 、 色 と 装備 以外 は どれ も 同じ よう に 
見 えま す が 、 じ つ は バレ ッ ト だ け 身 体 
が 筋肉 質 で ひと まわ り 大 きい ん で す 。 
また 、 エ アリ ス と ティ ファ の カエ ル 姿 
は 、 ゲ ー ム 中 で は ちょ っ ぴ じ 黒目 の 部 
分 を 大 きく し まし た 。 瞳 の 色 も 、 ほ ん 
の 少し だ け 人 間 の と き の 色 に 寄せ て い 
ます 。 テ ィ フ ァ の カエ ル 姿 は 、 赤 い 手 
足 で グロ ー ブ や ブー ツ を 表現 で き て い 
る の が 、 す ご くい いで す よ ね 。 
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Y ビッ グ ス の ゴー グル 


ラグ の ee の 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
CHAPTER 4 で バイ ク に 乗る と 
き に つけ る ゴー グル は 、 最 初 は 全員 
分 デザ イン され て いま し た 。 し か し 、 
みん な で つけ る と あや し さぶ 全開 だ っ 
た の で 、 ク ラウ ド と ジェ シー は ゴー 
グル を 外す こと に な っ た ん で す 。 


日 
1 


うん の ze と 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
僕 が 本 作 の 開発 チー ム に 配属 さ 
れ て 、 最 初 に 描い た キャ ラク ター 
で す 。 オリジナ ル 版 で の Q 頭 身 の 
3D モ デル を 参考 に し まし た 。 


5 が の zeez 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
ビッ グ ス の 銃 は サメ の イメ ー 
ジ で デザ イン し まし た 。 結構 ゴ 
ツ コ ゴツ と し た 感じ の 銃 に な っ て 
いま す 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 

大 石 真奈 未 

七 六 分 室 で の 連戦 や 七 番 街 支 

柱 で の バト ル で 、 ビ ッ グ ス の 相 

権 と し て 象徴 的 に 登場 させ て い 

ます 。- 普 通 の 男 " の 意地 と 正義 
の 拠り どこ ろ で すね 。 


ガ 
の 
vareRAr の IMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MERALUUIMAMA 


2 の zzzee と 
キャ ラク ター デザイ ン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
アバ ラン チ の 3 人 の カラ ー リ ング は 、 オリジ 
ナル 版 と 同じ 色 味 に し まし た 。 た だ 、 オ ー プ ニ 
ング の ムー ビー を 見 た 感じ だ と 、 も う 少 し 淡い 
色 で まとめ て も 良かっ た か も し れ ま せん 。 


Y ウェ ッ ジ の 銃 


で ウェ ッ ジ の ゴー グル 


人 ウェ ッ ジ の 地雷 
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キャ ラク ター デザ イン : 

ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 

アク ティ ブ で 元気 な 女の子 らし く 

仕上 げ よ うと 思い まし た 。 胸 の あ た 

り は 、 あ まり 色っぽ い 形 に し た く な 

か っ た の で 、 鎧 の デザ イン に 苦労 し 
まし た が 、 う まく で きた か な ー。 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


ジェ シー の ログ セ の 「 な ん つっ て 」 
は 、 ポ イス 収録 の と き に 増やし た セ 
リフ で す 。 そ の 後 、 恋 愛 関連 の セリ 
フ を 言う と き に 、 相 手 を 本 気 に さ せ 
な いよ うに 照れ 隠し で 口 に し て いる 
と いう 設定 に な り ま し た 。 


52 の ze と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 
ジェ シー が 生ま れ て か ら 最 近 ま で の 写 
真 を 、 成 長 過 程 を 違っ て 制作 し て いく う 
ち に 、 ど ん どん 彼女 に 腰 し み を 覚え て い 
きま し た 。 
CO ディ レク ター 
ジェ シー は 、 ア バラ ンチ の 精密 機 拉 類 
の 整備 # の で 、 子ども の ころ か ら 機 
械 いじ り が 好き と い 、 
す 。 女優 だ っ た ころ の は 実家 に 
節 ら れ た 写真 で し か 見 る こと が で きま せ 
ん が 、 い つか ゴー ルド ソー サー で の ステ 
ジ を 再現 し て あげ た いで すね 。 


シー が 家族 に 送っ た 手紙 と 舞台 の チケ ッ ト 


人 ジェ シー の 父親 の 部 屋 に 飾ら れ た 写真 


の 


の 
ン 


nir 9 IMAG 王 ART 


FNLAKISYVI REMAKE MAEAILUUIMANA 


5 の zzeez 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉 山 麻美 
便せん は 、 年 相応 の 女の子 らし 
さと 、 家族 に 送る 手紙 と いう 部 分 
を 両立 させ る の が と て も 秦 し か っ 
た で す が 、 個 人 的 に 一 番 気に入っ 
て いた レモ ン 柄 に な り ま し た 。 舞 
台 の チケ ッ ト は 、「 ゴ ー ル ド ソ ー 
サー の 舞台 と いえ ば これ ! 」 と い 
う 思 い が あ っ た の で 、 オ リ ジ ナ ル 
版 の デー トイ ベン ト で お な じみ の 
「 さ ら わ れ た ルー ザ 姫 」 の も の に し 
て いま す 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 

大 地 外 化 

本 作 で: シー の フル ネー ム が 

明らか に な り ま し た が 、 じ つ は こ 

の チケ ッ ト に 主演 女優 の 名 前 が 書 

か れる こと に な っ た の が すべ て の 
は じ ま り で す 。 
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番 街 スラ ム & 七 番 街 市 


ラグ の ozee の 
キャ ラク ター デザ イン : 
Os が ルド ジェ エ ラニ 
ゲー ム 中 の ジョ ニー は 、 デ ザイ ン を 描 
く と き に 赴 像 し て と いた より も 、 抜 け て い 
て チャ ラ い 性 格 に な っ て いま し た 。 も う 
少し 彼 の 別 の 面 も 掘り 下げ て ほし か っ た 
と も 思い ます が 、 ま あ オ リ ジ ナ ル 版 で も 
そう いう 存在 で し た か ら ね 。 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
オリ ジ ナ ル 版 で は 悪 ノリ 気味 で 入れ た 
キャ ラク ター だ っ た の で す が 、 本 作 で は 
スラ ム の 脇役 代表 と し て メイ ンス トー リ 
ーー に も か ら み 、 完 成 度 が 上 が っ て し まい 
まし た 。 今後 も ぜひ 登 場 さ せ た い で す 。 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
風 野 正昭 
デザ イン は すご く カ ッ コ いい の に 、 ゲ 
ー ム 中 で は か わい そう な キャ ラク ター で 


街 地 の 人 々 


ラグ の gcee と 

メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 鈴木 大 
「 マ ー レ の うし ろ 髪 は ビッ グ バ ン に よっ て 生 
まれ た 」 と いう 珍 説 を キャ ラク ター 班 が 提唱 
し た の で す が 、 一 笑 に 付 さ れ ま し た 。 ちな み 
に 、 提唱 し た の は 私 で は あり ませ ん 。 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 風 野 正昭 

前 髪 と うし ろ 髪 の 毛 量 が あま り に も ちがう 
の で 、 あ の 医 ど め に は 何 か 不 思 議 な 力 が ある 
の か と 思い まし た 。 


レベ ル デ ザ イン スー バーバ イザ サー: 澤田 唯 


印象 的 な うし ろ 加 も さる こと な が ら 、 衣 装 
も 独特 な マー レ さ ん 。 本 当 は アパ ー ト の 前 に 
ある 安楽 椅子 に すわ ら せ て 、 愛 犬 と ゆっ た り 
し て いる シチュ エー ショ ン に し た か っ た の で 
す が 、「 す わっ た と き の 脱 の 動き を 作る の が 
難し い 」 と モー ショ ン 班 に 言わ れ て し まい 、 
泣く 泣く 立た せ た ま ま に な っ た と いう 裏話 が 
あっ た り し ます 。 


Y ジョ ニー の 両 末 


2 タグ の ze と 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
ジョ ニー が メイ ンス トー リー に か らむ お よう に な り 、 小 
ネタ に 使い に くく な っ た た め 、 彼 の か わり を 両親 に や っ 
て も ら う こと に し まし た 。 こ ま か い こと を 気 に し な い ジ 
ョ ニー の お お ら か な 性格 は 、 父 親 ゆ ずり で す 。 母 親 は 、 
ひたすら 皿 子 を 甘やかし て 育て まし た 。 そ の 結果 、 チ ュ 
ー チ ュー と 自由 寿 放 な ジョ ニー が 育つ た よう で す 。 


で ジェ シー の 父親 


ラグ の 2 を ee と 
シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
ジェ シー の 父親 に は 、 カ メラ が 趣味 と いう 裏 設定 
が あり まし た 。 ゴ ー ル ド ソ ー サ ー で の ジェ シー の 晴 
れ 舞 台 を 写真 に 収め る 日 を 楽し み に 、 部 屋 に ある カ 
メラ の 手入れ を し て いた 姿 が 思い 浮か び ま す 。 


の の 2 を ze と 


だ 


/ ゲ 
varcRAr の IMIAGE ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAIERALUUIMAMA 


シナ リオ コー ティ ネー ター: 大 石 真奈 未 


ベティ は 、CHAPTER 12 の 七 番 街 スラ 
ム で エア リス が 助け る 女の子 と し て 登場 が 決 
まつ た あと 、 い ろ い ろ な 場面 で 活躍 する こと 
に な り ま し た 。 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の クエ 
スト 「 音 楽 の 力 」 で 踊る ベティ に 、 心 を 柚 ち 抜 
か れ た か た も 多い の で は な いで し ょ うか が 。 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 


シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真 奈未 


最初 か ら 「 苦 労 人 で す 。 七 番 プ レー 
ト が 落ち た と き は 、 残念 で す が ……」 と 
言わ れ 、 涙 を こら えて デザ イン し まし 
た 。 快活 な ジェ シー と は 逆 に 、 物 静か 
な 印象 の 人 に で きた か な と 思い ます 。 


CHAPTER 4 で ジェ シー の 実家 に 
丸 び こん だ と き に リビン グ 側 の 扉 に 近 
づく と 、 母 親 と ジェ シー た ちの 楽し そ 
うな 会 話 が 聞こ えて きま す 。 妨 と その 
友人 を 愛す る 、 優 し い 母 親 で す 。 
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2 の zzzeZ 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 大 地 雅 俊 
自分 の 家 に いる か ら 当然 イス に すわ る だ ろう と 考え て 
モー ショ ン を 発注 し た と ころ 、 す わっ た と き の エプロ ン 
の 動き を 物理 シミ ュ レ ーション で 作る た め に 、 モ ー シ ョ 
ン デ ザイ ナー に 大 変 な 苦労 を か け て し まい まし た 。 最終 
的 に 、 イ ス の 形 も 工夫 し て な ん と か すわ ら せ て いま す 。 


人 15 年 前 の エル ミナ 


4 グ の 2eeweeg 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 
大 地政 俊 


スラ ム に いる 子ども た ちの 生活 の 表 
現 と し て 、 独 自 の ショ ッ プ を な 登場 させ 
る クエ スト を 提案 し た の で す が 、 ど ん 
どん 設定 が ふく らん で モグ ヤ が 誕生 し 
まし た 。 見 た 目 に 反し て 、 ゲ ー ム 中 で 
一 、 二 を 争う くら い マ ジ メ に 将来 の こ 
と を 考え て いる キャ ラク ター で す 。 


キャ ラク ター アー ティ スト : 水野 四 大 
服 に モー グリ の 肉 球 や 羽 が つい て い 


て か わい いで す ! 3D モ デル は モ フ 
モ フ 感 が チャ ー ム ポイ ント に な る よう 
に 作成 し まし た 。 


マエ ルミ ナ 


52 の ze の 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 
に 
ふつ う の 封 筒 の 想定 だ っ た の で す 
が 、 デ ザイ ナー が 「 正 式 な 書類 だ か 
ら 専用 の 封筒 で 、 エ / に と っ て 
見 た く な いも の の は ず だ か ら 乱 暴 に 
し まわ れ た 状態 に 」 と こだわ っ て く 
れ て 、 凝っ た デザ イン に な り ま し た 。 


人 エル ミナ の 夫 の 戦死 を 
知ら せる 手紙 


ァ ミレ イ ユ 


. う 2 の zzzee と 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 
大 地政 俊 
外伝 小説 か ら 本 作 に 登場 し た キャ 
ラク ター で 、 は じ め は た だ の 詐欺 師 
だ っ た の で す が 、 ミ レイ ユ が 関わ る 
クエ スト を 作る と き に 「 狙 う 相 手 を 
選 記 ] と いう 彼女 の 哲学 を 深堀 り し 
た 結果 、 ス ラム の 義 堪 に な り まし た 。 


ブ 


の 
wrtr の IIMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAERALUUIMANA 


ラグ の 2 を eee 
CO ティ レク ター: 鳥山 求 
キリ エ は 、 小 説 「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーWI 
in ター クス ザキ ギ ッ 2SZ 二 オー デル ヌ ラ 
イト ー」 の ヒロ イン で す 。 オリジナ ル 版 に は い 
な い 新 キ ャ ラク ター な の で 、 物 語 の 序盤 か ら 列 
車 や スラ ム に さり げ な く 登 場 語 せ 、 何 と な く 気 
づい て も ら お うと し た の で す が 、 列 車 の 乗客 や 
街 の 人 が 多 す ぎ て 、 埋 も れ て し まわ な いよ うに 

する の に 苦労 し まし た 。 


キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 

外伝 小説 の イメ ー ジ の まま で デザ イン を 仕上 
げ ま し た 。 声優 さん の 演技 の お か げ で 、 ゲ ー ム 
中 で は ワガママ な 感じ が 出 た と 思い ます 。 
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キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 

僕 が イメ ー ジ する ドン ・ コ ルネ オ を 、 ア ル 
コー ル で さら に ふく らん だ 身体 に し た の が 、 
この デザ イン で す 。 外 見 は 不 格好 な キャ ラク 
ター で す が 、 ゲ ー ム 中 で は カッ コ い い 姿 も 見 
られ ます 。 


Co テディ レク ター: 鳥山 求 

CHAPTER 9 の 最後 に コル ネオ が ベッ ド 
の 上 で 質問 を し た あと に 歌う 由 歌 は 、 声優 さ 
ん の アド リブ だ っ た の で す が 、 チ ョ コ ボ の テ 
ー マ に 聞こ える 感じ で 気に入っ て いま す 。 


人 怪し げ な ドリ ンク の ラベ ル 


マドン ・ コ ルネ オ の デフ ォ ル メイ ラス ト 


524 グ の ze と 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


'SNS の アブ リ に 使え そう な 絵 
で すね 。 も と も と は 地下 闘技 場 の 
控え 室 に 置か れ た ドリ ンク の ラベ 
ル 用 に 描い た も の だ っ た の で 、 試 
合 場 の モニ ター に も 表示 され て い 
る の を 見 て ビッ クリ し まし た 。 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 

風 野 正昭 

当初 は も っ と リア ル な 絵柄 だ っ 
た の で す が 、 ど ん どん か わい い マ 
スコ ッ ト 風 に な っ て いき まし た 。 


2 グ の ze と 


キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


。 Co ティル レクター: 鳥山 求 


レズ リー の デザ イン は 、 僕 の オリ ジ ナ ル で 
す 。 ふ くら は ぎ を カッ コ よ くす れ ば 、 そ こ に 
フィ ッ ト し た ヒザ 下 丈 の パン ツ も カッ コ よ く 
見 える だ ろう 、 と 思っ て 描き まし た 。 


テテ レズ リー が 恋 人 に 贈っ た ペン ダン ト 「 


52 の ze と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 
本 作 の 開発 作業 で は じ め て デザ イン 
し た も の で 、「 レ ズリ ー が 選び そう で 、 
な お か つ 女 性 らし い デ ザイ ン 」 を 考え 
る の が と て も 楽し か っ た で す 。 


レズ リー も キリ エ と 同じ く 、 も と は 外伝 小 
説 の 登場 人 物 で す 。 カ ツッコ いい キャ ラク ター 
な の で 、 し い 過 去 を 持っ て いる と いう 設定 
を 追加 し て 、 登 場 場面 を 増やし まし た 。 
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レズ リー の WW ペンダント トッ プ デ ザ イン 


091 


092 


ラグ の zee 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 


コッ チ と ソ ッ チ は 名 前 が 似 て いる の で 、 
ポイ ス の 収録 現場 で も 混乱 し まし た 。 コ ッ 
チ は 、 頭 に 血 が の ぼり や すい 荒く れ 者 の ほ 
う で す 。 地下 闘技 場 の 実況 は ラップ バト ル 
の よう な イメ ー ジ で 、 セ リフ の 掛け 合い を 
テン ポ よ く 行 な う 想 定 で 作成 し まし た 。 


テ ソ ッ チ 


マチ ョ コ ボ ・ サ ム 


ラグ の eee と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 
ーー  ※※ 理 由 綱 
オリ ジ ナ ル 版 で ティ ファ が 乗 
つて いた チョ コ ボ 車 の お じ さ ん 
を モデ ル に し まし た 。 腰 の ムチ 
ョ ン で つけ て いる イ 
どす 。 


CO ディレクター: 鳥山 求 


チョ コ ボ ・ サ ム の 外見 の イメ 
ー ジ に 合わ せ て 、 彼 の 店 が ある 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 入口 付 
近 の 音楽 は 、 ウ ェ ス タン 調 の ア 
レン ジ に し まし た 。 


本 作 で か な り 強 烈 な キャ ラク ター 付 
けが され た コッ チ と ソ ッ チ に は 、 ヘ ル 
人 ハウス 戦 の 実況 で 存 分 に 暴れ て も らい 
まし た 。 あ れ ほ ど ゼ イタ ク に セリ ラフ の 
バリ エー ショ ン を 用 意 で きる の は 、 こ 
の 作品 な ら で は で すね 。 


に プク ガ ン ア アッ 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
- 風 野 正昭 
背中 に ある ドラ ゴン の 模様 は 、 
コル ネオ の 部 下 の な か で も 幹部 の 
み が 服 に 刺 纏 と し て 入れ られ る も 
の で す 。 
CO ディレクター: 鳥山 求 
名 前 が 似 て いる ふた り の うち 、 
ソ ッ チ は 知性 派 の 巨漢 の ほう で す 。 
ボイス の 収録 時 、 声優 さん に アド 
リブ で 「 お れ ソ ッ チ 」 と いう セリ フ 
を 差し こま れ ま し た 。 


2 の ze と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 由 中 


CO ディレクター: 鳥山 求 


本 作 の 新 キャ ラク ター で 、 服 装 の 
イメ ー ジ な どの 情報 が まっ た く な い 
状態 か ら デ ザイ ン し まし た 。 実際 の 
マッ サー ジ 店 スタ ッ フ の 服装 を 含む 
820 種類 の 案 が あり まし た が 、 最 終 
的 に 花 患 風 に 決ま っ た ん で す 。 


「 普 通 の 採 み 」 で ビジ ネス ライ ク に 
接し て くる マダ ム ・ マ ム は 、 ふ だ ん 
の 態度 と ちがっ て いて ちょ っ と 新鮮 
で す 。「 極 上 の 揉み 」 の と き に 流れ る 
音楽 は 、 懐 か し の 昭和 感 が め る シャ 
バダ バダ バ 風 に し まし た 。 


ブ 
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> マダ ム ・ マ ム 


Yoshikazu Takenouchi 


ラグ の oe の 


オリ ジ ナ ル 版 で の 「 兄 買 と 呼ば れ て 
いる キレ イ な お 兄さん 」 の イメ ー ジ を 
現代 風 に 調整 し て 、 デ ザイ ン や 口調 を 


アニ ヤン の 弟 だ か ら 「 次 男 ] だ ろう と い 
うこ と で 、 レ ベル デザ イン 担当 の スタ 
ッ フ と 笑い な が ら 考 えた も の で す 。 MAN AMONG 


24 の zzgeeZ 

シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
ワン と サン ・ トー の 名 前 も や 、 ジ 
ー ナ ン と 同じ く レ ベル デザ イン 担当 スタ 
ッ フ と の 雑談 の な か で 決ま り まし た 。 「 前 
腕 筋 ] と 「 上 腕 三 頭 筋 ] と いう 筋肉 の 名 
が 元 ネ タタ で す 。 マ ッ ス ル ・ ハー モニ 


0 


> 密 妖 の 館 の 受付 


> ハニ ー ボ ー イ 
で ハニー ガー ル 
52 の ozgeg と 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 由貴 

オリ ジ ナ ル 版 で の 印象 を 残し た ま 
ま 、 か わい らし い デ ザイ ン に し た く 
て 頭 張 り ま し た 。「 ハ ニー ガー ル 」 と 
いう 名 前 が と て も 秀逸 だ と 思い ます 。 


メー ツ 型 の ラベ ルビ ピン は 
葉 の テク スチ ャ 信 下 で 
全 氏 の 錠 の ロゴ を 入れ て くだ さい 。 


金色 の スー ツ だ と ちょ っ と 元気 な 
印象 に な り そ う で 、 落 ち 着 いた 雰 囲 
気 に で きる か 心配 で し た が 、3D モ 
デル を カッ コ よ く 仕 上 げ て も ら え た 
の で ホッ と し て いま す 。 


うん の を ee と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 
ニー ガー ル が と て も か わい らし い の 
で 、 ハ ニー ボー イ は スマ ー ト さ を 出 し た い 
と 考え まし た 。 カ ッ ト シ ー ン を 見 て 、 踊 る 
だ け か と 思い き や メ イク アッ プ ま で し て く 
れる ん だ …… と 感動 し た 記憶 が あり ます 。 


シナ リオ コー ティ ネー ター: 大 石 真奈 未 


ハニ ー ボ ー イ の 衣装 は アシ ナガ バチ が モ 
チー フ 。 ペ スト の 福 の 部 分 は 、 ハ チ の 羽 の 
イメ ー ジ で デザ イン を お 願い し まし た 。 


yarERAr の IIMIAGE ART 
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Yoshikazu Takenouchi 


> ホロ グラ ム の ダン サー 


52 の ze と 
メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー: 鈴 木 大 
デザ イン 画 と 同じ く 、3D モ デル の 
ほう も 太もも に も の すご いこ だ わり が 
感じ られ る 仕上 が り D に な っ て いま す 。 


て 6 =fo 和 す 


ee ア 


ラグ の ee と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 
ペグ た ちほ 難しい 言 葉 を 知っ た か ぶり し て 使 
うと いう 設定 で し た が 、 や りす ぎる と し つこ く 
な っ て し まう の で 、 ち ょ うど 良く する の か 大 変 
で し た 。 死ん だ フリ を し て いる 最 中 に 踏ま れ た 
と き の セ リフ は 、 た くさ ん ある な か か ら 乱 選 し 

た も の を 使っ て いま す 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 大 地政 俊 
最初 の ころ は 量 党 3 人 に 名 前 が な く 、 そ れ ぞ 
れ 体型 で 何と な く 呼ん で いた た め 、 ベ グ 、 バド 、 
ブッ チョ と 決ま っ た あと も 、 し ば らく は どれ が 
誰 な の か スタ ッ フ 全員 が 混乱 し て いま し た 。 


095 
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〈 プレ ジ デ ント 神 羅 


Co ティ レク ター: 鳥山 求 

コテ ゴ テ の 成金 起 味 な ビス トル で 

す が 、 狙わ れる と バレ ッ ト も 動け な 
く な る くら い 高 性 能 な ん で す よ 。 


グ 
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> ハイ デッカ ー 


52 の ee と 
メイ ン キャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 
イラ スト だ と 黒 惨 時 ヒゲ に 見 えま す が 、 ゲ ー ム 
中 で は 少し 白髪 混じり に な っ て いま す 。 
CO ディレクター: 鳥山 求 


人 ハイ デッカ ー の セリ フ は 、「 人 ハラ スメント 研修 
で 紹介 され る 上 司 の NG セリ フ の 例 」 を 思い 出し 
な が ら 、 す べ て NG に な る よう に 作成 し まし た 。 


ラグ の we の 
キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


オリ ジ ナ ル 版 より も 、 少 し 疲れ た よう な 顔 に 
仕上 げ ま し た 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー : 鈴木 大 


デザ イン 画 と ちがっ て 、 ゲ ー ム 内 で は 白目 の 
部 分 を 不健康 そう な 感じ に し て いま す 。 
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24 の ee 


キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


耳 の ピア ス と ネッ クレ ス の 色 で 悩み まし た 。 
最終 的 に どちら も エメ ラル ド グ リ ー ン に し まし 
た が 、 ル ビー レッ ド で も 良かっ た か な ー。 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター : 風 野 正昭 


レー ティ ング (年 齢 制限 ) を 守る た め に 、 ス カ 
ー ト の スリ ッ ト の 長 さ を どれ くら い に す る か を 
決め る の が 大 変 で し た 。 


アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 山田 和 明 


スカ ー ト の 動き を 設定 する と き に 、 こ ん な に 
スリ ッ ト が 深く て 歩く と き に 大 丈夫 か な 、 と 心 
配 し た こと を 覚え て いま す 。 


2 グ の eee 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
シン ブル で カッ コ い い 仕上 が り の 
デザ イン に な っ て いる と 思い ます 。 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
_ 風 野 正昭 

リー ブ に は 女性 の 秘 寺 が いる の で 
す が 、 グ ゲー ム 中 に 登場 する 秘書 は じ 
つ は 2 代目 で す 。 初代 は イメ ー ジ が 
ちがう と いう こと で 、 開発 の 途中 で 
変 更に な り まし た 。 


テ パル マー 


ラグ の ee と 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 涯 田 唯 


「IFFX』 の オオ アカ 屋 の よう な 、 大 きい リュ 
ッ ク を 背負 っ た 神 羅 科 学部 門 の 助手 の 男性 」 
と いう 発注 を し た と ころ 、 あ が っ て きた デザ 
イン が 少年 に な つて いて 、「 こ うき た か 」 と ビ 
ッ ク リ し まし た 。 最初 は た だ の サブ キャ ラク 
ター で し た が 、 い ろ い ろ な 役目 を 担当 し て く 
れ ま し た ね 。 


レベ ル デ ザ イィ イ ナー: 日置 友梨 


は か な げ な 美少年 に 仕上 ぼる た め 、 セ ー ラ 
ー 服 や 少年 合唱 団 の 参考 画像 を 探し まわ っ た 
の を 覚え て いま す 。 さ ら に 「 ク ラウ ド を 追い 
が かけ て あちこち 移動 し て いる か ら 、 ボ ポー イス 
カウ ト の 要素 も 入れ た い 」 な ど な ど 、 設 定 を 
詰め こみ すぎ まし た が 、 デ ザイ ナー の みな さ 
ま が 見 事 に まとめ 上 げ て くれ まし た 。 


Y チャ ドリ ー の VR ゴ ー グ ル 


0 シー ンー『 


IT 
4 
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5 の 2 ん zee 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
「 政 治 家 的 な 頭 の 良さ 」 を 表現 し よう と 思 
い 、 た くら み を 隠し て いる 顔 に 仕上 げ ま し 
た 。 さら に 、 ナ ポレ オン の クセ を 取り 入れ 
て 、 上 着 の な か に 右手 を 入れ て いま す 。 


Co テディ レク ター: 鳥山 求 
宇田 開 発 部 門 が 稼働 し て いな いこ と も あ 
り 、 本 作 で は 登場 する 場面 が 少な く な っ て 
し まっ た の で 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト へ 視 
球 に 行か せま し た 。 


52 の zeeZ 


キャ ラク ター モデ リン グティ レク ター : 風 野 正昭 


VH ゴー グル は 、 神 羅 バ トル シミ ュ レ ー タ ー 
の 起動 装置 に 合わ せ て デザ イン を 考え た の で す 
が 、 完 成 し た あと に 起動 装置 の 外見 が 変更 され 
て 焦り まし た 。 最終 的 に は 、VRH ゴ ー グ ル と 起 
動 装置 は 一 致す る デザ イン に な っ て いま す 。 


099 
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> テ ルー ファ ウス 神 経 


ラグ の egg 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
オリ ジ ナ ル 版 の デザ イン を ベー ス に し 
て 、 足 元 を 洋風 の 待 の よう な 形 に アレ ン 
ジ し まし た 。 腰 の まわ り に ぶら 下がっ て 
いる ベル ト は 、3D モ デル だ と 少し ヒラ 
ヒラ 動き すぎ て 、 バ ドミ ント ン の シャ ト 
ル の よう に 見 えて し まっ た の が 予想 外 の 

ミス で し た ね (冷汗 )。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 
すべ て の キャ ラク ター の な か で 、 構 造 
の 把握 が 難し い 衣 装 ナ ン バ ー ワ ン で す 。 


人 


が 
の 
varctr の IMIAGE ART 
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Y ルー ファ ウス 神 羅 の 銃 


ME ン 


Y ルー ファ ウス 神 羅 の 銃 初期 案 】 


5 の yzeez 

リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂根 康介 

ルー ファ ウス の 銃 は 、 最 初 は 左右 
に 並ん だ ぬ た つの 銃身 が 分 離し て 、 
短い 銃 と 長い 銃 に な る 仕組 み を 考え 
て いま し た 。 し か し 、 長 さ の ちがう 久 
身 が 左右 に 並ん だ 状態 で 構え させ た 
と き に アン バラ ンス に な っ て し まっ た 
た め 、82 丁 の 銃 を 前 後に つなげ る 構 
造 に 変更 し て いま す 。 ま た 、 当 初 は 
銃身 か ら 薬 英 を 排出 する ギミック が 
あっ て 、 銃 を 回 転 さ せ た と き の 遠 心 
力 で それ が 作動 する と いう 設定 で し 
た 。 ゲ ー ム 中 の ルー ファ ウス が 「 リ ロ 
ー ド 」 で 銃 を まわ し た り 勢 いよ く 引 い 
た り し て いる の は 、 そ の 名 残 で す 。 


【 横 面 (使用 時 イメ ー ジ ) 】 


【 上 面 (使用 時 イメ ー ジ ) 】 


Y ルー ファ ウス 神 羅 の コイ ン 


っ イン 表 っ > 家 


うん の we と 

キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 風 野 正昭 
コイ ン の 表 と 裏 は 同じ 絵柄 に する 予定 で し 

た が 、 デ ザイ ン 班 か ら 提 出さ れ た ふた つの 案 

が どちら も いい デキ だ っ た の で 、 両 方 採用 し 

て 表裏 で ちがう 絵柄 に し まし た 。 


リー ド バ ト ル テ デザ イナ ー: 坂根 康介 

コイ ン に ダー ク ネ イシ ョ ン の 絵 を 入れ た い | 
と 思っ て いた ら 、 そ の と お り の デザ イン に 決 え 
まっ た の で 、 驚き つつ も テン ショ ン が 上 が っ し 12 よ 9) 2 は 7 に 2 に 
た の を 党 え て いま す 。 タ 09k る 2 タッ 花 護 は 34 
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テツ ォ ン 


52 の oe と 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
ツ ォ ン た ち タ ー ク ス 3 人 の スー ツ は 
ほぼ 同じ デザ イン で す が 、 袖 や 肩 な ど 
の こま か い 部 分 が ちがっ て いま す 。 


2 の ez 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
若い ころ の ツ ォ ン の デザ イン も 用 意 し 
た の で す が 、 回 想 シ ー ン の ツ ォ ン が 通常 
の ツ ォ ン と 同じ 外見 に な っ た た め 、 実際 
に は 使わ れ ま せん で し た 。 


Co ディ レク ター: 鳥山 求 


エル ミナ の 回想 に 登場 する ツ ォ ン の ボ 
イス は 、 ま だ 青 二 オ の 若者 と いう こと で 、 
愛 社 精神 に あふ ぶれ た 熱い 新入 社員 を イメ 
ー ジ し て 演じ て も ら っ て いま す 。 


ブ 
テン 
vareRAr ⑳ IMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAILUUIMANA 


テレ ノ の ロッ ド 


zz の zeec 
シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
CHAPTER 13 で レノ が へ リ か ら 革 番 街 支 柱 へ 降り る 直前 、 
ルー ド か ら 投 げ 渡 され た ロッ ド を 受け 取っ た と き に 、 ロ ッ ド の 
柄 に ある 神 級 の ロゴ が 映し 出さ れ ま す 。 神 羅 に 所 属す る ター ク 
ス と し て の 責任 と 覚悟 、 相 棒 と の 絆 が 垣間見 える シー ン で すね 。 


Y レノ の 電磁 機電 


の の ozzzez と 
メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 


右 耳 の ピア ス の 石 は デザ イン 画 だ と アン バー 色 で 
す が 、 ゲ ー ム 中 で は 青色 に な っ て いま す 。 
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ラグ の oz を ee と 
キャ ラク ター デザイン: ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
不良 で 自信 洪 々 の ソル ジャ ー と いう こと で 、 気 
分 が 変わ りや すい 人 の イメ ー ジ で 仕上 げ ま し た 。 
も う 少 し 活躍 する 場面 が ほし か っ た で すね 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 

ロー チェ は 、 ソ ル ジ ャ ー3rd の 汎用 デザ イン で 

すま そう と いう 意見 も あっ た な か 、 専 用 の デザ イ 

ン を 描い て も らい た く て 、 や た ら と 気合 い の 入 っ 

た 発注 用 の 設定 資料 を 作っ た 思い 出 が あり ます 。 

多く の スタ ッ フ の 愛 で タ スキ が つなが れ 、 と て も 
炒 力 的 な キャ ラク ター 成長 し て くれ まし た 。 


G バ イク レベ ル デ ザ イナ ー : 後藤 康 人 
ロー チェ が 乗る バイ ク 「 ロ ー チ ェ カ スタ ム 」 は 、 


Y 神 散 課 長 彼 専用 の 色 に する こと が 早い 段階 か ら 決ま っ て い 
ダグ の wo の て 、 関 係 ス タッ フ に 何 色 が いい か を 聞い た と こ 
CO ティ レク ター: 鳥山 求 ろ 、 全 員 の 意見 が 一 致し て 赤 に 決定 し まし た 。 赤 
SE に な っ た 理由 は 「 速 い 」「 専 用 ]:…… あ と は ご 門 像 に 

ー ト の 目印 と し て 名 所 に 仕込 ん だ キャ ラク お まかせ し ます 。 


ター で 、 当 時 まだ 新人 だ っ た 自分 が イメ ー 
ジ す る 「 モ ー レ ツ サ ラリ ー マ ン 」 と し て 描き 
まし た 。 本 作 で は さら に 登場 シー ン が 増え 、 
中 間 管 理 職 と 家族 持ち の 悲 太 も 描く よう に 
し て いま す 。 深 み が 増 し た で し ょ うか 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤 田 唯 

列車 、 七 番 街 スラ ム 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ 
ッ ト と 、 多 く の ロ ケー ショ ン に 登場 する 人 
物 に な り ま し た 。 も し か し た ら サ ブ キ ャ ラ 
クタ ー の な か で 、 登 場 し た 回 数 と 場所 は チ 
ャ ドリ ー の つぎ に 多い か も ? 


と ヶ ド ミノ 


作っ た 3D モ デル の 顔 が ちょ っ と 赤 
か っ た の で 修正 し た の で す が 、「 毎 日 
お 洒 を 飲ん で グチ っ て そう な 顔 に し 
て 」 と 言わ れ た た め 、 も と に も ど し ま 
し た 。 と いう わけ で 、 こ の 人 は 毎日 お 
酒 を 飲ん で グチ っ て いま す 。 


お だ や か で 堅実 そう に 見 えま す 
意外 と ちゃ っ か り 者 の チャ ー 
ング な キャ ラク ター で す 。 


warstiuL ② IMIAG 王 ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAERALUUIMANA 


手 に 謙 ペ ン キ を つけ で 
二 き 際 っ た 感じ で す 。 


で 黒い マン ト の 人 物 


5 ググ の ze の 
キャ ラク ター デザ イン : 
ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 
さま よっ て いる セフィロス の コピ 
ー で す 。 顔 が 見 えな いよ うに する こ 
と に 、 一 番 気 を つけ まし た 。 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 

本 作 で は デザ イン が カッ コ よ く な 

つて 、 何 と 呼応 か を 検討 し た の で す 

が 、「 黒 装束 」「 黒 コー ト 」「 黒 ケー ブ ] 

な ど だ と 何者 な の か わか ら な く な る 

の で 、 オ リ ジ ナ ル 版 と 同じ 「 黒 マン 
ト 」 で いく こと に し まし た 。 


Y マン ト の 構造 
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べべ イフ ァ ル ナ 


で ブラ イア ン 


うん の okezeeZ 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 ラダ が の oe 
クラ ウデ ィ ア の 声 を 担当 し て いた だ いた ー CO ディ レクター: 山 求 
日 癌 のり子 さん は 、 収録 四 場 の スタ ッ フ の 今回 の 且 発 中 は 死体] と いう コー ド 
な か に 年 人 6 に ドン ビシ ャ で ファ ン だ っ た ネー ム だ っ た の で す が 、[ テ ィ フ ァ バ 
人 が 多く 、 も っ と セリ フ を 増やせ な いか な バ 」 こ と プライ アン さ ん と し て 、 いつ 
ど 、 ひ そ か に 盛り 上 が っ て いま し た 。 か 登場 する と き が くる と 思い ます 。 


Y ニブ ル ヘ イム で ティ ファ と 遊ん で いた 子ども た ち 


人 
ッ グ 
g デ 
vareRAr 9 IMIAG ビ ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAILUUIMANA 


Y ニュ ー ス キャ スタ ー Y カメ ラマ ン 


779 シ サー 


5 の we と 

人 アナ ウン サー レベ ル デ ザ イナ ー: 島本 絵里 奈 
この カメ ラマ ン は 、CHAPTER 7 

の 冒頭 の カッ トシ ー ン で 、 プ レジ デン 

ト 神 世 を 撮影 する 準備 を し て いま す 。 


テレ スキ ュー 隊員 


RAILWAY COMPANY 
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人 本 家 ア バラ ンチ の 銃 


24 の ee と 

人 本 家 ア バラ ンチ CD IE っ 
古代 種 の 衣装 は 本 作 で 初 登場 に 

な り ま す が 、 エ アリ ス の 脱 装 と 共 

通す る 要素 が 感じ られ る よう に デ 

ザイ ン し て も らい まし た 。 


Y 古代 種 


Y 古代 種 の 司 宗 


yarsRAL 9 IMIAGE ART 


RMMLANMSY VI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


人 スラ ム の 成人 男性 
うつ の oeeeZ 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 


スラ ム の 住人 た ち は 、 貧 し さ を 表現 する 
た め に ポロ ポロ の 風体 の デザ イン を 追加 発 
注 し た の で す が 、「 ス ラム と いっ て も そこ 
まで 危険 で 貧し い 場所 で は な い 」 と ツッコ 
ミ が あり 、 途 中 で 貧し さ 具合 が 綴 和 され た 
経 紀 が あり ます 。「" ス ラム ~ と いう 言葉 で 
想像 する 貧し さと 、 ゲ ー ム 中 の スラ ム は ち 
が う 」 と いう 認識 を チー ム 内 に 浸透 さ せる 
の に 、 か な り 気 を 使い まし た 。 


人 スラ ム の チン ピラ 男性 
Y 成人 男性 の 帽子 


1E 当 | 還 案 ら 還 案 3 
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還 案 1 


人 プレ ー ト 部 の 成人 女性 


人 スラ ム の チン ビラ 女性 


Y 成人 女性 の 帽子 


arskar 9 IMIAGE ART 
fAL 


MNOSVI REMAKE MANERALUUIMAMA 


人 スラ ム の 老人 男性 
Y プレ ー ト 部 の 老人 男性 


ye 


人 スラ ム の 少女 


6 NN 


還 案 4 
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キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 

野村 さん (野村 哲也 氏 ) が 描い た 忠 犬 スタ ン ブ 
の 原画 を も と に 、 さ ま ざ ま な 表情 を デザ イン し 
て み ま し た 。 


CO ティ レク ター: 鳥山 求 

中 犬 ス タン プ は 、 じ つ は スト ー リ ー 的 に 重要 
な 存在 と な っ て いま す 。 戦時 中 に 神 羅 が 作り 出 
し た マス コッ トキ ャ ラク ター と いう こと で 、 ス 
タン プ の 歌 も 教条 的 に な る よう に 作詞 し まし た 。 


Y アバ ラン チ が 壁 に 描い た 忠 犬 ス タン プ の 絵 


人 忠 犬 スタ ンプ (ヨー クシ ャ ー テ リア ) 


ラグ の ee 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 大 地引 俊 
本 当 に あり そう な パッ ケー ジ に する べく 、 デ ザイ ン は 
も ちろ ん 、 お 菓子 の 名 前 も ロー カラ イズ 部 に 候補 を 出し 
て も ら っ て 作成 し まし た 。 名 前 の 「Stamp's Champs」 
は 、「 ス タン ブ の イチ 押し 」 と いう 意味 に な っ つて いま す 。 


warsRir @⑳ IMIAGE ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


Y 足 犬 スタ ンプ が プリ ント され た お 菓子 の 袋 


人 アビ シニア ン ( 菜 色 ) 


で の 


和信 アメ リカ ン シ ョ ー ト へ ア 


3 / 
4 
Crd 
人 ラグ ドー ル 


ダブ 


うん が の oeee と 
レベ ル テ デザ イン スー パー バイ ザー : 
記 生 MR922 |) 
スラ ム に 登場 する ネコ は (イヌ も 
そう で す が )、 長 毛 種 の ゴー ジャ ス 
な も の は な る べく ひか えて 、 ど こ に 
で も いる よう な 見 た 目 の ネ コ を 選ん 
で いま す 。 ネ コ の 動き は モー ショ ン 
班 に まかせ た の で す が 、 予 想 以上 に 
動作 が 増え て いっ て 、 人 間 の ネコ へ 
の 愛 の 深 さ を 再 確認 し まし た 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 

__ 大 真奈 末 

ジェ シー の 実家 の 裏口 で 現れ る 3 

区 組 の ネコ と 1 匹 の ネコ に も 、 さま 

ざま な こだわ り が 詰め こま れ て いま 

す 。 引 像 以上 の クオ リティ に 仕上 が 
つて いて 、 感 服 し まし た 。 
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Locatiomn Illustration 


Y 壱 番 魔 眺 坊 駅 : ホ ー ム 


> 壱 番 魔 上 訪 駅 駅 人 


だ 
ノ 


ン 


yrEtiur ② IMIAGE ART 


FNMLMAKSYVI REMAKE MAERILUUIMAMA 


人 壱 番 魔 上 訪 駅 : 改札 口 


Train Departures Midgar Line 


Time Station 


_111213 | sw 


_171819 |M 


壱 番 街 改札 


Ticket Gate 


壱 番 街 1・2 丁 目 


Districts 1 and 2 


sector5 


aree 壱 番 放 時 訪 


ー Mako Reactor 1 


Midgar Railway の り ば 
loute Map 
Sector 1 Station 
人 壱 番 廃 眺 が 駅 : 路線 図 人 壱 番 廃 眺 炉 駅 : 出口 案内 板 
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人 壱 番 魔 眺 炉 : 作業 通路 B1F 


ラグ の zewz 


レベル テリ イィ ナー: 島 本 絵里 奈 

モニ ター の 部 分 は 、 パ スワ ー ド 入力 中 の 画面 や ロッ 

ク 解 画面 と いっ た 数 パタ ー ン が 表示 され る よ 
ーション を 用 意 し て も らい まし た 。 


Y ガー ドス コー ピオ ン 戦 (イメ ー ジ ) 
mm 


En 


人 壱 番 魔 訪 : 扉 の ロッ ク 制 御用 端末 


kuL の IMAG 王 ART 


FNLAKASYVI REMAKE MAIEAILUUIMANA 


八 番 街 


人 プレ ー ト 隔 壁 内 部 


3 (の みみ と 
シナ リオ コー ティ ネー ター: 大 五 真奈 未 ラグ の oe の 
CHAPTER 2 で クラ ウド た ち が 人 番 街 へ 脱出 する と き に 利用 し た この 通路 は 、 ミ CO ディ じ ク タ 5 貫 ( 束 
ガル の 各 ブ レー ト な を 放射状 に 区 切っ て いる 隔壁 の 内 部 に あり ます 。CHAPTER 八 番 街 は 、[LOVELESS」 が 
6 で ビッ グ ス と 合流 し た 通路 も 、 四 番 ブ レー ト の 隔壁 の 内 部 に ある 空間 な ん で す 。 を 中 心 に し た 息 華 特 と いう 8 
た 


* MM CS MEN 


4 二 灯 HH 

間 |/ 4 馬 gmocsTon 加 人 

| きす な 引 | 有 有 貞 fP 
・ 


還 語 沼 計 LN 


則 | 
| 
| 


| 
1 5 う ーー 
| LN 」 」 は 
本 可 上 上 財前 斬っ 
ャ > き = = 上 (Rs = 内 = どー 5 = = * で 
| 作 由 NLLLHLMM LEHETMIITI 和 Li 
撮 HI IM 8 5 6 < “ ce Ra E 35 」 = 


Y ホテ ル 


Y 信号 機 


wArERiAL の IMIAGE ART 


RNMLANMSYVI BEMAKE MAIEAALUUIMAMA 


CO ディレクター: 鳥山 求 

ゲー ム 中 の ホテ ル の 前 に は 従業 員 と 宿泊 客 が 
いて 、 彼 ら の 会 話 も 作り こま れ て いま す 。 た だ 、 
実際 に ブレイ す る と 、 ホ テル の 先 に いる エア リ 
ス が 気 に な っ て 率 通 り し て し まい が ち で す よ ね 。 
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Y 人 番 街 の 車 ① 


で 人 番 街 の 車 ④ 


Y 人 番 街 の 車 ③ 
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七 番 街 スラ ム 


Y スラ ム 全景 


うん の zzee と 


レベ ル デ ザ イン ス ・ 


個人 的 に は この イラ スト が 、 七 番 街 スラ ム の 景色 を も っ と も 具現 化 
し た 1 枚 だ と 思い ます 。 支柱 前 広場 か ら 居住 区 に 入っ た と き に 見 える 
ゲー ム 中 の 映像 が 、 こ の イラ スト に な る べく 近く な る よう に 、 デ ザイ 
ナー に 背景 を 制作 し て も らい まし た 。 


yrpRiL 9 MIAG 王 ART 


FNMLAKSYVI REMAKE MANERALUUIMANA 


七 番 街 ス ラム は 、 ア バラ ンチ の アジ ト に も な っ て いる セブ ンス へ ブ 


ン や 、 ク ラウ ド た ちの アパ ー ト の 天 望 童 が あり 、 本 作 で は 何 度 も 訪れ 
る こと に な る ホー ムタ ウン で す 。 な の で BGM に は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で 
ワー ルド マッ プ の 曲 だ っ た 『FFVM メ イン テー マ 」 を あて て いま す 。 


ラグ の ze 
CO ディ レク ター : 
セブ ンス へ ブン は 、 テ ィ フ 
が ウェ スタ ン 調 だ わせ て 、 西 部 劇 に 出 て くる 
作 で | の 展 
が あっ た の 


款 Gt 遇 統 
製 半 


人 セブ ンス ヘブン (外観) 


RiAL ② IMAG 王 ART 
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人 セブ ンス ヘブン 


に よる と 、 セ ブン ス へ ブン の な か に は いく つも の イー スタ ー エ 
ッ グ ( 小 ネ タ ) が 散り ば め ら れ て いる そう で す 。 す で に ファ ン の 
みな さん に 見 つか っ た も の も 多い で す が 、 ま だ 制作 者 し か 知ら 
な いも の も ある らし い の で 、 ぜ ひ 探 し て みて くだ さい 。 


Y セブ ンス ヘブン (店 内 ) 
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面 拓 K な っ て ます 
(住人 AE 友人 


に 
本 時 の 分 俗 で 、 シ ャ ワー 守 ・ ト イレ か 周り 合わ せ に な っ て ます . 


人 天 望 荘 :2 階 の 部 屋 


Y ビッ グ ス の 家 ( 外 観 ) W' ウェッジ の 家 ( 外 観 ) 
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> エト ワー ル 察 (ジェ シー の 家 ) 


arskiar @ IIMIAGE ART 


RNNLANASYYI REMAKE MEAALUUIMANA 
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Y 自 偵 団 の 看板 Y ワイ マー の お 立ち 台 


Y 初心 者 の 館 : 旗 


ワイ マー が いる 場所 が 目立た な か っ た の で 追加 し て も ら っ 
た 、 自 警 団 の お 立ち 台 で す 。 当 初 は 、 交 番 の よう な 設備 を 想定 
し て いた の で す が 、「 自警 団 は 予算 が 苦し いた め 、 手 作り で 用 
意 し た 」 と いう 感じ を 出し た く て 、 現 在 の 形 に 落ち 着き まし た 。 


宿屋 が わり の ベッ ド が 置か れ た 部 屋 に 行け た こと ちな み に 、 ら 階 に 
いる 少年 は 、 オリジナ ル 版 の 小 興 を せ び る 少年 を イメ ー ジ し て 配置 し て いま す 。 


Y 初心 者 の 館 


電 ニシ 


Y ジェ シー の 実家 : 父親 の 部 屋 


RW 記 
に 貞 礎 省 層 記 
困 


の IMAGE ART 
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れ て いま す 。 


Y ジェ シー の 実家 : 父親 の 心電図 モニ ター 


102/ 61 
(5) 
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で ジェ シー の 実家 : 父親 の 作業 服 


人 ジェ シー の 実家 : 父親 の ヘル メッ ト 


52 が の 2 を ee と ジェ シー 実家 車いす YomWiamu akenowm 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 
ジェ シー の 父親 の 部 屋 に ある 、 魔 眺 訪 の 整備 土 
用 の 作業 服 と ヘル メッ ト は 、 強 い 魔 眺 か ら 身 を 守 」 
る た め の 必 需 品 で す 。 ヘルメット に は 、 頭 部 が 
れ な いよ うに 小さ な ファ ン が つい て いま す 。 


Y ジェ シー の 実家 : ラジ カセ 人 ジェ シー の 実家 : 父親 の 車椅子 


ジェ シー 実家 の ラジ カセ Yohaazw Takenoucis 


実際 の 画面 | 


Y 七 番 街 の 住宅 (外観 ) 


yarERAL の IIMIAG ビ ART 
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22 の 2 を ee と 
CO テディ レク ター: 鳥山 求 
七 番 街 の 市 街 地 で は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で あま り 描か れ て いな か っ た 、 ミ ッ ド ガ 
ル の プレ ー ト の 上 に 住む 人々 の 生活 を 表現 し まし た 。 こ の 区 画 は 、 神 羅 の 一 般 
社員 の 社宅 が 集まっ た エリ ア な の で 、 小 振り な 一 戸建て が 主流 に な っ て いま 
す 。 家 族 と と も に 住む 幸せ な 暮らし ぶり を 想像 し て と も ら え る と うれ し いで す 。 


で 七 六 分 室 : 訓 練 所 の 看板 


練 所 


信 KAINING CENTER。 


Y 七 六 分 室 : 給水 塔 


人 七 番 街 の 住宅 (内 装 ) [ゲー ム 内 未 登場] 


Y 七 番 街 の 学校 [ゲー ム 内 未 合 場 
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螺旋 トン ネル 


人 トン ネル 内 部 G 


うん ググ の ze と 
シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
氏 話 トン ネル で | スタ ンプ の 目印 と ちがう 方 向 に 向かう と バレ ッ ト た ち に 引き 止め られ ます 
が 、1 ヵ所 だ け 、 グ ルッ と 周回 し て スタ ー ト 地点 に つなが っ て いる ルー ト が あり ます 。 長い 道のり の 
果て に スタ ー ト 地点 まで も どっ て きた と き に は 、 特 別 な セリ フ が 聞け る よう に な っ て いる ん で す よ 。 


Y | 旧 車両 基地 


人 トン ネル 内 部 ⑧ 


ラグ の ee 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 


みか ね な いた 
の グラ フィ ティ 


Y 資材 痕 入口 の リフ ト 人 作業 用 通路 


四 番 街 プレ ー ト 内 部 か ら 見 た スラ ム 


CHAPTER 6 で 訪れ る 四 番 街 プレート 内 部 

で は 、 眼 下 の 街 が 鐵 け [ る 様子 を 確認 

ぶ で きま す 。 頭 上 に 広がる プレ ー ト 

に 太陽 を 玲 わ れ た スラ ム の 街 に も 、 光 が 差し 
こ お 時 間 帯 が ある の で す 。 


xrstiuL の IMIAGE ART 


RNNLAKSYVI REMAKE MAERILUUIMANA 


部 分 に 関し て も 、 意 識 叶 を 加え まし た 。 


仙 番 街 ス ラム 


NN 


の IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAALUUIMANA 


CHAPTER 8 の 教会 で の / 
乗り 、 ク ラウ ド 
は 、 開 発 が あ ズ り 出す よう な 過酷 ね 
か れ た この アー し の た め に 教会 が 


( 
ーー こさ に -、 


Ne 


ーー ニー ニー: 


へ 


Ne 
二 良 結 


っ ーー ラニ ッ ー 
ペペ 


ーーーー ン = 


且 所 


吊 
レレ 2 ここ 


N 


5 の egee と 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 

ロケ ッ ト が 落ち た 事故 が あっ た か ら 、 こ の 教会 は 朽ち 果て た 

の か も し れ ま せん ね 。 エ アリ ス と 脱出 し た あと に 屋根 伝い の 道 

か ら 教会 の 外観 が 見 えま す が 、 オ リ ジ ナ ル 版 に は な か っ た 表現 
な の で 、 は じ め て 見 た と き に 感動 し た 覚え が あり ます 。 


Y 教会 : 墜落 し た ロケ ッ ト 


人 教会 (外観) 


Y 教会 : ステ ンド グラ ス 


ブ 
シン 
グ 


yrEtiur ② IMIAG 王 ART 
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5 の の を we と 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 


相変わらず 、 ク ラウ ド が エア リス と 
て いて くれ る レノ さん で す が 、 オ リ ジ ナ ル 版 と ち が 
っ て 、 本 作 で は 諸々 の 事情 で 扉 が 開い て いる わけ に 
は いか な く な っ た た め 、 府 の 外 で つぶ や く 形 式 に な 
り ま し た 。 お そら く レ ノ は 、 鹿 の 前 の 階段 に け わり 
こん で いた と 思わ れ ま す 。 
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ラグ の gzeeZ 
CO ディレクター: 鳥山 求 
何 番 街 スラ ム は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で 黒 マン ト の 男 が 土師 の よう な 場所 に 
住ん 人 で いた こと か ら 、「 土 管 な どの 工業 的 な 資材 を 利用 し て 住居 が 作ら 
れ て いる 」 と いう 方 向 へ 設定 が ふく らん で いき まし : 


Y 子供 た ちの 秘密 基地 の シン ボル と 落書 き 


人 スラム 中 心地 区 ① 


W スラ ム 中 心地 区 ⑧ 


ラグ の geez 


レベ ル デ ザ イン スー バーバ イザー: 大地 外 俊 


佑 番 街 ス ラム の 子ども 外 と し っ か り 組 織 立っ て い 
る こと を 表現 する た め 、 飼 原 (菅原 瑞 士 氏 ) に 秘密 基地 
ボル の 作成 を お 願い し まし た 。 何 バタ ー ン も 案 を 出し て も ら . 
っ た あと に [自信 作 が で きた の で 、 こ れ ひ と つ に し ます ! 」 と 
言い な が ら 出 し て きた の が 、 こ の イラ スト に 描か れ て いる シ 
ン ボ ル で 、 満 場 一 致 で 採用 され まし た 。 


人 ミレ イ ユ の 家 【 ゲ ー ム 内 未 登場 ] 


ブ 


ン 
ン 


yrstiur の IMIAGE ART 
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レベ ル テ デザ イン スー バー バイ ザー: 大 地 鋳 俊 
ミレ イコ の 家 に 関し て は 、 彼 女 の キャ ラ 
クタ ー 設 定 を 踏ま えて 、「 正 面 の 扇 は ダミ 
ー で 、 じ つ は 2 階 か ら 入 る よう に な っ て い 
る 」 な ど 、 背 景 デ ザイ ナー と の アイ デア 出 
ぶり まし た 。 諸々 の 部 合 で 、 こ 
ー ム 中 に 登場 し な か っ た の が 残 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 

こう いっ た モニ ター に 映る ニュ ー ス 映像 を 開発 終盤 に 作っ て いた の で す が 、 

画像 を 作る こと より も 、「 こ の タイ ミン グ で この 映像 が 流れ る の は 、 時 系 列 的 

に 矛盾 は な いか ? 」 と いう 点 を 調べ る た め に 、 担 当 の プラ ン ナ ー に 聞い て まわ 
る こと の ほう か が 大変 で し た ね 。 


に レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 大 地 外 俊 
最初 の 企画 で は 、 花 の 色 が 赤 ・ 白 ・ 黄 の 3 色 で 、 サ ポ 
テン ダー の か わり に ボム の 絵柄 に な っ て いま し た 。 


人 リー フ ハ ウス の フラ ワー アー ト 
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レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 大 地政 俊 


に 暗い 雰 囲 先 の ロケ ーション が 多い な か 、 こ こ だ け は 水 が 泊 
多い 、 本 作 随 一 の 癒し スポ ッ ト に な \ ま す 。 制作 中 は 、 ま る 
で ほか の スタ ッ フ と は ちがう ゲー ム を 作っ 


Y エア リス の 家 ( 外 観 )⑧ 


人 エア リス の 家 ( 外 観 )Q① 


2 の 2 を ee 

リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 

エア リス の 家 は 、 レ イア ウト 自体 は すばらし い 
も の に な っ て いま し た が 、 ク オリ ティ 的 に も う ひ 
と 押し ほし いと いう 意見 が 出 て 、 水 と 草花 に 動き 
を つけ る こと に な り ま し た 。 や は り 画 面 に 動き が 
ある と 全体 の クオ リティ が 上 が る の で 、 実際 に 重 
いた の を 見 た と き は ちよ ょ っ と 感動 し まし た ね 。 


Y エア リス の 家 : 1 階 


ン 
た 
デ 


MATERIAL @ IMAGE ART 
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2 が の age と 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
所 菅原 増 二 

エア リス の 家 の 内 部 で す 。 温 

か く て 落ち 着く 空間 一 まさ に 

「 ホ ー ム 」 と いう 言葉 が し っ くり 

くる よう な 空間 で すね 。 


エア リス の 家 (内 観 設定 画 ) 


リー ド 


ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 
この イラ スト を 参考 に 、 工 事 現場 経験 の ある 担当 者 が 天 
井 の 梁 に アー ル を つけ る こと で 、 2 階 の 重量 を 支え る 構造 と 
し て 説得 力 の ある 形 に ゲー ム 中 の エア リス の 家 を 仕上 げ て 
くれ まし た 。 担当 者 いわ く 、 実 際 に 建て よう と 思え ば ちゃ 
ん と 建て られ る よう に な っ て いる と の こと 。 すばらし い ! 


2 攻 バ ルコ ニー 


エア リス の 押 母 の 字 


3 間 内 了 


iL 
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六 番 街 ス ラム 


実際 の 画面 | 


区 没 道路 : ロボ ッ ト ア ー ム 


ラグ の ozee と 
CO ディレクター: 鳥山 求 
エア リス と 休憩 する みどり 公園 
は 、 オリ ジ ナル 版 に お ける 印象 的 
な ロケ ーション の ひと つ で し た 。 
本 作 で も 、 み な さん の 思い 出 の 
所 に な り ま し た で し ょ うか 。 


yarERur 9 IMIAG ビ ART 


クラ ウド た ち が は じ め て ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト を 訪れ た と き に 目 
に 入る 風景 。 派 手 な ネオ ン の 下 を 大 勢 の 人 々 が 行き 交 い 、 と て も に 
ぎわ っ て いる の に 、 ど こ か あか 抜け な い 一 そん な イメ ー ジ で す 。 


CO ディ レク ター: 伺 山 求 

本 作 で は 、 お 店 の 数 が オリ ジ ナ ル 版 より も 増え た の で 、 呼 び こみ 

の 人 の セリ フ や 行列 に 並 六 人 々 の セリ フ な ど を と に か く 大 量 に 作成 
し て 、 あ や し い 街 の 雰囲気 を 出す よう に し まし た 。 


FNMLMAKSYVI REMAKE MAEAILUUIMAMA 


Y ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト ① 


Y ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト : 路地 埋 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


Y ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト ③@ 


< e。 


* 
se ee 


人 ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト ③ 


ラグ の ze 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 彰 祥 
と いう か 、 ほ ぼぼ 日 本 の よ 
、 そ れ ぞ れ 実 在 
< リア リティ し て いる そう 
M わ ず 「 あ れ ? 


作る こ 
で す 。 自 分 も 、 ゲ ー ム 中 で 街 を 歩い て いた 
この 店 行っ た こと ある 」 と 言っ て し まっ た 店 
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人 ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト : ダン ダン ダン 初期 案 】 


Y 六 番 街 スラ ム と 七 番 街 スラ ム を 隔て る 壁 
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グ 
グ 
ンク 


varstiur ② IMIAGE ART 
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壁 に 書か れ た アバ ラン チ の サイ ン 


Y サム の チョ コ ボ 車 の 店 の マー ク 
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Y 密 妖 の 館 (外観 ) 


ラグ の gzee 


装置 な ど 、 い た る と ころ | 
モチ ー フ を 取り 入れ て お り 、「 蜂 の 巣 」 
を 思わ せる 内 装 と な っ て いま す 。 


人 密 妖 の 館 : 噴水 


人 鹿 妖 の 館 : 個室 


実際 の 画面 


Y 密 疾 の 館 : ハニ ー ホ ー ル 


Y 宣 妖 の 館 : ステ ー ジ ギミック ① 


52 の ze と 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


宅 秀 和 


宇 蜂 の 館 の ステ ー ジ で 、 ア ニヤ ン が 出 て くる 花 で す 。 初期 段 
階 で は 、 花 の 質感 を リア ル に し た いと 考え て いま し た 。 し か し 、 
実際 に 配置 し て みる と 、 花 が 大 きす ぎ て 食 虫 植物 みた い に 見 え 
て し まっ た の で 、 ゲ ー ム 中 で は 無機 質 な 質感 に し て いま す 。 


グ 


メ 
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BMMLAKSYVI REMAKE MAERILUUIMANA 


Y 密 妖 の 上 館 : ステ ー ジ ギミック ② 


ラグ の zzee と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト 

宇 疾 の 館 の ダン スス テー ジ の アイ デア 
の ひと つ で すね 。 ミ ツバ チ が 花 か ら 花 へ 
華 本 に 飛び 移る イメ ー ジ で す 。 


マー 要 


に ンク ダン アク クコ 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト を 抜け る と 、 以 降 は 物語 が シリ アス な 展 
開 に な っ て いく の で 、 本 作 の エン ター テイ ン メ ント 性 を ここ で 交 
せ 切 ろう と 思い 、 宣 敵 の 館 の 豪華 な ダン スス テー ジ を 入れ る こと 
に し まし た 。 音楽 設計 か ら ダ ンス の モー ショ ン キ ャ プチ ャ ー、 リ 
ズム ゲー ム の 調整 まで 、 大 変 時 間 が か か っ た シー ン で す 。 


カッ トシ ー ン ティ レク ター: 三宅 秀和 


当初 は 、 ポ ボー ル ダ ン ス を や る と いう 設定 が あり まし た 。 語 事情 
で ゲー ム に 実装 で き な か っ た の が 残念 で すね 。 


Y 重 妖 の 館 : ス テー ジ ( イ メー ジ ) 


WW の 


149 


人 マム の 手 揉み 屋 ( 外 観 ) 


人 ブティック 


うみ が の ze 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 


マダ ム ・ マ ム の 店 手 揉み 屋 と い 
う 名 前 に は 、「 手 で 揉む 」 と 「 手 を 揉む お 」 の 
二 重 の 意味 が あり ます 。 


1 


マム の シン ボル 


Y アイ テム 屋 


っ 
ノ 
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人 マテ リア 屋 (外観 ) 


ラグ の zeeZ 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
マテ リア 屋 は 、 寝 そ べ っ て る 店 
の 主人 が 妙 に カッ コ よ く 見 えて 、 
印象 に 残っ て いま す 。 


ラダ の ze と 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
居酒屋 の 絵 を 見 た ら カ ラオ ケス テー 
ジ が あっ た の で 、 何 と し て も カラ オケ 
を 再現 し た いと 思い まし た 。 演歌 の 歌 
と ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の BGM を 別々 
に 流し て も ら うな ど 、 音楽 の 制御 が 大 
変 だ っ た 場所 で す 。 


Y 居酒屋 
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Y チョ コ ボ ポッ プ ビ ー ン ズ の 屋台 


ピン ノダ ンプ クン フン ン 
CO ティ レク ター: 鳥 山 求 


オリ ジ ナ ル 版 に も あっ た 定食 屋 で す 。 定 食 の 
3③D モ デル が な か な か お いし そう に 見 えな く て 、 
何 度 も 作り 直し て も らい まし た 。 


うん が の gzzee と 
シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー : 渡邊 勇 磨 
海外 で の プレ ス 向 け PR イ ベン ト で 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ 
ッ ト の 屋台 を 模 し た お 店 を 設置 し て 、 会 場 の 雰囲気 作り を 
し まし た 。 海 外 の メデ ィ ア さん に も 非常 に 好評 で し た ! 


人 大 衆 食堂 


Y マテ リア イス の 屋台 


人 ポー ショ ンジ ュー ス の 屋台 


Y ポー ショ ンジ ュー ス の ボトル 


ラグ の we と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 


赤い 文字 で 「 水 ] と 書か れ て いる 部 分 は 巨大 
な 鉄 球 で す 。 解 体 用 の 鉄 球 が 側面 に め り こ ん 
だ 廃車 を イメ ー ジ し て いま す 。 


ラグ の みみ ee と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 
ー ス の ボトル は 、 独 疾 の 


館 の ショ ー で : イト と し て も 使え る 、 
と いう 設定 で デザ イン し まし た 。 
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rsRr 9 IMAG 王 ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAALUUIMAMA 


人 モン スタ ー バ ー ガ ー の 屋台 【 初 其 案 ] 
Y コル ネオ ・ コ ロッ セオ (外観 ) 


ーー ニー トシ 
な 5 シン ング //76 
ンー デン ン ング 唱 


rs ラ 9777777// 川 UU 二 計 較 H | 
ョ ンジ ん ] ク 迷 大 信明 3 


ジ ナ ル 版 に は な い 疫 技 場 で 、 バ トル : 
ー ア ッ プ し て 、 ウ ォ ケッ ト の * 


り を 作る こと に ジア ン な 雰囲気 の いか が わ 
し い 闘 技 場 に 仕上 が っ た か と 思い ます 。 


門脇 の 像 デザ イン 戦士 vs 蛇 型 モ ンス ター デザ イン 


戦士 デザ イン ( 槍 、 巻 付き 敵 局 OFF) 


人 コル ネオ ・ コ ロッ セオ : 門脇 の 像 


ーー 


元々 派手 な 金 千 塗 装 が 施さ れ て いた 彫像 が 経年 劣化 に より 
は が れ 、 中 の 古木 素地 が 左 図 の よう に 大 部 分 が 見 えて お り 、 
部 分 的 に 元 の 金 符 や 塗装 が 残っ て いる 状態 に な り ま す 

テク スチ ャ 作成 の 際 は 左 図 を 参考 に お 願い 致し ます . 


コル ネオ 関連 の アセ ッ ト な の で タイ の ナガ 像 の よう な エス ニッ ク な 
像 の 顔 や 龍 の 顔 は 竜 像 を ペー ス に 部 分 的 に 和 の 

どこ か 間抜け な バッ タモ ン 感 の ある 要素 を 足す こと で 、 ア ン バ ラ ンス な 
造形 に な っ て いま す . 見 た 目 、 偽 物 感 の ある 竜 像 イメ ー ジ で す . 


ブ 
テン 
ン 2 


MATERIAL @ IMAGE ART 
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5 セテ サイ ン が f 帳 。 4 の 所 、 央 区 [第 


王将 本 デザイ ン 


mW カー テン イメ ー ジ (mmo 


mW カ テン イー wmon) 


人 コル ネオ ・ コ ロッ セオ : 観客 席 


リー ド エ ン ヴ ァ イ ロメ ント アー ティ スト : 玉ノ井 彰 祥 

この 銅像 た ち は 、 実際 の ゲー ム 中 で は や や 出っ歯 だ っ た り 
ボウ ガン を 持っ て いた り と 、 カ ッ コ いい よう に 見 えて どこ か 
ヘン な 、 ニ ニセ モノ 感 を 意識 し て 制作 され まし た 。 コ ルネ オ の 
うさ ん くさ さ が 、 こ うい っ た と ころ に も 表現 され て いま す 。 
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Y コル ネオ ・ コ ロッ セオ : 巨大 モニ ター 


3 
で 
人 コル ネオ ・ コ ロッ セオ : 天井 


そこ まで 素朴 で は な く あ る 程度 改修 
が され た 町 しめ の 仏 導 系 の イメ ー ジ 。 
色 味 な ど は コロ ッ セ オ を 踏 護 


正面 に 帳 な どの 賑やか し を 
うる さく な ら な い 租 度 に 


人 コル ネオ ・ コ ロッ セオ : VIP 席 (外観 ) 


捉 幕 デザ イン 詳細 地下 闘技 場 VIP 席 デザ イン (質素 系 ) 


内 引 の 方 向 性 と し て 日 本 の さい 寺 に み ら れる 

古木 と 漆 員 の 組み 合わ せ に よる 質 朱 な | 
建築 様式 を ペー ス に コル ネオ の 建築 素 材 を 1 U ョ 

組み 合わ せ て 構成 し て いく 。 


全体 的 に 彩 度 が 低い 落ち 着い た 雰 較 気 に 


仕上 げ て いく 。 


人 コル ネオ ・ コ ロッ セオ : VIP 席 (内 装 ) 


156 


LIN 


テ コル ネオ の 館 : 門脇 の 像 


WY コル ネオ の 館 : 正門 


人 コル ネオ の 館 ( 外 観 ) 


Y コル ネオ の 館 : 看板 


CO ディ レク ター 


オリ ジ ナ ル 版 に ちあ っ た この 看板 の せい 
ろ な スタ ッ フ か ら 「 コ ルネ オ 風 の 当て 字 を 考え て くれ 」 
と いう 謎 の 発注 が 僕 の と ころ へ くる こと に な り ま し た 。 


上 | 


Y コル ネオ の 館 : 扉 の 


Y コル ネオ の 館 : お 楽し み ル ー ム 


寺 i 
1 


人 コル ネオ の 館 : 中 央 ホー ル 


マコ ルネ オ の 館 : つい た て 


を 出す た め の 特 
が 置か れ て いま 3 


時 自動 販売 機 ドン ちゃ ん 型 


(ニン 


warERAL の IMIAGE ART 


FNMLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


人 コル ネオ の 館 : ツボ 


人 コル ネオ の 館 : 中 央 ホー ル の じゅ うた ん 


ラグ の ze と 

リー ド エ ン ヴ ァ イ ロメ ント アー ティ スト : 玉ノ井 影 祥 

これ は 、1980 年 代 の ゲー ムセン ター で よく 見 
か けた 、 お じ さ ん 型 の ポッ プ コ ー ン の 自重 販売 機 
を モチ ー フ に デザ イン し て も らい まし た 。 スタ ッ 
フ の あい だ で は | 絶対 に バズ る ! 」 と ウケ まく っ て 
いた の で す が 、 ま っ た く 話 題 に な ら ず 、 砲 し い 思 
い を し て いま す 。 ど こ か で 再 利用 し た い ……。 


Ll 


人 コル ネオ の 館 : ド ン ちゃ ん 自動 販売 機 
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ラグ の ze 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ スト : 鍛治 由佳 


オリ ジ ナ ル 版 で の 地下 下水 道 は 、 ち ょ っ と し た 通路 が あめ る だ け の 小さ な 
ロケ ーション で し た 。 そ れ が 、 本 作 で は そこ そこ 広大 な ダン ジョ ン と し て 
制作 する こと に な り 、「 オ リ ジ ナ ル 版 に は な か っ た 、 地 下 下水 道 な ら で は 
の 遊び を た くさ ん 入れ よう ! 」 と 、 ブ ラン ナー と 何 度 も 相談 し まし た 。 こ 
の 絵 が あめ が っ て きた と き 、「 水 位 が 下がっ た ら 通 路 が 通れ る よう に な り そ 
うだ ね 」 と 盛り 上 が っ た 思い 出 が あり ま 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 

ティ ファ と エア リス が 一 緒 に 行動 する ロケ ーション だ っ た の で 、 ふ た り 

の 仲 を 深め る た め の 会 話 を 作る こと に し まし た 。 緊 迫 し た 状況 で は あり ま 
す が 、 ス ラム 女子 の 日 常 会 話 ら し い 有 雰囲気 が 出る よう に し て いま す 。 


Y アプ ス 戦 (イメ ー ジ ) 人 扉 に 描か が れ た コル ネオ の シン ボル 


ラグ の zzee と 


リー ド エ ン ヴ ァ イ ロ メン ト アー 


アブ プス 戦 も 、 地 下 下水 道 な ら で は の バト ル 
が で きる よう に 、 レ ベル チー ム や バト ル チ ー 


中 に 身 を 隠し た り 、 地 面 の 水たまり の 水 を 巻 
き 上 げ て 攻撃 し た り と 、 水 を 活か し た 個性 豊 
か な バト ル に な っ た か と 思い ます 。 
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列車 墓場 


人 操車 場 跡 


24 の azeeZ 

ー CO ディ レク ター 山 求 

本 作 の 列車 墓場 は 「 ク ラウ ド が 女子 ふた り と と も に 、 
遊園 地 の お 化け 屋敷 を 進む] と いう コン セプト で 作ら れ 
まし た 。 マ ジ メ に や りす ぎる と ホラ ー 的 な 怖 さ が 強く な 
っ て し まう の で 、 最 初 は 子ども の お 化け の イタ ズラ だ っ 
た の が 、 先 へ 進む に つれ て シリ アス な 話 に な っ て いく よ 
うに し て 、 バ ラン ス を と っ て いま す 。 


レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー: 瀬 戸川 裕志 


コ ゴチャゴチャ し た な か で も 、 人 が いな い 怖 さと あや し 
さ で が 出る よう に 、 デ ザイ ナー が 頑張 っ て くれ まし た 。 


Y 車両 信 庫 


ング ダン ブン フン ンス 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 瀬戸 川 裕也 


列車 間 場 は 、 七 番 街 スラ ム 駅 が で きる 前 の 旧 駅 
と いう イメ ー ジ で 構成 し た の で 、 昔 の 路線 の 名 残 
が あっ た り し ます 。 転 車台 ち そ の ひと つ で すね 。 


っ 


グ 
ン 


yrstiur ② IMIAGE ART 


FNMLAKSYVI REMAKE MERILUUIMAMA 


Y 幽 起 の 落書 き 


ラダ の zzew と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 


子ども の お 化け が 描い た 落書 き で す 。 最初 は た くさ ん の 
色 を 使っ て カラ フル に 描い て いた の で す が 、 そ れ で は 信 く 
な いと いう 意見 が 出 て 、 単 色 の 絵 に な り まし た 。 


Y 転 車台 
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2 の we 
CO ティ レク ター: 鳥山 求 
七 番 街 支 杜 は 、 ス ラム に お ける アバ ラン チ の 戦い の 総決算 と な 
る よう に 、 オ リ ジ ナル 版 よ り も 壮絶 な 戦闘 の 無 台 と し て 作り こみ 
まし た 。 アバ ラン チ の メン バー と の 別れ も 、 こ こ に 至る まで の エ 
ピ ソ ー ド を 思い 出す と 、 よ り 胸 に 迫っ て くる か と 思い ます 。 
レベ ル テ ザ イン スー パー バイ ザー: 瀬 戸川 裕 也 
支 が くず れる と き に 、 オ リ ジ ナル 版 の よう に 垂れ 下がっ て い 
る ロー ブ で 脱出 する こと に し た 場合 、 途 中 で クラ ウド た ち が 地 箇 
に 激突 し て し まう ん で す 。 開発 中 に それ が わか り 、 本 作 で は ロー 
プ の 張り か た を 変更 し まし た 。 


Y プレ ー ト が 落下 し た あと の 七 番 街 


人 支柱 横 の 機械 塔 : 最上 階 


CO ティ レク ター: 鳥山 求 

七 番 街 支 杜 の シナ リオ 制 人 この イメ ー ジ アー ト が すでに 完成 

し て いた の で 、 七 番 街 ス ラム が ここ に 描か れ て いる くら い 天 惨 な 状況 に 
お ちい る よう な 、 激 し い 戦い を 息 像 し な が ら 物語 を 作っ て いき まし た 。 
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wrtAr ② IMIAGE ART 


RMMLMAKSYVI REMAKE MAEAILUUIMANA 


人 支柱 横 の 機械 培 : 足場 人 プレ ー ト 制御 用 の 端末 【 初 期 案 】 


地下 実験 坦 


Y 魔 眺 研究 施設 


| | ma 2 も | 
U ト 1 
【 ーー / 
区 ァァァ ノノ に 2 
3 sr と デ 
員 ー 
< 3 押 才 


ラグ の gz を ee 


CHAPTER 13 
神 羅 が 行なっ て きた ソ 


現在 の レー ティ ング 
ぶら シナ リオ を 重き まし た 。 


人 零 番 街 Q 


人 零 番 街 @ 


うん が の Zzzeg と 


yrpRir 9 IMIAG ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAIERILUUIMAMA 


人 神 共 ビ ル 正 面 口 前 プロ ム ナ 


ラグ の zzzee と 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 国 本 健 
ル を f $ こ と より も 、 
ル に な じ お よう な メガ スト ラ 


人 神 弘 ビ ル 正 面 広場 @ 


CO ディ レク ター 


CHAPTER 16 の 冒頭 に 、 神 羅 ビ ル の 外観 が 映っ て か ら カ メラ 


24 コ ' を か つい で ビル を 見 上 げ る クラ ウド が 登場 …… と いう シー ン が あり ま 
す 。 オ リ ジ ナ ル 版 の イメ ー ジ アー ト を モチ ー フ に し た で す が 、 あ の 絵 と 同じ 見 
た 目 に な る よう な 高 さ の 場所 が な か な か 見 つか ら ず 、 再 現す る の が 大 変 で 


RiuL の IMAG 王 ART 


FNMLAKSYVI REMAKE MERALUUIMAMA 


人 地下 駐車 場 入口 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 
の エン トラ ンス か 


22/ グ の ee と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 


wekone 。 ニー 一 
Sfinra 


人 1 階 : エン トランス フロ ア ( フ ロン トロ ビー) 


人 1 階 : 展 示 スペ ー ス 封鎖 ゲー ト 


Y 非常 階 和 


1 階 : シ ャ ン デ リア 


非常 階段 を の ぼる 場面 は 、 上 へ 行く に し た が っ て 、 ク ラウ 
が 切れ て ゆっ くり し ゃ べ る よう に な り ま す 。 じ つ は 、 レ コー: 
た ボイス は ゲー ム 中 より も 多かっ た の で す が 、 セ リフ を し ゃ べ る 時 間 が 
長 すぎ て 、 最 後 まで 再生 され る 前 に つぎ の セリ フ に 移る 状況 が 出 て き て 
し まい 、 す べ て の セリ フ は 使え ませ ん で し た 。 最終 的 に は 、 ボ イス デー 
タ を 細切れ に し て 配置 を 分 散 さ せる こと で 、 レ コー ディ ング し た セリ フ 
を で きる か ぎり 残し て いま す 。 な お 、 開 発 中 に 会 社 の 避難 訓練 で 非常 階 
段 を 下り る 機会 が あり 、 こ の 場面 の セリ フ 作 り の 参考 に し まし た 。 


: ア アシ スタ ント ブ プロデュー サー : 渡 選 勇 磨 

PV の な か に 非常 階段 を の ぼる ン が あっ て 、 撮 影 の た め に 何 度 も 

何 度 も の ぼり まし た 。 締 め 切 り に 追わ れる な か 、 階 段 を 見 る の も イヤ に 

な っ た あの 感覚 は 、 ゲ ー ム 中 の クラ ウド た ちと 心 が 重なっ た 有 骨 間 な の か 
も し れ ま せん 。 


Y 60 階 : プレ ジ デ ント 神 羅 ブ ー ス 入 ロ バネ ル 


ラダ の we と 

ジウ ァ ィ ロメ ント アー トワ ー ク 芝原 二 
メモ リア ルフ ロア は 、 小 さ な 町 工場 か 
現在 に 至る まで の 神 座 の 発展 の 歴史 が 二 問 
見 えて 、 興 味 深い ! 仕上 が り ま し た 。 


Y 神 雑 製作 所 の 集合 写真 


を 
を 


WATER 


神 羅 ビ ル の 1 
か け て いて 派 
っ て 作っ て も らい まし た 。 すばらし い 出 


ir ② IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAERALUUIMANA 


バイ ザー: 瀬 戸川 裕志 


| に な る よう 、 デ ザイ ナー に 無理 
し か あり ませ ん 。 
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Y 神 羅 製作 所 の 看板 


52 の ze と 
シナ リオ コー ティ ネー ター: 大 石 真奈 未 
神 羅 が まだ 「 神 唆 製作 所 ] と いう 名 の 小さ な 会 社 だ っ 
た 時 代 の 看板 で す 。 神 羅 は プレ ジ デ ント 神 弘 の 代 で 大 
き な 躍 進 を と げ まし た 。 開発 当初 は 、 ブ レジデント 神 
ブ ー ス に ある 展示 物 に それ ぞ れ 説明 文 を つけ る 予定 
だ っ た の で 、 い ろ い ろ と 裏 設定 が 存在 し て いま す 。 


22 の oz を zzeez 
リー ド エ ン ヴ ァ イ ロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 
この 写真 の な か で 若き 日 の プレ ジ デン ト 神 羅 が い 
じ っ て いる 機械 は 、 じ つ は 四 番 街 プ レー ト の スラ ム 
の 太陽 の 一 部 な ん で す 。 も し か し て 、 ス ラム の 大 性 
は プレ ジ デ ント 神 羅 の 手 で 組み 立て られ た の か も ?. 


Y 掘削 機 の 設計 図 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
神 胃 カン バニ ー が 魔 晃 を 発見 する まで の 過程 で 使 
っ つて いた 、 舞 削 機 の 設計 図 で す 。 若き 日 の プレ ジ デ 
ント 神 皿 は プロ ジェ クト の 先頭 に 立ち 、 魔 眺 エ ネル 
ギー を 社 の 主幹 事業 に し よう と 尽力 し て いま し た 。 


Y 神経 製作 所 時 代 の プレ ジ デ ント 神 羅 の 写真 


人 神 比 カ ン パ ニー 記念 碑 


人 


グ 
ン 


JMATERIAL @ IMAGE ART 


RMMLAKSYVI REMAKE MAERALUUIMANA 


Y ブラ ンド ロゴ [THE PRESIDENT」 


THE 
PRESIDENT 


Y プレ ジ デ ント 神 羅 と ドミ ノ 市 長 の 写真 


22 が の eZ 
シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 
ブレ ジ デ ント 神 羅 み ず か ら が ブラ ンド の イメ ー ジ キャ ラク 
ター を 務め る 高級 嗜好 品 事業 の ロゴ マー ク で す 。 メ モリ アル 
フロ ア で 展示 され て いま す が 、 そ の ほか に も ウイ ス 
キー、 時 計 、 高 級 文 具 な ど 、 手 広く 展開 され て いま す 。 


Y プレ ジ デ ント 神 羅 の 銃 の バネ ル 


Y 60 階 : 部 門 事業 紹介 ブー ス の 案内 板 


兵器 開発 部 門 宇 寺 開発 部 門 治 究 維 持 部 門 


Advanced Space and Public 
Weaponry Aeronauiics Security 


科学 部 門 都市 開発 部 門 ーーーーー 


CO ティ レク ター: 鳥山 求 
Research and Urban 部 事業 紹介 ブー ス で は 、 そ れ ぞ れ の 
Development Planning 部 門 硫 括 の ホロ グラ ム が 自分 の 部 9 の 紹 
介 を し ます が 、「 ど の 部 門 統括 も 個性 的 
な 人 な の で 、 ま と も に 紹介 し て くれ な い | 
と いう よう な 形 に し まし た 。 


Y 60 階 : 部 門 事業 紹介 ブー ス の 人 ル 番 街 の 平面 較 
or ー KT 
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人 
ン 


NMATERIAL @ IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MEAALUUIMANA 


ラグ の ze と 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 


開発 中 に オリ ジ ナ ル 版 を 改め て 
プレ イ し て みた と ころ 、 神 羅 ビ ル 
の 60 階 に ある 、 神 羅 一 族 の 銅像 
に 隠れ て 警備 に 見 つか ら な いよ う 
に 進む ミニ ゲー ム が と て も 難し く 
。 本 作 に 入れ な く て 良かっ 
た と 思い まし た ね 。 


人 60 階 : メ モリ アル フロ ア 【 初 期 案 


Y 62 階 ライ ブラ リフ ロア の 司書 ロボ ッ ト 


イト * 
HDP 
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人 63 階 : リ フレ 


人 63 階 : フー ドラ ウン ジ の 机 木 


Y 63 階 : 都 市 開発 部 門 の オフ ィ ス 


N 
nt 


ラダ の ge 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 国 本 健 
63 階 に ある 都市 開発 部 門 の オフ ィ ス ブ 
ー ス で す 。 気づき に くい で す が 、 ゲ ー ム 中 
で 奥 を よく 見 る と リー ブ が 働い て いて 、 重 
役 会 議 が は じ ま る 前 に いな く な り ま す 。 


つの の を we と 
5 CO ディレクター: 鳥山 求 
リフ レッ シュ フロ ア と いう 名 前 は 、 オ リ 
ジ ナ ル 版 の 開発 時 に スク ウェ ア ( 当 時 ) が 入 . 
居 し て いた ビル に も そう いう 名 前 の スペ ー 
ス が あっ て 、 そ こ か ら 拝 借 し まし た 。 観葉 
植物 も 、 こ ん な に 大 きく な いで す が 、 同 じ 

よう な も の を 見 か けた 


実際 の 画面 


ーー 
の 
ッ グ 
areRiAr 9 IMIAG ビ ART 


FNMLAKSYWIREMAKE MAERILUUIMANA 


が ティ スト : 国 本 健 

クラ ウド た ち が ダ クト に 潜入 する た め に 
入っ た 64 階 の トイ レ で す 。 じ つ は 、 ス ク 
と る 3 ックス が 入居 し て いる ビル の 
トイ レ が モデ ル だ っ た り し ます 。 


Y 64 階 : ト イレ 個室 


64 階 : ト イレ 全 体 図 【 初 期 案 】 


Co ティ レク ター: 鳥山 求 
役員 会 議 室 は 、 
僕 も 年 に 何 回 か 入る 機会 が ある の で す が 、 そ の た びに 神 
世 ビ ピル の この 会 議 室 を 思い 出し ます 


64 階 重役 会 議 室 


175 


人 65 階 宝 条 研 究 室 : サン プル 用 カプ セル ① 
YY 65 階 宝 条 研 究 室 : サン プル 用 カプ セル ③ 


アー ム で 引っ まり ます 


人 65 階 宝 条 研 究 室 : サン プル 用 カプ セル ③ 


RAr 9 IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAIEAILUUIMAMA 


Y 65 階 : エア リス 親子 の 部 屋 


ラグ の zzzee と 
ロ 両 士 CO ディ レク ター : 鳥 山 求 
エア リス が イフ ァ ル ナ と 一 緒 に 住ん で い デザ イン を 発注 し た 当時 は 「 エ アリ ス と イフ ァ ル ナ が 話し な が ら 描き 足し て いっ 
た 部 屋 で す 。 舞 機 質 で 冷た 印象 の な か に た 絵 ] と いう 設定 で し た が 、 そ の 後 「FFVI リメイク ワー ルド プレ ビュ ー」 に 掲載 さ 
も 、 ぶ た り の 生活 が 感じ られ ます ね 。 れ た 野島 さん (野島 一 成 氏 ) の 小説 で 、 古 代 種 の 少女 と し て エア リス が 描い た と いう 
笑 し い エ ピ ソ ー ド が で き あ が り ま し た 。 ど ちら の 設定 も 系 病 だ と 思い ます 。 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 


当初 、 エア リス が 
絵 を 年 齢 別に 研 


Y 65 階 : エア リス 親子 の 部 屋 の 壁 に 描か れ た 絵 


Y 特 秘 研究 施設 ・ 畠 件 : 通 路 


Y 特 秘 研究 施設 ・ 負 牟 : 橋 


本 作 で の ジェ ノバ の 実験 フロ ア は 、 
特別 な 研究 施設 と し て 拡張 し 、 オ リ ジ : 
より も 大 規模 に な っ て いま す 。 


和書 く こと 

と いう も の で す 。 鎧 牟 は 大 規模 か つ ス ケ ジ ュ 
ー ル が ギリ ギリ の 状況 で 作っ た た め 、 自 動 書 
記 的 な カオ ス な 空間 に な り ま し た 。 


Y 特 秘 研究 施設 ・ 負 牟 : 橋 の レバ ー 


Y 特 秘 研究 施設 ・ 鎧 牟 : 中 央 端末 


yrpRiAL 9 IMIAG 王 ART 


RMMLMAKASYVI REMAKE MAEAILUUIMAMA 


\ 特 秘 研究 施設 ・ 鍋 牟 : 戦闘 試 験 坦 


A 特 秘 研究 施設 ・ 急 御 : PHS 通 信 端 末 機 


K 特 秘 研究 施設 ・ 鍵 牟 : 実験 用 ポッ ド 


人 70 階 : 社 長 室 


ラグ の oeez と 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 貝原 瑞 士 


っ て いく ひずみ が 、 ゲ ー ム 中 で うま 
く 再 現さ れ て いる の で は な いで し ょ うか が 。 


人 70 階 : 社 長 室 ( ジ ェ ノ バ Beat 戦 中 ) 


yrpRAL 9 IMIAG 王 ART 


FNLAKSYVI REMAKE MEAILUUIMAMA 


Y 70 階 : 社 長 室 の デス ク 


ッ ド ガル ・ ハ イ ウ ェ イ 


人 ハイ ウェ イ ① 


W ハイ ウェ イ ③ 


人 ハイ ウェ イ ③ 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


開発 中 は 、 * ガ ル ・ ハ イ ウ ェ 
イ の 「 バ イク ゲー ム 」 に ロー チェ が 
再 登場 する シナ リオ も 作っ て いま し 
た 。 し か し 、 シ リア ス な 展開 に 彼 
の 存在 が ミス マッ チ に な っ て し ま 
い 、 ロ ー チ ェ の 再 登場 は また の 機 
会 を 待つ こと に な っ た ん で す 。 


ア : ション テク ニカ ルアー ティ スト : 
- 山 困 和 明 

最初 に [この ロケ ーション は つ 
ね に 強風 が 吹い て いる 」 と 聞い た 
と き に は ゾッと し まし た ね 。 強風 
の な か で 戦う と な る と 、 服 の 揺れ 
の 動き が 通常 より も 複雑 化す る た 
め 、 物 理 シミ ュ レ . ン は 大 丈 
夫 だ ろう か と 不安 に な り ま し た 。 


グ 


warpRAt @ IMIAG 王 ART 


RMLMAKSYVI REMAKE MERALUUHMAMA 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城 市 智 孝 

フィ ー ラ ー の 大 群 が 作り 出す 流れ が 、 ハ イ ウ 

ェ イ の ガレ キ を 巻き 上 げ て 大 渦 と な っ て お り 、 

渦 や ガレ キ の スキ 間 か ら 、 神 吸 ビ ル を は じ め と 

し た ミッ ドガ ル が 眼下 に 見 える …… と いう 設定 

で す 。 ク ラウ ド た ち は 上 空 数 百 一 数 千 メ ー ト ル 
の 高 さ に 巻き 下げ ら れ て いる ん で す 。 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 

この ロケ ーション は 開発 の 最終 朋 に 組み 上 げ 
た の で す が 、 時 間 の 制約 上 、 す で に 存在 する ア 
ー タ ) を 組み 合 
され 


フィ ー ラ ー= ニ プラ エコ 戦 (イメ ー ジ )⑧ 


リー ド バ ト ル デ ザイ ナー: 城市 拓 孝 
フィ ー ラ ー= ブ ラ エ コ 戦 を 制作 する と き ( 
キャ ラク ター の サイ ズ 感 や 背景 と の 対 
認 す る た め に 描か れ た も の で す 。 最初 は 巨大 
な フィ ー ラ ー= プ ラ エコ 本 体 の み と 戦う 予定 
で し た が 、 人 間 に 近 い サイ ズ の 瑞 と 戦い た い 
と いう 要望 が め あり 、 そ こ か ら フ ィ ー ラ ー= ロ 
ッ ソ な どの 3 体 が 生ま れ ま し た 。 


エン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : 菅原 瑞 士 
エン ディ ング で クラ ウド と セフィロス が 対 
財 す る 空間 の 背景 で 、 セ フィ ロス が 背負 っ て 
いる 外 を イメ ー ジ し て いま す 。 美 し いも の が 
ポジ ティ ブ な 存在 と は か ぎり ませ ん ね 。 
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過去 の 二 ブ ル ヘ イム 


人 給水 培 周 辺 


NN 
し | / 


人 ニブ ル 魔 上 訪 : 内 部 


Y ニブ ル 魔 蛇 訪 : ゲー ト 


ウタ フィ ティ 。R 
の wAkup 

(上 を 候 を せ 
ReckiessAbandon 
信人 

(③ Makesomenoie 
(本 れ よ う ぜ 


⑳ SURPRSE 
人 を 筑 か す 時 に 使う 


@ BLUEswY 


の pgsTRoy 
「 ( 休 も か る ) 午 せ 


|@ UN 
に っ に な ろう 」 


9 pgslE 
( 罰 み 、 ま た は 給 名 ) 


ご UA 』 @ Goodluck 
0 記 IO の 2 
とこ に SOAR 
9 9 の (ドスト を 尽く や 
ce に 3 作 \ Teeting you here| 
還 に うと は 奇 通 で すね 」 


人 グラ フィ ティ : 英語 Q① 
Y グラ フィ ティ : 英語 ② 実際 の 画面 


Y グラ フィ ティ : 英語 ④ 


と 中 任 ado- Ta0etkl / 作 ss 杖 /e ) 


uk る ck に 


人 グラ フィ ティ : キャ ラク ター 


urskiL 9 IMIAGE ART 


RALRAOASYWI REMANE MENALUUTMAMA 


① NO MORE UIES (WW っ < な 


② THE PLANETS IN PAIN 
( 恒 が 立 い て いる ) 

⑨ REACTORS KILL 
( 請 染 する な !) 

④ Shut down the reactors! 
( 碗 炉 稼 但 偽 止 し ろ ! ) 


⑤ Put the Planet fist 
(を 教え !) 


⑥ Mako won't last foreverl 
(資源 は 有限 !) 


の ② shinra Owes Us! 
( 神 級 は 補償 し ろ ! ) 


⑧ 星 を ろう 


⑨ sAFEz YEAH RIGHTI! 
(本 当 に 安全 な の が) 


⑩ 硫 !! 
⑩ KEEP OUT! (いけ!) 


人 グラ フィ ティ : 反 神 弘 の メッ セー ジ 


人 グラ フィ ティ : 名 前 


52 ググ の oeez 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 
ゲー ム 内 の そこ か し こ に 描か れ て いる 
グラ フィ ティ は 、 実際 に 街 を 歩い て 見 か け 
た 落書 き を 参考 に 作成 し て いま す 。 英 語 
の も の に 関し て は 、 ロ ー カ ライ ズ 部 に 協 
力 を お 願い し て 、 ア イデ ア を た くさ ん も ら 
いま し た 。 な か に は 神 比 を 非難 する 言葉 
も あり ます が 、 そ れ ら は 婁 か れる と すぐ に 
消さ れる と いう 設定 に な っ て いま す 。 
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上 セハ 


グ 
グ 
ン 


WATERIAL @ IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAILUUIMANA 


⑤ ⑱ ⑱ 


No Running No Littering No Smoking 


アク アク アク アク アク アン アク 


レー イー バー パー ズー バー バー 


リ 
し 
CAUTION 還 
NO ENTRY 
い ) レ Authorized Personnel リ 中 
Only SECURITY 
アン ノン フン ノンノン 還 ア アデ ジン クア 6 
放 注意 喚起 の 標識 
つが の ze の 

軸 昌 の 
自分 が 作っ た わけ で も 発注 し た わけ 
で も あり ませ ん , く 便 利 な の 


で 、 工 事 現場 系 の : は ゲー ム 中 
の あちこち で 使わ O せ て も らい まし た 。 


Y 信号 機 の 表示 
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ポス ター や 看板 


人 


の グ 
ン 


yrstiur ② IMIAG 王 ART 
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inerallwater 


J Cear kk 


Jl 
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H 
Now ineCruitin! 


TEL:1-555-MESSAGE 


の の ze 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 
「Dontt let them」 と 書か れ た ポス ター は 、 反 魔 眺 を 訴え る ア 
バラ ンチ の も の で す 。 は が され 捨て られ る 運命 の ポス ター を わ 
ざわ ざ カ ラー で 印刷 する な ん て 、 ア バラ ンチ は 意外 と 資金 力 が 
ある ん で し ょ うか ? 


レベ ル テ デザ ィ イナ ー: 日 置 友梨 

大 ネコ ン で の あう 室 の な の 、 絶妙 な うさ ん く 
さ が ク セ に な る 人 、 た ぶん た くさ ん いる は ず 。 

シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー: 渡邊 勇 磨 

座席 が 近い こと も あっ て [広告 の アイ デア を くれ な いか ?」 と 

背景 貴 の スタ ッ フ に 話し か けら れ 、 一 番 最 初 に 思い つい た の が 


「 広 告 募集 ] で し た 。 土地 の 所 有 ) を 悩ま せる 「 広 告 の 空き 
スペ ー ス 問題 」 は 、 ミ ッ ド ガル で も 起こ っ て いる の で す 。 
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RW NN 
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時 5 BARBER SHOPW 
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ma QGIPG 孔 @ VOMX 


-FOOT & BODY RELAXATION- 
Open 24 Hours 


LOVELESS 


SECTOR 8 PLAZA 


REIAUMNT BAR&GNIL 
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DANCE & THEATER 


SUSTUDIO WHITE 


Talent is not a gift. It's a skill 


必 BAKERY & CAFE 


8 妨 Srreer Cg7e 


公 
L_ 
回 
(W) 
つ 


IAHUOH (NVdO SSHTHAOTI 


yursRiAr の IIMIAG 王 ART 
ROLfNOGTW RGMAE IAEML UUWUMA 
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N 
2 S.R Agency 


Inquire Below 


TEL:1-555- MESSAGE 
grjgfy 


語 y 古 Wnn 


し 信人 夕 イイ イイ イ イイ イダ 


リク プク ダク ググ ダク ググ クダ グダグダ ダダ 4 


NM SECIORS 


DENTAL CLINIC 


に こっ) smyrsmwzsmen 


IEVERW 
FRIDAYM&NSATURDAYM 


DART LOUNGz 


“ leart Strikers 


SKIB き auifiSetWDeales 


ラグ の 2 を ee 
シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー: 渡 条 勇 磨 


左上 の 車内 広告 は 、 神 羅 製 の 電球 を あつ か っ た も の で す 。 寿 
命 2O 年 を 誇る 電球 で 、「 も し 人 生 の な か で 5 回 交換 で きた ら ラ 
ッ キ ー( 長 生き ) で すね 」 と いう コン セプト の 広告 に な か つて いま 
す 。 条 り の 色 を 、 電 球 色 、 昼 白色 、 昼 光 色 の な か か ら 選 べ る な 
ど 、 こ ま か な こ と を て デザ イン を 進め て も らい まし た 。 

その 下 に ある の は 「 ラ スト フラ イト 」 と いう 小説 の 広告 で す 。 
友 も 夢 も 一 度 は 失っ た 男 が 、 自 分 の 人 生 を 賭け て 最後 の 大 勝負 
(ラス ト フ ライ ト ) に 挑む …… と いっ た ス トー リー で 、 仲 間 を 求 
め て 琉 拍 色 の 空 を 飛 空 艇 で 翔 ん で いく シー ン は 、 ドガ ル 市 
民 に も 大 人 気 で す 。 


グ 


ゲ 
の の 
warRr の IMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAERALUUIMANA 


| 7UNE_-UP に RS ーー 
Weleoe 7 

| 

恒夫 


WEl@@ME 


PAR7S & O 有 
日 衣 記 7 
4 5 MINUTES AHEAD 


IA| 


本 EDIT の で 二 当 


演示 ( 瑞 」 


共 。・ 


ラグ の gzez と 

CO テディ レク ター: 鳥山 求 

『 ミ ッ ド ガル ・ ブ ルー ス 」 の ポス ター は 、 

歌手 の AKILA が 行き つけ の 店 の 店 主 に 頼ん 

で 貼っ て も ら っ た よう で 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト や 七 療 街道 で 見 か けら れ ま す 。 
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Gadget Illustration 
ーー 


く ミス リル セイ バー 


ハー ド プ レイ カー 


> 釘 バ ッ ト 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 

オリ ジ ナ ル 版 だ と レア な 人 気 武器 だ っ た 

の で 、 本 作 で も 入手 困難 に する の か と 思っ 

て いま し た 。 ま さか 伯 番 街 スラ ム の 子ども 

が 背負 っ て いる と は 予想 で きず 、 ク エス ト 
の 報酬 と 聞い た と き は 驚き まし た ね 。 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 
武器 の な か で は 一 番 最後 に 手 に 
入る 、 リ メイ ク 版 で 新 登場 と な る 
合 で す 。 今後 の FF 関 連作 品 な ど 
に も 登場 する だ ろう か ら と 、 カ ッ 
コ い い 名 前 を つけ まし た 。 


Y アサ ルト ガン 


人 
ッ グ 
デ 
varcRr の IMIAGE ART 


RMMLMAKSYVI REMAKE MAERILUUIMANMA 


Y ラー ジマ ウス 


Y アト ミッ クシ ザー 


4/ ゲ の gy を ee と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 


ドミ ノ 市 長 の 助役 で お る ハッ ト が 、10000 ギ ル の 袖 の 下 と 引 
きか が え に 渡 し て くれ る 武器 で す 。 光 る エフ ェクト が カッ コ い いう 
え に 強 い の で 、 代 価 に 見 合う アイ テム に な っ た か と 思い ます 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー: 鈴 木 大 


最初 は デザ イン 画 の よう に 銃身 が 変形 する ギミック が あっ た の 
で す が 、 な く な っ ちゃ っ た ん で す よ 


人 キャ ノン ボー ル 


5 の eez 
GO ウタ 9 肝 3 
バレ ッ ト の 近接 攻 表 武器 は バト ル で あつ か いづ ら 

い の で す が 、 そ うい っ た 部 分 が 無 介 で まっ すぐ な 彼 

の 性 格 を 泉 徴 し て いる よう で 、 お も し ろ い で すね 。 


Y ハー トピ ビート 
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6 ] Y メタ ルナ ッ ク ル | | | 4 9 


\ 


マレ ザー グロ ー ブ 


Y ソニ ッ ク フィ スト | 54 の gezzeez 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


ティ ファ の スピ ー ド 攻撃 を さら に 引き 立て る 、 ス タイ リ 
中 上 』 ッシュ な デザ イン の グロ ー ブ で 、 お 気に入り の 武器 で す 。 


人 フェ ザー グラ ブ 


52 の oe 
キャ ラク ター プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー: 番 谷 航 
ゲー ム 中 の ミス リル クロ ー は 、 最 初 は デザ イン 画 と 同 
じ よ うに ツメ が か な り 長 く 、 カ ッ ト シ 汎用 的 に 使い 
に くい こと か ら 、 ツ メ を な くそ うと い . な り ま し た 。 
し か し 、 思 い 入れ の 強い スタ ッ フ の 意向 に より 、 短 くし て 
実装 する こと が 決ま り 、 無事 に ツメ が 残っ た ん で す 。 


ツメ が 短く な る 前 は 、CHAPTER 3 で この 武器 を 装 
備 し て いる と 、 セ ブン ス へ ブン で ティ ファ が 手の甲 に 長 
い ツ メ を つけ た まま クラ ウド に カク テル を 振る 舞っ て い 
まし た 。 長 く 鋭 い ツ メ に は 、 テ ィ フ ァ の 照れ 笑い の 意味 
を 変え て し まう ほど の 師 力 が めった の で 、 短 く な っ て 良 
か っ た で す 。 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


人 ミス リル クロ ー 


yarERiAL の IIMIAG 王 ART 


RNMLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


シルバー ロッ ド 


で マジ カル ロッ ド 


で ミス リル ロッ ド 


テテ スト ライ クロ ッ ド 


CO ティ レク ター: 鳥山 求 カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 

エア リス に は 、 こ うい う ア ンティー ク 先端 が 凶器 に な っ て いる ロッ ド は 、 一 部 の カッ トシ ー ン だ と 安全 な 形 の も の に 差 

調 の 上 吊 な 武器 が 似合っ て いる よう な 気 し か えら れ ま す 。 こ れ は 、 地 下 下水 道 の カ ッ ト シ ー ン で 「 落 ち そ うに な っ た クラ ウ 
が する の は 、 私 だ け で し ょ うか 。 ド を 数 うた め に 突き 出し た ロッ ド の 先端 が 刃物 ] と いう 事態 に な っ た た めで す 。 


【 ミ スリ ルカ ラー】 


玉 説 明 "レッ ド X 遇 が 最初 か ら 対 備 し て いる 武器 。 
神 紀 ビ ル で レッ ド X 昨 が 仲間 に 加わ っ た 時 点 
で は 、 入 手 で きる すべ て の 直 器 の 中 で も 、 
比較 的 高い 攻撃 力 を 持つ 。 


> ミス リル カラ ー 


一 イ メー ジ シン ブル な 革 と マテ リア の イメ ー ジ 
還 マ テリ ア CO O 


う 52 の 2 を ee と 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 


この 武器 は 「 宝 条 が 実験 サン プル に マテ リア 
を 装着 させ る た め に 首輪 に 細工 を ほど こし た 」 
と いう 設定 に な っ て いま す 。 


画 入 手 場所 エル ジュ ノン 
( 神 羅 ジ ュ ノ ン 支 社 の 左側 に 位置 する 街 ) 


【 ミ スリ ルク リッ プ 】 
メイ ン キャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 

オリ ジ ナ ル 版 だ と レッ ド X ル の 武器 髪 飾り だ 
つた の で す が 、 本 作 で は 首輪 に 変更 され まし た 。 


【 レ ッ ド X 昨 装着 イメ ー ジ 】 
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人 ブロ ンズ バン グル 人 スタ ー プ レス 
和信 アイ アン バン グル 


ラグ の 2 みみ ee と Y マジ カル の 腕輪 
。 / : CN ンー I CO ディ レク ター: 鳥山 求 
ババ し ) Re 2Y ハ 「 ア バラ ンチ が 手作り し て いる レザ ー 製 の アイ 
【 テム 」 と いう 設定 を 考え て いま し た が 、 シ ョ ッ 
プ の 品ぞろえ の バラ ンス 調整 に より 、 ス ラム に 
流通 し て いる よう な 形 に 変更 され た ん で す 。 


Y ブラ ッ ク ブ レス 


Y ニー ドル ガー ド 


Y プレ ー ト ガー ド 


人 ミス リル の 腕輪 


人 ゴシック バン グル 


yarsRAL の IMIAGE ART 


FNLANASYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


Y ソー サラ ー の 腕輪 Y ジオ メト リブ レス 
Y マキ ナ バ ン グル 


が の 2 
CO ティ レク ター: 鳥山 求 | リア 人 の 間 は いく べつ か の りー ジ が 人 
5 3 に 】 っ て ! て いま す 。 各 パー ツ は ルー ペ 
複雑 な 意匠 を 凝ら し た デザ イン の レン ズ の よう に 可動 式 で 上 下 に ずら し 、 中 に 
な の で 、 そ れ に 見 合う 性 能 や 設定 マテ リア を 装着 し ます 。 縛 麗 な 金銀 の 色 で 神 ら 
を 考え 出す の が 大 変 で し た 。 | し い 雰 較 気 を 出し て み ま し た 。 


人 チェ イン バン グル 


人 神 羅 バン グル (ダウ ン ロ ー ド コン テン ツ ) 


Y フォ ー ス ブレス 


Y へ ヴィ メタ ル 
ーーー 


| 
引 
人 コル ネオ の 腕輪 (ダウ ン ロ ー ド コン テン ツ ) 
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アク セ サ リ 


Y パワ ー リ スト ヶ 防弾 チョ ッ キ 
| 
遇 体 を 銃 理 か ら 守る 為 の 護身 用 具 で 、 
吉備 する と 体力 が 上 が る 。 神 新 社長 の 
ルー ファ ウス も 身 に 汗 け て いた らし く 、 
披 を 倒し た 時 に も 入手 で きる 。 
52 が の zzzeg 


You fovcN 


_ Y 魔法 の 歯車 
Y トラ ンス ポー ター 


ポッ 7-79ー 


ラグ の 2 を ee 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 岩上 亮太 


トラ ンス ポー ター と 魔法 の 歯車 は 、「ATB ゲ ー ジ を 消費 し た り 魔 
法 を 使っ た りす る と リミット ゲー ジ が 増え そう な デザ イン で お 願い 
し ます ! 」 と いう ムチ ャ な 依頼 を し た 記憶 が あり ます ……。 
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バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 岩上 亮太 

オリ ジ ナ ル 版 だ たこ ゴ ー ル ド ソ ー サ ー の 賠 技 場 で 手 に 入り まし た が 、 

本 作 で は 闘技 場 と は ちがう 場所 で の 入手 を 想定 し て いた の で 、 格 闘技 
の チャ ン ピ オ ン 感 が 強く な りす ぎ な い デ ザイ ン を お 願い し まし た 。 


Yoshiam fikenoucNl 


> グッ ド ヴ ィ ジョ ン 


で 幻 獣 の お 守り 


うつ の が の っ eee と 


キャ ラク ター プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー: 
_ 番 谷 航 


開発 の 未 期 に 「 ブ プラ ウド ・ ク ラッ ド 零 
号機 を 倒し た 証 と し て ふさ わし い ア イ テ 


Y 疾風 の スカ ー フ 


Yeshiazu Talanoud 


デリ 


人 マジ ッ ク リン グ 


ム が な い ぞ ! 」 と いう こと で 、 急 蛋 追 加 
され た アク セ サ リ で す 。 こ れ の 3D モ デ 
ル だ け は 、 締 め 切り を 記 っ ちぎ っ て 最後 
の ほう まで 作っ て いま し た 。 


ラグ の ze と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 


オー ト ヘ イス ト 的 な 効果 が ある アク セ 
サリ な の で 、 ク ラウ ド が スカ ー フ を つけ 
る 姿 を 想像 し つつ 愛用 し て いま し た 。 


ラグ の ee の 
バト ル シ ステ ム テ デザイナー: 岩上 亮太 
最初 は リミット 技 「 ヴ ィ ジョ ン ! に 関 
連 す る アク セ サ リ と し て デザ イン を 発 
注 し た の で す が 、 い ろ い ろ 調 整 され た 
結果 、HP の 回 復 便 が 増え る 効果 に 変 
更 と な り ま し た 。 


9 グ 


へ 


ブ 
, 有 
の 
varcRr の IIMIAGE ART 
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CO ティ レク ター: 鳥山 求 

も と も と は 「 マ リン が バレ ッ ト の た め に お 守 

り を 手作り する 」 と いう 内 容 の クエ スト が あり 、 

そこ で 手 に 入る アク セ サ リ の 予定 で し た が 、 ク 

エス ト の 内 容 が 変更 され た た め 、 ア クセ サリ の 
デザ イン も モー グリ に 変わ り ま し た 。 


モーグ リ の お 守り 


人 神々 の 黄 皆 


人 ヒー ル チ ョ ー カ ー 


ラグ の 2 ん ee 


バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 岩上 亮太 


人 カエ ル の 指輪 


や りこ み ブ レイ 用 の 弱体 化 効果 を 持つ アク セ サ リ と し 
て 、 へ ヘビ を モチ ー フ に し た デザ イン を 発注 し まし た 。 そ 
の あと 、 ヘ ビ に に ら ま れ た カエ ル …… と いう こと で 、 つ 
ね に カエ ル 状 態 に な る 効果 に 決ま っ た ん で す 。 
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Yeshikazu Takenouchi 


配置 イメ ー ジ 多 


人 タロ ッ ト カ ー ド 
つの zzwzcez と 
CO ディレクター: 鳥山 求 


開発 の 終 懇 に この イラ スト が あがっ て きた と き は 、 あ まり 
に も 豪華 に 描か れ て いた こと か ら 、 カ ー ド を 使っ た ミニ ゲー 
ム が 新規 で 追加 され た の か が と 開発 陣 が 騒然 と な り ま し た 。 


い 重 


人 不思議 な 水晶 人 魔 眺 の 水晶 
(ダウ ン ロ ー ド コン テン ツ ) 


マ 精 吉 の ビア ス 


Yehiazu faMenouhi 


マレ スキ ュー バッ ジ W サー クレ ッ ト 


5 の zzeee 
キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 
デザ イン 画 が 太い 線 で 描か れ て いる の 
で 、 そ の と お り に 3D モ デル を 作っ て い 2 


た の で す が 、 あ まり 印象 が 良く あり ませ 
ん で し た 。 そ こ で 、 イ ラス ト の 究 囲 気 は 
くず さ な い よう に し つつ 、 ひと つ ひ と つ 
の パー ツ が どん な 上 うに くっ つい て いる 
か を 考え な が ら 調整 し て いま す 。 


warsRAL の IMIAGE ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


も 


5 ググ の gzeee 6 参考 画像 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 大 地 雅 俊 
モー グリ メダ ル の サブ イベ ント は 、 も と も 
と は 別 の アイ テム を 集め る 内 容 で し た が 、 モ 
グ ヤ の 誕生 と 同時 に モー グリ メダ ル を 集め る 
こと に な り ま し た (そし て 、 メ ダル を 新た に 
デザ イン し て も らい まし た ……)。 


$ 東 面 


人 モー グリ メダ ル 


バト ルレ ポー ト 


Ye menowd 


9 


Y 神 租 カン バニ ー 


ラグ の we と 
キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 
デザ イン 画 の 特徴 的 な 色 味 と 形状 を 
くず さ な い よう に 気 を つけ な が ら 、 絵 
に は 描か れ て いな い 部 分 の 機構 も 考え 
て 、3D モ デル を 制作 し まし た 。 


人 バト ルレ ポー ト 


ーーー 1 
キャ ラク ター ブロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー: 番 谷 航 272-ol7 Mee-Mo 
ササ この 社員 研 の 証明 写真 は 、 神 放 社 員 と し て 現役 で バリ し Sr ジー 


バリ 働い て いた ころ の ジェ シー ババ を イメ ー ジ し て いま ーーー ーー 


。 名 前 (ロー ワン ・ ラ ズ ベリ ー) の サイ ン は 、 ロ ー カ ラ 
イズ 部 の か た が 書い て くれ た 10 数 京 の な か か ら 、 キ ャ 
ラク ター チー ム の スタ ッ フ が 投票 で 選び まし た 。 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


社員 証 に 名 前 を 書く 必要 が あっ た こと か ら 、 魔 眺 中毒 
に 苦し む ジ ェ シ ー の お 父様 の 名 前 が 決ま り まし た 。 er htY 呈 Ne 


で 自警 団 の カギ 


2 の ze と 
Co ディレクター: 鳥山 求 


七 番 街 ス ラム で 使わ むれ て いる カギ な の で 、 
神 羅 ビル な どの カー ドキ ー と ちがっ て アナ 
ログ 式 の デザ イン に な っ て いま す 。 
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Y ワイ ヤー リー ル S ワ イヤ ー ガ ン 


MM テレ に ター ば キー 


SS 


| 


DS で 
levfSef パト 人 / あ ゃ の で 


人 何 番 魔 眺 炉 カ ー ド キー 


5 の zeg 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 大 地政 俊 
は じ め は 紙 に シン ボル マー ク を 描い た だ け の よう な 簡素 な も の を 起 定 し 
て いま し た が 、 ア ー ト スタ ッ フ か ら の 逆 提案 で 、 ム ギ た ち お 手製 の バン ダ 
ント に な り ま し た 。 ム ギ た ち が ど う や っ て 作っ て いる の か は 謎 で す 。 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 


仙 番 街 スラ ム で は 、 子供 た ちの 秘密 基地 へ の 入口 が わか り づ ら か っ た の 
で 、 こ の デザ イン を 参考 に し て 手作り の 看板 を つけ て も らい まし た 。 


ラン の ze と 
レベ ル デ ザ イナ ー: 島本 絵里 奈 

CHAPTER 7 と 15 で は 、 よ 
く 見 る と 、 ク ラウ ド た ちの 懇 に 
ワイ ヤー リー ル や ワイ ヤー ガン 
が ぶら 下がっ て いま す 。 


一 度 使用 し た ら な く な る アイ テム な の 
で 、 チ ケッ ト や プリ ペイ ドカ ー ド 的 な 紛 
囲 先 で デザ イン し て も らい まし た 。 


Yoshiazu Takenouchl 


> 秒 誠 地 の 入場 証 


arskiAL 9 IMIAGE ART 


FNMLANMSY VI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


YeMazu Takenouchl 


Yemhiarv fakenocch 


で 墓地 の カギ 


人 モー グリ ・ モ グ 会 員 証 


人 サム の 仕事 依頼 リス ト 
人 枝 移 キシ し y。eaeos 
MATaawrnw う 
マコ ルネ オ 杯 出場 券 
Yaarufakanowd 
人 マム の 仕事 依頼 リス ト 
54 が の ze と 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 
風 野 正昭 
右 下 に ある マム の マー ク は 、 は Y ニセ モノ の 予告 状 Y ホン モノ の 予告 状 


じ め は 縛 だ っ た の で す が 、「 手 揉 
み 」 の イメ ー ジ で 手 の デザ イン に 
変更 に な っ て いま す 。 


Yeuhikaz Takenouch * 
Yakumlenoudh 
つが の ze と 
レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー: 大 地 雅 俊 
wm の 予告 状 が 登場 する クエ スト ご と に 、 文 字 が 
2 の geez 書い て あっ た りな か っ た り 、 ホ ン モ ノ だ っ た 
ッ ナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真 奈未 り ニ セ モ ノ だ っ た り と 、 そ れ ぞ れ で 鉛 炒 な ち 
に SRDEGR NPD が い が あ り 、 アー トス タッ フ に は 何 バタ ー ン 
SARS も 予告 状 を 作成 し て も ら う こと に ……。 


な き 夜 」 で は 、 宿 屋 の 自動 販売 機 か ら 、 特 
製 ポー ショ ン な ど と 一 緒 に 「 自 販 機 の アレ ]」 
を 入手 で きま す 。「 自 販 機 の アレ 」 の デザ イ 
ン は 、 清 ら か な 心 を 持つ 人 に だ け 見 える と 
聞い て いま す が …… 見 えま し た か 2 


の 肌 守 剤 〇 


人 宿屋 特製 興奮 剤 宿屋 特製 ポー ショ ン 
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Y 薬屋 商品 クー ポン 


ラン ダグ の 2 ん ee 
シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
も と も と この クー ポン は ゲー ム 中 に 登場 し な い 予 定 で し た が 、 
せっ か く な の で …… と いう こと で クエ スト の アイ テム と し て 追加 
させ て も らい まし た 。 オ リ ジ ナ ル 版 で 印象 的 だ っ た アイ テム が ビ 
ジュ アル 化 さ れる と 、 感 拓 も ひと し お で すね 。 


52 の we と 

レベ ル テ ザ イン スー バーバ イザー: 大 地 雅 人 
oop 「 同 じ クエ スト で 使う 、 そ れ ぞ れ 別 の 薬 を 3 種類 ] と い 
う ム チャ な 注文 を し た の で す が 、 ア ー ト スタ ッ フ が ア 
イデ ア を 出し て うま く 差 別 化し て くれ まし た 。 


S 消 臭 薬 ・ 消 毒薬 ・ 消 化 薬 Yowiazu Takenouh 
人 VIF 会 員 証 層 
”@ 窟 @ の 介 
消 自 薬 あめ 消化 薬 


人 消 臭 薬 S 消 毒薬 S 消 化 薬 
で アニ ヤン の ピア ス 


Yoga kemowcNl 


YoiNiazu kenoukhl 


人 アニ ヤン の 推薦 状 


ティ スト : 小澤 和 起 
デザ イン 画 に 描か れ た 八 チ の 絵柄 や 細部 
の 模様 の 表現 を 、3D モ デル で 再現 する の 人 マム の 推薦 状 
に 苦労 し まし た 。 ピ ンク 色 の 部 分 は 、 キ ラ 
キラ し た 宝石 で は な く タ ー コ イズ の よう な Yoshiazu Takenouchi 
石 が は め ら れ て いま す 。 
ル 


Yo 


Y ジョ ニー の 財布 


22 ググ の 2 を ez 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
この コメ ント を 書く た め に 
は じ め て デザ イン 画 を 見 まし 
た が 、 ジ ョ ニー の イメ ー ジ に 
バッ チリ 合っ て いま すね 。 


Yowhaazu Takenowh 人 大 水路 へ の 扉 の カギ 人 コル ネオ 宝物 庫 の カギ 


人 チョ コ ボ 車 フリ ー バ パス 


Yoshiazu Takenowchl 


5 の グ の ze と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 
クエ スト 「 チ ョ コ ボ を 探せ す ] の な か で は 、 チ ョ コ ボ が 
ギザ ー ル の 野菜 を 食べ る と ころ を し っ か り 見 せ た か っ 
た の で す が 、 開 発 が 終 長 で 時 間 も な か っ た の で 、 地 面 
に 置い て 食べ させ る と いう 表現 に な り ま し た 。 


つの の oz を ezeeZ 


レベ ル テ デザ イナ ー: 島本 絵里 奈 


スト ー リ ー や クエ スト で 入手 する だ いじ な も の と 
し て は 珍し く 、 チ ャ プター セレ クト で プレ イ を 重ね 


る こと で 複数 所 持 で きる よう に な っ て いま す 。 


Y エメ ラル ド の 宝冠 


Yokoww Takenouh 


yarsRAL の IMIAGE ART 


RINMLANMSYVI REMAKE MAIENALUUIMANA 


Yemhiazu Takenouchi 


人 ギザ ー ル の 野菜 


つの ゲ の kzee の 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 


You ano 


Y ダイ ヤ の 宝冠 


Yomiazu Takanouc 


オリ ジ ナ ル 版 の ウェ ポン を モチ ー フ に し た デ 
ザイ ン で 、 最 初 の ころ は 「 エ メラ ルド の "ティ ア 
ラ "」 と いっ た 名 前 に し て いま し た 。 し か し 、 そ 
れ だ と 最強 の アク セ サ リ の よう に も 見 えて し ま 
う の で 、 漢 字 の 名 前 に 変更 し た ん で す 。 


ラグ の zzee と 
CO テディ レク ター: 鳥山 求 
神 羅 ビル カー ドキ ー は 、ID 情 報 が 更新 
され る た びに アイ テム 画面 の 説明 文 が 変 
わっ て いく 仕組 み で す が 、 そ の 処理 が う 
まく いか な く て 大 変 で し た 。 


MICE 
人 上 級 社員 カー ドキ ー 


DTCEASYY3 


人 宝 条 研究 室 カ ー ド キー 
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スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク 


クラ ウド 指南 書 Wet ラグ の ee 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー : 佐藤 雅則 
武器 強化 用 の 最大 SP を 上 げ る アイ テム が この 世界 に 実在 し た ら 、 い っ た い 
どん な 形 な ん だ ろう か と 悩み まし た が 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 究極 ト 技 を 修得 


する アイ テム が 本 だ っ た こと と 、「 武 器 ス キル を 解放 する 三 極意 を 学ぶ ] み た い 
な イメ ー ジ か ら 、 デ ザイ ン 担 当 者 と 相談 し て 現在 の 方 向 性 に な り ま し た 。 


クラ ウド ! Mazu Takenouchi 


人 刻 技 指南 書 


パレ ッ ト 指 南 書 Yeshiaau Takenovchi 


人 究極 奥義 の 書 「 ク ライ ム ハ ザ ー ド ] 


パレ ッ ト リ ミッ トブ プレ イク 


人 射撃 マニ ュ ア ル 


ティ ファ 指 責 番 


人 格闘 術 秘伝 の 書 


エア リス 指南 書 


人 究極 奥義 の 書 「[ ド ルフ ィ ン ブ ロウ 」 


エア リス リミット ブレ イク 


人 星 の 神 秘 の 書 


人 究極 奥義 の 書 「[ 星 の 守護 


yarERiAL の IIMIAG ビ ART 


FNMLMAKSYVI REMAKE MEAALUUIMANA 


各地 の 設置 物 


Y 自動 販売 機 & ベ ンチ 


BGM 是 自 動 販売 機 旧 タ イプ 
自動 販売 機 IB 型 ー 


自動 販売 機 新型 


4 の egg 
レベ ル テ デザ イナ ー: 高 見 一 夫 


邸 旋 ト ン ネ ル の 自動 販売 機 の 設定 を 考え た と き に 、 あ まり 使わ れ て いな い 場 所 に あ 
る の に ほか の 街 の も の と 同じ 見 た 目 だ と 違和感 が め り ま し た 。 そ こ で 、 世 代 が 古い タ 
イブ に し た いと 言っ た 結果 、 旧 型 ・ 新 型 の 2 バタ ー ン の 自動 販売 機 が で きた ん で す 。 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 


| 型 の 自動 販売 構 は 、 な つか し いと 思え る よう な デザ イン に し まし た 。 隣 に ある ペ 人 ミュー ジック デ ィ ス ク が 買え る 
ンチ が お 気に入り で す 。 新型 の まう は 電子 マネ ー 対 応 。 神 凡 員 は 飲み 放題 か も ? 自動 販売 機 
Y 蓄音機 


Y 自動 販売 機 い ベン チ の マー ク 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 


右上 の マー ク は オリ ジ ナ ル 版 の セー プ ブ ポイ ント を モチ ー フ に し た も 
の で 、 メ ー カ ー の ロゴ マー ク の よう に うま く 八 マ つ た と 思い ます 。 
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Eo 


2 グ の eye 人 宝箱 の 


Bo テ 7 り クタ =) 農 山東 
開発 の 途中 まで 、 武器 が 入っ て いる 宇 

井 AWCSDCR3SR ER 

な く て 、 見 つけ た と き に バグ だ と 思っ 8 

報告 し て し まい まし た 。 


Y ジュ ー ク ボッ クス 


ラグ (の ee と 
エン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : 菅原 瑞 士 


ジュ ー ク ポッ クス らし さ を 残 し た まま 本 作 独 
自 の 特徴 を 出し つつ 、 さら に バリ エー ショ ン の ち 
が いい を カラ ー で 表現 で きる よう に 工夫 し まし た 。 用 9 5 了 


セラ ァ イロ メン アー トゥーク: 人 
デザ イン を 考え る うえ で は 、 こ うい っ た 身 
近 で シン プル な も の が 一 番 難し いで すね 。 


の 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター : 1 
1 


ンス 


風 野 正昭 


ビン の ラベ ル に は 、 オ リ ジ ナ ル 版 
が 発売 され た 年 で ある 「1997」 と を | 


人 ハイ デッカ ー の タブ レッ ト 


いう 数 字 が 記載 され て いま す 。 


Y パラ シュ ー ト 人 セブ ンス へ ブン の 酒 ビン 
r【 パ ラ シ ュ ー ト 】. 
ラ ェ シー (ほん 
し の セ に CA か 5 
て 
ラジ エ シ ー「 人 に は 、 カ が ー に 交え て ー 
ば 、 寺 


ルー ト か らち 有する 及び で きた 半 の た め に 
バラ シュ ー ト が 借 され て る の 。 」 


0 


大 分 奄 = (に 
革 時 の 箇 に 剛 わ る 人 々 の た め の 人 
ジェ シー パパ の 時 で も あっ た 。 

ジェ シー「 和 和 ) ほら 、 パ ラ シ ュ ー ト も 二 細 」 


ジェ シー を 後ろ か ら 失 え る よう に し て 立っ て いる ピッ クス 。 
ウェ ッ ジ を 鬼 え る よう に し て 立っ て いる クラ ウド 。 


是 に スラ ム に 降り て いく 二 超 の パラ シュ ー ト (パラ グラ イダ ー 重 | 


パラ シュ ー ト を ぐる ぐる と まとめ る と 


の ダー ツ の 


マダ ー ツ の 矢 


・1 つ の パラ シュ ー ト に 2 人 で 県 る 

・ パ ラグ ライ ダ - 

・ 人 用 仁 は ぐる ぐる と まとめ る 
の 所 有 和 


っ 
グ 
ご 
yrRr の IIMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAEAALUUIMAMA 


ラグ の ee 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 
「 魔 晃 が 人 々 の 暮らし を 支え る エネ ルギー 資源 で 
ある 」 と いう 設定 を どう 表現 し よう か と 考え て 生 
まれ た アイ デア で す 。 ドガ ル に 住 お 人々 の 生 
活 を 感じ て いた だ けた で し ょ うか が 。 


Y レス キュ ー 隊 の カバ ン Yu 


人 爆弾 の り モー ト 起 爆 ス イッ チ 


Yo nakeoowxh 


Y 人 ハニー ガー ル の 扇子 


人 人 ハニー バッジ 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 
女装 中 の クラ ウド の 姿 を 隠す た め に デザ イン 
し て も ら っ た 、 大 き な 羽 根 の 扇子 で す 。 当初 は 、 
女装 の メイ ク が 終わ っ た あと に 扇子 を 空中 に 投 
げ る 演出 を 考え て いた の で す が 、「 実 物 だ と 高 
額 だ か ら 投 げ る な ん て あり えま せん 」 と ダン サ 
ーー の か た に 怒ら れ た の で 止め まし た 。 
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ミニ @ て 


キテ 和 人 化粧品 ブラ ンド の マー ク 


Fo 


イー クマ テン 


トッ シャ デュ トー 


4 うつ 4 の ge 
Co ディ レク ター: 乙 山 求 キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター: 風 野 正昭 
Eo CHAPTER 9 で レズ リー が クラ ウド た ちの 服 と 


3 2 装備 品 を 包ん で いた 風呂 政 で す 。 柄 と し て 描か れ た 
as を 模様 は 、 エ アリ ス の 花 が モチ ー フ に な っ て いま す 。 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 


メイ ク 道 具 は 蜜蜂 の 館 独自 の ブラ ンド の も の 
で す 。 美 に 対す る こだわ り が 感じ られ ます ね 。 


Y 風呂 敷 包 み 


⑯* 
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ブ 
テー 
レタ 


WMATERIAL @ IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MAERILUUIMANA 


ラグ の ze の 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 

菅原 瑞 士 

オリ ジ ナ ル 版 の デザ イン を 踏 肌 

し た 機関 車 で す 。 強 烈 な 個性 と 存 
在 感 を 放っ て いま すね 。 


CO ティ レク ター: 鳥山 求 
本 作 の 制作 が 発表 され た と き の ト レー ラー 映 

像 で は 、 列 車内 が 日 本 の 週 勤 ラッ シュ 並み に 混 
合っ て いた の で 、 そ れ を ゲー ム 中 で どこ まで 

再現 し よう か 頭 を 悩ま せ た 記憶 が あり ます 。 


Y 貨物 車内 部 


5 の wooe 

__ CO ディレクター: 鳥山 求 
オリ ジ ナ ル 版 で も 本 作 で も 、 

扉 が 開く と き の 音 の 処理 に 苦労 

し た 、 思 い 出 の 列車 で す 。 
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ラグ の zzee と 
Co ディ レク ター: 鳥山 求 


開発 中 は 、CHAPTER 2 で 車体 が 表示 され ず に 兵 
土 だ けが すわ っ た 姿勢 で 登場 する こと が た ま に あ り 、 
修 番 街 の お も し ろ シ ー ン の ひと つと な っ て いま し た 。 


人 ホカ 百 式 七 〇 形式 5884 


> 神 茜 軍 用 自動 車 


> テ チョ コ ボ 車 


52 が の ze と 
レベ ル テ デザ イン スー パー バイ ザー: 大 地 雅 俊 


CHAPTER 9 に は 、 ク ラウ ド が チョ コ ボ 車 の うし ろ に 
飛び 乗っ て ティ ファ と 話す シー ン が あり ます 。 そ の > 
の た め に 、 足 を か ける 場所 や 手 で つか むと ころ な どか が 必要 


だ っ た の で 、3D モ デル を 作る と き は イラ スト に 描か れ て 本 計時 
いな い 部 分 を いろ いろ 工夫 し て も らい まし た 。 人 神 尊 軍 用 トラ ッ ク 


Y 神 膝 軍用 トラ ッ ク の ミニ ガン 
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yarsRiAL の IMIAGE ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


人 ハー ディ = ディ トナ 


5 の wo 
レベ ル デ ザ イナ ー: 島本 絵里 奈 


CHAPTER 18 の ハイ ウェ イ 終 
端 で 駐車 し て いる と き は 、 下 部 に あ 
る スタ ンド を 下ろ し て いま す 。 


人 神 陣 用 バイ ク (高速 重 隊 タイ プ ) 


Y Motonox Gust( ミ ニ バ イク ) 


Co ディ レク ター: 鳥 山 求 

七 番 街 ス ラム で 整 備 さ れ て いた バイ ク は 、 

CHAPTER 4 で ビッ グ ス と ウェ ッ ジ に 貸し 
た あと 、 返っ て きた の だ ろう か ……。 
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で 「The Legend of Shinra 


川 
則 中 | 


と 「 魔 眺 と は 何 か 」 


川 吊 
川 


で 「ILOVE GREEN」 


Nacmi Sembora 


シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 

神 羅 の 兵器 や 警備 兵 の 装備 品 と 同じ 
く 、 こ の へ リ も 神 羅 ビ ル 60 階 の メモ 
リア ルフ ロア に 展示 され て いま す 。 ち 
ょ っ と だ け 、 ほ か の も の より わか り に 
くい 位置 に あり ます が …… 


マ 神 羅 軍 用 へ リ 


YewniauTakenouchi 


スタ ンプ か ら の 反 符 状 馬 首 川上 


ンク: : 【 吊 


人 「 ス タン プ か ら の 拍 待 状 」 


2 の ozwwewe 

CO ディ レク ター: 鳥山 求 
【 魔 眺 と は 何 か 】「 ガ スト ・ ファ レミ ス 」 と いう 名 前 は 、 次 
回 作 以 降 で 変更 を 検討 し て いた の で す が 、 こ の 本 で 名 前 
が 出 た の で 変え られ な く な り ま し た 。 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 


【The Legend of Shinra】 神 羅 の 歴史 を つづ っ た 本 。 
読ん で みた い 。 

【 魔 眺 と は 何 か 】 科学 知 識 を 一 般 向 け に わか りや すく 説 
明 し た 、 学 術 シ リー ズ の 一 明 。 

【I LOVE GREEN】 自然 へ の 憧 避 が オシ ャ レ な 筆致 で 書 
か れ て いる エッ セイ 集 。 

【 ス タン プ か ら の 招待 状 】 本 の 著者 は 忠 犬 スタ ンプ の フ 
ァ ン クラ ブ 。 そ ん な も の が あっ た ん で すね 。 


Y 「BUSINESS MAGAZINE」 


BUSINESS 


ョ ーー 開 神 記 ジネス 
RIRST CLASS 神髄 ・ 


刀 e )@ve caS こ 
Ind'dogs! 
See the world through her eyes 。 各 


(6 


ブ 
ン 
ン 


yrstiur の IMIAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MIEAILUUIMAMA 


52 ググ の zz を eZ 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 
【BUSINESS MAGAZINE】 プレ ジ デ ント 神 加 が イン タビ ュー で | 
何 を 語っ て いる の か 、 中 身 が 気 に な り ま すね 。 
【Cutting Edge Photography】 イ ヌ や ネコ を アッ プ で 紹介 し た 
く て 作り まし た 。 
【C-SENSE】 あ こ が れ の 「 ミ ッ ド ガー ル 」 に な ろう ! 
【ENTERTAINMENT IN FOCUS】 これ は 表紙 の 文字 の レイ ア 」 
ウト が 気に入っ て いま す 。 


Y 「C-SENSE 
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Enemnny lllu'stration 


エネ ミ スト 


警備 殿 の 手 橘 弾 


モン スタ ー ア ー テ ィ ス ト : 中 村 博 之 

開発 初期 の デザ イン : 備 兵 と 見 

わけ が つき に く か っ た の で 、 の ち に カラ ー 
リン グ が 変更 され まし た 。 


CO テディ レク ター: 鳥山 求 
オリ ジ ナル 版 に も 登場 し た エ 
が 、「 抑 弾 兵 ] と いう み づ ら か っ た 
た め 、 開 発 中 に 別 の 名 前 に 変更 し まし 
し か し 、 オ リ ジ ナ ル 版 の ファ ン の スタ ッ 
た ちか ら 反 対 され 、 も と の 名 前 に も どす こ 
と に 。 ミリ タリ ー 系 に くわ し い 人 た ち に 人 
気 が わ る エネ ミー の よう で す 。 


バト ル ア ニ メー ショ ン デ ィ レ クタ ー : 山地 裕之 

警備 兵 は 、 開 発 の 初期 に ノー マル 敵 と の バト ル の 基 

礎 を 作っ た 功労 者 で す 。 一 時 期 は 、 コ ミカ ル に 尻 モ チ 
を つい た り し て いま し た ね 。 


拠 弾 尺 【 初 期 案 ] 


CO ディ レク ター: 鳥山 求 

警備 兵 は 似 た よう な 状況 で 現れ る の で 、 セ リフ が [ 侵 

入 者 め 」「 止 まれ ] だ け に な ら な いよ うに 、 バ リエ ー シ ョ 

ン を 考え て 個性 を 出す の に 苦労 し まし た 。 彼ら ひと り 

ひと り に も 、 守 る べき 暮らし や 果たす べき 任務 が ある 
こと を 感じ て も ら え る と うれ し いで す 。 
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5 
メガ 
レレ ン 
varRiAr ② IIMIAG ビ ART 


RMULMAKSYVI REMAKE MEAILUUIMANA 


ラグ の we 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
アク ショ ン ゲ ー ム が 若手 な 私 が 最初 に つま ずい た 
敵 で し た 。 開 発 当初 は 、 魔 法 で の 攻撃 も 正面 か ら だ 
と 盾 で 防 が れ て いた 気 が し ます 。 
> 争 圧 兵 
> 鎮圧 兵 の スタ ン ロ ッ ド | 靖 華 
1 を 内 
ば 


ノブ 


上級 鎮 圧 兵 の 盾 


Y 部 隊長 ゴン ガ の 盾 


2 の zzee と 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター : 用 | 浩 
デザ イン 画 に 描か れ た 開閉 ギミック は ゲー ム 中 で も 再現 し て いる の で す 
が 、 あ まり し っ か り と 見 られ る シチュ エー ショ ン が な い の で 少々 申し 訳 な い 
気持 ち で す 。 興味 が ある か た は 「ENEMY REPOHT」 で ご 確認 くだ さい 。 


Y 重 火 兵 の 火災 放射 器 
ラグ の eee と 放電 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 


「 い つも の 銃 を 持っ た 兵士 と は ちがう 攻撃 を し ま 
す よ ! 」 と いう こと が 少し で も わか りや すく な れ 
ば と 思い 、 ハ デ な 色 に し て いま す 。 


バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター : 用 り 浩 

デザ イン を 発注 する 前 に 、 エ ネル ギー 源 の タン 忠 こ し て いま す . 
ク を どの よう な 形状 で どこ に 配置 する か 、 い ろ い 
ろ と ディ スカ ッ シ ョ ン を し た 思い 出 が あり ます 。 
武器 に 直接 セッ ト す る カー トリ ッ ジ 型 と いう 案 も 
あり まし た が 、 最 終 的 に は タン ク を 背負 わせ 、 背 
面 か ら 攻 撃 を 当て る こと で その タン ク を 破壊 で き 

る よう に し て 、 攻 略 の 遊び ば に つなげ まし た 。 CV だ りこ も 2 は 太 で の 


ベー ス に 
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級 警 備 兵 色 替 え 久 


人 神 衣 兵 の カラ ー リ ング 案 


3 玉 の 4 の 名 は を 開け て く 人 が 
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竹之内 


隊 の パリ エー ショ ン 
。 他 の 兵隊 と 被 ら な い | 
よう に デザ イン を 進め て くだ さい 


モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 

卿 弾 兵 と 上 級 抑 弾 兵 は 、 ほ か の 兵士 と の 差 を 

出す た め に か な り カ ラフ ル な 迷彩 に し まし た 。 

「 迷 彩 な の に 目立た せる 」 と いう 盾 し た デザ イ 
ン で す が 、 こ れ は 必要 な 矛盾 な ん で す 。 


32 の zee と 
モン スタ ー ア ー テ ィ ス ト : 中 村 博 之 
オリ ジ ナ ル 版 に も 登場 し た エネ ミー で 、1990 年 代 の 
日 本 感 が 強い デザ イン で す 。 2000 年 代 に 見 る と ダサ い 」 
印象 で す が 、2080 年 現在 だ と 逆 に セン ス を 感じ られ る 
デザ イン に な っ て いる と 思い ます 。 


バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター: 用 洗 

オリ ジ ナ ル 版 の と きか ら あ っ た [火気 飯 禁 」 を 攻略 要素 

に 組み こむ た め 、 バ トル の 企画 担当 者 た ち が ア イデ ア を 
出し 合い まし た 。 


バト ル ア ニ メー ショ ン デ ィ レク ター : 山地 裕之 

腕 に 「 次 気 厳禁 」 と 書か れ て いる と お り 、 バ ー ス ト 中 に 

炎 属 性 の 魔法 を 受け る と 腕 の 武器 が 爆発 する と いう 、 お 
も し ろ 系 の エネ ミー と な っ て いま す 。 


yarERiAL 9 IIMIAG 王 ART 


RMLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


> 強化 戦闘 貞 


で 重 装甲 戦 闘 貞 


zz の ge と 
2 の ozzee と CO ディ レク ター: 鳥山 求 
2 ルター メ ョ ジョ プティ レク タ ョ 3 山 生 構 之 戦 間 員 タイ ブ の エネ ミー は 、 い わ ゆ る 特撮 
状 甲 の な か に は 強化 戦闘 員 が 入っ て いる の で 物 の 戦時 員 っ つぼ い 雰 団 気 で セリ フ を 作成 し ま 
す が 、 最初 は 装 申 が ある と き と な いと き で 人 格 し た 。 その た め [シュ ー」 な どの 促音 系 が 多い 
が ちがっ て いた の で 、 ど う や っ て 入っ て いる の の で す が 、 強化 戦 馬 員 は 実験 に よっ て さら な 
か と スタ ッ フ 問 で 小さ な 論争 が 起き まし た 。 る 強化 が ほど こさ れ て いる の で 、 人 間 的 な セ 


リフ は と くに 少な く な っ て いま す 。 


Y 空中 兵 


マソ ル ジ ャ ーSrd 
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Y モノ ドラ イブ 【 オ リ ジ ナ ル 版 「FFI」 で の 設定 画 】 


純 は アウ - ル 人 多 “ 


儲 


% 革 ん 
そ モ / ド ライ フ " 

・ 人 e テ (て) ニク を 
少 ル を 7777 と 意 で . 下 書 gFW レ を 回! が ら 
イーkr<9・ 
史 天 名 能 お て る りあ 祝 9 と プラ オス 


2 グ の wwe と 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
オリ ジ ナ ル 版 な ら で は の 、 現 在 で は な か な か テ ファース トレ イ 
出 て こない デザ イン で すね 。 ハ ー ド の スペ ッ ク 
が 上 が っ た ら 、 毛 の な め ら か さ な どの 表現 力 が 
アッ プ し て 、 よ り 良 く な る と 思い ます 。 


Y ミサ イル ラン チャ ー 


人 
ング 
varcRAr 9 IIMIAG ビ ART 


FNLANMSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


人 プロ トマ シン ガン 


W スタ ン レ イ 


Stun Ray 
四 脚 歩行 時 シルエット 


駅 
計 そ 突破 っ て の 登場 時 ・ 軸 時 


中 中部 に 和 
ポー ル 湊 7 護 
ンク 
At9、 Rm 昭 サン て 
あ 。 づ (1 ョ Ns で 
@ ~@ た つり) U\ 


Sn Ry 
タイ ズ 上 
人 バーツ 


フロ ベラ ロー タ 
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Y スタ ン テ イ ザー Y グレ ネー ド ソ ー サ ー 


カッ ター マシ ン ニ = カス タム 


ラグ の gw 


ラグ の 2 を ee と 
バト ル ア ニメーション ディ レク ター: 
山地 裕之 
デザ イン 画 を 見 て 「 イ ヌ っ ぽ 
い 動き か な ー」 と 思っ て モー シ 
ョ ン を 作っ て いた の で す が 、 「 サ 
ル で ! 」 と の 要望 を 受け 、 華 用 

な 変身 を と げ ま し た 。 


エネ ミー バト ル デ ザ イナ ー: 成 運 昌 


3D 空 間 を 瑞 や 味方 が 移動 する 本 作 の バト ル に 
お いて 、 オ リ ジ ナ ル 版 で 土台 に 固定 され て いた デ 
ジョ ン ハ ンマ を どの よう に 戦わ せる か は 、 難 し い 
問題 で し た 。 い ろ い ろ 考 えて 思い つい た の が 、 オ 
リ ジ ナ ル 版 の 「 た ま に 床 下 に 消え る 行動 」 を も と に 


Y デジ ョ ン ハ ンマ 


し た 、「 土 台 の な か に 入っ て 別 の 土台 へ ワープ ブ す 
る 」 と いう 行動 で す 。 土 台 が 大 きい と クラ ウド た ち 
の 行動 の 邪魔 に な る の で 、 変形 ロ ボット の オモ チ 
ヤ の よう に 身体 を 折り た た ん で 穴 に 入れ る こと で 、 
土台 の サイ ズ を で きる だ け 小 さく し て いま す 。 


グ 


ン 
ン 


WMATERIAL @ IMAGE ART 


FNLAKSYVI REMAKE MANERILUUIMANA 


人 あや し げ な 男 & コ ルネ オ の 部 下 


ラグ の we 
CO ディ レク ター: 己 山 求 バト ル ア ニ メー ショ ン デ ィ レク ター : 山地 裕之 
ドー ピン グ や 命 ち いか ら の だ まし 討ち と いっ 『 は が いじ め 」 の モー ショ ン を キャ プチ ャ 
た 転 な 手段 を 使っ て くる ぷん 、 バ トル 用 の セ ー す る と き に 、 男 同士 で 抱き 合っ て 照れ た 


リフ が 多い エネ ミー で す 。 ゆ っ くり 戦っ て 、 さ | と いう 思い 出 が あり ます 。 
ま ざ ま な セリ フ を 聞い て みて くだ さい 。 


Y あや し げ な 男 る コル ネオ の 部 下 の 武 器 
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は 名 


フグ ダン クン フン 
ee CO ディレクター: 鳥山 求 
オリ ジ ナ ル 版 で の 名 前 は 「 ヴ ァ イ ス 」 で し た が 、「 ダ ー ジ ュ オブ ケル 
ベロ ス -FFVI-」 に 登場 する 最強 の ボス キャ ラク ター と 名 前 が か ぶっ て 
いた の で 、「 バ グラ ー」 に 変更 し まし た 。 その まま だ っ た ら 、 ス ラム の チ 
ン ピ ラ が 最強 の 名 前 に な っ て し まい ます か ら ね 。 右 下 の や せ 細 っ た 身体 
の バグ ラー は 、 ス ラム で の 貧し い 暮 らし ぶり が 表現 され て いて 、 お 気 に 

入り の デザ イン で す 。 


Y バグ ラー の し びれ 罠 


Je ア 


テテ ジャ イア ント バグ ラー 


し て いま す 
\ 
> バグ ラー の 武器 


つが の gke と 

バト ル ア ニ メー ショ ン デ ィ レ クタ ー : 山地 裕之 

『 リ フト アッ プス ラム 』 と 「 ネ ッ ク ハ ン ギ ング ツリ ー」 と い 

う 2 種 類 の 大 技 を 使う B、 モ ーション 的 に は 豪華 な エネ ミー 

で す 。 で も 、 ヒ ザ を 痛め て いる の で 足 が 遅 いん で す よ ね 。 
走っ て 逃げ る クラ ウド た ち を つか まえ られ ませ ん 。 

シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 


地下 騰 技 場 の 控え 室 に も 置か れ て いた コル ネオ ドリ ンク 
の 碗 者 で す 。 効 能 の ほど は ……? 


人 KN 


に 
4 
65 か 227843 で 2 


49rV2n で ネ 


Y ウェ アラ ッ ト 


Y ネフ ィ ア ウィ ー バ ー 


Y ホウ ルイ ー タ ー 


warpRiAr 9 IMIAGE ART 


RNNLANASYWI REMAKE MAIEAALUUIMANA 


バト ル ア ニ メー ショ ン デ ィ レ クタ ー : 

山地 裕之 

う ね う ね シャ カシ ャ カ し た 動 

き が 気に入っ て いま す 。 本 作 の 

開発 中 、 最 初 に 壁 を の ぼっ た エ 
ミー じゃ な いか な 。 


で ディ ー ン グロ ウ 


Y プア ゾ ソ キ ュ ー ト 
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Y スモ ッ グ ファ クト 


ラグ の ee 
モン スタ ー ァ ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
ワニ や トカ ゲ で は な く 、 コ ユー モラ ス な 外見 
の タツ ノオト シゴ が も と に な っ て いる の が い 
いで すね 。 ブ アゾ キュ ー ト と 同じ く 陸 上 浮遊 
型 で す が 、 こ うい っ た デザ イン は ゲー ム の 表 
現 が り リア ル に な る に つれ て 絶滅 し て いく も の 
な の で 、 保 護 す べき か と 思い ます 。 


で チュー スタ ンク 


ヘッ グー サー 


feutozs- で 2 17 
STKEI 


1 
環 者 > は 


形 etttCP2 和 9 は 
ノー ミル ャ ー 誕 で す 


米澤 由貴 
オリ ジ ナ ル 版 の ゴー スト に 、 肌 体 に 浮 
き 出 た 助 旬 の アレ ンジ を 加え まし た 。 


ラグ の gwew 


ALTSY 


人 


/ 


ブ 
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FNLAKSYVI REMAKE MEAILUUIMANA 


Y サハ ギン の 武器 ( 槍 型 の モリ ) 


か や > 用 パル 2 サン 


う 24// の oe 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター : 
Eesti 
サハ ギン の 武器 は 2 種類 あっ て 、 
最初 は CHAPTER 10 で 出現 する 
弱い サハ ギン が 「 三 つ 又 の モリ 」 を 、 
CHAPTER 14 で 出現 する 強い サ 
ハギ ン が 「 槍 型 の モリ 」 を 使っ て いま 
し た 。 し か し 、「 三 つ 又 の モリ の ほ 
う が 見 た 目 が 強 そ う 」 と いう 意見 を 
受け て 、 弱 い サ ハギ ン に 槍 型 の モリ 
を 持た せる よう に 変更 し た ん で す 。 


人 少年 の ゴー スト 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 


背中 側 に ある 絵 は 「 子 ども が 描い た 落書 き 」 ら し さ を 出す た め に 、 ベ ン を に 
ぎり し め て 描き まし た 。 線 の 制御 が で き な か っ た こと で 馬 が 正面 を 向い て し 
まい まし た が 、 そ の お か け げ か 少し 怖い 印象 が 出 た な ぁ と 感じ て いま す 。 


キャ ラク ター モデ リン グティ レク ター : 風 野 正昭 


背中 の 給 は 、 列車 墓場 の ゴー スト を 支配 する ボス の エリ ゴル な ん で す よ ね 。 
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テク リプ シェ イ 2 


大 石 真奈 未 


で は 彼ら に 活躍 し て も らい まし た が 、 実際 
に 夜道 で こん な 生物 に 出会っ た ら 、 ト ラウ 
マ に な り そ う で す よ ね . 


胞 か ら 融 に か け て の 


ラグ の 2 を eee と 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター: 川 洗 
デザ イン を 最初 に 見 た と き は 「 怖 ツ ……」 と 思い まし た が 、 


モー ショ ン が 作ら れ て 、 チ ョ コチ ョ コ と 走り まわ っ た り 、 も 
の を 拾っ て 振り まわ し た りす る 姿 を 見 る うち に 、「 か わい い 
な コイ ツ 」 と 印象 が 大 きく 変わ っ た の を よく 覚え て いま す 。 


要 形 財部 分 は 六 で す 。 一 化 放 


で ヴァ ギド ポリ ス 


キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
明る いと ころ だ と わか り に くい で 
す が 、 ヴァ ギド ポリ ス た ち は 深 海 に 
いる イカ の よう に 発光 させ て いま す 。 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
オリ ジ ナ ル 版 の 当時 か ら 、 朝 鮮 二 
ンジ ン を イメ ー ジ させ る 紗 な 形 を し 
て いま し た ね 。 


で どろ ぼう アプ ス 


ラグ の の を weg と 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター: 有り 浩 
バー ベル を 頭上 に 持ち 上 げ て 投げ る アク ショ ン が あっ た 
た め に 、 ツ ノ を 伸ばす な どの シル エッ ト 変 更 が で き な い う 
え 、 暗 い 地下 下水 道 で 現れ る こと か ら 色 味 の 調整 も 難し 
く 、 アフ スベ ビー と の 差別 化 が な か な か 大 変 で し た 。 


ス 敵 


ラグ の 2 を eee と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 四 貴 
最初 は 見 た 目 に 関す る 情報 が な く て 苦戦 し まし た が 、 
野村 (野村 哲也 氏 ) が 描い た スケ ッ チ と 、「「 ニ ー ア レプ 
リカ ント ゲシュタルト 」 の マモ ノ っ ぽい 粒子 の エフ ェ 
クト で 」 と いう アド バイ ス を も と に 、 こ の デザ イン が 完 
成 し ま し た 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 


CHAPTER 4 の 七 番 街 ス ラム な どの フィ ー ラ ー が 大 
量 に 現れ る 場面 は 、 印 象 的 な 絵 面 に な る よう に 、 モ ー シ 
ョ ン デ ザイ ナー と こま か く 相 談 し て 作成 し まし た 。 と く 」 
に フィ ー ラ ー が 洪水 の ご と く 押 し 寄せ て くる シー ン は 、 
移動 ルー ト を 1 体 ず つ 調整 し た り 、 近 くに ある オブ ジェ 
クト の 畠 れ る モー ショ ン を 手 作 業 で 設定 し た り と 、 さま 
ざま な 工夫 を 凝ら し て いま す 。 


yarsRAL の IMIAGE ART 


FNLANSYVI REMAKE MAIEAALUUIMAMA 


で フィー ラー( 未 知 な る 魔物 虚無 な る 魔物 ) 


ラグ の 2 を ez と 


人 ダス トド ー ザ ー 


キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


が わい い 昆 躍っ ぼ ぽい メカ に し よう と 思っ て デザ イン し まし た 。 全 体 の シル エッ ト は 、 ゴ リラ の 


ガイ コツ を ベー ス に し て いま す 。 


リー ド バ ト ル テ デザイ ナー: 坂 根 康介 


この ボス 瑞 の 特徴 で ちる 顔 に 見 える 部 分 は 、 初 期 デ ザイ ン 案 だ と も っ と 生物 っ ぽい 頭 の 形 を し 
て いま し た 。 た だ 、 上 旧型 の 兵器 と いう 設定 が あめ る こと と 、 最 初 の ボス 瑞 の ガー ドス コー ピオ ン と 


生物 ベー ス の 点 が か 


ぷっ て し まう こと か ら 、 現 状 の 無骨 な 機械 の デザ イン に な っ た ん で す 。 
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Y ヘル ハウ ス 


Y エア バス ター 


AM ハウ 
坊 


うう の ee と 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 
第 3 段階 か ら 空 を 飛ぶ の は 、 野村 ( 野 
村 哲 也 氏 ) の アイ デア で し た 。 そ れ を 
聞い て 、「 ホ バー か ら ス ラス ター に 変 
形 さ せよ う 」 と か 「 オ ー ル レン ジ の 攻撃 
が 必要 だ ろう 」 と か 、 便 乗 し て いろ い 
る ろ 盛 りこ ん で み ま し た 。 ち な み に 、 バ 
トル 中 に ハイ デッカ ー が ホロ グラ ム で 
投影 され る 演出 は 、 北 瀬 ( 北 瀬 佳 範 氏 ) 
の 発案 に よる も の で す 。 
リー ド パ バト ル デ ザ イナ ー: 坂根 康介 
育 中 の 機銃 は 、 本 体 と は 別に 独立 し 
て 動き ます 。 最初 、 下 側 の 機銃 は 終 方 
向 に し か 動か な か っ た り 、 上 側 の 機銃 
は 水平 まで し か 倒れ な か っ た り し て 、 
可動 域 を 広げ る た め に デザ イン の 修正 
が 必要 で し た 。 バ トル で の 攻撃 手段 と 
し て 成立 する 段階 に 行く まで が 大 変 で 
し た ね 。 


ラダ の ee 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 
足元 で 爆発 し た と き に プレ イヤ ー が イラ ッ と する 放 に し よう と 思っ て 
デザ イン し まし た 。 闘技 場 の お みや げ 屋 で 帆 子 を か ぶせ て 飾ら れ た り し 
て 、 別 の 用 途 に も 使っ て も ら え た の が うれ し か っ た で す 。 


ボス パト ル デ ザ イナ ー: 堀江 一 夫 


「 ほ つれ た ぬい ぐる み の よ うな 外見 で 」 と いう リク エス ト か ら 、 愛 らし 
さと 憎 た ら し さ が 両立 し た デザ イン を 作成 し て も らい まし た 。 試合 後に 
おみやげ 屋 で 買え る よう に な る の は 、 シ ナリ オ 班 が お も し ろ が っ て 書い 
た 「 こ ちら の ぬい ぐる み は 闘 技 場 受付 の ショ ッ プ に て お 求め いた だ け ま 
す 」 と いう 実況 の セリ フ に 、 レ ベル 班 と バト ル 班 が 乗 つ か っ た 結果 で す 。 


地面 に 落ち て いる こと が わか りや す 
い 見 た 目 に し た いと 考え 、 さ ま ざ ま な 
色 や 模様 の 布 で 構成 し て いま す 。 


ボス パト ル デ ザ イナ ー: 堀江 一 夫 

ら 種 類 の ぬい ぐる み 爆 弾 は 、 い つの 
間 に か 「 ム ー ム ー ち ゃ ん 」「 へ モ へ モ く 
ん 」 と いう 名 前 が つい て いて 驚き まし 


る 


人 ヘル ハウ ス の ぬい ぐる み 爆 弾 (へ モ へ モ く ん ) 


グ 


ング 
ン 
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9 


2 
いさ 思 の 好い タイ ブ で す 


= 章 当 、 


EZ 


人 ヘル ハウ ス の ぬい ぐる み 爆 弾 ( 人 ー ム ー ち ゃ ん ) 


Y ヘル ハウ ス の 時 計 型 ミ サイ ル 


1 | 


す 要 重 す 


52 の ze と 

キャ ラク ター アー トワ ー ク : 杉山 麻美 
[一 見 する と 何で も な い 、 家 の な か に ある も 
の が 飛ん で き て いる 感じ で 」 こ の オー ダー を 
受け 、 い ろ ん な 家具 を 見 て まわ っ た 結果 、 ち 
よう ど 良さ そう な も の が 壁掛 け 時 計 で し た 。 


うん の gzkzzee と 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
屋根 に 塗っ て ある 赤い ペン キ が た れ て 、 壁 
の 上 の ほう が 赤く 染まっ て いる と ころ を 、 こ 
だ わっ て 表現 し まし た 。 


ボス バト ル デ ザ イナ ー: 掘 江 一 夫 


家 か ら 突 き 出る 腕 や 脚 は 、 オ リ ジ ナ ル 版 よ 
り も か な り メ カ 寄 り の デザ イン で す 。 「 大 マ 
ジ メ に アホ な こと を や る 」 と いう 方 針 の も と 、 
正面 の ドア を 自分 で 開け る な どの ユニ ー ク な 
モー ショ ン を 作成 し て も らい まし た 。 

カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 

変形 する ギミック は 、 制 作 コ スト が 高い わ 
り に 結果 が と も な わな いこ と が 多く て 敬 和 遠 さ 
れ が ちな の で す が 、 こ の 瑞 は ほぼ 完全 変形 。 
また お 見 せ す る 機会 が め る と いい な と 思っ て 
いま す 。 
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Y グロ ウ ガ イ スト 


ド バ ト ル デ ザ イナ ー 


\ 波 1 を は じ め と する 水 を 使う 技 は 、 
最初 は 壁 や 床 を な ぐっ て 物理 的 に 水 を 動か 
す 設 定 で し た 。 し か し 、 挙 で 攻撃 する ほか 
の 技 と 動き を 差別 化し に くく 、 さ ら に 別 の 
場所 で も 使え る 仕組 み に し た いと の 要望 も 
あり 、 現 状 の [ツノ の 力 で 水 を あや つる 」 と 
いう 設定 に 落ち 着い た ん で す 。 


ワン ン ガ 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米澤 由 買 
グロ ウ ガ イ スト の デザ イン は 、 ゴ ー ス ト 
を も と に 別 の スタ ッ フ が 作成 し た の で す が 、 
第 1 形態 は 一 番 上 に ある 骨 が 王冠 っ ぽく 見 
えて 、 第 2 形態 で そこ に 頭 が つい て 完全 体 
の よう に 変化 する の を 見 て 、 ゴ ー ス ト に 加 
えた 助 骨 の アイ デア が こん な ふう に 発展 す 
る の か と 、 発想 の すご さ に 藻 き まし た 。 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 拓 欧 

列車 右 場 の 中 ボス に あたる エネ ミー な の 

で 、「 ノ ー マ ル 敵 の ゴー スト の 強化 版 で あ 

りつ つも 、 と に か く イ ン バ ク ト 重 視 で ! 」 と 

オー ダー し まし た 。「 鬼 火 ] を 使う と き な ど 

の 頭 部 が せり 上 が る ギミック は 、 フ ェ ラ ー 
リ ( ロ ベル ト ・ フェ ラー リ 氏 ) の 発案 で す 。 
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人 エリ ゴル 


ラグ の oezez の 


イプ ノー マス リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 坂根 康介 
チャ リオ ッ ト ( 古 代 の 戦 央 用 馬車 ) の よう 
な 見 た 目 で す が 、 馬 の 下半身 が 車輪 部 分 に Y エリ ゴル の 武器 
な っ て お り 、 地 上 に いる と きも わずか に 浮 
いて いま す 。 少し 特殊 な 構造 を し て いる た 
め 、 攻 撃 を 含め て 「 ど う 動 か すか 」 が 課題 と 
な っ た エネ ミー で し た 。 


ラグ の 2 を ee 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 
開発 の 途中 で エリ ゴル が ボス に 格 上 
げ さ れ た た め 、 左 右 へ の 攻撃 手段 を 追加 
2 SdnaleI 3 ゴル 私 中 
考え 、 武 器 を 持た せる こと に し まし た 。 
ラン ス や 末 刀 だ と チャ リオ ッ ト 兵 っ ぼく 
な っ て し まう の で 、 打撃 に も 使え る 戦闘 
用 の 杖 に し て いま す 。 


つの peez 
リー ド バ ト ル デ テ ザ イ ナー: 城市 智 孝 
も と も と は アノ ニ マ ス の み を デザ イン 
し て も ら っ た の で す が 、 バ トル の 都合 で 
小型 の ネム レス を 追加 し た と ころ 、 い つ 
の 間 に か 神 羅 ビ ル に も ネム レス が 生息 し 
て いま し た 。 き っ と 1 匹見 つけ た ら 100 
匹 は いる の で し ょ う 


Y へ ヘリ ガンナー が 射出 する ドロ ー ン 


ルド ロー ン 


ラグ の ん ee と 


カッ トシ ー ン ディ レク ター : 三宅 秀和 

バト ル 中 は ドロ ー ン が 上 空 か ら 放 つ レ ー ザ ー の 光 し か 見 え ず 、 
ドロ ー ン 自体 は ガット: に し か が 登場 し ませ ん 。 ブ レイ ヤー が 
ドロ ー ン を 目 に する の は 一 上 通 だ け な の で す が 、 そ こ で 違和感 を 与 
えて し まわ な いよ う 、 て いね い に デ ザイ ン さ れ て いま す 。 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 拓 孝 
ヘリ ガン ナー の 出現 場所 や 戦う バー ティ メン バー が オリ ジ ナ ル 
版 か ら 変 わっ た こと を 受け 、 新 規 に 追加 し た ギミック で す 。 ち な 
み に 初期 の 企画 時 に は 、 バ トル の 最後 に 大 量 の ヘリ ガン ナー の 培 
援 が 興 来 し 、 神 羅 の 軍事 力 に 絶句 させ られ た クラ ウド た ち が 弾 二 
を か いく ぐっ て 命からがら 神 散 ビル に 到着 する …… と いう 案 を 出 
し まし た が 、 浜口 (浜口 直樹 氏 : CO ディ レク ター) の 獲 反 対 に よ 
り 序 下さ れ ま し た 。 


ん レイ 


Y HO512-OPT 


Y サン ブル : H0518 


うん 4 の ze 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 由貴 


オリ ジ ナ ル 版 の も の を ペー ス に 、 昆 虫 の サナ ギ や 幼虫 の よう 
な イメ ー ジ で アレ ンジ を 加え まし た 。 


リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂根 康介 

最初 は 1 種類 の デザ イン で すま せる 予定 で し た が 、 サ ンプ ル 

: HO5 12 か ら 産 み 落と され た り 、 魔 眺 の 力 で 変質 化し た り と 
設定 が 増え て いき 、 結 果 的 に 3 種類 に な っ て し まい まし た 。 


三宅 秀和 

サン ブル : HO5 12 の 右 肩 の 口 か ら ワ ラ ワ ラ と 吐き 出さ れる 
シー ン を は じ め て 見 た 瞬間 、「 期 待 し た ほど の 迫力 で は な い 。 
数 を 増やす か ? 」 と 考え まし た が 、 ほ か の 人 は そこ を 期待 し て 
いな い だ ろ うと 思っ て 踏み と どまり まし た 。 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


ラグ の ge の 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米澤 由 中 

ゲー ムク リエ イタ ー と し て 、 は じ 
め て デザ イン を 担当 させ て いた だ い 
た ボス 敵 で す 。 と て も カッ コ い い 3D 
モデ ル や モー ショ ン を 作っ て も ら え 
て 、 感 動 し まし た ……! 

リー ドル バト ル デ ザ イナ ー: 坂 根 康介 

いろ いろ な 生物 の 要素 を 入れ た 情 
報 量 の 多い デザ イン で 、 そ の ぶん 想 
像 の 受け 口 が 広かっ た で すね 。 右 肩 
の 口 か ら H05 12-OPT を 吐き 出す 
演出 も 、 こ の デザ イン が 完成 し た あ 
と に 出 て きた アイ デア で す 。 


warptiAr 9 IMIAGE ART 
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請 宛 1 間 // 


2 ノル ルレ 20/ 


骨 / 


人 ソー ド ダン ス 


ラグ の gzzzee と 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


Y ジェ ノバ Beat 

ーッ ト シー ン テ ディ レク ター: 三宅 台 和 

レッ ド 角 が 最後 に か みつ いた 理由 

は 、 魚 の いい 匂い が し た か ら と いう 
ウワサ が あっ た りな か っ た り ? 


うん の gzzzzez と 

モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
「 人 間 の 腸 体 の 首 に ガイ コツ が つい て いて 、 下 半身 は 巨大 
な 臓器 の よう 」 と いう 、 ジ ェ ノ バ の 本 悪さ を 表し た デザ イ 
ン で す が 、 こ れ を フォ トリ アル (実写 の よう な 絵 ) で 表現 す 
る と NG に な っ て し まい ます 。 そ の た め 、3D モ デル で は い 
くつ か の 部 分 を 調整 し まし た 。 


ボス パト ル テ ザ イナ ー: 堀江 一 夫 

地面 に 固定 され 、 さ ら に 攻撃 に 使え そう な 身体 の 部 位 が 

少な いと いう 、 な か な か アク ショ ンプ ラン ナー 泣か せ の 外 

見 で すね 。 地 面 に 生え た 角 手 か ら レ ー ザ ー が 飛び 交 う と こ 
ろ な ど で 、 不 気味 さ を 感じ て いた だ けた ら 幸 いで す 。 
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ング の zzz と 


Y ダー ク ネ イ ショ ン 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 四 貢 


触手 に チェ ー ン を つなげ た こと で 、「 ダ ー ク ネイ ショ ン 再 
用 ] と いう 感じ の 首輪 が デザ イン で きた と 思い ます 。 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂 根 康介 
攻撃 的 で 荒 々 し いな が ら も 、 主 人 で ある ルー ファ ウス に 忠 
実 な 雰囲気 が 伝わる よう に 、 行 動 パタ ー ン や 動作 を 決め て い 
きま し た 。 主人 と の リン ク が 切れ た ら 弱 気 に な る と ころ や 、 
主人 の 体勢 が 整 うま で 近く で お すわ り し て 待つ と ころ な ど 、 
か わい らし く 思 える よう な 一 面 も 入れ て いま す 。 


人 ハン ドレ ッ ド ガン ナー 


ラグ の gw 


リー ド バ トル デザイナー: 坂根 康介 

右 の アー ム を 大 口 低 の 砲身 に 変え た り 、 次 火 レ ー ザ ー や ホー ミン グレ ー 

7 ザー を 殆 て る ギミック を 追加 し た り …… 名 前 負け し な いよ うに 、 オ リ ジ ナ 
PP で ) ル 版 より も いろ いろ 武 装 を 増やし まし た 。 ちな み に 、 頭 部 の 銃器 は 本 作 だ 


必 ン 
! 


Y バリ アビ ッ ト 


と 副 砲 と な っ て いま す が 、 オ リ ジ ナ ル 版 で は これ が 主砲 だ っ た り し ます 。 
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リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 坂 根 康介 


攻撃 を せ ず ハン ドレ ッ ド ガン ナー に バリ ア を 張る だ け の 機械 な の で 、 
デザ イン 発注 の 内 容 も 非常 に シン プル で し た が 、 ウ ィング が 開閉 する ギ 
ミッ ク が つく な ど 、 カ ッ コ よく 仕上 げ て も ら え まし た 。 


人 
ング 
の 
wrtAr 9 IIMIAGE ART 
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2 グ の 2 を ee と 
Co ディレクター: 鳥山 求 


オリ ジ ナ ル 版 で ミッ ドガ ル 脱 出 時 の ボス 瑞 
だ っ た モー ター ボー ル は 、 本 作 で は 「 バ イク 
ゲー ム 」 の ラス ボス と し て 登場 させ まし た 。 
最初 の ころ は 、 ゲ ー ム の 難易 度 が 「 バ イク ゲ 
ー ム 』 に 影 絡 し て いな く て 、 メ チャ クチ ャ 強 
く て 勝て な か っ た で すね 。 エン ディ ング に た 
どり 着け な く て 困り まし た 。 


3 の we 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤 田 唯 


も と も と は クエ スト 用 と し て 考え て いた も 
の で 、「 神 羅 メカ の 裏 ボ ス と 戦い た い ! せ 
っ か く な ら 原 作 に 登場 し た メカ で 、 で きれ ば 
男 の ロ マン を 感じ る 試作 機 を …… ! 」 と 妄想 
し た 結果 、 こ の エネ ミー が 生ま れ ま し た 。 デ 
ザイ ナー と バト ル 班 に 印象 深い ボス 敵 に 仕上 
げ て も ら え て 、 感 無量 で す 。 


エネ ミー バト ル デ ザ イナ ー: 成 運 昌 人 モー ター ボー ル 

オリ ジ ナル 版 に 登場 し た 神 区 の 最強 兵器 ブ 
ラウ ド ・ ク ラッ ド の プロ ト タ イプ 8 な 存在 で 
す 。 フ プラ ウド ・ ク ラッド の 原点 と し て ふさ わ 
し い イ メー ジ を 探っ て フェ ラー リ ( ロ ベル ト ・ 
フェ ラー リ R) と 相 貞 し 、 すばらし い デザ イン 
に し て も らい まし た 。 モー ショ ン に つい て も 、 
オリ ジ ナ ル 版 で 攻撃 の 動作 を ^ 土 下 座 キ ャ ノ 
ン " な ど と 言わ れ た こと が あっ た の で 、「 と に 
か く カ ッ コ よく ! 」 と お 願い し た 結果 、 と て も 
且 衣 の ある 動き と な っ て 感 財 し て いま す 。 


Y ブラ ウド ・ ク ラッ ド 零 号機 
と < 


か 
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フィ ー ラ ー= ニ プラ エコ 


フィ ー ラ ー ニ プラ エコ の 内 部 構造 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 名 孝 
通常 の フィ ー ラ ー の よう な 粒子 の 身体 だ と デザ イン も シル エッ ト も ふわ っ と 
し て し まう た め 、[ 之 命 回 帰 の 力 が : 高い 」 と いう 設定 で 身体 
の 中 心 と な る 核 を 形成 し 、 の ある シル エッ ト を 目指 し 
まし た 。 最初 は サイ ズ の 計算 を メチ ャ クチ ャ えて 、 全高 3500m で 発注 
し て し まい まし た が 、 最終 的 に は 550m く と 


最 


プラ エコ が 登 
大 な 手 か ら 無数 の ガレ キ が 飛ん で 


、 作 成 の 難易 度 が 最高 ラン ク で し た 。 
くる 場面 が 、 と くに 苦労 し まし た ね 。 


リー ド バ ト ル テ ザ イナ ー : 城市 智 孝 

開発 最初 期 の 「 ブ ラ が ダメ ー ジ を 受け る と 外 殻 が くず れ て | 

出し て いく 」 と いう 設定 の た め に 作っ た 、 内 部 構造 の アイ デア で す . 

を 覆う 外 殻 の 下 [ の よう に 広がっ て いる イメ 
を も と に 構成 し まし た 。 


グ 
ノ 
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キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 

ロッ ソ 、 ヴ ェ ル デ 、 ジ ャ ッ ロ は 、 聞 の な か か ら 姿 を 現す イメ ー ジ を 暗 
く デ ザイ ン し まし た 。 ゲ ー ム 中 で は 、 デ ー タ 量 の 関係 で スカ ー ト の よう な 姿 に な 
っ た こと が 、 少 し 残 


リー ドル バトル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 
右手 で は な く 左 手 が 剣 な の が 、 ひ そ か な こだわ り ポ イン ト で す 。 必殺 

乱舞 | は 、「 ク ライ シス コア -FFVM- ッ ト 技 を も と に 、 勢い と 
補 々 し さ を 加 えて アレ ンジ し て も らい まし た 。 ち な み に ロッ ソ た ち 3 体 は 、 バ ッ 
と 見 で の 変化 を つけ る た め に 、 発光 す る 場所 と 光 の 形状 を 少し ずつ 3 
す 。 光 の 形 は それ ぞ れ の 攻 節 手段 と 関連 し て いて 、 ロ ッ ソ は 斬り 裂く 十 
ル デ は 衝撃 の V 字 、 ジ ャ ッ ロ は 弾 の 円 形 が モチ ー フ と な っ て いる ん で す よ 。 


宅 秀和 
た キャ ラク ター が いて 、 彼 ら の 
出し て いま す 」 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


ソン た ち 3 体 の フィ ー ラ ー に は 元 ネ タタ と な = 


フィ ー ラ ー ニ = ロッソ 


ェ ル デ が [バッ ク ク ラ ッ シ ャ ー」 で ティ ファ 
$ と き に 、 カ メラ が 横 か ら の 視点 に な り 、 
に お ける ティ ファ と ロッ ズ の 


リー ド バ トル デ ザ イナ ー: 城市 智 孝 
ブラ エコ と の 最終 戦 で 操作 し て いる と き 


に 、 ヴ ェ ル デ が ティ ファ に 『 バ ッ ク ク ラッ シャ ー] を 仕 
掛け る と 、 1 回目 の み 専 朋 の カメ ラ ア ング ル に な る 演 
だ 、 こ っ そり すぎ て 、 


出 を こっ そり 仕込 み ま し た 。 た , 
ほとん ど 気 づか れ ま せん で し た - 


腕 の 銃身 が 開く ギ 
ん で も らい まし た 
これ は 「 銃 身 を 切り 難 し て 刃 を 使う 
ド に 移行 する 」 と いう 初期 アイ デア の 名 残 
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布 の 先 は 焼け 焦げ て いま す 


人 イフ リー ト 


ラグ の を ze と 


モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
ゲー ム 中 の 3D モ デル は 、 身 体 の 表面 に 見 える 営 涯 を この デザ イン 画 より も 増やし て いま 
す 。 さらに 、 演 岩 が 身体 の 内 部 で 流れ て いる 表現 を 、 テ クス チャ ー ア ニ メ で 作成 し まし た 。 


カッ トシ ー ン ティ レク ター: 三宅 秀和 

イフ リー ト を は じ め と する 召 順 陣 の 必殺 技 は 、 当 初 は 召喚 され た 直後 に 使う 想定 で し た 

が 、 バ トル の テン ポ ボ を 優先 し て 仕様 が 変更 され 、 去 り ぎわ に 使う よう に な り ま し た 。 必殺 技 

の 演出 は [迫力 を 出し つつ プレ イ の 邪 麻 を し な い 」 が コン セプト で 、 展 開 の 早 さ や クイ ッ ク な 
カメ ラ の 動き に よっ て 、 テ ン ポ を 良く し て いま す 。 


うみ グ の oywzzee と 
キャ ラク ター デザ イン : ロベルト ・ フ ェ ラ ー リ 


オー ソ ド ッ クス な チョ コ ボ を イメ ー ジ し まし た 。 優 し い 目 が 特徴 で す 。 
べ ベタ 塗り で 羽毛 を 描く の が 大 変 で し た 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー: 鈴木 大 
六 番 街 ス ラム な ど に いる チョ コ ボ と ちがっ て 、 召 喚 獣 の チョ コ ボ は 全体 
的 に 身体 の パー ツ を 大 きく し て 、 オ レン ジ 色 も 強め に な っ て いま す 。 


カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 

チョ コ ボ S モ ー グ リ の 必殺 技 で は 、 チ ョ コ ボ の 群れ が 突進 し て 敵 を 攻撃 

し ます 。 群れ は 全部 で 15 匹 以上 いる の で す が 、 そ の まま だ と 多 すぎ て 涼 
濡 し た の で 、 画面 に 映る 数 を カッ ト ご と に 増減 させ て 調整 し まし た 。 
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ラグ の 2 を ee と > モー グリ の 操 弾 う 22 が の ze と 
メイ ン キ ャ ラク ター モテ ラー : 鈴木 大 バト ル ア ニメーション ディ レク ター : 
山地 裕之 


コア ラ み た いな デザ イン の 、 い まま 
で に 見 た こと の な い モ ー グ リ で し た 
ね 。 四 の 質感 は 、 動 物 っ ぼく し た ら 休 
か っ た の で 、 桃 の イ メー ジ に し まし た 。 


モー グリ が 「 モ グ バ クダ ン 』 で 
飛ば す 爆 弾 で す が 、 短 い 腕 で は 
どう や っ て も 持て な く て 、 魔 法 
の 力 で 還 に 浮か せま し た 。 ち な 


カッ トシ ー ン ティ レク ター: 三宅 秀和 一 み に 、 お 服 の あたり か ら 取 り 出 
モー グリ の 登場 シー ン を 増やし た く し て いま す 。 
て 、 デ フチ ョ コ ボ の 必殺 技 に 友情 出演 
し て いた だ きま し た 。 
Y カー バン クル 
で モー グリ 
ラグ の zzzee と 


バト ル シ ステ ム デ ザイ ナー: 佐藤 雅則 


小さ く て か わい らし い 只 囲 気 な の で 、 そ れ 
を いか に 感じ られ る よう に する か と いう 点 に 
気 を 配り つつ 、 バ トル の アク ショ ン を 作成 し 
まし た 。 回復 用 の 技 は 離れ て いて も 使え ます 
が 、 ク ラウ ド た ち を すぐ そば で 見 守る よう な 
印象 に し た く て 、 で きる だ け 画 面 内 に 映る 位 
置 で 待機 する よう に 作っ て いま す 。 


Y サポ テン ダー 2 が の eez 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 佐藤 路 則 


攻撃 魔法 を 使い わけ て 戦う と いう 方 向 性 は 決ま っ て いま し た が 、 
ヒナ 鳥 の よう な デザ イン に な っ た た め 、 か わい らし い 外 見 に 合う よ 
うに バト ル 中 の 行動 を 調整 し まし た 。 小 さ な 四 で 一 生 懸 命 は ば た い 
て 親 ( ク ラウ ド た ち ) を 追い か けた り 、 魔 法 で 瑞 の 弱点 属性 を 突い た 
と き に 意 ん だ りす る し ぐさ は 、 そ う や っ て で きた も の で す 。 


52 の ze と 
キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
は じ め は 激戦 を 生き 抜い て きた よう な ワイ ルド な カラ ー 
リン グ に し まし た が 、 エ ネ ミ ー で は な く 召 喚 獣 と いう こと で 、 
うい うい し い ( ?) お な じみ の サボ テン ダー に な り ま し た 。 


人 コチ ョ コ ボ 
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人 デブ チョ コ ボ 


足 に ある 飾り は 左足 の み 


バト ル で 必殺 技 を 使っ た と き に 
後に お 尻 プ レス を する 骨 間 だ け 豆 に 消 
えて も ら っ て いま す 。 


ラグ の oe の 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 出 野 正昭 


腕 や 脚 の 模様 は は D モ デル だ と 氷 の 結晶 に な っ て 、 
冷た さ が 表 現さ れ て いま し た ね 。 


柄 と し て の シヴァ は 、「 ア クシ ョ ン ゲ ー ム で 、 魔法 
攻撃 を 主体 に し て カッ コ い い 動き を させ る に は どう す 
れ ば いい だ ろう ?」 と 頭 を 悩ま せま し た 。 考 えた 結果 、 
格闘 ゲー ム の 飛び 道具 が メイ ン の キャ ラク ター の よう 
に 、 多 彩 な 軌道 の 弾 や 発動 に 時 間 差 の ある 魔法 で 攻撃 
し つつ 、 ワ ー プ で ブレ イヤ ー を 翻弄 する 戦い か た に し 
て いま す 。FF シ リー ズ の 看板 召喚 獣 の ひと り で す が 、 
新しい イメ ー ジ を 開拓 で きた 気 が し て 満足 で すね 。 


wuewar 
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2 の zzee と 
カッ トシ ー ン ティ レク ター : 三宅 秀和 
必殺 技 の カッ トシ ー ン を 作る と き に 、 長 く て 
大 きい 身体 が リヴ ァ イ ア サン の 良さ で あり 難点 
で も ある と 感じ まし た 。 次 回 作 で も 悩ま され そ 
う で す 。 


> と リヴ ァ イ ア サン 


ボス バト ル デ ザ イナ ー: 岡田 祐介 


エネ ミー と し て 現れ る リヴ ァ イ ア サン は 、 ほ 
か の ボス 瑞 よ り も 演出 面 に 力 を 入れ て ます 。 「 竜 
巻 が 中 々 と 立ち の ぼる な か を 優雅 に ユラ ユラ 飛 
ん で いる 」 と いっ た 、 リ ヴァ イア サン っ ぽい 場 
面 の イメ ー ジ を 固め て 、 そ こ か ら バ トル で の 要 
琵 を 考え て いき まし た 。 と に か が く 身 体 の サイ ズ 
が 大 きい の で 、 い ろ い ろ 調 整 が 大 変 で し た ね 。 


の の 24wzee と 
カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 


本 作 の バハ ムー ト は 細 と 身体 の バラ ンス が 秀逸 で 、 立 
ち 姿 が と くに カッ コ い いで す 。 


ポス バト ル デ ザ イナ ー: 岡田 祐介 


バハ ムー ト は 本 作 に お ける 最強 の 瑞 を 目指 し て 作っ た 
エネ ミー で 、 牙 易 度 が 高く 、 倒 し た と き に 遅 成 感 を 得 ら 
れる バト ル に な っ た か な と 思い ます 。「 神 羅 バ トル シミ 
ユ ュ レーター」 で の バト ル 中 に イフ リー ト を 呼び 出す の は 、 
少々 やり すぎ た か も し れ ま せん が ( 笑 )。 何 度 も チャ レン 
ジ し て 勝っ て くれ た プレ イヤ ー に は 感謝 で すね 。 


Y バハ ムー ト 
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FINAL FANTASY VI REMIMAIKE と 


世 界 設定 用 資料 


| 征夫:W 必 ビル | 
信二 還 吉 | 


人 押 ス ラム 


正式 名 称 は 「 神 縮 電 気力 株 式 会 社 」。 元 は た だ 
星 の 中 心から 取り 出し た 「 府 眺 」 を 様々 な エネ ル ギ 
の 技術 を 開発 し て か ら 急 激 に 成長 し た 超 巨大 企業 で ある 。 
エネ ルギー 事業 だ け に 留まら な い 幅 広い 一 業 領域 を 持ち な が ら 強 大 な 軍 RTEz2 
事 力も 保有 し て お り 、 組 営 トッ ブ で ある プレ ジ デ ント 神 散 を は じ め と し た 
強権 的 な 経営 陣 と も 絡ん で 世界 全域 に 対し 企業 支配 を 強い て いる 。 ク 
発展 の 裏側 で は 、 麻 眺 訪 稼働 に よる 環境 悪化 、 起 力行 使 に よる 強権 的 な し 2 
治安 維持 、 情 報 操作 に よる 事故 ・ 事 件 の 隠 散 と いっ た 異常 事態 も 発生 し て | 


お り 、 反 神 苺 組織 が 暗 選 す る 事態 に も 区 が っ て いる 。 
oss 」 
地表 部 の メイ ン ビ ラー 
' 


開発 会 社 だ っ た が 、 
一 に 転化 させ る 「 魔 眺 訪 」 


ミッ ドガ ル は 中 央 に そびえ 立つ 神 羅 カン バニー 本社 ( 神 弘 ビル ) と 、 そ れ 
を 囲む 8 枚 の 扇形 プレ ー ト で 構成 され て お り 、 こ の 上 下 に 市 街 地 と スラ ム 
ン M / と 呼ば れる ら つの 居住 区 を 抱え る 。 こ の プレ ー ト 上 下 間 は 列車 に よっ て 移 
神 羅 カン バニ ー の 本 社 所 在 地 で ある 世界 一 の 商業 都市 。FFVI REMAKE 動 可 能 で ある が 、 ブ レート を 隔て て 明らか な 生活 環境 や 貧富 の 差 が 存在 し 、 
の 舞台 と な る 街 で ある 。 都市 開発 か ら イ ン フ ラ 事業 、 治 安 維持 まで 神 羅 カ 生活 レベ ル の 質 が 大 きく 異な っ て いる 。 
ン パ ニー が 一 手 に 独占 し て お り 、 実質 的 に 同社 の 支配 下 に ある 。 * 市 街 地 (プレ ー ト 上 大) 

また 、 神 羅 カ ン / が 擁する 魔 眺 炉 の 実験 都市 と し て の 側面 も 持ち 、 ロ 
合計 8 基 も の 魔 眺 炉 が 稼働 し て いる 。 こ れ ら 魔 眺 炉 の 
豊か な 生活 を 享受 で きる 市 街 地 が 栄え る 反面 、 多 く 
の スラ ム 街 が 形成 され て お り 、 ドガ ル 内 に お ける 貧富 の 格差 は 非常 に 
大 きい も の と な っ て いる 。 

な お 、 ミ ッ ド ガル 建設 後に 神 羅 カ ン パ ニー 本 社 が 移転 し て き て か ら 物語 
開始 時 点 で 3 1 年 が 経過 し て いる が 、 ミ ッ ド ガル は 未だ 完成 に 至っ て お ら 
ず 、 導 番 街 や 外縁 部 と いっ た 一 部 の エリ ア は 未だ に 建設 中 と な っ て いる 。 


神 羅 ビ ル が 建つ 零 番 街 、 プ レー ト 上 の 壱 一 人 番 街 で 橋 成 され る 
。 魔 眺 に よる 豊か な 生活 を 享受 で きる 街 で ある 。 住民 は 中 一 高 所 得 
層 が 中 心 で し て お り 、 神 羅 カ ン バ ニ ー 本 社 に 勤め 
る 者 も 多く 住ん で いる 。 街 に は 神 羅 に よる 治安 維持 や イン フラ 整備 が 際 々 
に 行き わた り 、 豊 か さ を 象徴 する よう に 夜 で も 糧 々 と 明か り が 灯る 。 
下層 と 比べ る と 格段 に 生活 レベ ル が 高い た め 、 プ レー ト 下 層 の 住民 か ら 
すれ ば 羨望 の 的 で わる が 、 プ レー ト 上 層 の 中 で も 格差 は 存在 し て お り 、 
も ある 。 な お 、 プ レー ト 上 
層 に 住む た め に は 神 羅 カン パニ ー に よる 』 が 必要 で あり 、 列 車 移動 
時 に も ID に よる 身分 チェ ッ ク な われ て いる な ど 、 神 羅 に よ 民 の 徹 
底 し た 管理 が 治安 維持 の 向上 に 役立て られ て いる 。 
* スラ ム (プレ ー ト 下層 ) 


元 は ミッ ドガ ル 建 設 の 際 に 作業 員 が 生活 する た め に 生ま れ た 居住 区 で あ 
っ た が 、 建 設 後 は ュ ン た 
ち が 身 を 寄せ る スラ ム 街 へ と 変貌 し て し まっ た 。 

神 羅 に よる イン フラ 整備 や 治安 維持 は 行なわ れ て いる も の の 、 

、 プ レー ト に よる 日 光 の 遮断 や 、 
L も 手伝っ て 生活 環境 は ブレ ー ト 上 


が 流 み 出さ れる こと に よる 
に 比べ 格段 に 落ち る 。 

と は いえ 、 ス ラム で も ある 程度 の 秩序 は 保 た れ て お り 、 

。 自然 発生 し た や 
と 遺 遇 する こと も ある が 、 神 羅 の 治安 維持 部 隊 

や スラ ム 住 民 が 独自 に 行なう 自警 の お か げ で 最低 限 の 生活 と 安全 は 担保 さ 
れ て いる 。 

スラ ム 住 民 の 多く は プレ ー ト 上 層 を 優先 する 神 羅 の 方 針 に を 持っ て 
いる が 、 自 分 た ちの 生活 羅 に 支え られ て いる こと も また 事実 の た め 、 
表立っ て 反 神 色 ば の 行動 を 起こ す 住民 は 少な い 。 


候 / 生 態 系 

ッ ド ガル の 位置 する 地域 は 塞 暖 の 厳し く な い 温帯 地域 で ある が 、 巨 大 
な プレ ー ト で 仕切 られ て いる 構造 上 、 そ の 気候 や 生態 系 は プレ ー ト の 上 層 
と 下層 で 性 質 が 大 きく 異な る 。 


ン ン 半 
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* 市 街 地 (プレ ー ト 上 層 ) の 気候 "生態 系 


す 


多く の 人 は 厚手 の 上 着 を 着る 
も 育つ 塞 暖 の 厳し く な い 環 境 で は ある が 、 魔 眺 坊 に よっ て 魔 | 

れ て いる 影響 は プレ ー ト 上 に も 及 ん で お り 、 
。 また 、 魔 眺 炉 の 影響 で 空 が 雲 で 覆 わ れ て お り 、 年 間 を 通し て も | 


プレ ー ト 上 層 は 地面 と 地 続き に な っ て いな いた め 、 ドガ ル 周 辺 の 野 
生 モ ンス ター や 動物 が プレ ー ト 上 層 に 侵入 する こと も 非常 に 稀 で 、 治 安 維 
持 の 面 に お いて は 市 街 地 の 安全 性 向上 に 一 役 買 っ て いる 。 

* スラ ム (プレ ー ト 下層 ) の 気候 "生態 系 


プレ ー ト 上 層 に 比べ て 魔 眺 炉 に よる 環境 汚染 の 影響 度 合い が 強く 、 プ レ 
ー ト に よっ て 日 光 や 雨 が 届か な いた め 土 地 は 枯れ きっ て いる 。 日 照 に 関し 
て は 、 ミ ッ ド ガル の 周囲 か ら わ ず か に 届く 程度 と な 
っ て いる た め 、 ス ラム で は し か な い 。 
動物 に 関し て は 野犬 や 猫 、 ネ ズミ と いっ た スラ ム の 環境 に も 耐え られ る よ 
な 動物 や 昆虫 の ほか 、 周 囲 の ゲー ト か ら 侵入 し た り 自 然 発生 し た りす る モ 
スタ ー も 生息 し て お り 、 人 が 取 わ れる 場合 も わる 。 中 に は 神 羅 カン バニ ー 
科学 部 門 に よっ て 作ら れ た 実験 モン スタ ー が 廃棄 され て いる ケー ス も あ 
り 、 する 。 


神 羅 に よる 統治 状況 
* 市 政法 整備 


形式 的 に は 市 長 を 立て て 市 政 を 敷い て いる が 、 政治 の 
で ある 。 法 整備 や 税制 に 関し て も 神 羅 カ ン パニ 
ー の 経営 的 判断 か ら 追加 や 変更 が 行なわ れ て お り 、 に お い 
て 最終 的 な 決定 が な され て いる 。 
物語 開始 時 点 で は 、 ドガ ル 内 に 神 羅 カ ン バ ニ ー へ 対抗 で きる 団体 や 
替 力 が 存在 し な いた め 、 
する 形 と 


な っ て いる 。 
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* 治安 維持 


資本 主義 ・ 市 場 経済 を 採用 する 工業 都市 で ぢ る が 、 市政 や 税収 、 そ し て 
維持 部 門 が 担っ て 各種 利権 を すべ て 神 羅 カ ン バ ニ ー が 握っ て いる た め 競 合 他社 は 育た ず 、 ミ 


お り 、 警 備 課 、 対 魔物 課 、 対 テロ 課 と いっ た 各部 隊 が 治安 維持 活動 を 行 な ッ ド ガル に 存在 する 企業 は 神 羅 カ ン パ ニー と その 子会社 や 関連 企業 が ほ と 
つて いる 。 直接 的 に 治 5 を 行なう 神 羅 兵 は 一 様 に 武装 し て お り 、 必 要 ん ど を 占め る 。 


が あれ ば 武力 に よる 一 方 的 な 鎮圧 や 対象 の 殺害 も 慌 わな いた め 、 神 羅 カ ン 
パニ ー へ の 反感 を 買う 一 因 に も 繋が っ て いる 。 


ッ ドガ ル の 経済 活動 は 神 羅 カ ン バ ニ ー の 利益 と し て 還元 さ 
き 金 や ミッ ドガ ル の 維持 ・ 建 設 損 用 に 充て られ る 。 し か し 、 
ドガ ル 市 民 に 対し て 経済 ・ 生 活 支援 
は 稀 で あり 、 特 に スラ ム に お いて は 貧困 層 が 拡大 し 、 ブ プレ 
ー ト 間 の 貧 冨 の 差 が 広がり つつ ある 。 

た だ 、 ス ラム 住民 ドガ ル に お ける 貢 重 な 労働 力 で め あり 、 ミ ッ ド ガ 
ル の 産業 を スラ ム 住 民 が 支え て いる 一 面 も ある 。 
* 第 一 次 産業 (農林 、 水 産業 な ど ) 

劣悪 な E に より 、 水産 と いっ た 第 一 次 産業 は 全く と 言っ て 
いい ほど 行なわ れ て お ら ず 、 ミ ッ ド ガル で 流通 し て いる 食料 や 木材 と いっ 
は その ほとん ど が で 占め られ て いる 。 
* 第 二 次 産業 (製造 、 建 設 、 工 業 な ど ) 


ドガ ル 市 民 の 多く も こ 
J に よっ て 多く の 工場 が 稼 
車両 や 船舶 な ど を 世界 中 に 輸出 する こと で 大 き な 


また . ッ ド ガル の 治安 に 関わ る 組織 と し て 、 社 長 直属 の 総務 部 調査 課 れ に 従事 し て いる 。 魔 眺 炉 が も た ら す 膨大 な 電 
「 タ ー ク ス 」 が 存在 する 。 治 安 維持 部 門 の 管轄 に あり な が 立 し た 失 
統 を 持つ ター クス は 、 選 び 抜 か れ た 社員 か ら な る 特殊 工作 部 隊 で 、 課 報 活 利益 を 生み 出し て いる 。 


動 や | 工作 、 時 に は 瑞 対 者 の 暗殺 な ど 、 表 沙汰 に で き な い 汚れ 仕事 を うい っ た 工業 製品 は ミッ ドガ ル 内 で も 流通 し て いる が 、 ス ラム 街 向 け 
当 す る こと も 多い 。 に 流通 する も の は 数 も 少な く 低 品質 な た め 、 非 合法 な 横流し 品 な ど が ウォ 
神 羅 カ ン バ ニ ー が 強権 的 な 治安 維持 を 行なっ て も イ \ 晴 出し な い の ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 等 に 存在 する 闇市 で 取引 され て いる こと も 多い 。 


は 、 こ の ター クス の 働き に よる 部 分 が 大 きい 。 また 、 未 だ 建設 中 の ミッ ドガ ル の 拡張 工事 や メン テ ナ ン ス も ミッ ドガ ル 
* メデ ィ ア の 統制 に お ける 大 き な 産 業 の 1 つと な っ て お り 、 市街地 〆 ス ラム を 問わ ず 多 く の 
ドガ ル に も テレ ビ 局 、 新 聞 、 雑 誌 と いっ た 各種 メデ ィ ア は 存在 する 市 民 が 神 羅 カ ン パ ニー の 都市 開発 部 門 や 、 そ の 関連 企業 で 働い て いる 。 
が 、 そ の すべ て が 神 羅 の コン トロ ー ル 下 に あり 、 報 道 や 宣伝 の 内 容 に 至る * 第 三次 産業 (情報 通信 、 金 融 、 サ ービス 業 な ど ) 
まで 厳し い チェ ッ ク 機 構 が 存在 する 。 こ の た め 、 メ ディ ア か ら 発 せら れる 次 産業 は 第 二 次 産業 に は 及ば な い が 、 そ れ に 次 ぐ 規 模 で ミッ ドガ ル 
情報 か ら は 神 羅 に と っ て 不利 な 情報 は 削除 され て 都合 の 良い 情報 に 差し 替 の 経済 を 支え て いる 。 シグ 水道 と いっ た イン フジ 産業 や 小売 業 は プレ ー 
えら れ て し まう た め 、 言 論 の 自由 は 皆無 に 等 し い 。 ト 上 下 を 問わ ず 存 在 し て いる が 、 富 裕 層 向け の サー ビス 業 や 情報 通信 産業 
また 、 こ れ ら メデ ィ ア は 神 羅 カン / ッ ド ガル 市 民 に 向け て 情報 と いっ た 高度 な テク ノロ ジー が 使用 され て いる 産業 は プレー ト 上 の 市 街 地 
発信 する 際 の 手段 に ちな っ て お り 、 各 メデ ィ ア は 神 羅 カ ン バ ニ ー の 決 に 集中 し て いる 。 
よっ て 即座 に 動か せる よう に 指 器 っ つて いる 。 
な お 、 現 実 世界 に お ける イン ター ネッ ト の よう な 双方 向 メデ ィ ア は 物語 
開始 時 点 で 民間 レベ ル で 使用 され て お ら ず 、 住 民 た ち が 自発 的 な 情報 発信 
を 行なう の が 困難 な の も メデ ィ ア の 統制 に 拍車 を か ける 形 と な っ て いる 。 


経済 / 産 業 


ミッ ドガ ル の 歴史 は 物語 開始 時 点 で 建設 か ら 31 年 し か 経っ て お ら ず 、 そ 
れ 以 前 に 周辺 に 居住 し て いた 人 々 は 少な い 。 住民 の 多く [ ドガ ル 建 設 時 
に 労働 力 と し て 神 羅 カン バニ ー に 雇用 され た 人 々 か 、 建設 後に 各地 か ら 移住 
し て きた 人 々 で 占め られ て いる 。 こ の た め 白 人 か ら 黒 人 まで 住民 の 人 種 や 出 
身 は 様々 で 、 現 代 に お ける ニュ ー ヨ ー ク の 様 な 人 種 の 電場 と 言え よう 。 


* 人 口 

プレ ー ト 上 層 は 神 羅 カ ン バ ニ ー に よっ て 一 定 の 人 口 や 年 齢 割合 に な る よ 
うに 徹底 し た 人 口 管理 が 行なわ れ て いる が 、 下 層 の スラ ム は 上 層 に 住め な 
い 人 や 豊か さ を 求め ミッ ドガ ル へ や っ て 来る 人 で あ 必 れ 、 日 中 に な る と 多 
く の 人 が 出歩く 人 口 過密 エリ ア と な る 。 ま た 、 ミ ッ ド ガル 建設 を 支え た 工 
夫 た ちや 戦争 孤児 を 抱え る スラ ム は プレ ー ト 上 層 よ り も 老人 や 子供 の 割合 
が 多い 傾向 に ある の も 1 つの 特徴 と な っ て いる 。 

* 文化 / 娯 楽 

上 層 の 市 街 地 で は 映画 、 演 劇 、 ス ポー ツ 、 シ ョ ッ ピ ング と いっ た 一 適 り 
の 娯楽 を 楽し お 施設 が 揃っ て いる が 、 下 層 の スラ ム に は そう いっ た 娯楽 施 
設 が 不足 し て お り 、 主 に 酒場 や テレ ビ と いっ た 娯楽 が 楽し まれ て いる 。 も 
ちろ ん 、 上 層 に 存在 する 娯楽 施設 は 小 規模 な が ら ス ラム に も 存在 し 、 七 番 
街 ス ラム に は 役者 を 目指 す 若 者 が 住ん る で いる な ど 、 ス ラム の 住民 な り に 娯 
楽 を 提供 、 あ る い は 楽し も うと いう 人 々 も 少な く な い 。 

* 食 

ミッ ドガ ル の 食 文化 は バン 食 、 肉 食 を ベー ス と し た 現実 世界 に お ける ア 
メリ カ の 食 文化 に 酷似 し て いる 。 主 食 は パン 、 シ リア ル 、 バ スタ と いっ た 
小麦 類 を 使っ た 食品 を 、 主 菜 は 肉 を 中 心 と し て お り 、 ど れ も 保 存 や 加工 が 
し や すい 食材 が 中 心 。 こ れ は 魔 眺 炉 の 影響 に より 生 も の の 保存 が 利き に く 
い ミ ッ ド ガル の 特性 も 少な か ら ず 関係 し て いる (保存 の 観点 か ら 食品 の ほ 
と ん ど が 包装 され て 売ら れる ほど )。 

【 現 代 ア メリ カ 風 の 食 文化 】 早い 工業 化 、 移 民 た ちの 国 、 と いっ た 共通 
点 が 多く 原作 の イメ ー ジ に も マッ チ す る た め ア メリ カ の 廊 文化 を ベー 
ス と する 。 ゲ ー ム 中 に あま り 説 明 し て いる 余地 が な いこ と も あり 、 理 
解 し や すい イメ ー 用 。 

加工 食品 の 製造 、 販売 も 神 羅 カン パニ ー が 圧倒 的 な シェ ア を 誇っ て いる 。 
これ は 元々 軍用 の 加工 食品 に 関す る 技術 研究 が 進ん で いた た めで 、 こ れ ら 
は 優先 的 に プレ ー ト 上 層 の 市 街 地 に 供給 され る 。 逆 に スラ ム 向 け に は 賞味 
期限 切れ や 販売 不振 で 売れ 残っ た も の が 実質 的 な 廃棄 処分 扱い で 流通 し 
プレ ー ト 間 の 格差 に も 踊 が っ て いる 。 

また 、 魔 眺 炉 の 影響 で 一 次 産業 が ほぼ 行なわ れず 、 食 品 を 輸入 に 頼る ミ 
ッ ド ガル で は 加工 食品 の 利用 が 盛ん で ある 。 魔 眺 エネ ルギー の 恩恵 に より 建 
設 当 初 か ら 機械 化 が 進ん だ こと も あり 、 様 々 な 食品 が 缶詰 や レト ルト 、 冷 凍 
食品 の 形 で 提供 され て お り 、 既 成 食品 を 家 で ひと 手間 か ける だ け の 合理 的 
な 食 生活 が 広く 浸透 し て いる 。 この た め 、 ドガ ル 生 まれ の 若者 の 中 に は 
野菜 や 肉 が 育つ 過程 や その まま の 形 を 知ら な い 者 も 多く 存在 する ほど 。 

【 人 工 的 】 素 材 の まま で は な く 、 あ ら ゆ る 食品 に 加工 が 施さ れ て お り 、 
野生 の も の に 頼ら な い ッ ド ガル の 膨大 な エネ ルギー を 背景 と し た 
人 為 的 な イメ ー ドガ ル の 不 自然 さ を 前 面 に 押し 出す 。 
一 方 、 美味 し い 生野 菜 と いっ た 生 の 食材 は ミッ ドガ ル で は 高級 品 と され 、 
神 弘 カ ン バ ニ ー の 上 層 部 な ど ご く 一 部 の 者 が 密か に 楽し お 程度 。 ミ ッ ド ガ 
ル の 中 で これ ら を 楽し め る の は 一 等 地 の 限 られ た 店 の み 。 
上 層 で は 高級 志向 の レス トラ ン や カフ ェ も 存在 する が 、 外 食 は ハン バー ガ 
ー や ビザ と いっ た ファ スト フー ド が 中 心 。 スラ ム で も 外食 は 可能 だ が 、 小 規 
模 な 食堂 や 茎 製品 を 売る 屋台 が ほとん ど で 手 作り の 店 は 稀 な 存在 で ある 。 例 
外 的 に ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で は 独自 の 食 文化 が 発達 し て お り 、 現 実 世 界 の 
アジ ア 風 料理 を 提供 する 店 が 点 在 し 、 珍 し さか ら 上 飛 市 民 が 訪れ る こと も あ 
る 。 上層 で は 毛嫌い され が ちな ウー タイ 風 (和風 ) 料 理 の 店 も 営業 し て いる 。 
【 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 独自 性 】 あ くま で アメ リカ の 食 文化 、 現 実っ 
ぽ さ を ベー ス と し た 七 番 街 ス ラム & 仙 番 街 スラ ム に 比べ 、 ア ジア テイ 
スト や 複数 の 料理 店 と いっ た ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト な ら で は の 独自 性 
を 前 面 に 押し 出し て 来訪 時 の イン パク ト を 強め る 。 

* 教育 

ミッ ドガ ル に は 義務 教育 と いっ た 教育 制度 が 整備 され て お ら ず 、 子供 が 受 
ける 教育 は その 境遇 に よっ て 様々 で ある 。 プ レー ト 上 層 に は 神 羅 カン / 
が 設立 し た 高 所 得 者 向け の 教育 機関 が 存在 する が 、 そ うい っ た 場所 に 通え 
な い 子 供 は 個人 が 有志 で 行なっ て いる よう な 私 束 で 学ん で いる 場合 が 多い 。 

特に スラ ム で は そう いつ た 私 加 に 通う 子供 が ほとん ど で 、 江 戸 時 代 に お 
ける 寺子 屋 的 な 幅広 い 年 齢 の 子供 が 集まっ て 学ぶ 場所 が が スラ ム に いく つも 
存在 し て いる 。 
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ぶ テク ノロ ジー 


元 が 兵器 開発 会 社 だ っ た こと も あり 、 特 に 軍事 兵器 開発 に お いて 高い 技 
術 を 持ち 、 積 極 的 に 研究 開発 が 行なわ れ て いる 。 また 、 ソ ル ジ ャ ー に 代表 
され る 生体 改造 や 、 モ ンス ター の 軍事 転用 と いっ た バイ オ 技 術 に 関し て も 
同様 で あり 、 魔 眺 の 彫 大 た エネ ルギー や 特異 な 性 質 を 利用 し て 現実 世界 で 
は 実現 で き な い よう な 兵器 や 実験 生物 を 生み 出し て いる 。 

その 他 、 神 羅 カ ン バ ニ ー は 工業 技術 か ら 情報 通信 技術 、 そ し て 主力 産業 
で ある 魔 眺 炉 に 至る まで 様々 な 技術 を 保有 し て いる が 、 こ れ ら の テク ノロ 
ジー は すべ て 神 羅 カ ン バ ニ ー に よっ て 独占 され て お り 、 そ の 他 の 企業 や 個 
人 が これ ら を 再現 する の は 難し い 。 

通信 手段 に 関し て も 、 通 信 技 術 や 通信 網 を 神 級 カ ン バ パニ ー の み が 保 有 し 
て いる た め 、 民 間 人 の 一 般 的 な 遠隔 コミ ュ ニ ケー ショ ン 手 段 は 限ら れ た エ 
リア に 繋が る 電話 が いい と ころ で 、 ス マー ト フ ォ ン と いっ た 高度 な デバ イ 
ス は 全く 利用 され て いな い 。 


※ イン フラ 交通 


ーー ンー 

ミッ ドガ ル の 水道 、 電 気 と いっ た ライ フラ イン は すべ て 神 散 カ ン パニ ー 
に よっ て 整備 され て お り 、 市 街 地 ・ ス ラム を 問わ ず 住民 は 使用 笠 を 払っ て 
イン フラ を 使用 する こと が 可能 で ある 。 た だ し 、 ブ プレート 上 必 と 下層 で イ 
ン フ ラ の 品質 に 差 が あり 、 水 道 の 悪臭 な ど が スラ ム 住民 の 悩み の 種 に も な 
っ て いる 。 

交通 に 関し て は 、 メ イン ピラ ー を 螺旋 状 に 通る 鉄道 が スラ ム と 市 街 地 を 
結 応 主 な 公共 交通 機関 と し て 機能 し て いる 。 プ レー ト 上 の 市 街 地 に は ハイ 
ウェ イ や 公道 が 整備 され て お り 車両 で の 移動 も 一 般 的 だ が 、 ス ラム に は 舗 
装 さ れ た 道 が ほとん ど 人 整備 され て いな いた め 、 徒 歩 の 他 に バイ ク や チョ コ 
車 と いっ た 王 路 に 強い 交通 手段 が 利用 され て いる 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 


本 作 の ミッ ドガ ル を 高い クオ リティ で 級 密 に 作り こ お た め に は 、 ミ , 
ッ ド ガル の 歴史 や 背景 と いっ た 前 提 知識 を 開発 スタ ッ フ の あい だ で 共 
有する 必要 が あり まし た 。 そ こ で 開発 の 初期 に 作成 し た の が 、 こ の 設 
定 資料 で す 。 ミ ッ ド ガル の 情報 は 、 マ ッ プ や 背景 画像 は も ちろ ん 、 街 
の 人 の セリ ラフ や 演技 な ど に まで 大 きく 影響 する た め 、 必 要 な こと が 綱 
羅 で きる よう に 思い つく か ぎり の 項目 を あげ 、 オ リ ジ ナ ル 版 で は 描か 
れ で いない 部 分 に も 踏み こみ な が ら 資 料 を 作っ つて いき まし た 。 


各 街 の 設定 


クラ ウド た ち が 訪 れる 3 つの 街 に お ける 設定 を 項目 別に まとめ て あり ま 
す 。 治 安 レ ベル や 街 の 新 し さ の 程度 は 、3 つ の 街 内 で 比較 し た 時 の 目安 と 
な っ て いる の で : 
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[概要 】「 苦 境 に 負け な い 力 強 さ を 持っ た スラ ム 」。 ス ラム の 中 で も 比較 的 新 
し く で きた 街 で 、 他 の スラ ム に 比べ る と 治安 も 安定 し て お り 、 ブ プレ ー ト 上 
へ 働き に 出る 労働 者 の ベッ ド タ ウ ン と し て 機能 する 一 面 ち ある 。 上 暦 の 市 
街 地 と 比べ れ ば 生活 は 苦し く 危 険 な 場所 も 存在 する が 、 酒 場 や 初心 者 の 館 
と いっ た 施設 を 中 心 に 住民 同士 の コミ ュ ニ ティ が 形成 され て お り 、 住 民 が 
協力 し て 自 銚 を 行なっ て いる な ど 、 生 活 は 辛い な が ら も 遅し い 住民 た ちの 
力 強 さ を 感じ る こと が で きる 。 

【 キ ー ワ ー ド 】 下町 プ バ イタ リティ ン ノ 西 部 劇 風 

【 外 観 の 特徴 】 建 造物 の 多く は ミッ ドガ ル 建 設 時 の 廃材 で 作ら れ て いる が 、 
一 部 木造 や 、 レ ン ガ 造り の 建物 も 存在 し 、 西 部 劇 を イメ ー ジ し た 様 が 商店 
も 見 られ る 。 ス ラム の 中 で は 「 見 た 目 」 を 気 に し た 建物 が 多い 。 

【 治 安 レ ベル 】 高 。 ス ラム の 中 で も 珍し く 神 羅 の 治安 維持 部 隊 が 常駐 し て お 
り 、 住 民 に よる 自 向 も 行なわ れ て いる た め 治 安 レベ ル は 比較 的 高い 。 街 の 
外れ まで 行く と モン スタ ー の 出現 する 場所 も あり 、 決 し て プレ ー ト 上 の 市 
街 地 の 様 な 安全 が 保障 され て いる わけ で は な い 。 

【 住 民 】 ブ レート 上 の 市 街 地 へ 働き に 出る ホワ イト カラ ー か ら 、 建 設 業 や 工業 
に 従事 する ブル ー カ ラー、 職 を 持た な い チ ン ピ ラ まで 、 住 民 は 多種 多様 。 治 
安 が 他 の スラ ム よ り 良 く 、 後 か ら ミ ッ ド ガル に 来 た 住民 が 多い の も 特徴 。 

【 主 な 施設 】 酒 場 (セブ ンス ヘブン)、 初心 者 の 館 、 天 望 荘 (アバ ー ト )、 孤児 院 、 
アイ テム 屋 、 武 器 屋 、 ジ ャ ンク ショ ッ プ 、 七 番 街 スラ ム 駅 、 七 番 街 支柱 

【 食 文化 の 特徴 】 ミ ッ ドガ ル ら し い 現代 アメ リカ 風 の ジ ャ ンク さ 、 広 く 浸透 
し て いる 加工 食品 が 特徴 と な りつ つも 、 食 事 を 楽し も うと する 一 面 を 併せ 
持つ 。 簡 易 な 屋台 や 、 中 に は スラ ム で は 珍し い 厨 房 を 備え た レス トラ ン も 
存在 する 。 


何 番 街 スラ ム 


クス 


【 概 要 】「 ゴ ミ と 廃材 に 埋もれ た 荒廃 
り も 歴史 が 古い 街 で ドガ ル 建 設 時 の 廃材 を 再 利用 し て 作ら れ て いる ス 
ラム 。 街 は 廃材 や ゴミ で あふ ぶれ て お り 、 雑 然 と 立ち 並ぶ 住宅 の 見 た 目 も 相 ま 
つて 乱雑 な スラ ム ら し い 印 象 を 受け る 。 神 羅 の 治安 維持 が 十分 に 行なわ れ て 
いな い 上 、 近 隣 に 危険 な モン スタ ー が 出現 する エリ ア が 存在 する た め 住民 た 
ちの 自衛 意識 は 強く 、 武 器 を 携帯 する 住民 の 姿 が 多く 見 られ る の も 特徴 。 

【 キ ー ワ ー ド 】 ジャ ンク 雑然 // 無 国籍 無機 質 

【 外 観 の 特徴 】 廃 材 中 心 で 作ら れ た 建造 物 が 多く 、 戻 棄 さ ぐれ た 土管 や 車両 が 
その まま 住居 と し て 使用 され て いる 場合 も ある 。 無秩序 に 住宅 が 立ち 並び 、 
ゴミ や 廃材 が 至る 所 に 放置 され て いる な ど 雑 然 と し た 印象 。 


【 治 安 レ ベル 】 中 。 何 か 大 き な 事 故 や 事件 が あれ ば 神 羅 の 治安 維持 部 隊 も 駆 
けつ ける が 、 常 駐 し て いな いた め 神 羅 の 影響 度 は それ 程 高 く な い 。 ま た 、 
付近 に 危険 な モン スタ ー が 出現 する エリ ア ( 陥 没 道路 な ど ) が 存在 する た 
外 に 出る と 命 の 危険 に さら され る こと も 少な く な い 。 

【 住 民 ドガ ル 建 設 に 従事 する 工員 や その 家族 と いっ た ブル ー カ ラー 層 
が 中 心 。 また 、 プ レー ト 上 に 働き に 出 ず ス ラム 内 で 生計 を 立て る 住民 や 、 
ミッ ドガ ル の 建設 に 従事 し た 昔 か ら の 工夫 た ち も 多く 住ん で いる 。 

【 主 な 施設 】 教会 (現在 は 使用 され て いな い )、 ジ ャ ンク バー ツ を 再 利用 し た 
住宅 、 エ アリ ス の 家 、 孤 児 院 、 ア イ テ ム 屋 、 武 器 屋 

【 食 文化 の 特徴 】 七 番 街 ス ラム に 比べ て 食 へ の 興味 が 薄く 、 食 事 を 義務 的 に 
捉え て いる 。 こ の た め 屋 台 や 外食 店 は 存在 せ ず 、 加 工 ・ 冷 凍 食 品 を 売る 商 
店 が いく つか 存在 する の み で 、 街 全体 か ら 「 食 」 に 関す る 光景 が 欠如 し て いる 。 


電 計 


ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト シク 


【 概 要 】「 ス ラム が 抱え る 眠ら な い 夜 の 街 」。 六 番 街 スラ ム 内 に ある プレ ー ト 
下層 の 中 で も 有数 の 歓楽 街 。 ミッ ドガ ル 建 設 時 に 集まっ た 工夫 た ち を 相手 
に し た 風俗 店 や 商店 か ら 発展 し た 歴史 を 持つ 。 ス ラム の 歓楽 街 と いう 性 質 
も あっ て 徐々 に 治安 が 悪化 し 、 間 市 や 犯罪 が 横行 する 無法 地帯 と 化し て い 
つた 。 他 の スラ ム へ 治安 の 悪化 が 広がら な いよ う 、 壁 で 囲っ た こと か ら ウ 
ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト と いう 名 が つい て いる 。 

【 キ ー ワ ー ド 】 夜 の 街 // 無 法 地帯 ノア ジア ン 

【 外 観 の 特徴 】 商 業 施設 が 中 心 で 住宅 は ほとん ど 存 在 せ ず 、 き ら び や か な ネ 
オン の 看板 が 立ち 並び 、 他 の 街 よ り 明 る い ギ ラ ギ ラ と し た 見 た 目 。 他 の 街 
より 日 本 語 & 漢 字 表記 の 看板 が 多く 見 られ る の も 特徴 。 

【 治 安 レ ベル 】 低 。 神 羅 の 治安 維持 が 全く と 言っ て いい ほど 機能 し な い 無法 
地帯 の た め 、 違 法 な 栓 流し 品 や 薬物 を 売る 間 市 や 詐欺 犯罪 な ど が 横行 し て 
いる 。 そ れ で も ドン ・ コ ルネ オ の 一派 が 独 目 の 秩序 を 保っ て いる た め 、 そ 
の 秩序 に さえ 反し な けれ ば 命 の 危険 に さら され る こと は 少な い 。 

【 住 民 】 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 自 体 に 住ん で いる 住民 まほ と ん ど お ら ず 、 店 
で 働く スラ ム 住 民 か ゴロ ツキ 、 客 と し て 訪れ た スラ ム の 住民 が ほとん ど 。 
時 に プレ ー ト 上 か ら 和 好き 好 ん で 訪れ る 者 も いる 。 

【 主 な 施設 】 コル ネオ の 館 、 服 飾 店 、 風 俗 店 、 飲 食 店 、 酒 場 、 定 食 屋 、 ア イ 
テム 屋 、 武 器 屋 、 マ テリ ア 屋 

【 食 文化 の 特徴 】 ス ラム の 中 で は 例外 的 に 、 観 光 客 向け の 料理 店 が 点 在 し 、 
人 の 手 で 調理 され た 料理 が 楽し め る 。 上 必 で は 毛嫌い され が ちな ウー タイ 
風 (和風 ) の 大 衆 居酒屋 や 定食 店 な ど 、 そ の 種類 も 様々 。 


ラグ の の を ee と 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 
プレ ー ト の 下 に ある 七 番 街 スラ ム 、 佑 番 街 ス ラム 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト は 、 そ れ ぞ れ の 特色 が 出る よう に コン セブ ト を 立て て 、 差 別 化 
つて いま す 。 七 番 街 スラ ム は 、 プ レイ ヤー が 最初 に 訪れ る スラ ム 
' で アバ ラン チ の ホー ム な の で 、 住 民 の 団結 や 優し さ が 感じ られ る 人 情 
の 街 に 。 仙 番 街 スラ ム は 、 歴 史 が 古く 荒廃 感 が 漂う 雑然 と し た 街 に 。 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト は 言わ すず も が な 、 享楽 と 危険 が 共存 する 歓楽 街 
に 一 一 と いっ た 感じ で 、 街 ご と の 個性 を いか に と が ら せ る か を 意識 し 
な が ら 制作 し て いき まし た 。 


ト 下 層 


況 


物語 開始 時 上 


Ns 


-3000m 


-2500m 


-2000m 。 -1500m -1000m  -500m 


に お ける プレ ー ト 下層 の 状況 


om 


に 


の 2 
の 2 


2 
JarptuL PLANNING SHEET 


FNLANRSYYI REMAKE MAIENALUUTNAMA 


500m 1000m 1500m 2000m 2500m 3000m 


魔 芝 坊 


1500ml | 致 字 が 大 きい 街 ほど 新しい 


0m 


元々 は 上 層 の 大間 人 
ガレ キ や ハイ ウェ イ で 電 も 
多く の 物 の 科 家 と な っ て いる 


スラ ム 間 の 塁 は 、 太 番 プ レー ト 基 落 の よう な 
事故 が 起き た 限 に 他 の エリ ア へ 令 守 を 拡げ な いた め の 
防 箇 胃 と な っ て いる 


-3000m 


下層 の 地形 と 外観 
元 は カー ム 周 辺 の よう な 緑 の 多 い草 原 地帯 が 広がっ つて いた が 、 長 年 の 磨 
眺 太 稼 働 に よっ て 周辺 の 植物 は ほぼ 死滅 。 現 在 で は 
と 、 等 で 地形 が 構成 され て いる 。 
また 、 その 上 に は 以下 の 要素 が 存在 し . ドガ ル の 下層 を 形作っ て いる 。 
廃材 : ドガ ル 建 設 用 る 兵器 製 造 プ ラン ト の 残骸 、 建 設 廃材 、 
上 層 で 出 た 焼却 困難 な ゴミ 
⑧ 住 居 ・ 商 業 き 娯楽 施 設 : スラ ム 住 民 の 住居 、 商 店 や 娯楽 施設 
③ 処 理 場 : 零 番 魔 眺 訪 を 補助 する エネ ルギー プラ ント 、 下 水 や 産業 
廃棄 物 の 処理 坦 


④ 鉄 道 ・ 駅 : プレ ー ト 上 層 と 下層 を 結ぶ ミッ ドガ ル 鉄 道 
廃材 の 置き 場 と 内 容 
ッ ド ガル で は 、 現 実 世 界 以上 に と な っ て お り 、 


ゴミ の 一 部 は 。 焼却 可能 な ゴミ は 魔 眺 エネ ル ギ 


ae 


数 字 が 小さ い 街 ほど 古い 


【 プ ラン ト エリ ア 】 浮 際 度 : 低 廃材: 少な い 


人 思 


ー で 科 却 処分 する が 、 焼 却 困難 な ゴミ は 廃棄 する し か な く 、 主 に 外縁 に 近 
い エ リア が 最終 処 分 場 の 様 な 扱い で : と な っ て いる (上 
図 赤色 の 魔 眺 炉 る 廃材 エ リア )。 

また 、 新 し い 建 設 部 材 の 入手 が 困難 な 下層 で は 、 こ れ ら 廃材 を 再 活用 す 
る た め 、 。 居住 可能 エリ ア に も 廃 
材 が 多く 存在 する の は これ が 一 因 と な っ て お り 、 下 層 住 民 が 出し た ゴミ も 
含め て 多く の 廃材 が 放置 され て いる 。 し か し 、 人 の 手 が 入 っ て いる た め | 


【 廃 材 の 種類 】 下層 に 廃棄 され る 廃材 の 多く は 、 ゴ ミ 処 理 場 で 焼却 で き な い 
以下 の 種類 で 構成 され て いる 。 

・ ミッ ドガ ル 建 設 用 / 兵 器 製造 用 の プラ ント 残骸 

・ 金属 製 の 建設 戻 材 

・ 上層 / 下 層 で 出 た 焼却 困難 な 不 泡 物 (廃棄 され た 車両 、 列 車 等 も 含 お ) 

また 、 数 は 少な い が わ ざわ ざ 処 分 場 に 運搬 する まで も な い 焼 序 可 能 な 府 
材 (木材 な ど ) も 存在 する 。 
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魔物 の 脅威 と 自衛 
ミッ ドガ ル 建 設 前 は 狂 暴 な 魔物 も 少な く 住み や すい 環境 だ っ た 同 地 だ が 、 
・ 魔 眺 訪 稼 働 に よる 環境 悪化 に より 植物 が 死 減 し 、 こ れ に 合わ せ て 小型 の 
草食 動物 も 棲家 を 変え る 
・ 上 記 に より 雑食 or 肉食 動物 や 魔物 し か 住め な い 環 境 と な り 、 結 果 的 に 危 
険 度 が 高い 生物 が 増え る 
と いっ た 理由 に より 環境 が 変化 し 、 神 羅 の 治安 維持 が 行き 届か な いこ と も あ 
つて スラ ム 住民 に よる 自衛 が 行なわ れ て いる 。 
※ 魔 晃 訪 が 稼働 し て いる か ら と いっ て 、 魔 眺 の 影響 が 直接 的 に 魔物 に 作用 し 
て いる わけ で は な い 
間 ス ラム で は 廃材 や 地形 を 利用 し た 防御 壁 で スラ ム の 出入 口 を 絞り 、 その 
出入 口 を 自 千 団 が 警備 する こと に よっ て 治安 を 維持 し て いる 。 
※ 神 維 の 治安 維持 部 隊 も 活動 し な いわ け で は な い が 、 上 麻 優 先 の た め 大 事 
に な ら な い 限 り は 出動 を 控え て いる 


* ぶ スラム 街 の 歴史 と 規格 
スラ ム 街 は ミッ ドガ ル の 成り 立ち 的 に 数 字 が 大 きい ほど 新しく 、 住 お 人 
も 後 か ら 来 た 人 が 後発 の スラ ム に 住む 場合 が 多い 。 その た め 、 伯 番 街 スラ 


仙 番 魔 上 訪 爆破 事件 に お ける プレ ー ト 下層 ( 何 番 街 スラ ム 周 辺 ) へ の 影響 


ム は 街 も 古く 住民 も 古く か ら の 住民 が 多い が 、 七 番 街 スラ ム は ティ ファ や 


バレ ッ ト な ど 後 か ら ミ ッ ド ガル に 住ん だ 人 た ち が 集 まっ て いる と いっ た 特 
徴 が で き て いる 。 

【 参 考 : 歴史 か ら 見 た 仙 番 街 スラ ムー 七 番 街 スラ ム の 特徴 】 

* 仙 番 街 スラ ム 


ミッ ドガ ル の 建設 に 従事 し て きた 工夫 た ち 、 ま た は その 家族 が 多く 住む 
街 で 、 長 年 の スラ ム 生 活 に 疲れ て お り 、 七 番 街 スラ ム に 比べ て 静か な 街 。 
見 た 目的 に も 廃材 を その まま 住居 に し て いる な ど 導 裕 の な さ が 話 える 。 
* 六 番 街 ス ラム 

元 は 他 の 街 と 同様 に スラ ム が 存在 し て いた が 、 プ レー ト 崩 落 に よっ て 被 
害 を 受け 、 今 は メイ ン ピ ラ ー 付 近 の ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト く らい に し か 人 
は 住ん で いな い 。 
* 七 番 街 スラ ム 

スラ ム の 中 で も 最も 新しく で きた 部 類 の スラ ム で 、 ドガ ル 外 か ら 来 
た 人 々 が 多く 住む 。 仙 番 街 ス ラム の 住人 に 比べ て まだ 日 も 浅く 、 目 的 が あ 
っ ドガ ル を 訪れ た 住人 も 多い の で 活気 が あり 、 街 の デザ イン に も 気 
を 使う な ど ある 程度 の 余 裕 が 見 られ る 。 


メイ ンジ ナリ オト の で 


宮 仙 番 魔 上 訪 爆 破 の 被害 

何 番 魔 眺 炉 の 爆発 も 壱 番 魔 晃 訪 同様 、 神 羅 カ ン パ ニー の 手の内 に よる も 
の 。 神 吸 に と っ て は アバ ラン チ 指 名 手配 の 大 義 名 分 さえ 立て ば よく 、 そ れ 
以上 は 無駄 な 損害 で ある た め 、 爆 発 は 壱 番 麻 眺 志 の そ れ よ り も 小 規 握 。 


プレー ト 上 層 / 下 層 に お ける 被害 状況 

爆発 に よる 直接 的 な 被害 (火災 ・ 揺 れ ・ 藤 落 物 な ど ) は 壱 番 麻 炉 爆破 後 
より も 限定 的 。 一 時 的 に 停電 も 発生 し た が 、 ク ラウ ド が 教会 で 目覚 め る 時 
点 (爆発 か ら 6 時 間 程 度 経 過 ) で は 復旧 済み 。 直 接 的 な 被害 は 小さ いも の の 、 
上 層 で は 連続 テロ へ の 不安 が 高まり 、 警 戒 が 強く な っ て いる 。 停電 に よる 
交通 へ の 影響 な ど 二 次 的 な 影響 範囲 は 大 きい 。 向 番 街 ス ラム に は それ ほど 
大 き な 接 害 は な か っ た も の の 、 事 件 と し て は 広く 伝わっ て いる 。 


一 時 : 礎 眺 訪 爆 発 に より 火災 ・ 落 下 物 な どの 物 
理 的 被害 の あっ た エリ ア ( ク ラウ ド も 教会 
に 落下 ) 

: 停電 な ど 一 時 的 に 影響 の あっ た エリ ア | 


ふま と め 

| 。 作 p 泊 の 影響 は 記 の 拉 着 より も 小 規 概 

で スラ ム へ の 被害 は ほぼ な し 

一 方 で 称 戒 は 強まり クラ ウド 訪問 時 点 で は 電車 は まだ 止ま っ て いる 
| * 何 番 街 ス ラム 住人 は テロ に よる 社会 へ の 被害 と いう より 、 自 分 た ち 
| の 生活 へ の 影響 を 心配 し て いる 


ぶ スラ ム 住 民 の 反応 に つい て 

仙 番 街 スラ ム 住人 は 基本 的 な スタ ンス と し て 、 目 に 見 える 範囲 の 自分 た 
ちの 生活 を 守る こと を 最 優先 と し て いる 。 従 っ て 上 層 の 組織 や 政治 、 星 の 
未来 と いっ た 主張 に は あま り 興 味 は な く 、 ア バラ ンチ に つい て も 自分 た ち 
と は 関係 な い 下層 住人 が テロ を 起こ し た らし い 、 程 度 に 客観 視 し て いる 。 
仙 番 魔 眺 炉 尋 破 に つい て は 反 体 制 に よる 連続 テロ 事件 、 と いう 反応 で は な 
く 、 自 分 た ちの 生活 賠 内 に 近い と ころ で 起こ っ た 事件 、 と し て と ら え て お 
り 、 佑 番 街 ス ラム へ の 影響 を 心配 し て いる 。 
【 住 人 の 反応 例 】 基本 的 に は 自分 た ち ( 家 族 や 町 、 エ アリ ス 含む) の 心配 

ー「 一 部 の 過激 な や つら の せい で ここ ( 佑 番 街 スラ ム ) ま で 規制 や 迫害 さ 

れ た ら 困 る 」 

ー「 な ぜ よ り に よっ て 仙 番 を 狙う の か ……」 

ー「( 指 名 手配 を 知っ て ) ア バラ ンチ と いう 奴ら も も う 終わ り だ 、 や れ や れ ] 

ー「100 年 後 の 星 の 命 よ り も 今日 の 自分 と 家族 の 生活 の ほう が 大 事 だ 」 

ー「 教 会 の ほう で 爆発 が めった らし い が エ アリ ス 公 我 は な いか ?」 


っ で 、 


ペー 


七 番 プレ ー ト 落下 に お ける 下層 ( 佑 番 街 ス ラム 、 六 番 街 スラ ム 、 七 番 街 スラ ム ) へ の 影響 
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ーー 


ルー ト aTm (@ 
AE の の を 上 てい る 


マリ ン と 
why を て いる 


可 七 番 プ レー ト 沙 下 の 被 害 

前 代 未 聞 の 大 炎 害 、 七 番 街 ス ラム は 壊滅 的 。 一 般 に は アバ ラン チ へ の 高 
まる ヘイ ト ( ク ラウ ド た ちか らし た ら 神 羅 の 力 ) に な る 。 神 羅 か らし た ら ア 
バラ ンチ を 根絶 やあ し に し た い の で 思い 切っ て 落と し た 。 避 難 和 勧告 は され て 
いな いた め 死 者 は 推計 5 万 人 と 言わ れる 。 ア バラ ンチ へ の ヘイ ト を 上 げ る 
た め に 歪曲 し た 報道 が 民衆 に 向け て され る 。 


プレー ト 上 層 / 下 層 に お ける 被害 状況 
プレ ー ト 落下 に よる 被 寄 は 逢 大 。 七 番 街 は 壊滅 的 で 、 伯 番 街 は ほぼ 被害 
な し 。 六 番 街 に つい て は 、 公 園 ・ ゲ ー ト 前 に は 落下 物 が 落ち て き て いる 、 
瓦 隊 な ど が 積もっ て いる 、 公 園 サ イド は 瓦 阿 に よっ て ふさ が れ て いる 。 ゲ 
ー ト 前 一 ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト ま で の 道中 は 、 こ の エリ ア に ある 木製 看板 
が ずれ た り 倒 れ て いた りす る 程度 。 
* エア リス の 家 で 休む まで (深夜 )…… 被 害 的 に は 七 番 街 に 集中 し て お り 、 
公園 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 上 部 (未踏 エリ ア ) は 瓦 隊 が 多い 。 
エア リス の 家 を 出 て か ら ( 昼 )…… 瓦 隊 な どの 撤去 が 若干 進ん で いる 。 
線路 断絶 に よる 被害 が 大 きく 、 交 通 機関 が 大 きく 乱れ て いる 。 六 番 街 スラ 
ム も 一 部 瓦 確 が 飛ん で きた り し て いる 。 仙 番 街 スラ ム に は ほぼ 被害 が な い 。 


ぷ スラ ム 住 民 の 反応 に つい て 
* 七 番 街 スラ ム 住 民 

描画 は され な い が 、 ほ ぼ 死 亡 し て いる 。 今 後 会 う 住民 は 街 の 外 に 出 て い 
た 人 か 、 ギ リ ギ リ 逃 げ ら れ た 人 に な る 。 

ー ス ラム 上 端 の 方 も ほぼ 被害 地域 に な っ て いる 

ー エ アリ スパ ー ト の 時 に 逃げ て いた 人 々 が いる 。 逃 げ て いく 人 数 は 70 

人 前 後 ( ヒ アリ ング 時 暫定 ) だ が 、 ほ ぼ 死 亡 

七 番 魔 眺 訪 は 外装 の み 傷つい て いる が 、 稼働 し て いる 状態 。 停 電 な どの 
影響 は 特に 生じ て いな い 。 
* 六 番 街 スラ ム 住民 

大 半 は 大 混乱 に 陥っ て いる 。 そ の 中 で も 一 部 の 人 々 が 不 衣 慣 な 態度 を 取 
つて いる 。 一 部 の 商魂 遅し い 店 な ど は ここ ぞ と ば か り に 儲け よう と 企ん で 
いる 。 真面目 な 人 や 家族 連れ は 逃げ 始め て いる な ど 反 応 が 分 か れる 。 居 酒 
屋 で は 飲む 小銭 を 気 に し て いる 人 、 プ レー ト 落 下 で 贈 け 事 を し よう と する 
人 まで いる 。 
【 住 人 の 反応 例 】 

ー「 や べ ぇ よ な あ れ 。 マジ で 。 で も ここ か ら 区 れる な ん て 考え られ ね ーー わ ] 

ー「 近 く で こん な 事件 が 起き る な ん て …… こ こも も う 潮 時 だ な 」 


: プレ ー ト 落下 に よっ て 被害 の あっ た エリ ア 
: 交通 機関 な どの 影響 が あり 、 落 下 物 が 降 
つて くる 可能 性 が 高い エリ ア 


※ ぶ まとめ 


* ブレ ー ト 落下 の 影響 は 過去 最大 の 災害 レベ ル 

* スラ ム へ の 被害 は 七 番 街 は 壊滅 的 、 そ の 他 は 一 部 有 

住民 の 飼 成 は 最大 まで 引き 上 が っ て いる 。 交通 機関 が 大 きく 乱れ て いる 

* 七 番 街 スラ ム は 、 被 害 : ほぼ 原 形 を 留め ず 全 壊 、 住 民 : ほ ぼ 死亡 し て いる ( エ 
アリ スバ ー ト で の 逃げ る 人 等 も 含め て ) 

* 六 番 街 ス ラム は 、 被 害 : 公園 ・ ゲ ー ト 前 ・ ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 館 は 一 
部 損傷 、 住 民 : 大 半 は 混乱 に 陥っ つて いる 。 そ の 中 で も 一 部 の 人 々 が 不 護 債 
な 上 態 度 を 取っ て いる 

佑 番 街 スラ ム は 、 被 害 : 物理 的 被害 は な い 、 住 民 : 全体 が 大 きく 混乱 し て 
いる 。 佑 番 魔 眺 汽 と は 打っ つて 変わ っ た ギャ ッ プ 


ー「 ア バラ ンチ の 奴ら 、 と うと う や っ て くれ た な 。 ブ レー ト を 落と す な 
ん て 大 胆 な 事 し や が る 」 

ー「 コ ルネ オ さ ん の 姿 が 見 えな いら し いけ ど 、 ど こ て 行 っ た ん だ ろう ね え 
(どう で も いい 反応 )」 

ー「 七 番 街 は アバ ラン チ の アジ ト が あっ て 残念 だ っ た な 」 

ー「 楽 し いね ぇ 楽し いね ぇ 。 事 件 が ある 度 に ここ は 賑わう 。 最 高じ ゃ な 


いか ?」 

| 
ー「 あ ? 事件 な ん て どう で も いい だ ろ 、 俺 の 推し メン が …… 中 々 家 か 
ら 出 て こ な く て …… 八 ニーー ッ ! リ 」 


ー「 一 緒 に 逃げ よう (男女 ・ 男 男 ・ 女 女 )」 
ー「 こ の アイ テム は な 、 傷 に 良く 効く ん だ ぜ …… へ っ つ へ]」※ 裏 取引 現場 等 
* 仙 番 街 スラ ム 住 民 
何 番 歴 眺 款 の 時 と は 打つ て 変わ っ て 大 混乱 。 立 て 続け に 物騒 な 事件 が 起 
き て いる の で 住人 は 大 き な 混 乱 に 包ま れ て いる 。 伯 番 街 ス ラム へ 今後 影 器 
が ある の で は な いか と 大 き な 懸 飼 が ある 。 
【 住 人 の 反応 例 】 
ー「 も う 駄 目 だ 、 こ こ は お し まい な ん だ !!」 
ー「 一 体 俺 た ち が 何 を し た っ て ん だ 、 ど うな っ ちまう ん だ ] 
ー「 何 で も し ます 、 ど うか ここ を 救っ て くだ さい 、 神 羅 様 ……」 
ー「 ア バラ ンチ が 騒い で いて も 黙っ て いた が 、 こ れ ば か り は どう し よう 
も ね え 。 も う 無 理 だ 」 
ー「 捨 て て も 捨て て も 瓦 隊 ば っ か だ 。 こ ん な ゴミ の 掃き 溜め に 何 の 価値 
が ある ん だ ?」 
ー「 こ こ に いれ は ば 最低 限 の 生活 が 送れ る と 思っ て いた の に …… 外 に 逃げ 


り 

ラグ の preez 
レベ ル テ ザ イン スー バー バイ ザー: 澤 田 唯 

ミッ ドガ ル は 、 壱 番 歴 眺 炉 の 召 破 か ら は じ ま り 、 何 番 魔 眺 炉 の 爆破 、 

七 番 プレ ー ト の 崩落 と 、 ス トー リー の な か で 大 きく 姿 を 変え て いき ま 
す 。 オリ ジ ナ ル 版 で は 単に 「 〇 〇 が 壊れ た 」 と だ け 語 られ て いた 出来 事 
が 、 い っ た い ど うい う 範 囲 に どん な 影響 を お よ ぼ し た の か 、 と いう こ 1 
と を マジ メ に 考察 し て まとめ た 資料 で す 。 こ れ を 参考 に し て 、 魔 蛇 炉 
間 破 後 の 住民 た ちの 様子 や 、 ブ プレ ー ト 崩落 後 の ス ラム の 変化 な ど が 1 


りこ まれ て いま す 。 


に 


約 2000| 
年 前 


@「 空 か ら 来 た 災 厄 ] ジ ェ ノ バ が 宇宙 か ら 飛 来 


【4l-gyA 
1959 


@ 神 雇 抽 作 所 (の ちの 神 羅 カン バニ ー) が 魔 此 エ ネル ギー を 発見 


超 高 効率 の エネ ルギー を 発見 し た こと で 、 兵 器 の 他 に ミッ ドガ ル 
利 設 に 必要 な 重機 の 性 能 や 建設 技術 も 民 武 的 に 向上 し て いく 。 ミ ッ 
ドガ ル ほ どの 超 巨 大 建造 物 が 10 年 も 経た ず に 建設 で きた の も 、 魔 
眺 エ ネル ギー の 思 患 に よる と ころ が 強い 。 


【eJ-eyA 
1968 


: ブ ル ヘ イム に 説 呪 炉 1 号機 が 建設 


【AJ-gYA 
1969 頂 


@ ミ ッ ドガ ル 建 設計 画 立ち 上 げ 

ニブ ル 歴 眺 炉 の 稼働 開始 後 、 そ の 有用 性 が 証明 され た 結果 、 神 難 
内 で 「 ミ ッ ド ガル 構想 ] が 立ち 上 が り 、 建 設計 画 が 進行 し て いく 。 
ドガ ル 構 想 ] で 神 刻 が 目指 し た の は 【 許 昧 エネ ルギー に よる 安 
全 で 豊か な 生活 の 確立 (と 神 羅 の 発展 )】。 こ の 時 点 で 魔 上 炉 稼働 に 
よる 環境 へ の 悪影響 も 確認 され て いた た め 、 

・ 環 境 変 化 を 避 断 する た め の プ レー ト 構 千 

・ 太 物 に よる 危険 を プレ ー ト 下層 へ 封じ 込み 

・ 上 層 と 下層 で 生活 レベ ル を 差別 化す る こと に よる 訓 争 力 の 便 成 
と いっ た 上 層 と 下層 を 分 ける 思想 は 織り 込み 済み だ っ た 。 


【AJ-eyA 
1969 順 


@ ミ ッ ド ガル 建設 開始 (建設 開始 0 年 目 ) 

現在 の ミッ ドガ ル の 位置 に 魔 明 の ホッ トス ポッ ト が ある と 判明 す 
る と 、 神 難 カン バニ ー は いよ いよ ミッ ドガ ル の 建設 に 薄手 する 。 

填 設 作業 を 安全 か つ 効 率 的 に 進め 、 大 量 の 労働 力 を 行使 する に 
は 、 野 生 の 麻 物 か ら 身 を 守る た め の 「 壁 | と エネ ルギー を 供給 する 「 族 
眺 妨 ] が 必要 だ っ た た め 、 神 羅 は まず ミッ ドガ ル の 外縁 と 圭 番 茶 上 
炉 の 建設 か ら 取 り 掛 か る 。 
※ こ の 時 点 で は 環 堺 悪 化 に よる モン スタ ー の 狂 暴 化 が な か っ た た 

め 、 外 緑 が な く て も 工事 を 進め る こと が 可能 だ っ た 


dc 
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【AJ-eyA 
1971 頃 


始 。 安定 し た エネ ルギー 供給 や 兵器 の 運用 に よる 治安 維持 が 確立 
し 、 本格 的 に ミッ ドガ ル 建 設 が 進行 し て いく 。 


【4J-gYA 
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⑯ ミ ッ ド ガル 外縁 索 番 六 完成 (建設 開始 3 一 4 年 目 ) 


全 を 確保 する た め の 外 緑 と エネ ルギー 源 で ある 大 明 炉 の 建設 に 集中 
し て いき 、 建 設 開始 3 一 4 年 目 に は 外線 と 索 番 魔 上 炉 が 完成 する 。 

この あたり か ら 地 表 の 整地 が 進み 、 弐番 一 作 番 の 順に 各 礎 眺 坊 と 
プレ ー ト 支柱 、 そ し て プレ ー ト 自体 の 建設 が 進ん で いく 。 また 、 こ 
の 頃 に 建設 従事 者 の 流入 が 増え 、 の ちの スラ ム の 原型 と な る 宿 合 や 
小 規模 な 商業 ・ 将 泉 施設 が で き は じ め る 。 


堆 番 春 眺 訪 の 稼働 開始 で スピ ー ド アッ プ し た 建設 作業 は 、 主 に 安 
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@⑯ ミ ッ ド ガル 鉄道 S 壱 番 プ レー ト 完 成 ( 旭 設 開始 5 一 6 年 目 ) 

先行 し て 建設 が 進ん で いた 箇所 か ら ブ プレート が 出来 上 が り 、 そ れ . 
と 同時 に ブレ ー ト 上 下 間 の 行き 来 が 必要 と な っ て きた た め 、 ま だ ス 
ペー ス の 空い て いた 現在 の 七 番 街 スラ ム 付近 に 操車 場 を 置く ミッ ド 
ガル 鉄道 が 整備 され る 。 

鉄道 の 運行 開始 に より 物資 や 人 の 移動 が 効率 化す る と 、 ブ レー ト 
の 建設 も 一 気 に 進行 し て いく 。 


【-eyA 
1976 頃 


\ 番 魔 眺 炉 稼 働 開始 
'⑯ プ レー ト 上 大 比 

最後 の 麻 眺 垢 で ある ル 番 礎 晃 炉 が 完成 、 稼 働 を 開始 する 。 魔 上 坊 
に よる エネ ルギー に 余 球 が 生ま れ て きた た め 、 い よい よ プ レー ト 上 
層 へ の 移民 が 進ん で いく こと と な る 。 


【kJ-eyA 
1976 頃 


@ 六 番 プ レー ト の 崩落 事故 発生 

六 番 プレ ー ト に お いて 、 プ レー ト 上 層 の 荷重 (と 思わ れる プ 
レー ト の 崩 落 事故 が 発生 。 幸 い 、 六 番 街 へ の 移民 は 始ま っ て お ら ず 
人 的 被害 は 少な か っ た が 、 崩落 し た ガレ キ で プレ ー ト 下 付近 が 通行 
不可 な エリ ア と な っ て し まう 。 

この 後 も 神 躍 の 予算 が 副 か れる こと な く 修 復 は 遅れ 、 物 語 開始 時 
京 に は 陥没 道路 を 含め て 許 填 化 が 進ん で いる 。 


Ce 


wrtiAr 3 PLANNING SHIEET 


RIALEAOASYI RBMNE MENALUUTMAMA 


"本 社 が ミッ ドガ ル に 移転 
予定 し て いた すべ て の 記 錠 炉 と プレ ー ト が 青 工 し 、 最後 の 仕上 げ | | 
に 神 回 カン バニー の 本 社 が 神経 ビル に 移転 。 こ れ を も っ て ミッ ドガ 
【A]-eyA | ル は 一 旦 の 完成 を 見 る 。 
1976 大 々 的 に 移住 の 葬 集 (と いう 名 目 の 高額 納 税 者 集め ) が 行なわ れ 、 
ドガ ル 全 体 の 人 口 が 増加 し て いく 。 
、 移 信望 者 は 上 層 の 居住 人 数 の 明 界 を 任 に 超え て お り 、 
神 羅 は 当初 の 予定 通り 建設 従事 者 も 含ま れる 低 所 得 届 を 下層 に 住ま 
わせ る よう 、 建設 従事 者 の 宿 合 だ っ た エリ ア を 市 民 に 開放 する 。 
ミッ ドガ ル 安 定期 
ドガ リル 建設 直後 は 、 ま だ 環境 へ の 影響 も 少な い 時 期 で 下 過信 
9 年 間 民 か ら の 反発 も 物語 開始 時 点 ほ ど 強 いも の で は な か っ た ( 礎 呪 炉 に 
戦争 まで よる エネ ルギー 供給 で 未経験 の 十分 な 豊か が さ を 感 じ て い た )。 
の 安定 期 と は いえ 、 日 光 が 怖 断 さ れる 環境 の 悪 べ や 上 訂 と の 所 得 格差 が 浮 
1 き 彫 の に な り 、 上 層 と 比較 され る 形 で 「 ス ラム 」 と 犯 茹 され る よう に 
な る 。 こ の た め [スラム] は 俗称 で あり 神 羅 に よる 正式 名 称 で は な い 。 


[]-e 4 | @ ウ ー タ イ が 用 晶 設 を 拒ん だ た め 、 神 護 ・ ウ ー タ イ 問 で 戦争 が 
2 年間 |jg85 | 動 和 ! 

@ ミ ンド ガル 、 戦 争 に よる 誠信 率 UD、 そ し て 環境 化 へ ! 
ウー タイ と の 戦争 が 発し 、 神 細 は 朗 訪 を 当初 の 予定 以上 の 出 ! 
1 力 で 欄 動 させ て 兵部 の 抽 和 や 料 の 確保 を 進め で いく 。 
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at みく 、 


31 年 前 EVM と イー の 


WEAMbyMD6 
EL て する た の 
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プ 年 間 そし て 、 魔 晃 炉 の 稼働 率 が 上 が っ た こと に より 、 急 激 に 環 層 が 悪 構造 的 な 変化 は 
ウー タイ 化 。 モ ンス ター の 狂 異 化 、 地 名 の 前 落 、 老 朽 化し た 外 暴 と いっ た 要 上 飛 の -・ 邊 
戦争 素 が 和 み 合い 、 こ の 頃 か ら ス ラム で の 魔物 被害 が 怠 増 し て いく 。 ER 
前 期 神 世 も この 状況 を 把握 し て いた も の の 、 上 暦 と 下層 の 貧富 差 あっ 


! て こそ の ミッ ドガ ル 経 済 の た め 、 抜本 的 な 対策 と ら ず 。 ライ フラ | フー タイ と の 戦争 が 始ま っ て か ら 
イン 供 和 や 必 人 限 の 治 容 持 に だ け コ スト を 割 き 、 外 細 の 修 和 や 魔 | "プレ ー ト 下層 の 環境 悪化 と 
物 の 駆除 は 油 足 に 行なわ れ な い 状 況 が 続い て いく 。 モン スタ ー 手 製 化 に よる 
of |!Cd-sY2 | 0 イフ ァ ルナ と エア リス が 電 放 ピル より 有 治安 の 悪化 が 進行 し て いく 
1992 スラ ム に て イフ ァ ル ナ は 皿 を 引き 取る 


! 


1 長引く ウー タイ と の 戦争 に よっ て 、 土 地 も 人 も 消耗 し 、 神 唆 側 も 1 

8 年 間 ジリ 貧 と な っ て いる 時 期 。 1 
ウー タイ この 時 期 に 注目 され た の が 、 神 雇 で も 一 部 の 人 間 が 使用 し て いた 
戦争 マテ リア と 、 ま だ 実用 化し た 例 が 少な か っ た ソル ジャ ー の 存在 。 戦 
後期 争 終結 の 決め 手 と し て 神 訂 は マテ リア と ソル ジャ ー の 量産 を 進め 、 


1 そちら を 優先 する あま り プ レー ト 下 層 の 得 理 は より 召 に な っ て いく 。 


ジェ ネ シ ス に よる ソル ジャ ー 大 量 脱走 事件 発生 
この あたり で マテ リア の 製品 化 と ソル ジャ ー の 実戦 投入 が 本 格 
化 。 一 気 に 戦況 が 神 雇 側 へ 傾い て いく こと と な る 。 
@ 神 散 ・ ウ ー タ イ 問 の 戦争 終結 
星 命 学者 に より 反 神 護 組 織 アバ ラン チ 発 足 
【]-g yA | 戦争 が 勃発 し て か ら 実 に 16 年 の 月 日 が 流れ て か ら の 終戦 。 こ こ . 
O001 | か ら 魔 眺 炉 の 稼働 率 は 戦前 に 戻る と 思い き や 、 十 分 な エネ ルギー 供 
燈 に 感覚 が 麻痺 し た 神 奴 や 住民 た ち は 稼 働 累 を 下げ る こと な く 訣 ! 
を 吸い 上 げ 続 け 、 魔 物 の 被害 は 増え て いく 。 戦争 が 終結 し て 
エネ ルギー に 放 員 が 出 た の と 、 
1 戦後 処理 の た め 、 神 密 は 今 まで 戦争 の た め に 使用 し て いた エネ ル 上 層 の 収容 限界 を 増やし て 
6 年 間 ギー を プレ ー ト の 延伸 や ブレ ー ト 上 層 へ の 週 元 に 使用 し て いく が 、| 利益 を 増加 させ よう と し た 結果 、 
ウー タイ この 団 束 に 与 れ な い ス ラム で は 以前 に も 増し て 反 神 引 の 思想 が 広 ま プレ ー ト 延伸 作業 が 
や 3 ロ さら に 加速 し て いく 
戦後 期 た だ し 、 相 互 依存 の 関係 に ある た め 表 立 つた 反 神 皿 活 動 は 少な 1 
+ く 、 ア バラ ンチ 等 の 組織 に よる テロ 活動 が 続い て いく こと と な る 。 


【4l-eyA 
ao00 


6 年 前 


2 | @ ミッド)Lif5 の 丘 で ザッ クス が 肝 科 され る 

@ 新 生 ア バラ ンチ に より 、 ミ ッ ド ガル 索 生 の 爆破 テロ が 発生 
物語 時 点 の 状況 と し て は 

・ 昌 設 か ら 撤 く 放 上 科 有 で 環 吉 化 や 成 物 の 区 名 は さら に 酷い 
状況 に 

現在 ・ 神 殺 の 動き は 戦後 処理 や プレ ー ト 延伸 に 集中 し て お り 、 下 飛 の 
治安 失 持 や 施設 の メン テ ナ ン ス は ほぼ 放置 され て いる 状態 

・ 物 資 の 供給 や 技術 供与 も 十分 で な いた め 、 廃 材 の 再 利用 や スラ | 
ム 毎 の 自称 な ど ス ラム 独自 の 文化 や ルー ル が 発達 、 運 用 され て 
いる 


500 年 後 | 500 年 後 | 人 ナナ キ 親子 が 高台 か ら 廃 堪 と な っ た ミッ ドガ ル を 見 下ろ す 


FTADGZ に CME 
ちら て Lo て 0. き 2 ポ ガル を 
COWHTTYDC 和 | 


athWesz24 に な 0 て 
AN は は メレ て かり 
ンド うー キレイ 2 


う の / グ の zzzeg ど 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤 田 唯 
ミッ ドガ ル の 構造 や 経年 変 化 を 検討 する た め 、 公 式 設定 で 語ら れ て いる 。 め た の で す が 、 の ち に これ が 採用 され て 、CHAPTER 9 で の エア リス の セ 
出来 事 の あい だ を 埋め る よう に 、 ミ ッ ド ガル の 年 表 を 作り まし た 。 オリ ジ リフ に 組み こと まれ て いた り し ます 。 ほ か に も 、 ミ ッ ド ガル が どう いう 順序 


ナル 版 で は 六 番 プレ ー ト が 存在 し な い 理 由 が 明か され て お ら ず 、 こ の 年 表 で 建て られ た の か な ど 、 設 定 を 補足 し て いく 作業 は 大 変 で し た が 、 同 時 に 
を 作る と き に 「 建 設 中 の プレ ー ト 着 落 事故 の た め 」 と いう 設定 を 仮 で 当て では と て も 楽し く や り が い の あ る 仕事 で し た 。 


FINAL FANTASY VI REIMIMAIKE 


デ ティ ファ ミッ ショ ン 企 画 書 


※CHAPTEH 7 と 8 の あい し 
ミッ ショ ン 」 の 企画 案 


展開 する サブ シナ リオ と し て 検討 これ て いた 、 通 称 「 テ ィ ファ 
に は カッ ト さ れ 、 こ れ ら の 設定 は 不 採用 と な っ た 


レベ ル 企 画 概要 


『 テ ィ フ ァ ミ ッ シ ョ ン 』 


・ 伯 各 街 腐 時 破 後 、 七 番 街 スラ ム に 衝 吉 し た ティ フ ア 細 。 
コル ネオ の 館 で クラ ウド と ティ ファ が 再会 する まで の 出来 事 を 、 ティファ 視点 で 描く 。 
・ 時 過 続 き の ロ グ を 経て 、 一 皿 う く タ 


還 = の 暫 


マレ ベル コン セプト 


乾 劇 の 予 光 と 不安 を 印象 づけ ける 上 
ティ ファ の 活躍 交通 じ て ヒ ロイ ン と し て の 交 力 を 底上げ 


の ちの 看 ( プ レー ト 交 落 ) へ の 予 と 不 生 な 所 ノレ ーーー ト 
メア バラ ン ガ (特に ジェ シー) と の 弱る 通じ て 、 以降 の 別れ の 疾 衣 性 を 語 め る ーーー 


* ゃ クラ ウド を 心配 し つつ も 、 新 た な 問題 に 立ち 向かう ティ ファ の 放 出 し 
初め て クラ ウド 以外 を 操作 する 新鮮 さき 楽 し さ 


ョ コン セプト 実現 に お け て 


以降 、 手 邊 具体 化し て いく た め に 、 カテ ゴリ を 3 つ に 分 ける 。 
1. 悲劇 へ の 予 区 と 前 振り 
2. ティ ファ の 魅 カ プティ ファ 操作 の 楽し さ 
3. 街 レベ ル と し て の サ プ 要 素 


1. 慈 劇 へ の 予兆 と 前 振り 
ジ エ シ ー と の 電 税 と 和解 街 で の 怪し い 動 き 


何 千寿 炉 作戦 の 結果 を うけ て 、 南 紫 っ て 地 固まる 様子 を 描く ブレイ ヤー に 、 「 何 か が 起き そう だ で ? 」 と いう 予 光 を 感じ て も 5 う 
再 ス ター ト を きっ た 後 、 ブ レー ト 其 洲 の 流れ よ コル ネオ 指示 の 元 、 ア バラ ンチ の 想 類 を 探る チン ピラ た ち 


や ひ 「 さ ぁ こ れ か ら 」 と 持ち 上 げ て 落と すこ と で 、 悲 貞 性 を 言 め る = 不穏 < を チラ 見 せ 
OIDSATOCNGSONE。 
HYOGO 


ンプ ノダ ン リフ フン 
レベ ル テ ザ イナ ー: 日 置 友梨 
ティ ファ ミッ ショ ン は 、 仙 衝 魔 晃 白 で クラ ウド と 別れ た テ まる っ と 1 チャ プター 分 を 制作 し て いま し た が 、 さ ま ざ ま な 
イフ ァ が どう いう 経緯 で コル ネオ の も と に 向かう こと に な っ 事情 か ら 開 発 後期 に 削除 され て いま す 。 本 作 で 描け な か っ た 


た の か を 描く 、 テ ィ フ ァ が 主人 公 の バー ト で し た 。 ク ラウ ド の は 残念 で す が 、 そ の ぶん プレ イヤ ー の みな さん に 想像 の 余 
が 伯 番 街 ス ラム に いる あい だ の 「 い っ ぽう その ころ 」 と し て 、 地 を 残せ た の で 、 あ る 意味 良かっ た の か も し れ ま せん 。 
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RDC 
し 


2. ティ ファ の 魅力 プティ ファ 操作 の 楽し さ 
「 作 間 起 い - ク ラウ ド 想 い 」「 強 UE ロイ ン 」「 健 気 ぶ ・ 伊 し よ 」「 ス タイ ル の 良さ 」 


④ テ ィ ブ ア の 行動 に 、 確 か な 動機 を も た せる 
・ 導 線 の 見 直し 
・ 前 ログ か 5 の 心情 の 深 れ を フォロ ー 


・ ク ラウド 操作 時 と は 異な る 反応 


④ 夫 や 育成 で や D ご た え の ある リロ バト ル 
・ 旧 瑞 に な り が ちな V ロ バト ル を 避け 、 と 
NL で の ティ フ 名 作 の る 広げる ロケ 

科 輔 吉 詳 や マテ リア を 用 鍋 し 、 そ れ ら を 軍用 ・ 百 得 し て も 5 う 


① テ ィ フ ァ だ か ら こ その 住民 の 反応 行け る 場所 ② バト ル な ど を 通じ て 、 強い ヒロ イン 位 を 強化 
・ 大 勢 の チン ピラ 相手 に も 、 立ち 向かう 遅し さ 


3. サ プ 要 素 
(第 し ベル と し て ) キャ ラ 組 り 下げ 、 到 価 の 回 収 な と 


③ は る べき 伏線 と 、 回 収 すべ き 要 率 


前 後 含め た ログ 状況 
前 ログ : 『 佑 番 訪 


日 目 夜 /18 時 一 20 時 
・ 何 番 許 史 が 妃 破 の 準備 を 整え た あと 、 脱出 中 に 神護 兵 ・ エ アバ スタ ー と 戦 
エア バス ター 戦後 、 足場 が 壊れ て クラ ウド の み 落 下 し て し まう 


・ 四 日 目 夜 更け … 五 日 目 和 

・ 脱 出 一 帰還 まで 6 時 間 以 上 は 経過 

・ 住 民 た ち は 、 人 番 府 克 炉 吉 破 の ニュ ー ス を 知っ て いる 

・ 消 所 不明 の クラ ウド を 心配 し つつ も 、 ティ ファ は 七 番 街 に 迫る 危機 に 気づく 


・ 真 相 を 知る べく 、 コル ネオ の 元 人 へ 向かう た め に 、 ドレ ス に 着替え て チョ コ ボ 馬車 に 昌 り 込む 時 間 の 皿 が り 


後 ロ ケ : 『 何 箇 持 スラ ム ・ 前 | 
教会 ー エ アリ ス の 宗 


・ 四 日 目 尽 ノ 13 一 16 時 

・ 操 作 キ ャ ラク ター は 再び クラ ウド に 戻る (ティ ファ ミッ ショ ン より 数 時 間 巻 き 戻り ) 

・ 何 番 床 坊 の 橋 か ら 沙 下 し た 2 ラウ ド は 、 何 番 街 スラ ム の 教会 で 目 を 覚まし 、 エア リス と 再会 
"エアリス の 家 か ら 七 番 街 ス ラム まで 、 エ アリ ス の 案内 で 戻っ て いく 


マ 際 六道 路 … ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 


・ 四 日 目 役 プ 20 一 21 時 


大 番 持 スラム の 公園 まで 到着 し た クラ ウド と エア リス が 、 チョコボ 馬 車 に 果 っ た ティ ファ と 適 遇 (ドレ ス お 訪 吉 ) 革 * = 


ディファ を 3 追っ て コル ネオ の 館 に 潜入 する クラ ウド と エア リス 
ディ ファ 合流 後 、 コ ルネ オ か ら 神 衣 の 計画 を 聞き 出す も 、 会 に よっ て 地下 下水 道人 < 


ECOTLLT LT 


経過 時 間 不明 の 扱い 


も 
ト 


ドレ ス 入 まき 概要 


5 約束 
基本 方 針 = 「 サ ブ プク エス ト 経 由 で 、 ド レス 作成 に 必要 な アイ テム を 集め る 」 
に レ 3 、1| ー ム プレ は 1 (や りこ み 度 に よっ て 種類 増加 + プ レイ ヤー 自身 が 選択 可 ) 
EERSDZc=S3 スス テム (①or②) を 、 仕 立て 技術 の ある マー レ に 渡し て いく こと で 、 ド レス 作成 が 可能 に な る 。 


・ 以 降 、 お 話 的 な 寅 足 
し 七 番 特 ス ラム の 股 侯 店 で は 、 コ ルネ オ に 見 合う も の は 売っ て いな い 
し マー レ に は 、 仕 立て の 技術 を 要 づ ける 経歴 が ある 


昌 ド レス 完成 まで の フロ ー 


マー レ か ら 、 ナ ン デ モ 持 っ て こい と 指示 


・ プ レイ ヤー は スラ ム 内 で 殖 探す 
・ 軽 い 謗 導 と し て 、 マ ー レ の セリ フォ ティ ファ の 独り 訪 


サブ クエ を 経て アイ テム (①) を 入手 


チャ イナ 服 
「 小 防 包 グッ ズ 」 
※ ク エス ト 報 本 


呈 ウ ー タ イ 服 (和服) 
「 か め 道 泉 ポス ター」 
※ ク エス ト 報 本 


デザ イン の イン スピ レー ショ ン が 湖 く 


ム まだ E り な い * リ プク エ は 全て 同時 に 病 放 され る た め 、 
フル レイヤ に よっ て は 一 気 に 渡し て ビッ と きた ! 」 に 血 が る て と も 可能 で す 。 
よう 紹 ま れる 。 * ド レス B と C に 必要 な 2 つの アイ テム は 、 了 不同 で マー レ に 流す こと が 可能 で す 。 


サブ ク T を 経て 、 ア イ テ ム (⑤or② ほ 


夫人 屋 の お 手伝い を 通じ て 
妃 OHI し 物 を 入手 
(to の 20 グ 2 の 


行商 人 の お 手伝い を 通じ て 
「 異 国 の お び j を 入手 


「 本 当 (コレ で いい ん だ ね ! ?」 


ラル の eZ 
レベ ル テ デザ イィ ナー: 日置 友梨 


製品 版 だ と 、 テ ィ フ ァ の ドレ ス の 衝 類 は CHAPTER 3 の 会 話 中 の 選 
択 肢 で 決ま り ま す が 、 も と は ティ ファ ミッ ショ ン の さま ざま な クエ スト 


) を 週 じ て 、 プ レイ ヤー に 選ん で も ら う 予定 で し た 。 ゲー ム 内 で ティ ファ 
) の ドレ ス 姿 を 、 ク ラウ ド や エア リス の よう に 大 々 的 に 披露 する 場面 が な 
。 い の は 、 本 来 は この パー ト で 見 せる 予定 だ っ た か ら な ん で す 。 


uarcRur PLANINING SHIEET 


FNLANRSYVI REMAKE MENALULTMMA 


サブ クエ スト 概要 


・ ま ログ で の り プ クエ スト は 、 すべて 電 帆 と し て ドレ ス 連 アイ テム を 入手 で きま す が 、 
内 各 ま で 「 ド レス の 融和 め 」 に ずる わけ で は あり ませ ん 。 


トイ ファ 以外 の アバ ラン チ は 次 の 作 間 の 下 内 に 向け て 、 
休 ラム 不在 と な っ て いる た め 、 
oeD 多 決し RU けれ ば いけ な い 状 況 で す 。 


・ ご の タイ ミン グ で リブ クエ を ご な す 下 付け と し て 、 共 遂 デ ー マ を 「 デ ィ フ ァ が 仲間 と 缶 を 大 切 に し て いる こと を 西 認 放 する 」 と 詳し 
[自分 が 今 で きる ご と = 信 還 や 人 の た め に 動く ノコ ルネ オ の 元 に 行く 」 と いう 持ち を 角 え て いき ます 。 


・ と いい つつ 、 サブ クエ 方 凶 に の っ と り 、 半 体 の り プ クエ スト と し て も ほど ほど の ポリ ュー ム が ある も の と する た め に 
「NPC 革 り 下 げ 」「 選 界 加 り 下げ 」「 メ イン シナ リオ の 六 足 」 と いっ た ご と を 満た し た 内 に 層 め ます 。 


・ーR 
| ク エス ト の 昌 い 2 キャ 9 EE 
awae 
マリ ン の mWDT ザ - お 2 レン | レス R9 ア イ テ ム 
が マリ シン スラ AA 間 人 | 還 mez ス ター | ん の 
に hecae 
- テ ファ の トル の ける | ルイ zo アイテム A 
ンタ ン ンス ター la | 
・ デイ ファ の 去り 下げ (ザン ガン 剛 ) "pa ウッ カ ン | Pe バル] fm の 2 の 
5 チャ イナ ドレ スズ 6 アイ テム 
Wa シリ ー ズ 2 mb で | ホウ ルイ ー タ ー 和 バト ル の 
や りこ た え の ぁ る 一 バ トル 


| ウー タイ ドレ ス R け アイ テム 
(上 田 且 の 衣 ) 


・ バ レッ ト 因り 下げ バレ ッ ト の 幼 己 さ を 地 見 
| る こと で 、 バ レッ ト 村 を UP させ た い (人 束 / コ レ 
Loft を に お わ ず ) 


バレ ッ ト ノ ジャ ンク 屋 | で | スイ ー バ = 先 陸 | 吾 バ トル 


・ 攻 他 の ちら し キャ ン ペー ン を オマ ー ジ ュ し た コミ 
カル な お い アバ ラン チ M き ノ 
・ ワ ー タ イ 貞 み で 本 に 腕 坦 し な い ユフィ に 秀 れ て | ウー タイ 生 人 
ファ ン サ ービス 


| 2ー タ イド レス アイ テム 6 


B な し | 人 の 錠 Se 


・ プ ブレ イー 芝 な ど を 玉座 し 。 レ バー 失語 や ビン ポー ル お の 所 

・ ピ ン ポ ー ル 床 を 、 人 が 過 ら な いよ うな 兄 た 目 に し て は じい 

・ ピ ンー ル に 放し て 靖 屋 が 放 て じ る の で 、 全休 に 鬼 枯 さ せ た い 
(1.1ー1.3 休 くら い 。 品行 で きる 広 さ に 。 ) 


"ピン ボー ル 計 の 訂 和 の た 回 
- ビン ボール T 和 プレ イヤ ー が 内 に 入ら な いよ うに 寺 し た い 
の アラ ンチ の アジ ト らし く 、 手 がり 暗 の ある 上 


人 人 放 と し て は 
看守 を つく る + 訂 面 の デザ イン 本 拓 よ 、 
が 沙 け な いよ うな 内 た 日 に する 
衣 6 苦 の 氏 い VC 一 デ ティ ショ ン ロ ー ブ 軸 な も の を 計 く 


ラグ の zzzez と 
レベ ル テ ザ イナ ー: 日 置 友梨 
オリ ジ ナ ル 版 の 序盤 で 印象 的 だ っ た アバ ラン チ の 
地下 アジ ト を 、 本 作 で も この パート で 登場 させ る 予 
定 で し た 。 オリ ジ ナ ル 版 で バレ ッ ト が な ぐっ て いた 
サン ド バ ッ グ を 揺 ら せ た り 、 ピ ビンボー ル 台 も 動か せ 
た り と 、 い ろ い ろ 小 ネタ を 考え て いま し た ね 。 
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エア リス の 秘策 (ショ ー の は じ ま 


衝 ce 計 


5 Ce 
@3y@ つ ょ 


阪 カル て 563 


ンコ 


で 


が の ee と 
カッ トシ ー ン ディ レク ター 
本 作 で も っ と も 挑戦 的 で 難易 度 の 高かっ た シー ン で す 。 新 た に チャ レン ジ す る 要素 
が 多く 、 構 想 か ら 完 成 まで 半年 近く か か り ま し た 。 当 初 か ら 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 
で は 夜 の 世界 を リア ル に 描く こと が 決ま っ て いた の で 、 ダ ンス の 内 容 に つい て は 、 シ 
ョ ー ダ ンス 経験 の ある 振付 師 と ダン サー に 協力 を お 願い し て いま す 。 
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三宅 秀和 


本 作 の ジェ シー は 、 物 語 の 序盤 か ら 積極 的 に クラ ウド に か らん で くる の で 、 こ の シ 
ン は か な り 重 要 な も の に な り ま し た 。 層 中 で 挿入 れる ティ ファ の 涙 が 切な く て 、 泣 か 
され た プレ イヤ ー も 多い の で は な いで し ょ うか 。 かく いう 私 や その ひと り で す 。 


カッ トシ ー ン ディ レク ター 


Y 仮 組み の 映像 
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カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀 和 


まさ か 本 作 で この シー ン を 制作 する こと に な る と は 思い ませ ん で 
し た 。「 オ リ ジ ナ ル 版 へ の リス ペク ト 」 と 「 圧 倒 的 に 強い セフィロス 
を 描く 」 を コン セプト に 、 演 出し て いま す 。 
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wl 


の ② Yaa 
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IE 
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ント < 宇和 


グ ( ザ ックス の 勝利 ) 


9o26tWs 


ラグ の ze と 


カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 


開発 の 当初 か ら め 、 こ の シー ン に つい て は ファ ン か ら さ ま ざ ま な 意見 が 出る だ ろう と 予想 し 
j で ぐい まし た 。 ゲ ー ム が 発売 され た あと 、 世 界 各国 の か た の 反応 を 見 た の で す が 、 ザ ックス の 
幸せ を 望 お 声 が 多く 、 人 気 が め る キャ ラク ター だ と 再 認 誠 し て いま す 。 


ミリ 


」 


urnur PLANNING SHIEET 


RMALEAOASWI RBMNE MENALUUTMAMA 


チョ コ ボ & モ ー グ リ ( 必 殺 技 !!) 


Y 多 よれ か 


ピリ の 2 


リン 
4 っ も 泊 t い い 


BUARE ENIX。 


イン 20024 
カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 


本 作 の リア リティ の ある 表現 に マッ チ さ は る た 
め に 、 演出 で は コミ カル な 表現 を 抑え まし た 。 


5 し) 全 0 そ LN 、 夫 いい PR 4 


Y < 
っ 6 か 


カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 


唯一 の 女性 召喚 獣 な の で 、 雪 の 要素 と ロ づ け を 
使っ て 、 優 雅 さと 色気 が 出る よう に し まし た 。 


リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 


シヴァ や バハ ムー ト な どの 、 エ : と し て も 
登場 する 召喚 獣 の 必殺 技 は 、 同 じ コ ン テ を も と に 
し て 、 味 方 用 と 敵 用 と で それ ぞ れ 別々 に 演出 し て 
いま す 。 基本 的 な 構成 は 同じ で す が 、 バ トル の な 
か で カッ トシ ー ン 風 に 見 せる た め に 、 さ ま ざ ま な 
工夫 を 凝ら し て いる ん で す よ 。 開発 中 は 、 敵 の 召 
喚 獣 が 必殺 技 を 使っ て いる 最 中 に 味方 の 召喚 獣 も 
必殺 技 を 使 お うと し た り し て 、 な か な か カオ ス な 
状況 が 起こ っ て いま し た ……。 


Y 仮 組み の 映像 
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22 グ の の ze 
カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 
本 作 の バハムート は 空中 で の フォ ルム が カッ コ い い の で 、 シ ル エ ッ ト が 目立つ 
カメ ラ ワ ー ク と 「 メ ガ フ レア 」 の 王道 感 を 強調 し た 演出 に し て いま す 。 前 


FINAL FANTASY VI REIMANE 


・ 電 人 
・ 革 衝 の 潮 え は 基本 に 

・ 遂 氏 放 か ら 抽 到 で 加 
・ 屯 洲 


・ フ ットワーク は 皿 め 


・ 祥 民 カ ン バ ニー の 次 に 所 属す る 設 巡 の 一 人 
・ 特 珠 な 作 埋 に お いて 陣 用 され る よう な 兵 二 で は な く 、 
補 投 や 市 宇多 な ど で の 近 回 提 、 池 客 価 の た め に 急 貸さ れ て いる 呈 士 
・ さ ら に 草 絢 の 時 行 や 活 撃 な ど に 有り 出さ れる こと も あり 、 担う 仙 軸 は 多 続 に わた る 
・ 之 四 信 な ど で は 1 人 で 行動 する こと は な く 、2 人 以上 の 単位 、 も し く は 2 静 以 上 で 村民 され る 分 隊 で 行動 する 
・ マ シン ガン な どの 下 外 。 手 和 濁 、 ト ン フ ァ ー を 状 偽 し て いる 水兵 
P ・ か ら 析 布 さ れ た 芝 弥 を 状 信 し た だ け の 人 昌 


・ サ イズ : 
・ 補 和 場 ロ ケー ショ ン : 赤 
・ 可 用 傍 : ザコ 

・ 死 処理 : ライ フス トリ ー ム 


ピン イイ ンス 0 Y 部 隊長 ゴン ガ 


バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター: 中川 洗 
本 作 に お ける 人 型 エ ネ ミー の 基本 と な 
る 旨 備 兵 は 、 さ ま ざ ま な 状況 に 応じ た ア 
クシ ョ ン が で きる よう 、 初 期 設計 を 行 な 
いま し た 。 最 終 的 に 、 特 殊 な 要素 や アク 
ショ ン は ほか の エネ ミー に 割り 振ら れ で 


・ 神 一 カ ン パニ ー の 治 持 部門 に 所 昌 する 私 訟 需 の 上 和信 圧 和 
・ 担 当 す る 役割 は 希 圧 湊 と 同様 だ が 、 よ り 加 が 激しい 場所 に 配信 され て いる 兵士 


秋 室 を 芝 方 呈 才 の 押 。 

5 較 専 まれ た 科 格 か ら 上 生生 と な っ た が 、 あ る トラ ブル て 己 格 論 に 用 めす 人 圧 兵 の まま と な っ た 。 
し まい まし た が 、 初 期 の ころ は 本 当 に い 信 間 か ら は 、 さ に お れ ら れる と 共に 全 頂 され て お り 、 茹 長 から の 人 も 厚い 。 
ろ い ろ な こと を し て いま し た ね 。 お 世話 大 が か りな 出入 令 の 卒 は 必ず 許 り 出さ れ 、 装 信 す る 遂 具 は 控 目 の カス タマ イズ が 加え られ て いる 。 
に な り ま し た ! その 事 に つい て 分 め ら れる こと は な い 。 

アバ ラン チ 内 で も 交 の 叶 は 広まっ て お り 、 本 名 は 不明 だ が 『 ゴ ン ガ 』 と いう 公称 で 呼 ほれ て いる 。 


・ キ ャ ラク ター の モデ ル 形 汰 は 上 天仙 圧 兵 と 同じ 
キャ ラク ター モデ ル は 、 盾 に ほぼ 大 れ て し まう た め 上 需 圧 兵 と 同じ も の を 使用 


ラグ の ezz 中 末 た ら ペ ター と し て 、 上 半身 を 少し マッ スル に させ た い (モー ショ ン に 影 導 し な い 吾 ) 
バト ル テ デザ イン コー ディ ネー ター: 小川 洗 ・ キ ャ ラク ター の テク スチ ャ ー は 上 頃 圧 兵 と 傍 う 

2 上 いこ 1 こっ テ ーッ こま ライ ン な ど が 入り 、 講 圧 捧 と 差別 化 で きる よう 
特殊 な 上 統 針 圧 兵 と し て 用 意 さ れ た 部 音 中 は わか りや すく 基 別 化し で ほし い 、 例 : 文字 な ど 入っ て いる と か 


隊長 ゴン ガ で す が 、 ゲ ー ム 中 で は 明らか 


| に され な い 、 と て も コニー ク な 非 公式 机 ・ ス タン ロッ ド は 、 玩 圧 兵 、 上 没 問 兵 と 悦 う 


衣 6 た タブ ルス タン ロッ ド 
定 が あり ます 。「 あ る トラ ブル 」 と は いっ 交通 常 の 上 筑 圧 兵 で 生 用 を 考え て いま す 。 
3 た い 何 な の か ……。 な お 、 ゴ ン ガ の 外見 ゴン ガ に は 更正 を 上 げた スタ ン ロ ッ ド の 使用 を えて いま す 。 
に つい て は 、 通常 の 上 痕 圧 兵 と 差別 化 本 
) し た いと 考え て 設定 を 作っ た と ころ 、 デ 瑞 兵 の 大 を カス タム し た 物 
ザイ ナー の 頑張 り の お か げ で 、 ほ ぼ 希 望 拉 必 が 広く な り 、 オ リ ジ ナ ル の ペイ ント が 稀 さ れ て いる 。 
可 加 ペイ ント に 問 し て 、 洛 宮 で 女 社 と いう 話 が 出 て いま す 。 
芋 人 に [ 喚 丈 ] と 書か FF7 の イメ ー ジ で 字 「 還 」「 硬 」「 侍 国 」「 列 等 が 入っ て いる と いい か な ど 史 いま す 。 
。 れ だ う で す 。 
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Y スタ ン レ イ & ス タン テイ ザー& グ レネ ー ド ソー サー 


スタ ン レイ ( 破 飼 タイ プ ) 
ei 神殿 カン バーー の 兵科 半 人 で 持 造 され た 正直 式 の 対人 兵器 
gy2Rwzkryr 重力 笛 機 で 入行 動 し な が ら 、 半 や 動 知 挨 な ど で 散 と 層 好 し た 対象 に 攻撃 を 行う 所 ロボ ッ ト 兵 詳 
記 の 空中 診 動 と 電 れ た 遇 作 條 を 活用 し て 、 吉 者 の 追 や 館 朱 用 と し て 配 法 され て いる 
初動 / 拓 作戦 で の 表 々 な 枯 況 に 革 応 する た め 、 損 皇 用 の スタ ン や 応 人 修理 放 な ど 多く の 人 れ た 検 放 が 打数 され た 多 検 証 モ デル 
張 を 中 心 部 に 」 細 し て 変形 する こと が 可能 で 、 天 井 の 錠 間 か ら 倒 坦 し た りな どの 不意 を 害 い て 出現 する こと も ある 


・ ゼ イズ : Ss 
・ 初 登場 ロケ ーション : 提 排 トン ネル 
・ 使用 用 途 : ザコ 


スタ ン レイ (テイ ザー ガン タイ プ ) 

神 隆 カ ン バ ニ ーー の 兵 毅 閲 発 部 門 で 製造 され た 中 走 式 の 対人 兵 問 

重 制 機 四 で 飛行 移動 し な が ら 、 主 検知 や 動体 栓 知 検 牙 な ど で 側 と 和 断 し た 対象 に 攻撃 を 行う 自律 旦 ロ ボッ ト 兵 部 

作 双 本 誠 や 増員 各 隊 の 文 援 を 理 69 に 関 発 され た モデ ル だ が 、 固 到 必 能 も 衝 れ て いる の で 様々 な 場所 に 配置 さ れ 活躍 し て いる 
敢 の 動き を 書 じ て 旭 小 チャ ンス を 作っ た り 、 勲 の 攻撃 か ら 打 方 を 守る な ど 、 攻防 向 万 の 槍 錠 を 備え た 福 所 特 化 モ デル 

及 を 中 心 尋 に K 畠 し て 変形 する こと が 可能 で 、 天井 の 騰 か ら 登 坦 し た りな どの 不 斉 を 大 い て 出現 する こと も ある 


ーー デ 


・ ジ イズ :S 
・ 初生 場 ロ ケー ショ ン : 番 街 スラム 支 人 
・ 使用 用 途 : ザコ 


スタ ン レイ (グレ ネー ド タ イプ ) 
神 練 カンパニー の 和 吉 閲 発 部 将 で 製造 され た 下 走 式 の 対人 兵 問 
重力 世 で 飛行 移 動 し な が ら 、 夫 検知 や 動 枯 検 散 な ど で 矯 と 判断 し た 対象 に 攻撃 を 行う 自筆 謙 ロ ボッ ト 兵 夫 
Sa グレ ネー ドガ ン に よる 琶 他 や 坊 注 牙 を 活用 し て 、 神 男 設 内 の 委 所 攻 信 や 重要 設 休 で の 名 革 用 と し て 配 震 され て いる 
本 体 の 下 に 連 般 式 の グレ ネー ドガ ン と 吾 癌 の ミサ イル ラン チャ ー が 偏 えら れ た タイ プ で 、 上 有 分 は 円 保 暗 に な っ て いる の が 特 仙 


高 炎 力 秋 視 の 大 / 重 仕 欄 、 飛行 検 終 は 移動 に の み 使 用 し 、 作 青 中 は 国定 砲台 化し て 捧 数 ター ゲッ ト / 広 秋 還 攻撃 を メイ ン に 戦う 
・ サ イズ :M 
・ 初 本 場 ロケ ーション : プレ ー ト 断面 
・ 使用 用 途 : 次 ザコ 
2 
機 謎 タイプ 


多 柏 艇 モデ ル 、 万 骨 バ ラン スタ イプ 
近 授 対応 攻 因 に 直 吉 と 状 馬 軸 常 「 ス タン 】 攻 軸 も 可能 、 単 休 で も バラ ンス 良く 軸 え て 、 味 を 回 人 さ せる 杜 能 も ある な ど 万 骨 タ イプ 
ー 攻 軸 を 当て れ は 比較 的 に 科 単 に 劉 せ る が 飛行 状態 だ と 攻 投 が 司 か な い 坦 馬 多 い 。 放っ て お く と 色んな こと を し て くる の で 「 色 ん な 師 味 で 厄介 な 存 」 


テイ ザー ガン タイ プ 
支 揚 化 モデ ル 、 竹 撃 / サ ポー ト タ イ プ 
仲間 の エネ ミー キャ ラ を サポ ー ト する アビ リティ を 使用 、 マ パリ ア / 交 袖 補 / 電 力 当 絵 な ど 、 様 々 な 簡 揮 の 文 援 コ ニッ ト 
ーー 的 に 各 れ た 場所 か ら 攻 撃 し て くる の で な か な か 廊 し 難い 、 棄 反 特 化 の 特徴 か ら 編 成 に よっ て は 大 き な 特 に な る 「 潜 在 リ スク が 高い 気 に な る 存在 」 


クレ ネー ド タ イプ 
他 の タイ プ よ り も 二 回 りほ ど 大 きく HP も 高い 笛 般 タ イプ の 爆 殖 話 、 吉 上 で の み 戦 う タ イプ で 秒 行 は し な い 
(比較 的 に 巡 中 各 ) 回 迄 よ り は 攻撃 を 電 先 し て 戦う 複数 ター ゲッ ト に 対し て 広吉 攻撃 を メイ ン と し て いる た め 段 り 合い の ダメ ー ジ 番 柄 も 角 


高 火 の 埋 肖 肛 + 硬い 特 移 を 活か し た 扱 近 戦 を メイ ン に 件 隊 の 攻撃 チャ ンス や 時 間 人 本 ぎ の タン カー と し て の 役 神 も する 
検 動 住 の 代わ り に 金 還 攻 撃 に 特 化 する タレ ッ ト モ ー ド で 閉 況 を 揉 る が す の で 、PC 電 の 攻撃 先 順位 を 乱す こと で も プレ イヤ ー を 回 下さ せる 


語 還 攻 唆 の グレ ネー ド 運 身近 援 で の 學 き 簡 は し 攻撃 も ちあ り し ぶ と い / し つこ い 症 在 


ー 攻 連 筆 先 の グレ ネー ド 較 航 で 「 今 十 ぐ 危な い 硫 視 で き な い 下 在 」 と し て 、 ま すず プ レイ ヤー の 号 を 引く が 、 
先 に 食す に は な か な か 死な 苦労 と 時 間 が か か る の で 、 攻 略 順 の 着 導 を 何 ま せる 「 存 在 だ け で も 戦況 を 圧 飼 する 存在 」 


ラグ の の eZ 
エネ ミー バト ル テ ザ イナ ー: 成 運 昌 
グレ ネー ド タ イ プ は 最終 的 に サイ ズ が 大 きく バト ル 中 の アク ショ ン は 、 各 タイ プ の 個性 を 


小型 で 形 や 動き な ど が 似 て いた の で 、 個 性 を 出 "の が お 互い の 連携 で す 。 ほ か の タイ プ と 一 緒 に 


銃 タ イプ は 螺旋 トン ネル で 不法 侵入 者 (クラ ウ よう に 設計 し 、 さ ら に 「 リ ンク 」 に よる 特殊 な 連 


す た め に こま か い 設 定 を 考え まし た 。 ま ず 、 機 登場 し た 場合 、 役 割 に 合っ た アク ショ ン を と る 


な り ま し た が 、 当 初 これ ら 9 種 類 の エネ ミー は 。 出す こと も 大 切 で し た が 、 そ れ 以 上 に 重視 し た 


ド た ち ) の 前 に 最初 に 現れ る こと か ら 、 初 動 対 携行 動 を 実装 し まし た 。 こ の 連携 生 動 は 、 別 の 


応 や 緊急 作戦 の 担当 に 決定 。 その あと 、 軍 隊 で 神 苺 兵器 に も 拡張 する こと に な り 、 ス タン テイ | 


戦力 を 願 次 投入 する 流れ を イメ ー ジ し て 、 残 り ザー と モス スラ ッ シ ャ ー の リン ク が 実現 し て い 


の 2 タイ プ の 役割 を 決め て いき まし た 。 ます 。 


Y カッ ター マシ ン 


ラグ の の みみ gz と 
エネ ミー バト ル デ ザ イナ ー: 成 運 昌 


大 き な カ ッ タ ー を 構え た 、 見 る か 
ら に 危険 そう な エネ ミー な の で 、 強 
め の 敵 と し て 設定 し た うえ で 、「 メ イ 
ン 武 器 の カッ ター を 部 位 破壊 する 
と で 8 体 化 で きる 」 と いう 攻略 手段 を 
用 意 し まし た 。 カ ッ タ ー が 破壊 され 
た あと は 、 攻 撃 の 威力 が 下がる と と 
も に クラ ウド た ちの ダメ ー ジ リア ク 
ショ ン も 小さ く な り 、 弱 く な っ た こ 
と が 感じ られ る よう に し て いま す 。 
ちな み に 、 こ の エネ ミー の 上 位 版 と 
も 言え る カッ ター マシ ン ニ カス タム 
は 、 ア ビリ ティ に よる 攻撃 を カッ タ 
ー で ガー ド す る な ど 、 カ ッ タ ー に 関 
する 要素 を いく つか 追加 し まし た 。 


・ ター 部 位 の ダメージ 番 柄 で 、 狂 が 彼 天 

・ 正吉 され た 尋 の 攻撃 性 族 が 低下 する の で 、 攻略 ポ イン ト に な る 

・ 硫 寺 直後 は あえ て チェ ー ン ソー の 類 度 を 上 げ る な と ど 、 至っ た こと が 衣 し 遇 い AI に 変更 
本 時 が 元 全 破 天 く れ た 場合 は 、 騰 く な っ た 攻撃 採 は AI で 至 包 な ど 対 応 


人 考 
・ 攻撃 力 息 下 な ど 、 作 加 の 態 党 も 必要 に よっ て 検討 
・ ター の 困 転 が モー ショ ン 持ち の 場合 、 モ ーション を 分 ける 必要 が ある か な と 、 委 相 抽 


ター の 生 な 拓 


5 が の gz と 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター : 
es 作 江 
ヘル ハウ ンド は ゼネ ネ を ベー ス に 
作成 し た エネ ミー で 、 両 者 の イメ ー 
ジ の 差別 化 を 図る ため に この 資料 を 
作り まし た 。 当 初 は 災 と 間 の 2 属性 
を 利用 する 想定 で し た が 、 最 終 的 に 
間 属 性 の 概 肪 は 本 作 で は 未 採用 と な 
うつ う て いま す 。 下 側 の 「 突 進 回 転 ] は 、 
ゲー ム 中 の 「 ラ イオ ッ ト ス ピン 』 と い 
う 攻 撃 で 、 最 初 は 吐き 出す 痢 に 専 の 
効果 が つい て いま し た 。 調整 の 段階 
で 毒 の 効果 は な く な り ま し た が 、 実 
装 され た 直後 は 猛 成 を 振る っ て いた 
アク ショ ン で すね 。 


Y ヘル ハウ ンド 


ペル ハウ ンド の 特徴 は 同時 に 誠 水 と 交 水 の 技 を 使う こ と 。 そ の た め 、 二 つの 類 を 持つ : 一 つ は 大事 用 、 一 つ は 間 専 用 。 
「 サ ル 」 の ゼネ ネ と 差 を つけ る た め 、 素 星 く 動い て 粗い か か る より 、 じ つく り 行動 する エネ ミー に する 。 

物理 攻撃 は で きま す が 、 し ょ っ ちゅ う 敵 と 重 吹 き 出し の よう な 挟 を 使う 

名 頸 に ロッ クオ ン す る こと が で き な い が 、 

食らっ た ダメ ー ジ の 屋 性 に よっ て 、 全 身 の 交 ・ 騰 の エフ ェクト が 消え 、 そ の 挟 が 発動 で き な く な る . 
一 定時 間 後 、 関 の 声 モー ショ ン で 複 活 で きる (た だ し 、 体 を 回 徐 し な い ) ・ 


わか りや すい 比較 表 : 


王 気 、 三重 性 、 断 居 、 き ちょ うめ ん 、 冷 豚 、 カ オス 
Lui 一 共 各 脱 更 間 
PC 中 特攻 撃 を よ け た り 、 反撃 し た りす る 交 和 間 を 周 必 し な が ら 、 隙 が ある と き に 区 め る 
M ( 虎 み た い ) し ( 白 サ イ み た い ) 
3 ( 員 和 れる と 体 か ら 淡 が 天 き 出す ) 1 (常に 体 か ら 淡 が 紅 き 出す ) 
穫 し い 


還 G5) 


体 を 妃 め て 披 回 転 する こと で 、 音 中 に 晃 到 に ある トゲ で ター ゲッ ト に 体 当たり し な が ら 引 っ 描 きま す 。 
ホー ミン グ 人 性 能 が な い の で 、 直 株 で 動く 
移動 し な が ら 、 左右 か ら 同 時 に 交 と 章 を 吐き 出す 


成 カ : まま 本 本 人 
・ 使用 類 麻 : 娘 合 合 合 
・ 使用 順 間 : 常時 


物理 + 交 ・ 科 主 性 の 発 法 
語 国 : シリ ンダ ー ゼ イズ : 長 さ 900、 半 径 80 
扱 の 区 分 : 佐 


偽 才 
・ PC が 左右 に 回 選 し て も 、 間 や 火 か ら ダ メー ジ を 受け る 。 
・ PC が じっと し て ガー ド か が カウンター し た ほう が 有利 


間 発 する 意図: 

・ ヘ ル ハ ウン ド は 頻 役 に 二 か な いし 、 後ろ は 結 橋 箇 防 備 な の で 、 た ま に この 技 で 自 
分 の 位置 を 変更 する 。 

き 込 まれ る と 不利 な の で 、 距 交 を と っ て 途 ! 
ビジ ュ ア ル 69 に 師 力 の ある 演出 が で きる 。 

・ ゼ ネネ に 情 れ た ブレイ ヤー は すぐ 左右 に 回 避 す る けど 、 ヘ ル ハ ウン ド で は それ が 
多 か な い (新た な 学習 に な る )。 


ブレ イヤ ー 介 の 攻 時 = 

・ 炎 か 露 、 ど っ ちの ダメ ー ジ を 食らう か ブレ イヤ ー 次 第 。 その 選択 は プレ イヤ ー の 動 、 
そし て ロー ドア ウト に よっ て 諸 わ る (例え ば 、 吉 が 無 幼 こ な る 下 備 を 使う と 、 そ の 方 
向 に ド 。 |ー ル を し て も よい )。 

・ 知 識 と 反射 神経 が ある プレ イヤ ー は 左右 に 回 要 せ ず 、 正 面 で ヘル ハウ ンド を 
ガー ド か カウ ンタ ー を する と 肖 し く 反 束 で きる 。 


に 戻す 。 


Y サハ ギン プリ ンス 
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2 が の ozzee 
トル テ ザ イナ ー: 成 運 昌 


怪奇 躍 は 、「 で きる だ け 多 く の 個 
体 を 同時 に 出し て 、 群 れ と し て の 動 
き を 見 せる 」 と いう コン セプト の エ 
ーー で す 。 師 や 秋 な どの 群れ を 参 
考 に し つつ 、 特 殊 な シス テム を 導入 
し て 群れ の 動き を 表現 し まし た 。 バ 

トル 中 は 気づき に くい で す が 、 怪 礎 
虫 の 群れ の な か に は 命令 を 出す 女王 
映 の よう な 存在 が いて 、 そ の 1 匹 を 
中 心 に 全体 が 行動 し て いま す 。 攻撃 
の 手 を 止め て よく 観察 する と 、 ど れ 
が 女王 敵 な の か 見 えて くる か も し れ 
ませ ん 。 

中 央 の 図 は 群れ の 移動 に つい て の 
も の で 、 女王蜂 が 先行 し て 移動 し 、 
ほか の 怪奇 虫 が め あと を 追っ て 動く こ 
と を 表し て いま す 。 

一 番 下 に ある の は 、 群 れ の 一斉 攻 
繋 に つい て の イメ ー ジ 図 で すね 。 移 
動 の 場合 も そう で す が 、 怪 奇 虫 は す 
べ て の 個体 が それ ぞ れ 意識 を 持つ て 
いて 、 女王蜂 か ら 命 令 が くだ され る 
と 個別 に 判断 し て 行動 し ます 。 1 匹 
1 匹 に 個性 が ある の で 、 同 じ よ うに 
女王 蜂 の 命令 を 受け て も 、 反 応 が 遅 
く て 攻撃 の タイ ミン グ が 少し ズレ る 
個体 や 、 何 か の 理由 で 攻撃 に 参加 で 
き な い 個体 が いる ん で す よ 。 こ の イ 
メー ジ 図 で も 、 ボ ーッ と し て いて 攻 
撃 を せ ず に 取り 残さ れ て し まっ た 個 
体 が 描か れ て いま す 。 


サハ ギン 搬 の 王宮 の 血 を 引く 王子 。 青い 肌 は 王家 の 血 を 引く も の だ けが も つ 特 役 。 


現在 まで の 指導 震 は 人 間 の 文化 と 交わ ら な いこ と を 選択 し て 生き て きた が 、 


王子 は 幼少 期 か ら 好 奇 心 竹 阜 で 、 


世話 役 の 了 を 見 つけ て は 地上 に 出かけ て 人 間 の 生態 を 学ん で きた 。 
人 間 の 生態 を 観 奈 し て きた 結果 、 人 間 は 共 頂 の 対象 で は な い 、 


灯 々 こそ が 地上 の 住人 で ある と 主張 し て いる が 、 


現在 の 朱 導 者 か ら は 危険 な 忌 想 で ある と と が め ら れ て いる ・ 


王子 と 王子 の 思 下 に 下 同 し て いる 取り 巻き は 、 サ ハギ ン 疾 に と っ て 反 社 会 塾 カ で あり 、 
指導 者 の 引 の 届か な いと ころ で ひそ か に 人 間 へ の 対抗 準備 を 行っ て いて 、 
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ピン ノダ イン フン クウ ン ンス 
バト ル デ ザ イン コー ディ ネー ター : 
小川 洗 
サル ハギ ンプ リン ス の 企画 を 作る 
前 に 書か れ た 、 イ メー ジ を ふく ら , 
ませ や すく する た め の 非 公式 な 設 
定 で す 。 実際 の ゲー ム 中 に は 出 で 
こない 要素 で す が 、 こ の よう な 設 


定 を も と に 担当 者 が アク ショ ン な 
ーーー ーー ニー ーー ニー 、 ど を 考え て いる ん だ な あめ …… と 思 
っ て いた だ けれ ば 。 


か な り の が 登場 し て 1 つの 生命 体 の よう に 動く 交 な ど 、 見 た 目 の イ ン パク ト が 非常 に 強い エネ ミー 
主 れ で 一 斉 攻 撃 し て くる 次 に は つい 戸 到 っ て し まう が 、 そ れ ぞ れ の 全体 は 非常 に 区 く て サク サク 倒せ る 無双 感 も 楽し め る 


飛行 状 馬 で 生 恩地 を 逢 科 し て いて 、 提 偏り に 長 入 し た り 攻 軸 さ れる と 一 斉 に バト ル 義 勢 を と る 
叶 本 的 に は 弱小 り 奄 譲 で 行動 する た め 、 侵 入 者 が エリ ア を 半 れ る と 特に 條 いか けた り は し な い 


な る べく 多く の 公知 安 を 出し て 、 1 つの 生 冶 体 に 見 える 群れ 行動 を し な が ら 至 う 政 定 
1 バト ル 内 に いく つの 評 れ を 午 いて 運用 する か は 、 生成 可能 な 到 な ど を 検証 し な が ら 決め て いく 予定 


信 体 と し て の 下 在 感 と 集 の 生れ 行動 を 同時 に 舟 す た め に 、 才 れ 行動 用 の 女王 舌 シ ステ ム 導 入 
如 れ の 中 に 必ず 一 殖 在 し て いて 、 全体 に 号令 を 出し て 群れ を 市 例 す る 
・ 女王 笑 は 必ず 一 欧 存在 、 女 王 絡 が 死亡 や バー スト 時 な ど は 他 の 令 体 に 切り 替え な が ら 潜 う 


設定 と し て は お 互い 信号 を 送り 合う こと で 成り 立っ て いる 信行 
機 隊 的 に 全く 同じ 動き を し た り は し な い 、 行 勧 が 違 れ た り 人 大 に 記 同 し な い 個体 も いる な ど そ れ ぞ れ 生 き 物 と し て の 目 然 な 動き を 目指 す 


全体 数 に 対し て 攻撃 天 度 を 庄 整 、 豆 れ が 大 きい ほど 攻撃 性 が 高まる 


主 に 攻撃 する 前 に 、 予 光 の 役割 を 居 ね て 攻撃 方 向 な ど を 締め る た め に 使用 
女王 敵 が 移動 を 宣 時 する と 、 エ ネ ミ ー が 同じ ポイ ント に 向け て タイ ミン グ を ずら し て 移動 


れ 攻撃 
呈 的 に は 形 動 に 参加 し た エネ ミー だ けが 攻撃 を 行う 
珍重 後に 集まっ て いる と ころ か ら 、 同 じ タ ー ゲ ッ ト に 向け て タイ ミン グ を ずら し て 攻撃 


トモ 胃 便 し て 、 い 衝動 を 肌 る 
の モチ ー フ は 部 動物 。[ ヴ ン リ (所 度 ) キ タラ ンチ ュ ヌ (重き )X ス ピー ド 馬 い っ た 生じ 。 
ー 才 幅 は い が 、 と に か く 足 が 速い 。 
一 世 人 を 軽々 と 胡 距 克 ジ ャ ンプ させ る こと も 可能 。 
ーー きら に は 華 直 登 は ん (登場 時 洒 出 ) 全面 柳 特攻 繋 ) な ども 可能 。 
物理 的 に は か な り 無理 が ある が 。。 。 そ れ だ け 趣 高 出力 と いう こと で 。 
・ 主 臣 付 
ティ ルレ ー ザ ー 
太 部 マシ ン ガン x2『9 
記者 小 且 幼 ミ サイ ル X29 
対人 クロ ー X2( 左 , 捕 表 用 ) 
介 奄 フィ ー ル ド 
サー チ ス コー プ ( 遇 部 セン サー) 
・ 工 人 標 な の で 、 全 動 や 動作 は 拉 禄 的 。 
目的 概 定 一生 寄 結 果断 目 @ 再 設定 、 の サイ クル が 竹 の て シン ブル 。 
ー「 趣 尺 応 」 と いう の は "| は な い の で 注 写 。 
一 千種 アク ショ ン は 見 中 や クモ な ど 、 部 中 動物 の 符 動 に 近い 。 


ラグ の 2 を eee と 
リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 智 孝 
この エネ ミー は 3D モ デル を 含め た デザ イ 


ン が 先行 する な か で 、 攻 撃 手段 な どの 設定 を 
考え て いき まし た 。 過 去 に いろ いろ な 作品 で 
登場 し て いる の で 、 そ れ ら に 負け な い 存 在 感 
を 出し て 差別 化 を 図る こと に 注力 し て いま す 。 
ちな み に 、 オ リ ジ ナ ル 版 で は チュ ー ト リア ル 
的 な ボス 瑞 で し た が 、 本 作 で も 同じ よう な 役 
割 を 持た せ て いて 、 た と えば 相手 を 5 秒間 拘 
束 す る 『「 ク ロー アー ム 」 に は 、 キ ャ ラク ター の 
切り か え を うな が す 狙 が あっ た り し ます 。 


5 が の ge 
リー ド バ ト ル テ ザ イナ ー: 城市 拓 芝 


フィ ー ラ ー は 設定 的 に 「 作 用 に 
対す る 反作用 ] を イメ ー ジ し た 存 
在 な の で 、 相 手 が 抵 抗 すれ ば する 
ほど 強力 に 妨害 する 、 と いう 形 で 
バト ル の 方 向 性 を 決め まし た 。 こ 
れ の 究極 形 が フィ ー ラ ー ニ ブラ エ 
コ と な っ て いま す 。 


Y フィ ー ラ ー( 未 知 な る 魔物 & 虚 無 な る 魔物 ) 


バト ル 役 所 に お ける フィ ー ラ は 、 い ずれ の 曽 所 も "時 間 和 株 ぎ 
その た め 、 由 作 TE 習 す る 。 フ ィ ー ラ ー 自 体 の 須 響 カ も そこ まで 強く < な い 。 


当 見 方 、 体 末 の させ 方 に 工夫 が 必要 だ が 、 エ リア を 途 め ば 進む ほど 、 
フィ ー ラ ー の 誠 守 (= 攻撃 度 ) が 増す 、 と いっ た 感じ を 出し た い 。 要 答 対 。 


これ を 突 古 する と 、 藻 二 段階 と し て 月 響 を 強 の て 、 フ ィ ー ラ ー( 攻 ) が 測 現 。 
より 雄 く 妨 書 し て くる よう に な る 
9 く で 抑え 込む = より 攻撃 的 な 手段 で 足 止 の し よう と する イメ ー ジ 。 


フィ ー ラ ー・( 仮 ) で ディ フェ ンス ライ ン を 絢 り つつ 、 プ レイ ヤー が ひっ か か っ た ら 攻 撃 を 仕 卓 け て る 3 ら せ る 、 と いう の が 基本 戦術 。 
大 ま か に 言う と 、 一般 兵 + 指 任 官 、 と いっ た イメ ー ジ 。 


方 > 
生命 儲 で は な いた の 、 死 記 プ 大 壊 どい っ た 概 信 が 凌い (通用 し な い )。 
以下 を フィ ー ラ ー の 特性 と し て 、 こ れ を ベー ス に バト ル を 楠 某 す 
- フ ィ ー ラ ー は 常に リジェ ネ 状 尋 で 、 常 時 価 々 に HP が 回 憶 す る 
一 常 リ ジェ ネ は 、 特 丈 合 み ゾ バースト 中 は 無効 
ー( 攻 も 同様 だ が 、 碧 体 化 さ せる と リジェ ネ が 切れ る (モス ラ 戦 :1 回 目 以 際 , 到 前 戦 :2 回 目 以降) 
攻 は 守 を 聞 す こと に よっ て 診 々 に 席 体 化す る 
、 どの 攻撃 も ほとん ど 通 ら な い 高 い 太 性 を 持っ た 状態 で 出現 。 
フー マル フィ ー ラ ー( 守 ) を 全 す と 絆 体 リア クシ ョ ン を 守 動 /。 一 時 的 に 胡 性 ダウ ン &BP 撃 チャ ンス に な る 。 
一 弱体 リア クシ ョ ン は 守 を 倒し た 赦 に 応じ て 、 段々 長く な る (最低 3 秒 一 最 長 9 秒 ) 
ラー・ 攻 を バー スト させ る と 、 基本 和 性 が 弱体 化し 、 攻 肉 が 通る よう に な る 。 
バー スト 終了 後 、 問 価 リ アク ショ ン の カウ ント は リセ ッ ト さ れ 、 初 其 値 に 戻る 。 


バイ ク を こよ な く 怒 する スピ ー 
初め て バイ ク 兵 か ら ソ 】 


ー に 上 條 し た わ り 邦 


長 カ と し て は ファ ー ス ト で も お か し く な い の だ が 、 頑 な まで に バイ ク 寿 聞 に し か つか な い の で セカ ンド に すら 推計 さ れ 
すず に いる が 、 本 人 は と くに 気 に し て いな い 。 た だ た だ 境 く て 棄 い 迷 を 求め て いる 。 

ウィ リー ト の 上 に 立つ 、 足 で 抱 控 する と いっ た 氏 箋 り ち も こなす ・ 

出動 する と 、 役 だけ で な く 味 方 も 寺 き 込ん で 、 長大 な 科 午 を も た ら す た め 、 他 の バイ ク 兵 か ら は 講 れ られ 嫌 わ れ て いる 。 
よっ て 、 基本 的 に 単 欠 で 行動 し 、 ロ ー チ ェ が 未 る と 他 の 者 は 竜 退 する 。 


AN 
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グスト ドニ ザ 三 


ボス の 基本 99 な 埋 交 は 、“ 距 主 を と っ た 状 螺 "で "火力 制圧 "O、 
ある 相 度 ダメ ー ジ を 玩 け る と ター ゲッ ト を 回 定 し 、 で の ギャ lc て の 坦 委 を 折 り 返す 


| の 右側 に ある 「 安 直 に 回 り 込 も 
うと する 」 は 、 文 字 で 書く と 簡単 で 
す が 、 実際 に は ダス トド ー ザ ー の 大 
きい 身体 が 引っ か か ら な いよ う 、 コ 


ン テ ナ の 配置 を 変え た り 移動 の Al 
を 調整 し た り と 、 実 現さ せる の が 地 
集中 で 大 火力 を 旋 っ て くる の で 、 対 策 し な いと 比較 的 あっ さり や うれ て し まう 。 味 に 大 変 で し た 。 
坦 わ れ た PO を 近作 し て 対応 する か 、 揚 わ れ て いな い FC に 切り 替え て フォ ロー し つつ 攻め て いく か 刀 択 「 ニ リッ 央 人 近 の コン テ ナ モ 
カバ バー ポイ ント と し て 活用 。 
ここ で 醒 え し の ぐ 。 
に を 78 て いく と 部 人 が 天理 ポス が ダウ ンチ る 。 
導入 ダウ ン 中 は 虹 点 は 交 き し な い 。Bp ゲ ー ジ を 次 の 
ポー スト を 生き せる と 時価 ティ ファ や クラ 9 トド が に する ど 大 ダメージ 、 
Y エア バス ター 
で バト ルコ ン セ ブ ト > 
の の のみ gz と ① キャ ラク ター 生え 攻撃 コマ ンド を 活用 し て 、 靖 の アル ゴリ ズム を 和 的 に 月 す 。 
一 時 0 の 光 の 後に ピッグ ポ ン バ ー を 松 つ エア パス ター に 2 し て 。 
リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 智 孝 発 和 前 に 司 ま せる 、 攻 撃 その も の を キャ ン セ ル さ せる 、 と いっ た 違 び 方 。 
ーーーーーーーーーー ア ーー アー ツー オー トト ー ク で クラ ウド 達 に 言葉 の 寺 け 合い を させ つつ 対応 の 仕方 を 肪 選 し 、 
に は 「 ク ラウ ド 達 が 運 携 を 取っ て ボス へ 対応 し て いる 」 
オリ ジ ナ ル 版 で 印 勿 の 強かっ た 、 パ | 還 モ ュー ヴー に 生じ きせ 、 バ トル 開 介 か ら 一 気 に 3 き 込み 没 人 させ る を 提 。 
ne 2A2403 こ の ② 攻め の と 守り の タイ ミン グ を 見 年 の て 立ち 回 る 。 
ョ ン 
た 要素 を 踏 直 し つつ 、 プ レイ ヤー の 予 本 的 に O を 返 び の 科 と し て 区 成す る が 、 これ を 活か し つつ 攻防 の メリ ハリ を 強 の に つけ る 。 
ー 攻め 時 = コマ ンド (ATB ゲ ー ジ )D 使い 時 、 と いう の | は 勿 請 だ が 、 

想 を 覆す 本 作 な ら で は の 展開 を 盛り こ 時 に 区 し て も ガーF や ロー リン グ だ け で な く 、 全 好 基 へ の 志 層 な ど 地形 を 活か し た 革 記 手 和 も 活 用 きせ る 。 

ん だ バト ル を 目指 し まし た 。 序 能 は キ 人 TBO 人 いあ タバ ング を 科す る 。 

Al は 、 エ アバ スク この び 、 ク 59F 6 ディ ファ の 人 が 人 か 2 い が 人 する 

由 AE Peeer は 、 エ アパ スタ ー が 空中 に 浮か び 、 クラ ウド & ティブ が 選 か な い 拓 2 所 
で 、 バ トル が 進む に つれ て アク ショ ン また エア バス ター が 遂に 際 り て き て も 重 な 連 を 次 ッ に 放っ て くる た め 、 ユー ザー は 才 末 を いら れる 。 
その よう な 不況 下 に お いて 大 メー ジ を 入る こと で 、 そ の 況 を 本 する こと が 来る よう に する 。 
住 を 高め て いき 、 打 宮 到 午 量 が 上 が を コマ ンド の 多め 誠人 りす ) と 、 そこ か ら 民 間 す る 電 凡そ ユー ザー に 拉 体 失 させ る 。 
うに 変化 を つけ て いま す 。 
る よう に 変化 を つけ て いま す . 人 人 目 的 和 才 > 


目的 は クラ ウド た ち 『 ア バラ ンチ ー 行 の 抹殺 」 の み 。 憩 め て 迷 郊 か つ 明 人選 
ー フ レジ テン ト から の 直 抽 指令 な の で 、 すべ て に お いて 人 先 され て いる 。 
一 胃 台 の 低 全 用 坊 は 、 アバ ラン チ の 計画 を 避 利 用 し て 、 意図 約 に 補 午 を 拡大 させ 、 
その 琲 を アバ ラン チ に 鶴 せ よう と し て いる 。 
よっ て 、 代 訟 を 騙 且 し た り 、 視 書 を 打 え る よう な 攻撃 手際 を 避 ん だ り 、 と か は 一 切 し な い 。 
と に か くど ん な 手段 を 使っ て で も 、 指定 され た ター ゲッ ト (PC3 人 ) を 幸 し に か か る 。 
「 持 っ て いる 最大 の 火力 で 、 最大 の ダメ ー ジ を 与え る 」 こ と が 一 無 の 思考 性 。 


Y レノ (CHAPTER 8 で の 出現 時 ) 

序 狼 は そこ まで 次 財 を 急 じ て いな いた め 、 天 餅 拓 を も っ て 対 崎 する ラダ の zzeegc 

一 生 居 ( 一 節 兵 人 ※ け し か け て 、 欄 子 を みる 。 

ー Pi い 和 の 幸 の で クラ 2FO 1 に は お ら な いた の 還 リー ド バ ト ル テ デザ イナ ー: 城市 拓 欧 

神 選 兵 を の し た 後 . レノ 自ら 出陣 。( こ こ か ら タイ マン 勝負 ) レノ は ファ ン か ら の 人 気 が 高い の で 、 オ リ ジ ナ ル 
ここ で は ば" ド | な く 、 "こと が | ゞ ュー 
5= 版 な ど で の イメ ー ジ を 壊さ な いよ うに 、 か な り 気 を 

ー の ブレ ー ト 到 柱 バト ル で は 、 一起 し て 攻撃 が 漠 し さ を 増す (本気 で 箱 し に か か る )。 使い まし た 。 人 型 の エネ ミー は バト ル に 落と し こむ 
し ノン 本 の 基本 戦術 は と 地味 に な つて し まい が ち で す が 、 持 ち 前 の スピ ー」 
ンー ド と 電 破 概 寺 を 駆使 する こと で 、1 対 1 と は 思え な 


い 白 熱し た 戦い に で きた か と 思い ます 。 
な の で 、 様 置か ある 内 は 基本 手 を だ さす 、 クラ ウド が 答 置 に ぅ っ か か る の を 待つ 。 
クラ ウド に 簡 計 を 想 壇 され る と . 氷 裕 も な く な っ て き て 仕方 な く 自 分 も ロッ ド で 括 圧 を 試み る 。 


Y ルー ド (CHAPTER 8 で の 出現 時 ) 


で バト ルコ ン セ ブ ト > 
524 グ の zzzee づ ル ー ド の キャ ラ 性 の 呈 人 け 和 
リー クス No1 の タフ ネス と パワ ー。 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 ・ ク ラウ ド に は 容 赤 な いけ ど 、 エアリス に は 合い 。 
相本 で わる レノ が 電 成 提 吉 を 使っ て 戦っ た の に 対し 人 
て 、 ル ー ド は 自前 の パワ ー で ゴリ 押し し て も らい まし フロ レス や 格闘 技 に ある 大 拉 を 、 カ メラ 演 天 も 共 り 込ん で 沙 手 目 に や る 。 
OS Ge レフ と も の * 行 が クラ ウド に 合 さ れ た を 却 り 、 エ デ リス の 衣 の 前 で 二 人 を 持ち 伏せ 
三 会 ー 行 が : トド に f た 、 エア リ つ ロ 
た め 、「「 エ アロ 」 が 当たる と サン グラ ス が 吹っ飛ん で アリス か ら りう F を 3 区 うと を 人 て くる 。 5s 2 
うぅ 込ん で いた の で す が ェ ァ リス の の 日 9 で ある た め 、 エア リス に は "ラウド の み 入 中 99 に 昌 っ て くる 。 
Ge IS2 履 スタ を 人 ACG た OS が シン 80 し た 1 で ある こと は し て いる た の クラ ウト を し て は いる か 、 すこ か 昌 的 ぐ は な いた の 
う や っ て も ギャ グ に し か 見 え ず 、 あ えな く ボ ツ に 。 バ 本 気 の 70-80X く < らい で 畔 う イメ ー ジ 。 
グ で ルー ド か ら 無 数 の サン グラ ス が 飛び 出し て いた の 


も 、 い ま と な っ て は 良い 思い 出 で す ……。 ey な の に は 


Y レノ ミル ー ド (CHAPTER 12 で の 出現 時 ) 


で バト ルコ ン セ ブ ト > 
①MAX ス ピー ド の レノ 、 MAX パ ワー の ル - 

・ 教 斉 合 番 街 戦 を 

・ ど ちら か と いう と フェ ー ズ 1 全部 で 吾 う レノ に フォ ー カ ス 。 


F、 そ れ ぞ れ の 本気 の 見せつけ 。 


② コ ン ビ ネー ショ ン 。 
・ 共 開 フ ェ ー ズ で は 、 思 の あっ た 連携 技 で 攻 の る 。 
・ 片 方 が 初 繁 で お 語 立 て 、 そこ に 片方 大 技 を 決め る 。 
・ 孔 い の 戦 法 や 動き を 理 朋 し 合っ て る コン ビ 感 の 表現 。 


④「 タ ー ク ス の 意地 」 と 「 コ ン ビ の 細 」 の 演出 。 
・ 最 終 フェ ー ズ に 演出 要素 を 入れ た い 。 
それ まで の フェ ー ズ で クラ ウド 通 


や っ て る 事 ( 支 柱 朝 ) は 非道 だ けど 、「 こ いつ ら プロ だ な 」「 憎 め な い 争 ら だ 


④ 仲 間 が 居る こと の メリ ッ ト の 体感 。 
・ 教 会 戦 番 所 戦 で は ソロ だ っ た の か が 、 今 回 は ディ ファ と パレ ッ ト が 居る 。 
彼ら が 居る こと で 、 ソ ロ 戦 の 時 は 出来 な か - に 
人 を 使う 事 で プレ イヤ ー に メリ ッ ト に な る 要 藻 を 入れ る 。 


で 行動 目的 , 指針 > 
アバ ラン チ 壊 減 の た め 、 ブ レー ト 支 往 如 太 の 任 を 先 け て る レノ と ルー ド 。 
支柱 電線 の 任務 を 阻止 し よう と する クラ ウド 培 と 戦 還 に な る 。 


フレ ー ト 支柱 戦 で は 最初 か ら 二 人 と も 本 気 で クラ ウド 層 を 倒し に 来る 。 


、 個々 の キャ ラ 性 を MAXI に 出し た 本 気 の 攻め を 体感 させ る 。 


結 神 扶 さ れ て 江 和 く 創 諾 の レノ 。 モ れ で も 任務 の た め に 必死 に 昔 う ブロ 相性 と 、 
そん な 福 樽 を 心 全 し 、 レ ノ が や られ そう な 時 に は 身 を 括 し て 底 っ た りす る 仲間 思い の ルー ド 。 
」 ら いう 事 を ブレ イヤ ー に 再 認 陣 し て も ら う 。 


に 通用 し な か っ た ) 名 が 出来 る よう に な り 、 


ター クス ・ 神 攻 に と っ て 重要 な 圧 務 か つ 、 ク ラウ ド に は 抑 戦 番 軸 戦 で 旗 に 一 度 還 され て る の で 、 


ラグ の zzzee ア 

リー ド バ トル デザイ ナー: 城市 智 孝 

スト ー リ ー 的 に も バト ル 的 に も 、 
ゲー ム 中 忠 で の 最 重要 イベ ント な の 
で 、 タ ー ク ス の 本 気 を 指 く こと に 全 
力 を 尽く し まし た 。 敵 と 味方 が 、 そ 
れ ぞ れ コ ン ビ ネー ショ ン な 駆使 し て 
戦う 展開 に な る よう に 、 バ トル の チ 
ユー ニン グ を 行なっ て いま す 。 


Y ヘル ハウ ス 


で ボス 背景 > 
・ 原 作 で 一 般 の 敵 だ が 、 今回 ボス に 変更 。 
・ 序 角 の 雑魚 敵 と 比べ れ ば HP が 高く 、 戦 全 力も 高い 。 
・ 開 技 場 で 出現 する 放 の 衣 の 形 を し た モン スタ ー、 その 正体 は 大 壊 と 殺 店 の 兵器 。 
① 戦 且 聞 奴 の 時 は 、 ハ ウス の 形 で 現れ る 。 
の ⑦ 一 定 の ダメ ー ジ を 世 け た 後 、 ハ ウス の 形 か ら 本 体 へ と 変形 する 。 
ー 手 と 足 、 戦 本 用 の ナイ フ 、 そ れ と 上 と ミサ イル の よう な 尻尾 ? が 出現 する 。 


・ 出 場 門 定 場面 


・ ハ ウス 形態 


衣 の 形状 を し て いる た め 、 防 重力 は それ な り に 高 
@ シー | の 段階 で 、 攻撃 パター 


@④ HP 企 本 体 の 属性 が 変化 する 。 


本 体形 態 
@ HL っ 言い 館 い が 、 本 体 の 行動 は 生き 物 に 近い 存在 に 設 二 し た い 。 


に 飛び 園 か っ て くる 、 


の ② 本 体 の 防御 力 は ハウ ス 形 態 と 比べ て 低下 する が 、 攻撃 力 は か な り 上 が る 。 
行動 パタ ー ン と し て 、 主 に ミサ イル 放射 、 突進 、 ジャ ンプ 、 接近 埋 な ど 。 


で バト ルコ ン セ ブ ト > 
⑪ 償 葵 の 殺 鍼 兵隊 


・ ハ ウス 姿 の 攻撃 パタ ー ン に 慣れ た 頃 に 、 殺 僅 兵器 本 体 が 現れ る 。 


・ 合 妙 な 小道 
攻撃 と 防 刊 の バ : 


た 地 寺 を ば ら 漁 き 、 PCO 移動 の 獅 麻 を する 。 


④ 戦 聞 ベー ス の 転換 
ハウ ス 形 態 の 鈍重 な 動き か ら 本 体 出現 時 の 息 

ハウ ス 形 態 の 時 は あま り 大 き な 動き を 取ら な い : 

前 半 は 防 負 と 若 恋 を 重視 、 後半 は 攻撃 と スピ ー ド を 重視 。 

・ ハ ウス 形態 は 千 宇 技 (ハウ ス な の に 

・ 本 体 へ 変形 する と 攻撃 が 震 烈 に な り 」 


一 郭 の 部位 が 破壊 可 能 。 克 壊 し た 後 は その 部 位 を 便 っ た 攻撃 を 出せ な く な る 。 


① ボス の モデ ル の 大 き さ に 合わ せ て 、 初 対面 の 時 プレ イヤ ー に "あれ 、 こ れ は 何 か の イベ ント ? * の よう な 感じ を 与え た い 。 

① 最初 4 わり と レン ブル な 行動 パタ ー ン 。 番 通 の 家 を い 、 か か っ て 来る 人 を 持ち 伏せ て 0K。 

この た め 、 物 理 攻 撃 で は あま り 大 き な ダ メー ジ を 与え られ な い 。 
の 宮 、 ド ア の 中 か ら ミ サイ ル ・ 因 の よう な 飛び 道具 を し て プレ イヤ ー を 攻 軌 す る 。 

例え ば 窓 の ライ ト が 流 の 場合 、 共 魔法 に 対し て 下水 妥 法 に 対し て ダメ ー ジ アッ プ 。 


ャ ンプ し て くる よう な イメ ー ジ 。3d モ デル の 大 き さ に も 合わ せ て 考え る 、 可 補 談 。 
本 価 の 技 は ハウ ス 形 態 か ら 引 承 、 強化 し た も の も ある の で 、 ハ ウス 形態 の 肛 有 で 行っ た 対応 の 応用 が 求め られ る 。 


生物 や 機械 な どの よう に 既に 眼 の 中 に 想念 を 持っ て いる も の と 違い 、 初見 で は どん な 南 な の か 判断 し 内 い 

動き の な い ハ ウス の 形 に 倫 閑 し て いる た め 、 何 の 技 が 出 て くる か 理 合 し づら <、 情 坦 | 

次 か ら 次 へ と 変 な 攻撃 を 線 り 出す ( 傍 状 地 や 圭 の 中 か ら 出し た ミサ イル な ど ) 。 う まく 対応 し な いと 可 い 目 に あう 。 
ミサ イル や 機械 ナイ フ な どの 導 包 武装 が 指 載 さ れ 、 突然 ハウ ス の 中 か ら 飛 び 出 て くる 。 


誰 し な けれ ば な ら な い 。 


の フレ イヤ ー を 弄ぶ 
本 的 に 相手 を 弄ぶ よう な 行動 を と っ て くる 。 
戦 半 中 、 以下 の よう に ブ プレイヤー に 「 服 立つ 」 気 持ち に さ 人 せる よう な 行動 を 取り 、 ペー ス を か く 乱す る 。 


・ 自 減 ド ロッ プ な ど 、 生 園 攻撃 を 出し た 楼 、 プ レイ ヤー が 必死 に 途 げ る よう な 朗 を 楽し む 。 
・ 高 い 防 各 力 を 持ち 、 属性 恋 換 に よっ て 、 疫 の 訂 法 攻撃 朱 効 化し た り 吸 皿 し た りす る 。 


常に 変化 する た め 、 プレ イヤ ー は 様々 な 状況 に 対応 し な けれ ば な ら ず 、 

諾 法 莉 性 転換 に 気 を つけ な いと ヘル ハウ ス の HP を 回 誠 す る こと に な っ て し まう 。 

な 動き へ 一 気 に 岐 摘 さ せる こと で 、 音韻 ペー ス を 一 共 す る 。 
本 体 が 姿 を 現し た 後 は 前 半 と は 反対 に 汰 し く 動 き 回 る 。 

ロ CFSSm ) へ の 対応 が 重要 。 

・ 吉 鐘 大 問 と し て 最後 の 切り 札 「 野 走 モー ド 」 に な る と 、 に の 舞っ よう に な る 。 


ラグ の peez 


リー ド バ ト ル テ デザ イナ ー: 城市 拓 孝 


オリ ジ ナ ル 版 で は 変形 の 前 後 で 戦い か た が 変わ っ て いた た め 、 今 
回 も その あたり を 意識 し て バト ル を 設計 し まし た 。 開 発 初期 は 、 へ . 
ル 人 ウス の キャ ラク ター 性 を 活か す 形 で バト ルコ ン セ ブ ト を 立て た 


、 の で すか が 


ウォ ー ル ・ マー ケッ ト や 地下 閣 技 場 が で き て くる に つれ 


て 、 コ ッ チ と ソ ッ チ の 実況 が つき 、 コ ルネ オ か ら の プレ ゼン ト ( 通 
称 ドン ちゃ ん ボッ クス ) が 追加 され 、HARD だ と 増援 が 出現 し …… 
と 、 な か な か は っ ちゃ けた ボス 英 に な っ た と 思い ます 。 正 直 、 こ こ 
まで 豪勢 に な る と は 予想 し で いま せん で し た (苦笑 )。 


uarsRur @ PLANINING SHIEET 
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Y アプ ス (CHAPTER 10 で の 出現 時 ) 


・ 水 を 操る 角 力 を 持つ 。 二 つ の 朋 で その 力 を 制定 し て お 
ー 水 の 技 (汚水 か け 、 汚水 電 閥 、 下 水沼 注 に 用 


・ 原 作 ステ ー タ ス 
> 攻撃 手段 


選 必 
下水 津 注 [ 前 方 後方 
な の る 


(バトル 内 で 直接 神 写 は し な い 。 江 出 の み 。) 
本 衣 の 狗 は つなが な い 。 

(登場 清 出 中 に 引き ちぎ る 、 と か で も ok。) 
1 一 2m 程 度 で 切れ て 、 た だ の 下 り 慌 態 。 


ー" 感情 合 か "な モン スタ ー と し て 表現 する 。 


| 初 要 で は "| 
ベース コン セブ ト は 「 女 好き 」。 
ー 医 二 と いう より 、「 越 が 好き な 衣 」 と いう イメ ー ジ 。 


ーー あく まで 琴 が 舞 補 を 表 


リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂根 康介 

当初 は 、 行 動 や し ぐさ な ど は 人 間 っ ぽ さ を 出さ ず に 獣 の イメ ー ジ で 考 
えて いま し た が 、 マ ッ チ ョ ポー ズ や 挑発 と いっ た 人 間 の よう な 動き は ア 
クセ ント に な る の で 、 い くつ か 入れ る こと に し まし た 。 CHAPTER 14 
の カッ トシ ー ン で 、 逃 げ る コル ネオ を か ば っ て クラ ウド た ちの 前 に 立ち 


・ 雑 食性 で 何で も 食らう 。 人 間 も 捕 食 対 東 な の で 、 欠 陸 度 は 非常 に 高い 。 
平常 時 は 、 そ の 辺 に いる サハ ギン な どの ザコ モン スタ ー を 廊 料 と し て いる 。 


・ 外 見 に 反し て 和 衣 レベ ル は 高く 、 下水 の 柄 造 や 特性 を 麗 知 し た 戦績 を と る 
一 知性 の イメ ー ジ ( 答 囲 気 )、 現 実に お ける 類 人 球 の それ 。 


ニア クセ ント モー ショ ン に 「 基 1「 半 」 を メイ ン と し て 盛り 込む 。( 玉 楽 は 弱め ) 
ー 攻 還 が ヒッ ト し た ら 宮 び 、 手 交 い 攻撃 を 食らう と 下 る 。 これ に 応じ て モー ド 変化 。 


" ど 女 " で 第 角 な 度 (攻撃 ) の 違い を 出す 。 


ーー 人間 >! ば さ は さす 、 燈 の 動き に 寄せ る 。 自 分 の 雄 む し て の 力 を 見 せ 付け た い 私 水 。 
モチ ャ と し て の 婦 好き 。 
反面 、 男 (ウラ ウド ) に 対し て は 、“ 悦び を 郡 話 する うき っ た いや つ " と 英吉 淵 々 で 勾 し に くる 。 


! を 破壊 する と 制 征 に 時 間 が か か る よう に な る 。 


2 の ez 
リー ド バ トル テ ザ イナ ー: 坂 根 康介 
アブ フス と アブ スベ ビー は サイ ズ が 大 きく ちがう た め 、 そ れ ぞ れ の 


行動 範囲 の 管理 が と くに 重要 で し た 。 あちこち に 積ま れ た 箱 や 家具 
に アプ ス が 引っ か か っ て 動け な く な っ た り 、 ア プス ベビ ー が アブ プス 


ぶさ が っ た りす る な ど 、 人 間 的 な 面 を 見 せる 場面 や わあ る こと か ら 、 結 果 
的 に は 良い パラ ンス に 落ち 消 いた と 思っ て いま す 。 


の まわ り に 集まり すぎ て カオ ス な 状況 に な っ た り . 
が 発生 し まし た が 、 破綻 の な い バ トル に 仕上 が っ た の は 担当 スタ ッ 
フ の 頑張 り の お か げ で す 。 感 謝 。 


ツ アプ ス (CHAPTER 14 で の 出現 時 ) 


アブ ス の バターン 
アブ ス は 中 央 エリ ア の み に 活 し な が ら 多様 な 攻撃 で 攻め て くる 。 
アブ ス は 履 々 上 に 上 が っ て 指示 を 出す か 、 飛び 提 か り で 攻め を 仕 構 ける 。 


ベビ ー の バター ン 2: 攻撃 モー ド 
アブ プス が 通 鐘 に 上 が る と ペ ビ ー た ち が 条 か ら 出 て クラ ウド 悦 に 立ち 向かう 


上 に 上 が っ て 
飛び 掛か り 攻撃 


アプ ス が 上 が る と 


中 央 エリ ア で 
暴れ る 


べ ベビー の バター ン 3. 
アブ ス が 指示 を 出す と 、 片方 の ベビ ー た ち は 1 人 の ター ゲッ ト を 萌 っ て 「 一 埋 攻 撃 モー ド 」 に な る 。 
アブ ス が 指示 を 始め る と ベビ ー は すべ て の 動き を 中 過 し て アブ ス に 呼応 し て 、 ター ゲッ ト を 折っ て 
攻撃 する 。 


ペ 


ビー の バタ ー ン 1 : ゲ リラ 
アブ プス の 攻撃 を 光 す る た め に 釘 の 据 間 に 送 げ る と 、 待ち 伏せ の ベビ ー が 吉 う 。 
アブ ス が 攻撃 する 時 1…2 匹 の ベビ ー が 中 央 の PC に 近づい て 攻撃 し て サポ ー ト する 。 


ある 意味 、 遂 化 の よう な ポジ ショ ン 。 


で 生 動 目的 , 指針 > 


で oe で 5 Ti が ん 
で バト ルコ ン セ ブ プ ト > 
① ドッ キリ (イン パク ト ) 午 視 
列車 基 場 は マッ プ ギ ミッ ク (パズル 8 な 地形 攻略 ) が 多い た め 、 プレ イヤ ー の テ : どう し て も 下がり 所 作業 的 な 感覚) に な る 。 


その た め 、 ボ スゴ ー ス ト 戦 は 騰 放 に 挑む 緊 有 台 よ り も 、 攻撃 の 意外 性 や トリ ッ キ 
に の 後 の エ リ ゴ ル 埋 は ガチ バト ル と な る た の 、 こ ご 


の ⑦ 本 体 は あま り 動か ず 、 問 技 的 な 大 吉本 区 撃 を 和 発 
前 送り 通り 、 直接 9 な 攻撃 は も た せ ず 、 何かしら の 稚 取 りや 仕 卓 け を 用 いた 区 撃 を 展 開 す る 。 
その た め . ポス ゴー スト 自身 に は “あま り 強 さ は 求め な い "。 
いずれ の 攻撃 も 、“ 当たる と 訪 い が 、 一 度 見 れ ば 以 陸 は 余裕 で 問 す られ る 対応 で きる "みた いな も の を 用 斉 す る 。 


③④ エア リス の 通常 攻撃 や 魔法 示 コ マン ド を 活用 
性 質 上 、 物理 攻撃 (ウラ ウド & テ ィ ファ の 攻撃 全般 ) が 効き 幸い 。 
よっ て ここ で は 、 エ アリ ス を 活用 し て の 攻略 を 推 。 
つき は 


・ 名 前 の 通り 、 門 久 の 挽 自分 の テリ トリ ー に 吉 い 込ん だ 生物 (= 表 物 人 取り 込み 、 生気 を 補う 。 
ー 存 在 目的 は シン ブル だ が 、 人 間 も 含め た 色々 な 生物 の 思念 が 滑 じ っ > て いる の で 、 拓 秀 は 高い 。 


ー カ 技 や 疾 力 で 押し 切る の で は な く 、 諸手 で 9 ら せ て か ら 確 実に 仕 宴 め る タイ ブ 。 
・ 速 い 込ん だ クラ ウド た ち を 隊 込 め る = 先 に 六 む 扉 そ 持 じ て いる 。 


アク ショ ン 、 攻略 手 答 な ど に よっ て プレ イヤ ー を も て な す 。 


一 昌 融 と 気持 ち を や わら か くし て お く 。 ) 


2 が の oe 
リー ドル バト ル デ ザ イナ ー: 城市 拓 攻 | 
エア リス が ポス 敵 と 戦う 機会 少な い の で 、 グ ロウ ガイ ス 
ト 戦は 彼女 が 活躍 で きる よう に バト ル の コン セプト を 考え ま 
し た 。 な お 、 こ の エネ ミー に か ぎら ず 、 設定 資料 内 の [行動 
的 」 な ど は 、 開 発 の 初期 段階 で バト ル の イメ ー ジ を ふく ら 
ませ る た め に 書か れ た も の で 、 実際 の ゲー ム 中 の 設定 と は か 
な ら ず し も 一 致し て いま せん 。 


2 ル 2 グ の ze の 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 城 市 知 孝 
エリ ゴル は 、 ま だ 列車 葛 場 の 詳細 な 設定 な ど が 決ま っ て いな 
が か っ た ころ 、 バ トル の コン セプト だ け を 先 に 作成 し た 覚え が あ 
り ま す 。 身 体 の 構造 的 に 、 こ ま か い 移動 や 位置 どり を し に くい 
エネ ミー だ っ た の で 、 状 態 変化 を 起こ す 攻 撃 を 多用 させ た り 、 
)。 プレイヤー 側が 利用 で きる ギミック を 盛り こん だ り し て 、 戦 術 
の 幅 を 広げ よう と し まし た 。 い ま 資 料 を 読み 返す と 、 キ ャ ラク 
- ター 性 は ゲー ム 内 に 踏 展 され まし た が 、 設定 まわ り は 大 きく 変 
N わっ て いま すね 。 


W アノ ニ マ ス S ネ ムレ ス 


ツ エリ ゴル 


で バト ルコ ン セ ブ ト > 
① パワ ー と スピ ー ド を 革 ね 備え た 強 瑞 
内 道 は 直線 9 だ が 、 一 発 一 発 が 非 常に 重い 攻撃 を り 出す 。 
常に エリ ゴル と の 位置 開 係 を 恵 際 し た 立ち 回 を 要求 する 。 


の 伏 胡 護 党 ( サ イレ スプ スリ ブル な ど ) を 緒 め て 、 プ レイ ヤー を 飼い 結 め る 。 
チバ フ 系 の 麻 法 と 攻撃 を 多用 し 、 プレ イヤ ー 出 を 舞 力 人 し よう と する 。 
ー シ リー ズ に お ける "モル ボル "みた いな ポジ ショ ン に 撮 え る イメ ー ジ 。 
チバ フ を 玩 け た ら 、 的確 に 向 置 し て いか な いと 結 む 。 


④ (PO 側 ) 直 線 攻 撃 を 傍 手 に と っ て 、 マッ プ ギ ミッ ク に ハメ る 
エリ ゴル の 攻撃 を うま く 請 紀 す る こと で 、 や られ を 揚 え る 仕組 み を 盛り 込む 。 


で 抹 動 目的 , 指 填 > 
・ ク ラウ ド 連 の こと は 、 テリ トリ ー( 列 天 場 ) に 介 入 し た 外敵 と し て 紹 司 。 
ー よ っ て 、 最 初 か ら 全力 で 殺 し に か か る 。 


・ 准 区 に " 力 圧 せ に 0D き 殺す "の で は な く 、 デバ フ 麻 法 も 活用 し て 飼い 結 め る 。 
ー 付 明 虹 常 を 付 ち し まく っ て 、 手 も 足 も 出 な く な っ た と ころ を 、 澤 身 の パ ワー で 突き 通す 、 みた いな 。 
ー 色 紙 高め 。 デ パフ が 効か な か っ た ら 講 の 手段 、 み た いな 感じ で 、 多様 な 手段 を 用 いる 包 じ を 出す 。 


・ 要 は "廃物 利用 リサ イク ル )"。 


・ 理 性 は 無い が 、 知 和 は 高い 。 
ー 縦 れ を 成 し て 近 り を する 、 動物 や 見 中 どい っ た イメ ー ジ 。 特に 答 者 。 
・ 元 が 謀 業 物 な の で 、 便 い 描 て る た 
ー ダ メー ジリ アク ショ ン で 震 し ん / 


3 


り 、 部 位 を 押さ える な どの 演技 は 入れ な い 。 


・ 複 数 体 に よっ て 集 団 (Squad) を 形成 し 、 各 個体 が 役 KRol) を 担っ た 行動 を する 。 
みな チー ム ワ ー ク (連携 を 攻 繋 の 中 心 と する よう な キャ ラ に 仕立 て る 。 


アニ マス 


、 因 We 


に 
5 


Ye< 


・ ジ ェ ノバ 細 乃 を 移植 され た 時 点 で 肉体 や 柄 神 が 刑 え ぎれ ず 、 変質 を モンスター 化し て し まっ た 、 い わ ば 突 才 作 。 
これ に 、 モ ンス ター な どの 細 腹 な ど を 強引 に 移植 し 、 最低 限 の 鶴 能 を 保持 させ た だ け の 生 価 兵器 。 


閣 党 や 危 積 に 対す る 自己 防衛 と いっ た 生存 本 衣 色 な 可 生 は 一 切 幸多 され で いる 。 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 城市 拓 孝 


大 柄 な バレ ッ ト が いる 以上 、 ア ノニ 
マス は 中 途 半端 な た 大き さ で は イン バク 
ト が 出 な いと 判断 し 、 思 い 切 っ て か な 
り 巨 大 な サイ ズ に し て いま す 。 ネ ムレ 
ス は 、 シ ル エ ッ ト や 四肢 の バラ ンス が . 
ほぼ 人 型 な の で 、 ま ず 最 初 に 「 人 っ ぽ 
く 見 せな い 」 こ と を 決定 し まし た 。 イ 
メー ジ 的 に は 昆虫 や 魚 な どの 大 群 が ベ 
ー ス で 、 統 制 の これ た 行動 を し な が ら . 
も 個体 か ら は 知性 を 感じ られ な いと い 
う 、 ち ょ っ と 変わ っ た エネ ミー で す 。 


wrtiar 3 PLANNING SHI 世 ET 
RMALI 


ANDSYVI REMAKE MERALUUTMMMA 


WY アノ ニ マ ス 出 現 シ ー ン の 絵 コン テ 


WW 
NNW? 


人 


NN 


ンク が い 


人 


0 導 


0 


いい ト 
| 
TRI/7 フ 


- 0 の 
ノン *4DN 


上 人 ーー 


7 の zzez の 
リー ド バ トル テ ザ イ ナー: 城市 拓 孝 
アノ ニ マ ス & ネ ムレ ス 戦 の 演出 は 、「 無 限 に 湧き 出る ネム レス の 気持 
ち 悪 さ ( 虫 的 な 感じ )]「 バ レッ ト と ティ ファ の コン ビ ネ ー シ ョ ン 」「 ア ノニ 
マス の イン バク ト 」 の 3 つ を 柱 と し て 、 カ ッ ト シ ー ン 班 に 案 を まとめ で. 
も らい まし た 。 吹っ飛ば され た ティ ファ を バレ ッ ト が レシ ー ブ す る 、 と 
いう アク ショ ン は 、 私 が 冗談 半分 で 言っ て みた ら 本 当 に 絵 コ ン テ が あ が . 
つて き て 、 演 出 ス タッ ラ の 懐 の 深 さ を 痛感 し た し だ いで す ( 笑 )。 
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Y へ リガ ン ナ ー 


was は この 辺 。 
信 JOmx 長 さ 20n 層 度 と の ご: 
8 な MS た で 、 上 か ら の 9650 和 の 


エリア 


ps. コ 3 ワイヤー お 生 し て コ ュ 
4 


Y サン ブル : HO0518 


で バト ルコ ン セ ブ ト > 


⑰ 未知 の 力 を 持っ て いる 「 異 形 の バイ オ 兵 器 」 と の 幸い 
部 本 的 に は 「 超 人 的 な 身体 能力 を 持つ 一 個体 J の 本 体 と の 戦い 。 


フェ ー ズ こと に 本 体 が 身 体 の 一 部 を 強化 する 。 そ の 強化 演出 を グロ < 表現 し 、「 暴 形 」 感 を ユー ザー に 強く 印 家 付 ける 。 


本 体 は プレ イヤ ー の 隊形 を 突っ 9 りな が ら 攻 め た り 、 OPT を 慎 に し た りす る 。 
巨大 ポス より 厄介 な 人 間 聖 ボス の ポジ ショ ン 。 


② リス ク ( 千 OPT) を 管理 する バト ル 
真ん中 を 激戦 地 に し て 、 員 っ この OPT に も 気 を 付け る マル チタ スク バト ル 。 
OPTI は 足止め を する くら いで あま り 箇 威 で は な い が 、 変 暴 する と か な り リス ク が 高く な る 。 


フェ ー ズ 3 は 変種 の 状態 で 初出 され る の で 、 且 対応 を し な けれ ば いけ な い ほ どり リス ク が 高く な る 。 


④ 原作 で 見 た 状況 に 慣れ させ て 、 その後 予想 を 奮 す 
フェ ー ズ | で は 原作 調 現 の 展開 。 原作 の 経験 者 な ら 対応 方 法 を ある 程度 予想 で きる 。 
見 慣れ た パタ ー ン か ら 騰 補 を つか ん だ と 思っ た 途 征 、 フ ェ ー ズ 2 に 入る 。 


フェ ー ズ 2…3 で は 実 映 体 と し て の 起 く べき 六 化 能力 と 生存 本 能 を 表現 し 、 原作 か ら 移 れ た 本 作 玲 自 の バト ル を 体 潤 させ る 。 
避 NWO 過程 で 麻 味 エネ ルギー が どん な 実験 に 使わ れ た か を ブレ イヤ ー ド に 深く 刻 還 させ る 。、 


で 行動 目的 , 指針 > 
本 体 


生ま れ た ば か り で 、 ま だ 自分 の 身体 に 慣れ て な い 析 様 。 


opr 
成虫 は 本 体 を 守る こと に 航 し て 、 ずっ と クラ ウド 辻 を 素 制す る 。 
幼 昌 は 自分 の 本 盤 に よっ て 動く 。 特に 本 体 と の 運 所 は な い 。 
変種 は 破壊 本 能 の 堆 。 考え て いる の は 目 の 前 の 対象 に 自 培 する こと だ け 。 


Cs 


レク 人 ! で に コ 


本 体 は また 自分 の ポッ ド か ら 大 量 の 庭 味 エ ネル ギー を 絹 収 し て 計 過 抽 状 駒 に な る 。 
表 手 が 魔 色 に 人 光っ て 、 右 肩 か ら 歴 の 思 を 吐 ぎ 出し そう に し て いる 。 
より 強く な っ た 運動 神経 を 見 せる 。 


ずつ 四 が 出 締 す る イメ ー ジ ) 


ラグ の ze と 

リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 久 孝 

ヘリ ガンナー は 上 空 を 飛ん で いる 
こと が 多い の で 、 画面 で 小さ く 見 え 
て し まわ な いよ うに 、 オ リ ジ ナ ル 版 
より も か な り 大 きめ の サイ ズ に 設定 
し て いま す 。 バト ル の フィ ー ル ド は 、 
初期 の 段階 で 「 追 いつ め ら れ た せま 
い 足 場 で ポス 戦 を 」 と の 要望 が あっ 
た の で す が 、 最 後 ま で その まま だ と 
戦闘 が 盛り 上 が ら な いた め 、 前 半 は 
せま い 足 場 で 戦い 、 後 半 は 広い 足場 
で し っ か り バ トル を 行なう 、 と いう 
構成 に し て も らい まし た 。 


ダン アウ フン 

リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂根 康介 

エア バス ター 戦 ほど 特徴 的 で は あ 
り ま せん が 、 こ の ボス 敵 と の バト ル 
も 「 サ ン ブ フル : HO5 12-OPT が 一 
緒 に 現れ る 」 と いう 要素 が オリ ジ ナ 
ル 版 に めった の で 、 ま ず は それ を 再 
現す る こと か ら は じ め まし た 。 その 
あと 「OPT を も っ と うま く 使い た 
い 」 と な り 、 現 在 の バトル へ つなが 
つて いっ た ん で す 。 

下 側 の 図 は 、 サ ンプ ル : HO518 
の 身体 の 変化 を 表し た も の で すね 。 
[進化 」 と いう 方 向 性 で 、 褐 々 し さと 
強 さ か 両立 する よう に 、 そ れ ぞ れ の 
段階 の ちがい を 作っ て いき まし た 。 
この 変化 が 「 魔 眺 の 力 に よる も の 」 だ 
と 示す た め に 、 段 階 が 進む に つれ で. 
魔 眺 で 光る 身体 の 場所 を 増やし て い 
ます 。 


W ブレ イン ポッ ド 


分 身 に よっ て 複数 体 で の 攻 連 を 行っ て くる の で 、 昌 曲 で あり な が ら 名 と 昔 わ な く て は な ら な い - 
HP の 減 タ に よっ て フェ ー ズ が 受 わ る 
プレ イン ポッ ド の 役 列 は 「 欠 史 拭 の 召し い 募 い 」 よ り 、「 変 わり 者 と の 昔 い 」 で す 。 その た め 、 シ ョ ッ ク 司 と 二 出 を 陳 本 に する - 


宇久 研 究 所 で は 和 用 化 まで は 至ら な か っ た が 、 今 動 カ こ いう も の も 博 究 し て いた 。 

中 を 漂う よう に 条 動 し な が ら 税 但し 、 人 間 の 半 を 見 か ける と 講 放 な く 攻 軸 を 関 治す る 

ポッド の 中 に は 汰 物 折 が 充当 し て お り 、 基 を 間 け て 衝 当 物質 を 同国 に 赤き 取 ら し た り 、 

内 本 に 組み 込ま れ た 人 間 の 区 症 か ら 当 物 抽 を 対象 に 吐き 出し た り し て 攻 買 を 行う こと も ある 

知 税 は な い に 等 し く 、 内 奴 に 人 間 の 殖 が 組み 込ま れ て いる が 生存 本 秀 は な いた め に 、 攻 束 を 回 選 す る こと は な い 
全休 的 に や か ん に 見 える の で 、 中身 は 記 物 希 の よう な 流体 が ある よう に 、 動 く と 光 体 が こぼれ る 導出 を する 。 


和 8ー フ ェ ー: 
フレ ィ > の 昔 い 
賢い や すい トル 
層 と 人 昌 ア ビリ ティ を 反 且 する 。 
束 を 一 切 見 せな い 。 
| あ る 竹 戻 の ダメ ー ジ を 長 ら う と 、 着 ニ フ ェ ー ズ に な る 。 


由 ブ レイ ン ポッ な 下 た 目 と 


区 ニ フ ェ ー ズ 
[ 委 旦 に よっ て プレ イン ボッ ド の 数 が 瑞 え て の 難い 
分 身 (5>11) 


ラ で 太め て 豆 を 出し て 、 ける - 


| プレ イン ポッ ド の 中 に 変 な お っ さん が いる の と 、 急 に 電電 が 忙し く な る ショ ッ ク で 
| カオス の 中 で 専 を 回 避 す る こと は 婚 し い の で 、 物理 攻 還 に 気 を 付け な が ら 埋 う し か な い 。 


され る 。 


W ジェ ノバ Beat 


時 記法 モー| 
和信 み と f5W 


に (リフレク 』 に な り 、 本 付か ら 公 し い ヨ ー ラ が 出 で いる 。 
初回 の 「 計 放 法 モー ド 』 学 和 
ー ド する と ジェ ノバ 間 が は じ か れ モ ーション に な り 、 


四 昌 以 還 の 「 対 訂 法 モー ド 」 和 | 
ガーF 邊 寺 の 「 角 手提 み 」 と 「 正 放 光 ) の ラン ダム 二 択 で 、 最 大 2D% 穫 全う 。 (MY こめ ず 正 人 用 する 


(正和 」 か 「 手 提 み 」 が 命中 する と 「2 須 モー ド J は 結 イ チ る 
「 下 9 区 」 が ガー ド され ず に 下 押 り し た 場 さも 1 礎 法 モー ド 』3 了 する 


※ 発 二 内 に 1 成 UCPC・ AIPC を 入 四 に 押し 出す 。 それ 以 陸 、 AIFCH は 自分 か ら は 近 半 ちな い 。 
※ ジ ェ ノ の 一 定 内 で ダメ ー ジ 1 上 の を 全 中 させ る と カウ ンタ ー の 如 魚 と な 


・PC 全 員 の 足元 
6 する が し かならず ジェ ノバ レーザ ー」 を 人 


護 わ 4 信 に BP ダ メー ジ ボ ー ナ ス が 入る 、「 人 に 近い つか れる 生計 を 全 朋 し て 光 生ずる 


Po の (た た か う 」、 も し < は (レッ hm を の で OPC の アビ リティ を 当て る と 「 上 が 大き ん 9 メー ジ き ける 。 
正宮 詩 が 以 陸 は 通常 の 和 仁 み 同 宜 に な : 


『 る (た だ し 、 AiPC の 『 た た か う J は 時 く ) 


Y ルー ファ ウス & ダ ー ク ネイ ショ ン 


yretiar PLANNING SHIEET 


RIALEAOASYI RENE MMENALUUTMAMA 


ラグ の の we 
リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 坂根 康介 


ルー ファ ウス は 、「 以 前 ま コ スタ 
・ デ ル ・ ソ ル で 遊ん で いた 」 と いう 
や ん ちゃ な 経歴 な どの お か げ で 、 い 
つろ い ろ と 思い 切っ た こと が で きま し 
た ( 笑 )。 バ トル 中 は 強 で を 段階 的 に 
上 げ て いく た め に 、「 最 初 は 自分 か 
積極 的 に 攻撃 し な い ]「 固 有 ア イ テ 
ム を 使っ て 牽制 する [最後 に 大 きく 
変化 を つけ る 」 と いっ た 点 を 意 職 し 
て 設計 し て いま す 。 途 中 で 挿入 され 
る カッ トシ ー ン で は 、 と くに 印象 に 
残る と 思わ れる 攻撃 を 使わ DO せる よう 
に し まし た 。 

ルー ファ ウス に 従う ダー ク ネ イ シ 
ョ ン は 、 動 き や 思 考 に イヌ 好き な 私 
の 個人 的 な 嗜好 が 入っ て いま す 。 こ 
ん な ペッ ト が ほし い …… ! 


神 訣 カン パニ ー の 大 社長 と その 従 隊 誤 神 軟 ビル ヘリ ポー ト で クラ ウド が 六 控 で 幸 う 得手 。 


マル ー フ ァ ウ ス 
・ ル ー フ ァ ウス は ソル ジャ ー で は な いた め 、 クラ ウド と 比べ る と 身体 能力 は 労 る 。 


本 気 を 出す フェ ー ズ 3 に お いて も 、 祖 手 を 翻弄 する 立ち 回 り が 主体 。 


・ 得 物 の ショ ッ ト ガ ン は 二 丁 挙 統 に 座 形 する 。 神族 の 技術 の 結 品 。 
ー 近 楼 で は ショ ッ ト ガ ン 、 六 衣 で は 二 丁 迷 続 に 切り 替え て 戦う 。 
ー シ ョ ッ ト ガン も 連 扶 で 発射 で きる 特別 仕様 。( 共 ち 切 っ た ら リ ロー ドア クシ ョ ン を 行う ) 


一 自身 の 力 便 を 知り 、 提 手 の 力 重明 時 に 把握 し 、 最 貞 の 行動 を 選択 で きる 切れ 者 


マヤ ダーク ネ イ ショ ン 
・ ル ー フ ァ ウ ス に 付き 従う 大 主人 を 守る よう に 行動 する 。 


一 自体 衣 力 だ け に よる 超人 アク ショ ン は や ら ず 、 計 の 反動 を 使う 誰 定 で 超人 アク ショ ン の 説得 力 を 持た せる 


・ が 、 橋上 身 価 を ペー ス と し た 体 箱 を 修め て お り 、 得 物 の ショ ッ ト ガ ン と 結 め た 「 写 」 の 幸い 方 を 得 夫 と する 。 
ご あく まで 裕 上 の 補 手 と 対 崎 し た 時 を 現 定 し て 習得 し た も の 。 自分 か ら ガ ン ガン 攻め る こと は し な い 。 


・ 状 況 を 有利 に 運ぶ た め の バ トル アイ テム (コイ ン ) を 怠 便 し て 、 裕 上 と も 互角 以上 に 立ち 回 る 。 


・ 戻 法 に よる 援 弓 だ け で な く 、 ルー ファ ウス の 動き に 合わ せ て 追撃 を 線 リ 財 し て きた り 、 


自ら 攻撃 の 起 呈 と な っ て 名 い 扶 か っ て きた りす る な ど 、 歌 の 素早 さ 、 攻撃 性 を 遺 合 な く 発揮 し て 相手 を 翻弄 する 。 


・ ル ー フ ァ ウ ス の 近く | に いる と 感覚 的 な 結び つき (リン ク ) が 強まり 、 同 叶 の 呼吸 と も いえ る コン ビ ネ ー シ ョ ン を 繰り 出す 。 


ーー ルーフ ァ ウ ス の フィ ン ガ ー ス ナッ プ モ ーション を トリ ガー と し て リン ク 状態 に 移行 
一 本 者 を 結ぶ よう な エフ ェクト を 表示 する 。 


千 フ ェ ー ズ に お ける 大 ま か な 行 動 全 向 は 下記 の 通り 。 
【p4】 
ルー ファ ウス は 様子 見 の た の 、 ほとん ど 攻 撃 を せ ず ダ ー ク ネイ ショ ン が 主 に 仕 缶 ナ て くる 。 


ファ ウス は 歩い て 移動 する か 、 ダー ク ネ イシ ョ ン と の リン ク を 切ら さ な い よう に 走っ て 問 合 い を 調 豆 す る か 程度 。 
近 距 稀 に いる 場合 、 シ ョ ッ ト ガ ン で 攻撃 し て 算 贅 を 散 そ うと する 。 


クラ ウド が 


25 つ F の 還 を > た ねい う 人 で 、 ルー ファ ウス か ら も 攻撃 を 仕 樹 ける よう に な る 。 
と は いえ 、 ソ ル ジ ャ ー ド に 対し て 無間 に 接近 する の は 危険 と 分 か っ て いる た め 、 基本 的 に は 警 欧 し な が ら の つか ず 贅 れず の 立ち 回 り 。 
ダー ク ネ イシ ョ ン は P-1 と 変わ ら ず 竹 的 に 攻撃 を 仕 細 け て くる 。 


【p-3 
ショ ッ ト ガン 移動 で 赤 弄 し つつ 直近 宇 々 な 攻撃 を 飲 っ て くる 。 
挨 近 され る と 優先 的 に 旗 区 を 重 こ うと し 、 自分 の 有利 な 問 合 い に 


る よう に 行動 する 。 
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ツ ハン ドレ ッ ド ガン ナー 


2 の zzzrge と 


・ 神 避 ビ ル 脱 出 時 に 58F の フロ ア で 戦う 無人 栖 補 。 
・ 征 管 、 主 析 、 湾 動 確 な ど 射 撃 系 の 武装 を 多数 括 載 し て お り 、 い ずれ の 攻撃 も 威力 が 高い 。 
・ 本 体 と は 別 で 独立 し て 棚 動 する 「 バ リア ビッ ト 」 を 搭載 し て お り 、 P-1 は この バリ アビ ッ ト に 守ら れ て いる 状態 


ーー こ の バリ アビ ッ ト の 太 壊 を P-1 か ら P-2 へ 移行 する トリ ガー と する 。 
ー バ リア ビッ ト の 追加 デザ イン が 必要 。 


・ 了 原作 で は 左右 の 用 の ガト リン グ が 割 で 吾 の 部 分 の 銃 が 主 碑 と いう 扱い に に な っ て いる が 、 主 確 っ | ほ く な い の で 
別 で 措 載 し た い 。 ( の 銃 を 各 克 と し て も いい の で は ) 

ー 右 用 の 武装 を 大 口径 の 主 確 に する の は どう か 。 

ー 還 発 高 威 力 の 秦 撃 が 1 つ あ る と 、 バト ル 的 に も 演出 的 に も アク セン ト に な る の で 、 是非 入れ た い 。 


・ 脚 部 の ロー ラー( 方 向 タイ ヤ ) に より 、 意外 と 後 動力 が 高い 


・ 奥 の 手 と し て 撤 設 流動 確 を 放っ て くる 。 
ー ハ ンド レッ ドガ ン ナー の 最大 の 見 せ 場 。 


- 炎 認 波動 下 
前 方 趣 広範 囲 を カバ ー す る 流動 確 。 


波動 碗 を 撃つ 時 と 同じ く 胸 部 の 妃 身 か ら 発 射す る 。 


流れ 
① 浴 め 動 作 の 前 に 、 急速 バッ ク を し て 軸 に ぶつ か り 背 を つけ る 。 
ー 撤 表 波 動 碗 の 発射 簡 撃 の クッ ショ ン と し て 胃 を 利用 する 、 と いう 設定 。 
② 間 髪 い れず に 火災 確 を 放ち 、 拡散 汽 動 確 の 範囲 内 に PC を 義 じ 込め る 。 
④ 波 動 の 時 と 同様 の 流れ で 溜め 始め る 
ー 流 動 碗 より も 派手 な 溜め エフ ェクト イク を 使い 、「 ヤ バイ 攻撃 」 感 を 演出 。 
ー バ レット が 双 ぎ 、 エアリス & レ ッ ド XI が 瓦 其 へ の カバ ー へ 誘導 する いつ も の 流れ 。 
@ 画 面 が レー ザー で 本 わ れる くら い 大 量 の 波動 大 を 一 気 に 発射 する 。 
カバ ー で 回 違 で き な か っ た ら 即 死 。 


リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂 根 康介 2 の gree と 


FF シ リー ズ で も 歴史 の ある 技 『 波 動 砲 」 を 
使う こと か ら 、 バ トル の コン セブ ト や 「 拡 散 
波動 砲 】 の 演出 な ど は 、 比 較 的 ラク に 決ま り 
まし た 。 た だ 、 バ パー ティ メン バー が 遠 距 離 攻 
届 主 体 の バレ ッ ト と エア リス だ け で 、 攻 防 の 
流れ や 立ち まわ りか た が ほか の ボス 瑞 と の バ 
トル と 大 きく 変わ る た め 、 設 計 に は と くに 気 
を 使い まし た ね 。 


クシ ョ ン ( 堅 や ガレ キ な どの 陰 に 隠れ る アク 
ショ ン ) を 行なえ る よう に な っ て いま し た 。 
それ を 活か し た 特徴 的 な 演出 は で き な い か と 
考え た 結果 、「「 拡 散 波 動 砲 ] を ガレ キ の 陰 に 
隠れ て 防ぐ 」 と いう 流れ が 生ま れ た ん で す 。 
最終 的 に カバ ー ア クシ ョ ン は カッ ト さ れ ま し 
た が 、「 も し 最初 か ら カ バー アク ショ ン が な 
か っ た ら 「 拡 敵 波 動 砲 」 は 全然 ちがう も の に な 


リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 拓 孝 


せっ か く 巨 大 な エネ ミー を 登場 させ 
る の な ら 、 大 規模 な 部 位 破壊 を し た い 
…… と は いえ 、 巨 体 を 直接 クラ ウド た 
ち が 攻 撃 し て 壊す わけ に も いか な い の 
で 、 小 さい サイ ズ の フィ ー ラ ー= ニ ロッ 
ソン た ち に 運動 し て フィ ー ラ ー ニ ブラ エ 
コ の 部 位 破壊 が 発生 する 、 と いう 形 に 


『 抜 散 波 動 克 ] の コン セプト を 作成 し た 当初 
は 、 バ トル 中 に 操作 キャ ラク ター が カバ ー ア 


っ て いた か も し れ な い 」 と 思う と 、 な か な か 
感 任 深い も の が あり ます 。 


な り ま し た 。 な か で も 胸部 装甲 部位 
破壊 は 、GD モ デル も モー ショ ン も 非 
常に 手間 が か か っ て いま す 。 


Y フィ ー ラ ー= ニ プラ エコ 


| PC 一 行 は 運命 線 を 大 きく 逸脱 し た 特異 点 の よう な も の 。 
| な の で 、 フ ィ ー ラ ー 的 に は 力いっぱい 押し 留め た い 。 
ラス ボス 戦は 運命 の 境界 線 な の で 、 抵 抗力 は 最大 級 。 


本 体 の プラ エコ と と も に 、 ミニ ブラ エコ 9 体 が 出現 。 
バト ル で は ミニ ブラ エコ 3 体 と の 戦闘 が 中 心 と な る 。 


本 体 と ミニ は 不可 視 の 連携 性 が あり 、 
ミニ を 例 す こと で 、 本 体 に ダメ ー ジ を ち え る こと が で きる よう に な る 。 


ブラ ェ コ ( 全 ) ニ 左腕 


ラ エ コ は 、 そ れ ぞ れ が 本 体 の 特定 部 位 と リン ク し て お り 、 
召 ラ エ コ を 倒す と 、 本 体 の リン ク し た 部 位 が 同時 に 破壊 され る 。 
破壊 され た 部 位 は 、 周囲 の フィ ー ラ ー 渦 に 落下 し 、 溶け 込ん で 消 洲 。 
欠損 し た 部 分 は コア ( 左 図 ) が 和 器 出 し て 、 ほん や り 光 る 。 


た だ し P-1&2 で は 、 部 位 破壊 (欠損 ) 後 、 カット シ ー ン 内 で 部 位 を 再生 する 。 


| ※ 本 体 の 部 公 と め 
IP=1 了 時 左用 欠損 
IP-2 前 カッ トシ ー> 左用 叙 洛 
※ ブ プラ エコ の コア IP2 バ トル 終了 時 丘 馬 を 胸部 外装 欠損 
(本 体 ノ ミニ 共通 ) IP-3 カ ッ ト シ ー ン 内 右 話 /&. 胸部 外装 優 活 
3 バト ル 装 了 時 | 堪 紀 / 石 旋 /986 胸部 多芸 欠損 


プラ エコ 本 体 
プラ エコ ( 鉄 ) 三 頭 + 胸部 (外装 ) 


ジテ 


0 電 
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W セフィロス 


で パー ティ ー 硝 成 

・2 ラ 2F 

ご この 時 叶 で は 仲間 は 惑 り 贅 り の 状態 に な り 、 クラ ウド の み が セ フィ ロス と 対 。 
る フェ ー ズ 内 容 


ビル の 也 不 上 で パト ル 開 奴 。 タイ マン バト ル で セフィロス と や り 合 う 。 
バト ル エリ ア の 周 還 に も 大 き な ビ ル な どの 静 が 浮 達 し て お り 、 バト ル の 進め 方 に よっ て それ ら が 新た な バト ルフ ィ ー ル ド と な り 得 る 。 


マ 革 本 攻略 
誠 と 朗 法 の スタ ンダ ー ド バト ル を 栓 に 民 。 
た だ し 、 セフィロス は クラ ウド の 通常 攻撃 に 反 記 し て 新 黄 を 太ら 、 打ち 合い と な る 。 
ク ラウ ド の 攻撃 モー ショ ン は 訟 え ず . セフィロス が クラ ウ F の 尺 に 合わ せ た 攻 撃 モ ーション を 取る 
革 本 的 に クラ ウド の アル ルト モー ド の 攻撃 で は ダメ ー ジ を 与え られ ず 、ATB も 上 が ら な い 洒 出 ブレ イ 。 
で フィ ロス は クラ ウド の 打ち 合い に 対し て も 、 達 中 で 敵 げ た りす ぐ で 投じ た り し ます 。 
打ち 合い で セフィロス に 強 っ て いる バリ ア に つい て 

・ セ フィ ロス 前 方 に 対す る 物理 区 還 を 防 ぐ ( 材 方 は 通る)、 麻 法 は 位置 関係 な く 通る 。 


セフィロス に ダメ ー ジ を える 攻 較 手 多 は 以下 。 

・ 動 好 の 守 導 放 了 枝 、 訓 一 が 発動 レ 始 の て か ら ヒッ ト す る まで の 問 に 、 クラ ウド の 近 拉 攻撃 を セフィロス に ヒッ ト さ せる 。 
一 相 物 に より 、 クラ ウド と セフィロス どちら も 護 ダ メリ アク ショ ン を 取る が 、 クラ ウド の 人体 欠 回 世 が 早い か ら 先 に 追撃 が 可能 。 

遇 の 地目 を 近く で 回 選 す る 。 

志功 に よっ て チャ ンス タイ ム を 語る 。 そ の 時 に セフィロス を 攻 当 す れ ば 確 突 に ダメ ー ジ が 入る 。 

・ 訂 発動 下 に アビ リティ で セフィロス を 攻撃 すれ ば 、 右 法 を 阻止 する こと が で きる 。 

・ 了 発動 中 に 話 法 で セフィロス を 攻撃 すれ ば 、 交 光 を 阻止 する こと が で きる 。 
代 際 欠 対 象 ダメ ー ジ 0 の デバ フ 肢 法 全 衣 

・ ク ラウ ド の プレ イブ モー ド を 全う 場合 、 打ち 合い 演出 は 行わ な い が 、 セフィロス は 寿 法 を 全う 区 が 上 が る 。 


「2 ラ 2 ド + テ ィ フ ァ 』「 ク ラウ ド + エ アリ ス 」 の どちら か 。 


で フ ェ ー ズ 内 容 
PT メン バー の うち 1 人 が 合流 し 、 々 対 1 の 鞭 感 で の パト ル と な る 。 


フェ ー ズ に お いて 常時 チャ ンス タイ ム | 
1 の 全て の 攻 較 が 以下 に 変わ る 。 

・ 動 好 一 没 目 は 止 の られ ます が 、 そ の 秋 の 連絡 鶴 ダ メリ アク レ ョ ン は 取ら な い 。 
・ 一 件 統 の 軍 壮 ケ メ リア クシ ョ ン は 取ら な い 。 

・ 度 法 は アビ リティ で 止め られ る 。 

・ 光 は 諾 法 で 止め られ る 。 

・ セ フィ ロス の 打ち 合い は アワ ルト モー ド の UCPC ク ラウ 出 外 に 発動 し な い 。 
・X え て セフィロス が や られ 中 に すぐ 際 光 で カウ ンタ ー す る 場合 も ある 。 


に な る 。 


フェ ー ズ 1 の 基礎 バト ル 動 を ペー ス に . セフィロス の 革 法 計時 間 も 尋 < な る 。 
その ほか 、 到 『 和 区 富 ・ ワ ー ブ た 邊 軸 コン ボ も 朋 。 

スピ ー ド で イン パク ト を 与え つつ の 漁 幸 バト ル と な る 。 

キャ ラチ ェ ンジ を し つつ 、 セフィロス を バー スト 状 感 に する の が 轄 び の メイ ン に な る 。 


・252 ド 
・ レ ッ ド hl を 余 < パー ティ の うち 人 (プラ エコ の 進行 に より 変化) 


マフ ェ ー ズ 内 容 
フィ ー ラ ー の 力 で セフィロス に 千沙 時 い 片 を 形 取り 、 よ リ セフィロス の 存在 に 近づく 。 


スピ ー ド と パワ りー が より 一 選 化 され 、 全て の 技 を 放 っ て くる よう に な る 。 
つね に パフ ・ デ バフ ・ 回目 を 代 陣 し な が ら 、 あら め る 埋 況 に 対 知 し て いく 伝統 的 な RPG 体 。 
人 PT を フル 活用 し て 、 容 極 の ガチ ンコ バト ル を ユー ザー に 住 寺 ませ る 。 


藤 褒 人 の セフィロス に な っ て も 、 ア イド リン グ の レベ ル で 浮 避 は させ な い 。 (基本 地上 に いる ) 


エエ キヤ エキ ヤキ や CK レ に"・ ゝ , ゝ ヽ ょ くく IiWiwiwiwititil 
マヤ バー テ ィ ー 請 成 
Phase3 で 集まっ た る 人 で 3 ば 続き バト ル 。 


マ バ トル 内 容 
セフィロス が メテオ を 如 交 し な が ら 、 3 人 と ど 3 き 続き バトル を ま す る 。 
一 室 時 間 で セフィロス を 倒せ な いと 、 メテオ が 次 的 に 落ち て 問答 押 用 で ザー ム オ ー バ ー 確 定 。( い か な る 手段 で も 二度と パト ル に 戻ら 3 な い ) 


で フィ ロス が 常時 空中 に 浮 達 し な が ら 、 フィー ラー を 紅 便 し て 幸 う フェ ー ズ 。 
・ フ ィ ー ラ ー 欄 子 を 逢 に 抹 の て 香 い 一 生 を 恋 つ 
・ フ ィ ー ラ ー 秘 子 を 憶 ば し て 、 ター ゲッ ト を 拘束 する 
・ フ ィ ー ラ ー 科 子 で 近く の ター ゲッ ト を 鈴 攻 撃 する 
シャ ドウ フレ ア の 生 力 ボー ル を た くさ ん 出す 
リミット 技 心 振 い 天使 で 空中 か ら 人 を 地面 に 換 げ て 坦 発 を 起こ す 。 食 ら っ た ら HP が ラン ダム で 一 和 x に な る 。 


ラグ の の we 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 坂 根 康介 
オリ ジ ナ ル 版 の 最後 の 、 ク ラウ ド 
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セフィロス と の バト ル は 、 本 作 の ラス ト と い , 1 
と セフィロス の バト ル が 強く 印象 に | うこ と で 全 セ クシ ョ ン が 出し 惜しみ せ ず に 力 を 
残っ て いた こと も あっ て 、 本 作 の セ | 合わ せ 、 特 殊 処 理 や 専用 処理 の オン バレ ー ド と 
フィ ロス 戦 の 第 1 段階 で ぶた り が 一 。 な り ま し た 。 オ リ ジ ナル 版 の 最終 決戦 は 、 バ パト 
と | ル が 信 お ご と に バー ティ の 人 数 が 少な く な っ で 
くに 実現 させ た い 要 系 で し た 。 その | いき まし た が 、 本 作 で は それ と は 逆 に 、 ひ 、 
せい で 、 セ フィ ロス 戦 専用 の 仕様 が | に な っ た クラ ウド の も と へ 仲間 が つぎ つぎ と 合 
どん どん 増え て いき 、 ま と め る の が | 流す る 展開 で 、[ 力 の 結集 ] や [未来 が 広がる 」 
大 変 で し た が -… 


PC 


Y デブ チョ コ ボ 


< デブ チョ コ ボ : 
・ の ん びり 屋 で お と な し い > 


・ MOW し て ある アイ テム を 取り 出し 、 促 用 し て う 。 


・ IRO まで AI ば 時 | 
NO バ トル 「 デ ブチ ョ コネ クリ ア 


・ ポス に し て は キー プ 休 の (4 
一 上 4 で 虹 を 当て て 放す と 光 の る チャ ンス に がち 


パト ルレ ポー ト き クリ ア し て いく と 出現 する 「 折 基 パ トル レポ ー ト 」 に て うこ と が で きる 


・ ギザ ー ル の 肝 が 大 
上 四 つ け る と パト ル モ っ ちの け で 凶 び つい て 、 お いし くき 半 吐 し き に 避 え て な 回る 。 


ダ ツ ー ジ motiowH3AT 園 IEATIK 革 キープ (80 に な る 。 


ラグ の ze 
| リー ド ( ト ル デ ザ イナ ー: 城市 拓 孝 


デフ チョコボ の 見 た 目 や 人 性 格 に は 、 
真剣 な 勝負 の 雰 囲 生 が ちよ っ と 合わ な 
い の で 、 瑞 と 味方 が 入り 乱れ る に ぎ や 
か な バト ル と し て 構成 し まし た 。 し か 
し 、 三角 コー ン や ダン ベル は と も か が く 、 
あの 巨大 な 爆弾 を お 腹 に 隠し て いる な 
ん て 、 じ つ は 身体 が も の すご く ス リム 
で 、 大 きく 見 える 部 分 は すべ て 羽毛 だ 


・ で の 上 た 目 通 り に 和 世 で あり 、 英 9 こ は 王 り 回 る な どの 抹 細 えと ら ず 、 モ の 地 に 本 する 。 
・ シリ ー ズ イメ ー ジ を の まお に 「 ア イ テ ム を お 反 の 中 区) する こと が 
ー 補 WMPeu 


・ アイ テム き 選 給 する 性 に より 、 様 々 な アイ チム を お 特に 持っ て いる 。 | 
ーー バト ル 人 8 褒 な で 禁 々 な アイ テム が お 上 の 中 に 者 えら れ て いる 。 プ レイ ヤー が アイ テム を 葉 す こと は で き な いい 


ラグ の zez の 
リー ド バ トル デザ イナ ー: 城市 智 孝 
「 攻 略 の 難し さ は ラス ボス 以上 」 を 
コン セフト に 設計 され た の が バハ ム 
ー ト で す 。FF シ リー ズ で も お な じ 
み の 「 カ ウン ト ダ ウン 」 を 、 よ り 視 覚 
的 に わか りや すく 、 よ り イ ン バ ク ト 
の ある も の に …… と 考え た 結果 、 バ 
ワー レベ ル が 上 が っ て 攻撃 能力 を 持 
つ オ ー ラ を まとう と いう 、 凶 悪 な 仕 
様 が 生ま れ まし た 。 本 作 で 最強 の ブ 
ラウ ド ・ ク ラッ ド 堆 号機 は 、 メイ ン 
スト ー リ ー を クリ ア し た あと に し か 
挑 則 で き な い の で 、 ク リア 前 に 戦え 
る 相手 と し て は この バハ ムー ト が 最 
強 の 存在 だ と 思い ます 。 開 発 中 も チ 
エッ ク の た め に 戦っ た ら 全 人 然 勝て な 
く て 、 担 当 の 岡田 (岡田 祐介 氏 ) に 
「 ど うす りゃ ええ ね ん ……」] と ボ ヤ い 
で いま し た 。 


Y ブラ ウド ・ ク ラッ ド 零 号機 【 初 期 案 】 


つた りす る ん で し ょ うか ………。 


W バハ ムー ト 


還 カ の イン フレ ーション 
・ っ 


還 メ ガ フレ ア を 中 や と し た バト ん 
・ バ ムー ト の 理 で ある メガ フラ レプ 


時 強 さ は ラス ボス 以上 。 ペ スト な 装備 と し ベ ん で 槍 む べし 。 
・ バ re ミン で の 時 証し べ ん 、 革 電 で は 
か ちの 取 因 不評 も あり うる 。 バ パト ん は 人 


ヤバ バム ー ト の 戦い 方 

バハ ムー ト は 時 旨 か ら 「5」 か ら 千 まる アビリティ 「 カ ウン ト ダ ウン ] を 行い だ し ます 

カウ ント ダウ ン は 自身 に エネ ルギー を 泊 め る アビ リティ で 、 カ ウン ト が ある 和朗 條 や 放 に バハ ムー ト が パワ ー ア ッ プ し て いさ ます 。 
カウ ント ダウ ン が 「0」 に 遅 す る と 必 令 技 の 「 メ ガ フ レア 」 を 発動 し ます 。 


バハ ムー ト の パワ ー ア ッ プ は 2 彼 族 の し ベル ん が あり 、 カ ウン ト グ ウン が 計 始 し た 時 に レベ ル 1、「3」 に な っ た | 
し ベル が 上 が る 屋 に バハ ムー ト が 使用 する 攻撃 アビ リティ が 追加 され て いさ ます 。 


し ベル 2 に あがり ま す 。 


し ベル が 上 が る と 自身 中心 に 広 入 の 「 流 熱 オー ラ 」 を 妨 う よう に な り 、 こ れ が 理 在 の バ ワー レベ ル を 示す サイ ン に な り ま す 。 
この オー タラ は 、 箇 店 に PC が 屋 る と スリ ッ プ ダメ ー ジ で 佳 々 に HP を 滑り ます 。 オーラ の 還 や 用 迷 カ は レベ ル が 上 が る 屋 に 大 きく な っ て いさ ます 。 


滞 


77 ウー し へ ウー し 
共 黄 アビ リティ + 施 軸 オ ー ラ の スリ ッ プ ダメ ー ジ で PC の HP 期 っ た 所 で 、 メ ガ フ レア で 一 思 に 寺泊 め る と いう の が バハ ムー ト の 天主 的 な 戦い 方 で す 。 


メガ フレ ア を 発動 し た ら 、 カ ウン ト と 流動 が リモ セット され 、 調 び カ ウン ト ダウ ン が 知 ま る まで の 短い 間 
大 手 の ク ー ル ダウ ン 的 な 妃 じ で PC の チャ ンス タイ ム と な る パワ ー レ ベル 0 に な る 。 


@ ビー ムキ ャ ノン を 使用 する た め の 発 向 | 
※ 大 攻 暫 で 合用 する 湖 。 | 

※ 音 に ある と 原作 の よう に アビ リティ を 使用 する た め に 区 足 
の 革 勢 に な る 必要 が ある た め 、 立 つた まま の 生 で 使用 で き 
くだ さい 。 


| ・ 交 か ら ビー ム 約 が 出せ る パー ツ 。 
※ 中 攻 軸 で 誠 用 する 下 定 。 ] 


] 
・ 徹 下 の マシ ン ガン 厩 。 | 
※ 小 攻撃 で 使用 する 下 定 。 | 

| 


エネ ミー バト ル デ ザ イ : 


プラ ウド ・ ク ラッ ド 堆 号機 の デザ 
イン を 相談 する と き に 使っ た イメ ー 
ジ 図 で す 。 ビ ー ム キャ ノン は 土下座 
ポー ズ を せ ず に 立っ た まま 撃て る よ 
うに し た いと いう 希望 や 、 レ ー ザ ー 
を 放つ た め の 胸 部 の コア の 追加 、 身 
体 の あちこち に ある 武器 の 役割 、 部 
位 破壊 で ビジ か ら 下 が 壊れ る こと な 
ど を 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 設定 画 に メモ 
し て いま し た 。 
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所 が 店 下 で ある 必要 性 は あり ませ ん 。 


W プラ ウド ・ ク ラッ ド 零 号機 


JarctuL PLANNING SHEET 


FNLANRSYVI REMAKE MAERALUUTMMA 


原作 の 土下座 ビー ム 、 財 ち っ 放し の サン ド バ ッ グ の イメ 、 


対 ウェ ボン 兵 療 と し て の 設定 


エネ ミー 特 役 
最 丈 の エネ ミー と し て の 塗 さと 、 尿 作 イ メー ジ 。 


< 往 持 > 
非常 融 い HP 
浴 め エネ ルギー 使用 


で 変更 > 
ビー ムキ ャ ノン の 算 夫 ダメ ー ジ 化 
潜め エネ ルギー 活用 技 の 追加 
百 通 の 如 位 太 衝 入 
小 押 / 大 抜 の 明 引 化 


・ 溜め エネ ルギー 


左 久石 疑 に それ ぞ れ 専用 の 下 力 な 技 を 実装 


・ 腕 の 破 填 を 読 導 す る モー ショ ン 導 入 


左 角 の 破 
左 続 の 専用 扶 ( 計 男 攻 軸 系 ) の 媒 包 
バト ル AI の 変化 


で 膨大 
転 劉 に よる チャ ンス タイ ム 
転 人 時 の ボー ズ で 請 破 天 を 者 紀 
及 の 芝 器 で 頃 入 す る 系 の 攻撃 双 押 
クラ ンチ 攻 出 に 活用 可能 (上 私 攻 攻 法 ) 


最終 コン テン ツ に 相応 し い 強 さ を 備え 、PC 成 長 ツ リー や 装備 状 な どの バト ル デ ー タ を 分 析 し : 


尿 作 か ら の 象 仙 + 趣 紙 ダメ ー 
宰 合 の 汰 馬 軸 党 、 半 人 / 補 


を 一 新 し て 、 正 攻 法 と し て 判 い エネ ミー に 設定 
的 に 戦う 最 妹 の エネ ミー 


ウェ ボン か ら の 攻撃 に 厨 えら れる た め の 非常 に 高い HP 
最終 足止め の 役割 と し て 、 近 拓 格 問答 衝 を 括 寺 ( メ イン ) + 独 撃 用 の キャ ノン 
破 寺 カ の 醒め を 最 優 先 に 関 発し た た め 、 動 き は 導 で あっ て も 破 舌 だ け は 非常 に 高い 


一 新 を 目的 に 特 向 を 祖 元 


ビー ムキ ャ ノン の 撃ち っ 攻 し か ら 脱 強し て 、 ビ ー ム キャ ノン 表 後 の 此 江 を 経 持 
RPG83 な 攻略 要素 の 北 、 午 徴 を 活用 し た 攻略 夫 と 分 鍼 を 設定 


民生 の 浴 め エネ ルギー の 使用 先 「 ビ ピー ムキ ャ ノン 」 に 加え て 「 ジ ャ マー 拓 」 を 追加 
別 内 の 強力 挟 を 、PC と の バト ル デ ー タ を 基 に 誤 時 に 通用 し て PC の 詳 各 分 を 攻略 


どちら か 方 だ け 硫 寺 可 能 な 仕様 を 苔 に 「 破 堪 し た 通 の 持 所 」& 「 残 っ た 方 の 技 の 人 」 で 攻略 分 妖 


・ 一 十条 件 + 該当 部位 の ダメ ー ジ 番 柄 で 、 部 位 を 破 圭 する こと が 可能 
・ 破 寺 可 能 部 位 は 「 を 続 の 切断 」「 右 肝 の 切断 」「 た 不 の 損 作 」「 右 上 の 損 便 」 の 4 ヶ所 
・ 破壊 状 区 に よっ て 、 バ トル AIt や 攻撃 の 性能 な ど 変 化 


で 右腕 の 破 結 
石 続 の 専用 技 (掴み 拘束 ) の 再 ED 
バト ル AI の 変化 


ラグ の 2 を ee と 


エネ ミー バト ル テ ザ イナ ー: 成 運 昌 


オリ ジ ナ ル 版 の 終盤 に 登場 し た プラ ウド ・ ク ラッ ド の プロト 
タイ プ ブ な の で 、 こ れ か ら 進 化す る で あろ う バ ー ツ や 機能 を ベー 
ス に し て 、 設定 を 考え て いき まし た 。 行動 の 主軸 は 、 エ ネル ギ 
一 の 充填 と 大 き な キ ャ ノン 砲 に よる 攻撃 で す 。 ま た 、 左 右 の 腕 
は 将来 的 に 4 本 に 増え て 、 プ ラウ ド ・ ク ラッ ド の 大 き な 特 徴 と 
な る バー ツ な の で 、 本 作 で も プレ イヤ ー の 印象 に 残る よう に 、 
攻略 の メイ ン 要 素 と し て 設計 し まし た 。 腕 を 部 位 破壊 する こと 
で 、 危 険 な 技 の 使用 を 封じ つつ 、 大 き な バ パー ツ を 壊す 達成 感 を 


感じ て いた だ けた の で は な いで し ょ うか 。 ち な み に 、 脚 を 破壊 
され て ダウ ン し た と き の ポ ボー ズ は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で : 土 下 座 キ 
ャ ノン "と 呼ば れ た 『 ビ ー ム キャ ノン 」 の ポー ズ を 再現 し た も の 
で す 。 攻撃 な どの モー ショ ン は カッ コ よ さ を な 目指 し つつ も 、 や 
は り オ リ ジ ナ ル 版 で の 特徴 も 捨て が た いで すか ら ね 。 おそらく. 
今後 の 作品 で 、 完 成 版 の ブラ ウド - クラ ッ ド が 登場 する と 思わ , 
れ ま す が 、 そ れ が どの よう な 姿 に な る か を 本 作 の 鶴 号 機 か ら 想 
像 し て 、 楽 し み に 待つ て いた だ ける と うれ し いで す 。 


に ye19」、| p/ 
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FINAL FANTASY VII REMAKE Original Soundtrack 


て Special edit Version… FINAL FANTASY VII REMAKE Original Soundtrack 
(初回 限定 生産 ) (通常 上 ) 

仕様 :CD7 枚 + ボ ポー ナス トラ ッ ク ディ スク 1 枚 価格 :\7.777( 税 別 ) 仕様 :CD7 枚 価格 :\6.500( 税 別 ) 

発売 元 : スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 発売 元 : スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 


スト ー リ ー 順 楽曲 デー 


本 作 の サウ ンド トラ ッ ク に 収録 され て いる 楽曲 の デー タ を 、 ス トー リー 中 の どの 場面 で 流れ て いた か 
を 示す チャ ー ト と と も に 紹介 する 。 作 曲 や 編曲 を 手がけ た スタ ッ フ か ら 寄せ られ た 、 曲 の 聴き どこ ろ 
し や 制作 時 の エピ ソー ド も 併せ て お 届け する の で 、 ぜ び 〇 実際 に 曲 を 聴き な が ら 目 を 通し て ほし い 。 


※[ 原 曲 ] の 欄 に は 、 アレ ンジ の も と に な っ た オリ ジ ナ ル 版 お よび 「FFVI 関 連作 品 の 曲 の タイ トル を 記載 し て いる (「Hollow] 
と 「 フ ィ ー ラ ー の テー マ ] は 本 作 の 楽曲 だ が 、 例 外 的 に 〔 原 曲 ] の 棚 に 記載 ) 


Comment を 
【 原 曲 ] プレ リュ ー ド 


Comment 


| 人 天上 昌光 6 記 田 生 | 


【 原 曲 ] オ ー プ ニン グー 爆破 ミッ ショ ン (「 オ ー プ ニン グ ] の 部 分 の み 。 ま た . 一 部 に 「 片 細 の 天使 !] の フレ ー ズ が 使わ れ 
て いる ) 


志 駅 で 作戦 行 動 を 開始 する 一 電 番 | 人 昌和 | 
財 時 折 の 物 内 に 入る [ 原 還 相 の 部 分 の み 。 また 、 一 部 に 『FFVI メ イン テー マ j の フレ ー 


ズ が 使わ れ て いる ) 
| 【 原 曲 ] 闘う 者 達 


【 原 曲 ] 魔 眺 炉 
Fame e ーー | 
【 原 曲 ] 魔 上 坊 


エレ ベー ター に 乗り こ お 一 最 下 必中 ] 
層 で 炉心 に 近づく 


Comment 


ガー ドス コー ピオ ン と 戦う 


| 人 天明 舞曲: 生 大 | 
テー マ 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


| で は 届 声 を 入れ た り 9 拍子 に し た り と 、 
| まし た 。 それ に し IFFM リメイク ! で は 、 


warpkuur 伯 ) 人 SOUND 


FNLANMSYVI REMAKE MAEAALUUTMAMA 


島 翔太 朗 


| | 月 分 は 『 プ ブレ リュ ー ド 』 の アレ ンジ を これ まで 何 回 か 手がけ て お り 、『FFXU」 


その つど 作品 に 合わ せ た 工 夫 を し て き 
オリ ジ ナ ル 版 の 印象 を 残し た シン 
ブル な アレ シンジ に し で いま す 。 出 だ し か ら つ づく アル ベジ オ ( 和 音 を 構成 する 
将 を 1 音 ず つ 順 番 に 演奏 し て いく 手法 ) の 音 は 、 オリジナル 版 は アナ ログ シン 
' セ サイ ザー の 音 だ っ た の で 、 本 作 で は ハー ブ に シン セ サ イ ザー の 音 を 軽く 重ね 
で 、 ど こと な く オ リ ジ ナ ル 版 当時 の 雰囲気 が 出る よう に し て いま す 。 


ーー 
ニー 


は る か 向こう の 地平 線 まで つづ く 荒 野 、 そ こ に 飛ん で くる 1 羽 の 鳥 、 そ し て 現 
れる 魔 眺 都市 ミッ ウド ガル ・… 映 像 内 の ひと つ ひ と つの 要素 に 合わ せ て 、 ク リエ 
イタ ー と し て は いろ ん な メロ ディ ー を つけ た く な り ま す 。 し か し 、 オー プ ニ ング 
の 終 衣 で 「FINAL FANTASY VI HEMAKE」 と 書か れ た ロゴ が 現れ る タ - 
グ を 最大 限 に 盛り 上 げ る た め に 、 前 半 部 分 は あま り 楽 器 を 使わ ず 、 さ ま ざ ま な 
効果 音 や 風 の 環 音 な ど を 組み 合わ せ て 、 抽 象 的 な サウ ンド を 目指 し まし た 。 

エア リス が 登場 する お な じみ の 後半 部 分 は 、 オリ ジ ナ ル 版 と は 少し 演出 が 変 
わっ て お り 、 そ れ に と も な い [ 片 翼 の 天使 ] の 不穏 な モチ ー フ を 取り 入れ て いま 
す 。 オリ ジ ナ ル 版 か ら た だ 難 れ る の で は な く 、「 あ れ 、 な ん か ちょ っ と ちがう 
ぞ ?2」 と いう 究 囲 箇 に し た か っ た の で 、 ア レン ジ し すぎ な いよ うな バラ ンス を 
心がけ まし た 。 ま た 、 踏 まれ た 花 を 拾っ た エア リス が 前 を 向い た あと の 、 ダ イ 
ナミ ッ ク に ズー ム ア ウ ト す る カメ ラ ワ ー ク は 、「FFVHI の 衝撃 的 な 要素 の ひと 
つ で す 。 そ の 場面 で ブ プレイ ヤー の みな さん の 心 を グッ と つか むために 、 テ ン ポ 
感 や 楽器 の 入り か た な ど を 綿 麗 に 調整 し まし た 。 と くに 、 タ イ トル ロゴ が 表示 
され る と き に 鳴る 「 ド シー ン ! 」 と いう 限 石 が 落ち た よう な 音 は 、 イ ン バ ク ト 音 
や シン セ サ イ ザー の 音 、 風 切り 音 を 何 個 か 組み 合わ せ て 作っ て いる の で す が 、 
音 の タイ ミン グ の ちがい で ロゴ の 重厚 感 も 変わ つて し まう の で 、 そ れ ぞ れ の 音 
の 開始 位置 を こま か く 決め た の を 覚え て いま す 。 


オリ ジ ナ ル 版 で は オー プ ニ ン グ か ら 途 切れ ず に 楽曲 が スタ ー ト し て いま し た 
が 、 本 作 で は キャ ラク ター 登場 の 演出 も 大 きく 変わ っ て いた の で 、 原 曲 の テイ 
スト は 残し つつ 、 新 た に ブリ ッ ジ ( 以 降 の 展開 へ の 橋渡し と な る バー ト ) な ど を 
加え て アレ ンジ し まし た 。 本 作 の よう に 写実 的 か つ 映 画 的 な グラ フィ ッ ク に 背 
楽 を つけ る 場合 、「 ど ん な 音楽 を つけ る か 」 と 同じ くら い 「 ど の タイ ミン グ で 、 
どう いう 音量 で 鳴ら し は じ め る か (終わ る か )」 も 非常 に 大 更 で 、 そ れ を 読み ま 
ち が え る と 、 せ っ か く グ ラフ ィ ッ クチ ー ム が 制作 し た すばらし い シ ー ン が 台 な 
し に な っ て し まい ます 。 こ の [爆破 ミッ ショ ン 』 も 、 い つ ス ター ト さ せる か に か 
な り 気 を つけ な が ら 制 作 し 、 最 終 的 に は 「 神 訣 兵 が 異変 に 気づく 場面 ] で 楽曲 を 
さり げ な く 開 始 し 、 ビ ピッ グ ス と ジェ シー が 登場 する 場面 か ら お な じみ の モチ ー 
フ の 部 分 に つなげ まし た 。 同様 の 理由 で 、 そ の 後 の ゲー ト 前 で の 会 話 シ ー ン か 
ら ク ラウ ド が 壱 番 魔 上 寺 を 見 上 げ る 部 分 まで は 、 音 楽 で 盛り 上 げす ぎ な いよ う 」 
に 原 曲 の 中 間 部 の 静か な パー ト を ルー プ さ せ 、 バ レッ ト の セリ ラフ が 終わ っ た く . 
らい で 自然 に サビ へ つなが る 設計 に し て いま す 。 

サウ ンド に 関し て は 、 原 曲 に も あっ た サイ バー バン ク 感 を 出し た か っ た の で 、 
生 の 楽器 の ほか に ノイ ズ や シン セ サ イ ザー な ども 織り こみ まし た 。「FFVI リ メ 
イク ] の 写実 的 な 部 分 を 邪魔 せ すず 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 無 但 な サウ ンド 感 も 思い 起こ 
で させ る よう な バラ ンス を 目指 し て いま す 。 と くに 、 サ ウン ド ト ラ ッ ク の 01:00 
か ら の シン セ サ イ ザー と ノイ ズ だ け に な る 部 分 は 、 FFVW リメイク 』 で あり つつ 、 
オリ ジ ナ ル 版 に も 寄り 添っ た サウ ンド に で きた か な と 思っ て お り ま す 。 


楽曲 制作 に あたり 、 参 考 用 に 開発 中 の バト ル 動画 を ちら っ た の で す が 、 最 初 
の ポス な の に 20 分 ほど の 長 尺 で 、 し か も 各 フ ェ ー ズ ご と に ポス の 形態 が 変わ 
る の で 「 こ れ 、 ホ ント に 最初 の ポス 2 」 と ド ギ モ を 抜か れ ま し た 。 曲 を 作り は じ , 
め た ころ は 、 原 曲 に 忠実 な 「 更 に 関 う 者 避 ] を リッ チ な アレ ンジ で 流し つつ 、 だ 
ん だ ん 「 爆 ショ ン I に 変化 し て いき 、 部 位 破壊 や バー スト 状態 で 有利 に な 
つた と き に 3 連 待 の オル ガン ソロ の 部 分 に 飛ん で 一 気 に 盛 り 上 げ る …… み た い 
な 仕掛 け を 考え て いま し た 。 し か し 、 オ リ ジ ナ ル 版 で 最初 に 「 更 に 関 う 者 信 」 が 
流れ る の が この バト ル で は な い ほ か 、 リ メイ ク さ れ た ガー ドス コー ピオ ン の 強 
さや 凶悪 に フォ ー カ ス し た ほう が 良い と 思い 直し 、「 更 に 闘う 者 居 ] と [爆破 
ミッ ショ ン 」 の モチ ー フ を 用 いた 新しい 曲 と し て 制作 する こと に し た ん で す 。 
ちな み に 、 完 成 版 の フェ ー ズ 1 3 の BPM( 1 分 あたり の 拍 数 で 示さ れる 曲 の 
速 さ ) が [更に 酸 う 者 達 ] と 同じ 168 な の は 、 当 初 の 名 残 で すね 。 

また 、 ゲ ー ム 中 で は 気づき に くい か も し れ ま せん が 、 フ ェ ー ズ 4 の 後半 部 分 
(サウ ンド トラ ッ ク の 06:13 一 ) に は 、「 こ れ か ら 物 語 が は じ ま る ぞ ! 」 と いう 
気持 ち を こめ て 、 一 節 だ け 『F.F.MM メ イン テー マ 」 の モチ ー フ を 入れ て いま す 。 
現代 の 技術 で 再現 され た 壮大 な バト ル シ ー ン に 負け な いよ うに 、 曲 に も さま ざ 
まな 要素 を 詰め こみ まし た 。 学 生 の ころ 大 好き だ っ た THE BLACK MAGES 
の 関戸 剛 さ ん に エレ キ ギタ ー を 弾い て いた だ いた こと も あり 、 非 常に 思い 入 
れ の 強い 楽曲 の ひと つ で す 。 


人 番 御 市街地 に 出る 駅 の 近く で 高架 が 
4 [ 原 昌 神 節 カン バニー 


0 昌 | 邊 【 原 曲 ] 星 に 選ば れ し 者 (冒頭 に 「5 年 前 の あの 日 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


Ezooyzrrezyred 委 SC | 
【 原 曲 ] 約束 の 地 一 The Promised Land 
」 [ 原 曲 ] エ アリ ス の テー マ 


エア リス が 去っ た あと に 神 紅 と 戦う 部 | 者 昌 和光 | 
隔 民 ゴツ ガ ど 間 [ 原 遇 闘う 者 


部 隊長 ゴン ガ を 倒し た あと に 最終 列車 の 屋 間 較 | 作 昌 : 松 介 穴 米 昌 信明 | 
ー 誠 【 原 曲 爆破 ミッ ショ ン 


| 画 (原理 切り 者 の 色 印 
を 聞い た あと 、 バ レッ ト と 話す 了 M 近 


2 


其 街 スラ ム 駅 に 到着 する 居住 区 へ 向かう EEEieaegGe| 作曲 : 村松 人 天 曲 島村 | 
【 原 曲 ]F.F.VII メ イン テー マ 

Comment 

居住 区 に た どり 着く ー セ ブン ス ヘ ブン に 入っ rozo テ - マ ーg22 ト ウッ | 作 : 松 人 夫 編曲: 伺 翔太 明 | 

た の ち 、 店 を 出る よう ティ ファ に うな が され る 1 1 テ ゾ ジ アニ 


アパ ー ト の 自室 で 夜中 に 目覚 め る 203 mwo39s | 作 昭 : 松 介 穴 編曲 : 中 仁紀 | 
号室 の 扉 を 開け る 15 


Commente 
と 一 緒 に フィ ルター の 集金 を 終え る 155MID7S テ ーー 
SS 拓 り に り ) る モジ スム = | 2 ME 押下 | 


一 掃 し て 初心 者 の 館 へ も どる 


な ん で も 屋 の 仕事 を こなす 
居住 区 ー 七 番 街 スラ ム 駅 を 探索 中 
ガ 廃 工場 を 探索 中 


七 番 街 スラ ム で の 戦闘 中 1 


【 原 曲 ] 闘 う 者 達 


2 ん ん プ ラグ の ge と 


Disc 1-08 


鈴木 宮 束 


warpkuur 人 5) 人 SOUND 


FNLANMSY WIREMAKE MAIEAALUUTMAMA 


| RPCIREVIB22SEWz 間 om) 
デジ の 


Comment 
作曲 : 植松 伸夫 編曲 : 島 翔太 朗 


島 翔太 朗 


爆破 ミッ ショ ン 後 の 脱出 時 に 流れ る 曲 は 、 随 所 に 挿入 され る カッ トシ ー ン を 
考慮 し て 制作 する 必要 が あり まし た 。「 爆 破 ミッ ショ ン 」 の モチ ー フ を 流し つつ 
カッ トシ ー ン の 曲 へ 切り か わっ て 、 さ ら に 脱出 の 曲 へ も どっ て と 、 か な り 忙 し 
い 展開 が つづ くう え 、 そ れ ら の 流れ を 違和感 な く 作 る の は 大 変 苦労 し まし た 
が 、 音 楽 的 に 破綻 させ な いよ うに 工夫 を する の は と て も 楽し いで す 。 この よう 
に ゲー ム の 進行 に 合わ せ て 曲 が 自 然 と 切り か わっ て いく 「 イ ンタ ラク ティ ブ ミ 

ジッ ク 」 と いう 技法 が 、 今 後 ど の よう な 進化 を し て いく の か 、 圧 常 に 興味 
深い で すね 。 同 じ 曲 が 二 訟 と 流れ な いと か 、 遊 ぶ 人 に よっ て 聴け る 曲 が ち が う 
と か 、 そ ん な こと が 実現 で きた ら お も し ろ そ う で す 。 


島 翔太 朗 
や は り イ ント ロ の 「 ド ン ッ ! バッ ! ドッ ド ! バッ !」 の リズ ム で すべ て 
が 決ま る 楽曲 だ と 思っ た の で 、 ま ず 最 初 に この 部 分 の 作り こみ か ら は じ め ま し 
た 。 メ イン の メロ ディ ー は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で も モチ ー フ と し て 何 度 も 形 を 変え 
つつ づ 登場 し て お り 、 こ ん な に シン プル な 音 列 で あり な が ら 、 プ レイ ヤー の 心 を 
打つ 楽曲 と し て 成り 立つ て いる と ころ に 、 植 松 さん (植松 伸夫 氏 ) の すさ まじ さ 
を 感じ ます 。 本 作 で も 、 ス トー リー 中 に 挿入 され る カッ トシ ー ン や フィ ー ル ド 
曲 な ど 、 神 苺 に 関す る 部 分 に は 『 神 羅 の テー マ ] を り こみ まし た 。 じ つ は 「 ラ 
ン デ ブー ポイ ント ]( 一 P.30 1 ) の 一 番 最後 に ち 、 サ ブリ ミナ ル 的 に この モチ ー 
フ が 使わ れ て いま す の で 、 サ ント ラ を お 持ち の か た は ぜひ チェ ッ ク し て みて く 
だ さい ね 。 


オリ ジ ナ ル 版 の [ティ ファ の テー で マ 』 は 、 木 管楽器 が フィ ー チ ャ ー さ れ た 牧歌 
的 な イメ ー ジ が 強い 楽曲 で し た 。 本 作 に お いて は 、 幼 な じみ の クラ ウド に 対す 
る ティ ファ の 包み こむ お よう な 優し さ を も っ と 表現 し た いと 思い 、 セ ブン ス ヘ プ 
ン に 到着 し た クラ ウド た ち が ホ ッ と ひと 息 つけ る よう な 癒し の ある サウ ンド を 
目指 し て 、 ピ アノ 中 心 の アレ ンジ に し まし た 。 

原 曲 は 、 メ ロディ ー が 4 小節 単位 の ブロ ッ ク に な っ て お り 、 各 ブロ ッ ク の 3 
ー4 小 節目 に 奈 白 が ある 構造 で す 。 そ うい っ た 奈 白 の 部 分 に 、 メ イン メロ ディ 
一 を 邪 磨 し な い 程度 に 新た な 対話 律 ( 主 旋律 を 引き 立た せる た め の 別 の メロ デ 
イー) を 入れ た の で す が 、 そ の 対 旋律 に ティ ファ が 持つ 優し さ な ど が 感じ られ 
る と 素敵 か な ぁ ど 考え な が ら 制 作 し まし た 。 


2019 年 の E3( ア メリ カ で 行なわ れる 世界 最大 規模 の ゲー ムシ ョ ー) で 公開 
され た トレ ー ラ ー 映 像 の 冒頭 で も 使わ れ た 楽曲 で す 。 オ リ ジ ナ ル 版 で は ワー ル 
ド マ ッ プ の 曲 で し た が 、 本 作 で は 七 番 街 スラ ム の 朝 の 場面 で 流れ る 曲 と し て 制 
作 し まし た 。 こ の 楽曲 が 持つ 光 と 影 が 同居 し て いる イメ ー ジ は 、 七 番 街 スラ ム 
の 空気 感 に も 当て は まる と 思っ た の で 、 基 本 的 に は 原 曲 の 紛 囲 気 を 踏 本 し た ア 
レン ジ に し て いま す 。 た だ 、 ス ラム の 少し 窟 屈 な 感じ も 表現 する た め に 、 全 体 
的 に 少し 重 め に し て 、 原 曲 で 斑 飼 だ っ た 部 分 は お と な し め に 仕上 げ ま し た 。 

本 作 で は 、 こ の 楽曲 に か ぎら ず 「 ミ ーー ファ #ー ソ #ー レ #ー ド # の 
モチ ー フ が 何 度 も 形 を 変え て 登場 し て いま す 。 場面 に 合わ せ て 変幻 自在 に 表情 
を 変え る こと が で きる 植松 さん の メロ ディ ー は 、 本 当 に すご いな あと 改め て 思 
いま し た 。 


島 翔太 朗 


E3 2019 用 トレ ー ラ ー で 初 披露 され た 楽曲 で 、 今 回 コメ ント を 書い て いる 
な か で は も っ と も 初期 の 段階 で 制作 し た も の に な り ま す 。 自 分 が 担当 する ほか 
の アレ ンジ の 方 向 性 を 決め る 曲 に な る と 思っ た の で 、 ど うい っ た サウ ンド に す 
る か 、 と て も 悩み まし た ね 。 最終 的 に は 「 現 代 的 な リッ チ な サウ ンド に し つつ 、 
プレ イス テー ショ ン 時 代 の 面影 を 出す 」 こ いう こと を 念頭 に 制作 し まし た 。 

過去 の ゲー ム の 曲 を 現代 の テク ノロ ジー で 再 ア レン ジ す る こと は いま まで も 経 
験 し て いた の で す が 、 オリ ジ ナ ル 版 「FFVII の よう な 1990 年 代 の PCM 音 源 ( 実 
際 の 楽器 な どの 音色 を 取り こん で 作っ た デー タ を も と に 演奏 する 音源 ) で 作ら れ 
た 楽曲 の アレ ンジ は 、「 プ レイ ヤー が 持つ サウ ンド の イメ ー ジ が ある 程度 固定 さ 
れ て いる 」「 当 時 の PCM 詩 源 特有 の 、 出 だ し が 強調 され た ゴツ い 音 を 現代 の 音源 
で 再現 する の が 難し い 」 と いう 点 か ら 、 意 外 と ひと 筋 纏 で は いか な い 部 分 が 多い 
ん で す 。 そう いっ た アレ ンジ を 、HD リ マス ター な ら ぬ "HHD ア レン ジ " と 自分 で は 
呼ん で お り 、 こ の 曲 で は [ 原 曲 で 使わ れ た メロ ディ ー の 楽器 を な る べく 踏 王 し つ 
つづ 、 原 曲 の テン ポ は 絶対 に キー プ ! 」 こ と いう ルー ル で 制作 し まし た 。 そ の 結果 、 
演奏 の 難易 度 は 非常 に 高い も の と な り ま し た が 、 す ば らしい スタ ジオ ミュ ー ジ シ 
ヤン た ちの お か げ で 、 イ メー ジ し て いた と お り の HD 化 が で きた と 思っ て いま す 。 

サウ ンド に 関し て 一 番 試行 敵 誤 を し た の は 、 リ ズム 薬 器 の 音 作り で す 。 エ ッ 」 
ジ の 効い た 原 曲 の リズ ム を 再現 する た め に 、 質 感 の ちがう 夕 ム ( 太 鼓 ) の 音 を 何 
個 も 重ね た も の を 中 心 に 組み 立て まし た 。 また 、 メ イン メロ ディ ー の うし ろ で 
鳴っ て いる 「 カ ー ン ! 」 と いう 音 は 、 原 曲 の 大 切な 要素 で は ある も の の サン プリ 
ング 元 が 不明 だ っ た た め 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 音 を 自分 な り に 再現 し て 鳴ら し て い 
ます 。 個 人 的 に 、 こ の 音 に は 絶対 に 気づい て ほし か っ た の で 、 最 初 の 2 発 の 音 
量 は と くに 大 きく し まし た 。 メ ロディ ー や ハー モニ ー だ け で な く 、 こ うい う 音 
ひと つ で 一 気 に 当時 の 気持 ち に も どれ る の も 、 オリ ジ ナ ル 版 の サウ ンド の す ば 
らし いと ころ で すね 。 


れ // 


EXTRA「 ふ た り だ け の 時 間 ] で ティ ファ と 
アバ ー ト の 部 屋 で 話す 


が 神 苺 兵 に 連行 され る 


本 | 語 還 


を 救出 後 、 居 住 区 へ も どる 途中 で 
ティ ファ と 話す ー セ ブン ス へ ブン で カク テ 
ル を 飲む お (※1) 


作戦 会 議 か ら も どっ た ティ ファ と 話す ー セ 
ブン ス へ ブン を 出る 


ERR 
【 原 曲 ] 旅 の 途中 で 


Comment 


| mmHg5zcsszome 計 | ro ww 
【 原 曲 ] テ ィ フ ァ の テー マ 


あや し げ な 男 た ち に 話し か け て 、 彼 ら と 一 
緒 に 街 は ずれ へ 行く 


王 硬 


アパート で ジェ シー か ら 依頼 を 受け る 


| REWgRoGg 詳 | = 
【 原 曲 ] 間 に 満 む 
【 原 曲 ] 5 年 前 の あの 日 


七 番 街 ス ラム 駅 に ビッ グ ス と ウェ ッ ジ が や 
っ て くる 


了 


証 。 ! 計 


バイ ク で 革 番 街 へ 向かう ーー』 


Comment 


【 原 曲 ] (一 部 に 「 ク レイ ジー モー ター サイ クル 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


ETEHRGfa7|… ムー 
【 原 曲 ] (一 部 に 「 闘 う 者 達 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


Comment 


ロー チェ と バイ ク で 対決 する 


ロー チェ に 勝利 する 


ジェ シー に 運転 の 採点 を され 、 も っ と も 高 
い 評 価 を 得る 


ニ 作詞 鳥山 求 翻訳 :Ben Sabin、John Crow 


Comment 


七 番 街 の 社宅 地区 を 探索 する 


還 |、 ! 詩 


ジェ シー の 家 に 潜入 する ジェ シー の 父親 
の 社員 証 を 入手 し て 玄関 前 に も どる 


七 六 分 室 の 給水 培 を 見 て 、 二 ブル ヘイ ム で 
ティ ファ と 約束 を か わし た こと を 思い 出す 


【 原 曲 ] 想い を 胸 に 


※1……: 居 住 区 へ も どっ た の ち 、 ガ レキ 通り や タラ ガ 廃 工場 へ 立ち 寄る か 、EXTRA 


「 ふ た り だ け の 時 間 ] で ティ ファ と 話し た 場合 は 、 そ の 時 点 まで 


wArERr 維 ) 呈 OUND 


FNLANMSY WIREMAKE MAEAALUUTMAMA 


鈴木 光 人 


E 「 ン の 映像 を 最初 に 見 た と き 、 す ぐに [エレ ビ ( エ レク トリ 
シク ピアノ) を メイ ジ に 使っ た ジャ ズ ア レン ジ に し た い ! 」 と 思い まし た 。 た 

だ 、 あ まり ジャ ズ に 振り 切っ て し まう と 、 ネ オン 街 の こと じゃ れ た バー の よう な 
雰 囲 先 に が っ で じ ま う た め 、 少 し さび し げ な 、 日 の 差し こむ セブ ンス ヘブン の 
シー ン に 合う 絶 紗 な ジャ ズ アレ ンジ を 目指 し て 制作 を は じ め ま し た 。 

まず は アレ ンジ の 方 向 性 が 伝わる 記 作 音源 を 、 打 ちこ み ( 音 楽 ソ フト を 用 い 
で パソ コン 上 で 曲 を 制作 する こと ) に よっ て 作り 、 そ れ か ら 各 楽器 の レコ ー デ 
イン シグ に 進 お の で す が 、 今 回 は メイ ン の エレ ビ 、 ギ ター と ウッ ド ベ ペー ス 、 
ム に パーカッション 、 さ ら に は ス トリ ング ス も レコ ー デ ィング し まし た 。 こ の 
手 の アレ ンジ は 演 移 の ニュ アン ス ひ と つ で ガラ ッ と 印象 が 変わ っ て し まう の 
で 、 レ コー ディ ング で は 演奏 家 の か た が た に イメ ー ジ を 綿 宙 に 伝え つつ 、 デ ィ 
スカ ッ シ ョ ン し な が ら 二 人 三脚 で 形 に し て いき ます 。 最 終 的 に は こち ら の 意図 
を パッ チリ くみ 取っ て いた だ さき 、 ジ ャ ズ っ ぽく な りす ぎ な い 、 と て も 温か み の 
ある アレ ンジ に 仕上 げ る こと が で きま し た 。 

エレ ビ の 音色 に は こだわ り が あっ た の で 、 ソ フト シン セ ( ソ フト ウェ ア ・ シ 
ン セ サイ ザー) が 入っ た 自分 の パソ コン を レコ ー デ ィング スタ ジオ に 持ち こみ 、 
キー ボー ド 爽 者 に ソフ トシ ン セ を 唱 ら し て も ら っ て レコ ー デ ィング を 行ない ま 
し た 。 実物 の エレ ピ は と て も 味 が ある 音 な の で す が 、 そ れ を 使う と 、 ま さ し く 
本 場 の ジャ ズ の 音 に な っ て し まい ます 。 今 回 は あえ て ソフ トシ ン セ を 使っ た こ 
と で 、 ち ょ うど 良い アレ ンジ に な っ た の か な と 思い ます 。 

と ころ で 、 テ ィ フ ァ の オリ ジ ナ ルカ ク テ ル っ て どん な 味 が する ん で し ょ う ね 
"飲ん で みた い ! 


鈴木 光 人 


意識 し た ポイ ント は 曲名 の と お り " ク レイ ジー~ で ある こと 。「『 ク レイ ジー モ 
ー タ ー サ イク ル 】 は オリ ジ ナ ル 版 の 人 気 曲 の ひと つ な の で 、 リ スペ クト を こめ 
て 原 曲 か ら ピ コピ コ 音 を サン プリ ング し 、 組 みか えて 使用 し て いま す 。 

演奏 を 担当 し た の は 、 ラ イブ 感 た っ ぷり の 骨太 ドラム は 平井 直樹 氏 (omni 
Sight、exBOOM BOOM SATELLITES)。 安 定 感 の ある バッ キン グ ギ ター 
は 関戸 崩さ ん 。 ボ イス は 『 ス カー レッ ト の テー マ 」 の コー ラス や 「 ハ イエ ンド も 
み ー」 の スキ ャ ッ ト も 担当 し た 掛川 陽介 氏 。 そ し て 召喚 獣 の 声 の よう な ノイ ズ 
ギタ ー は non。 そ れ ぞ れ が 自分 の 立ち 位置 で 演奏 し 楽曲 を 構成 する 、RPG に 
た と える と バー ティ プレ イ の よう な 究 囲 気 が 伝 われ ば うれ し いで す 。 そ うい え 
ば 、 こ の 曲 は 「 バ イク ゲー ム 】 冒頭 の クラ ウド と ジェ シー の 会 話 シー ン か ら 流 れ 
は じ め る の を 踏ま えて 、 会 話 と 曲 の 展開 が 合う よう に 制作 し た の で す が 、 途 中 
で イベ ント の 長 さ が 変更 に な っ て 一 瞬 あ せっ た 思い 出 が あり ます 。 開発 中 、 そ 
うい うこ と は よく ある の で 、 慣 れ っ こ な ん で すけ ど ね ( 笑 )。 


ロー チェ が は じ め て で 登場 する シー ン の BGM で す 。 動 く ロ ー チ ェ な 最初 に 見 
た と き の 印 象 は 「 う わぁ 、 チ ャ ラ い 」] で し た が 、 バ イク を 身体 の 一 部 の よう に あ 
つか う 巧 みな 運転 技術 と 、 バ イク を 心から 愛す る 人 柄 に 、 い つ し か 愛着 が 湧く 
よう に な り ま し た 。 作曲 する に あたっ て は 、 ス ピー ド 感 重視 と いう こと で 、 高 
速 の ブレ イク ビー ツ ( こ ま か く 分 解 し た ドラ ム の フレ ー ズ を 、 ル ー プ させ た り 
並べ か えた り し て 再 構築 する 手法 ) と スト リン グ ス を 掛け 合わ せ た 楽 曲 に し た 
いと 思い 、 人 金子 飛鳥 率い る Aska StringS に アレ ンジ と 演奏 を 依頼 し まし た 。 
こま か な リズ ム と 電子 音 の 合間 を 縫う よう な 、 綿 宙 に 計算 され た アグ レッ シブ 
な 弦 ア レン ジ は 、 和 曲 を 構成 する うえ で 欠か せな い 要 素 の ひと つと な っ て くれ 
て いま す 。 ち な み に 、 了 開発 中 に ロー チェ の ボイス が 実装 され た と き に 、 第 一 印 
旬 を 上 まわ る チャ ラ さ を 感じ た の は 言う まで も あり ませ ん 。 で も 、 ク ラウ ド と 
の 一 騎 打 ちの と き に 回 復 し こく れる フェ ア な 姿勢 は 男らしく 、 瑞 な が ら 好 感 が 
持て る キャ ラク ター で す 。 次 作 で の 活躍 を ひそ か に 期待 し て いま す ! 


浜 渦 正 志 
本 作 に お ける 私 の 担当 曲 は 、 重 い オ ー ケ スト ラ 系 が 大 半 で し た 。 た と えば ア 
ニニ メ の 楽曲 制作 の 場合 は 、 と き に は ロッ ク 、 ジャ ズ 、 レゲエ 、 カ ント リー な ど 、 
幅広 い ジ ャ ン ル を こなす 必要 が あっ て 大 変 な も の の 、 視 点 が 切り か えら れ て 案 
外 作り や すい ん で す 。 それ に 対し て 、 オー ケス トラ 系 の 曲 ば か り 作 っ で いる と 、 
だ ん だ ん 視野 が せま く な っ て 苦労 する こと が 多々 あり ます 。 そ も そ も 、 制 作 に 
相当 な 時 間 と 気合 い を 必要 と する くら い 、 自 分 は オー ケス トラ 系 の 曲 が 得 意 で 
は な いん で す が 、 そん な な か で 、 清 涼感 の ある 小 編成 の [ジェ シー の テー 
マ で] は 、 と て も ホッ と する 存在 で し た 。 ギ ター を 演奏 し て いる の は 、「 イ ン フ ィ 
ニッ ト エ ンド 」 で も 縦横 無尽 の 高速 ア ドリ ブ を 披露 し た 、 佐 々 木 コ ジロ ー 買 之 
さん で す 。 彼 の 演奏 は 、 私 の ギタ ー に 対す る イメ ー ジ だ け で な く 、[FFVI リ 
メイ ク ] の 楽曲 の 幅 ま で も 広げ て くれ まし た 。 


> 1 
' 
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Y 


分 計 の 広場 で 神 了 兵 と 戦う 


ロー チェ と 戦う 


ロー チェ に 勝利 する 分 室 か ら 脱出 し Wahoo 人: 和 人 細 貼 : 輝 38 森 人 。 | 
て フレ ー ト 人 時 銘 に 入る WT 


邊 中 Comment を 


へ ブン の 前 に いる フィ ー ラ ー を な 退け る 


ー の か わり に 作戦 に 参加 する 七 番 作曲 : 村松 介 夫 編曲 人 太 明 | 
街 ス ラム 駅 で 列車 を 待つ 【 原 曲 ]FF.VII メ イン テー マ ( 一 部 に 「 プ レ リ ュ ー ド 』 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


還 |、 | ain 
列車 内 に 非常 成夫 が 発せ られ る 列車 | 細 昌 中 和信 | 
か ら 飛 び 降り た の ち 、 追っ て きた スタ ン レ PT 


イ な ど と 戦う (※ ら ) 


| 5 昌 : 浜 | 


1 【 原 曲 ] 闘う 者 達 ( 叔 破 時 の アウ トロ に 「 神 羅 カ ン バ パニ ー」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


ジン 


四 番 街 プレ ー ト 内 部 の 探索 を 


開始 する ーH 区 画 に た どり 着く 面 王 計 


H 区 画 を 進む プレ ー ト 隔壁 内 攻 計 | 人 8G 人 人 夫 畑 昌 和光 有 | 
部 に 入る 【 原 曲 ] (一 部 に 「 神 加 カ ン バ ニ ー」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


昧 旋 ト ン ネル を 進む 


| 人 人 6 林 松 人 天 所 大 | 


【 原 曲 ] (一 部 に 「 神 名 カ ン バ ニ ーj」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


【 原 曲 ] つ づき か ら 


た どり 着く 


己 に は め ら れ た あと 脱出 を 図る 
整備 フロ ア な ど で の 戦闘 中 
連絡 通路 な ど で の 戦闘 中 ドー 


cz ラグ の ze の 


中 村 侍 紀 


【 原 曲 ] 度 皮 涼 、F.F.VII メ イン : 


wrtur 維 ) SOUND 


FNLANMSYWI REMAME MEAALUUTMAMA 


作 H : 補 人 夫 舞曲: 島 大 有 | 
(の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


pe 


【 原 曲 ] 闘う 者 科 


激 油 正志 


「 オ ー ケ スト ラ 調 (フェ ー ズ 1 2)ー エ レク トロ (フェ ー ズ 3) 一 シン フォ ニッ 
ク メ タ ル ( フ ェ ー ズ 4)」 と 大 胆 に 曲 仙 を 変え て 展開 し て いき ます が 、 こ の 進行 
は 、 じ つ は 最初 か ら 狙っ て いた わけ で は あり ませ ん 。 ゲ ー ム 自体 も まだ まだ 開 
発 中 の 時 期 に 、 実 際 に 使わ れる シー ン は 未定 の 状態 で 「 意 外 性 の ある 『 更 に 闘う 
者 違 ] の アレ ンジ 」 と いう オー ダー を いた だ き 、 最 初 に で き あ が っ た の が フェ ー 
ズ 3 と フェ ー ズ 4 の ら 曲 で す 。 の ち に 七 六 分 室 で の 連戦 で 使わ れる こと が 決ま 
り 、 そ れ に 合わ せ て 「 オ ー ケ スト ラ 調 の アレ ンジ か ら は じ め た い 」 と いう 追加 の 
依頼 を 受け 、 フ ェ ー ズ 1 を 制作 し まし た 。 

この 追加 オー ダー を いた だ いた の が 、 ゲ ー ム の 開発 も 大 詰め に 差し か か る く 
らい の 時 期 で 、 そ の ころ に は 島 翔太 諸 さ ん や 鈴木 克 素 さん の カッ コ い い オ ー 
ケス トラ アレ ンジ を 耳 に し て いた の で 、 自 分 は どう アレ ンジ する か いろ いろ と 
悩み まし た ね 。 考 え 抜い た すえ 、 少 し 変わ っ た 拍子 を 使う こと に し て 、「 更 に 
闘う 者 達 } の モチ ー フ を 散り ば め な が ら 、8 分 の 5 拍子 の リズ ム を 主体 に じ っ く 」 
り 聴 か が せ て いき 、 そ こ か ら だ ん だ ん と 盛り 上 が る 構成 に し て いま す 。 ロ ー チ ェ 
と の 戦い を ひか えた 連戦 と いう こと も あり 、 バ ハデ に 盛り 上 が りす ぎ な い テ ン シ 
ョ ン 感 も 、 良 いあ ん ば い に な っ た か な と 思い ます 。 

連戦 の 途中 で ウェ ッ ジ が ガー ド ハ ウ ンド に お 尻 を か まれ る シー ン が あり ます 
が 、「 ガ ブッ !」 と いく タイ ミン グ に ピッ タリ 合わ せ て 、 大 胆 に 音 を 切り まし た 。 


シリ アス な 展開 の な か に ちょ っ ぴり ギャ グ 感 を 出す こと が で き 、 と て も お 気 に 
入り の ポイ ント で す 。 尺 の 都合 も わっ て サウ ンド トラ ッ ク で は 残念 な が ら 聴 け 
ませ ん の で 、 ぜ ひ ゲ ー ム 内 で 確認 し て みて くだ さい ね 。 


今回 、 曲 同士 を シー ムレ ス に つなぐ シス テム を 使っ た 楽曲 を 数 多く 作り まし 
た が 、 そ の な か で も 、 も っ と も バー ツ が 多かっ た の が この コー ラス 曲 で す 。 曲 
を シー ムレ ス で 自然 に つなぐ た め に は 、 転調 、 テ ン ポ や 拍子 と いっ た も の を 考 
唐 す る 必要 が あり ます が 、 い わ ゆ る コー ラス 曲 は も と も と 一 本 調子 な の で 、 こ 
ま か い こと を 考え ず に 、 い か に 力 強 さ を 出す か に 注力 し て 制作 で きま し た 。 ま 
た 、 七 番 街 ス ラム で フィ ー ラ ー が 登場 する 場面 に お ける 、 カ ッ ト シ ー ン か ら バ 
トル や フィ ー ル ドム 移行 する 流れ は 、 緩 急 は あり つつ も 大 き な 場 面 転換 は な い 」 
た め 、 な お さら シー ムレ ス ね 進行 と 相性 が 良かっ た で すね 。 そ れ に し て も 、 コ 
ー ラ ス に は 大 き な バ ワー が ある も の だ と 、 改め て 実感 し まし た 。 私 は 大 学 時 代 、 
ずっ と 声楽 と コー ラス を や っ て いた の で す が 、 そ の 力 強 さ を 知っ て お けた の は 
遼 運 だ っ た と 、 レ コー ディ ング 中 に 強く 感じ た も の で す 。 


中 村 侍 紀 


原 曲 の 核 と な る 印象 的 な フレ ー ズ は し っ か り 残 し つつ 、 と て も 大 胆 に アレ ン 
ジ さ せ て いた だ いた 楽曲 の ひと つ で す 。 も と も と 、 オ ー ケ スト ラ の 楽器 に 加え 
て シン セ サ イ ザー や バー カッ ショ ン が ふん だ ん に 使わ むれ て いた の で 、 そ の 土台 
を 広げ る よう に 、 そ れ ぞ れ の 要素 を 混ぜ 合わ せ た 豪 華 な サウ ンド を 目指 し まし 
た 。「 佑 番 話 上 坊 へ 向かう 途中 、 列 車内 で 徐 造 |) が セキ ュ リ ティ ー チ ェ ッ ク に 
引っ か か り 、 琶 に 面 われ る な か 時間 内 に 車両 を 移動 し な けれ ば いけ な い 」 と い 
う 切 迫 し た 状況 下 で 流れ る 楽曲 な の で 、 よ り 旋 か され 、 追 い 立 て られ る よう な 
感覚 に お ちい る アレ ンジ に し て いま す 。 た と えば 、 原 曲 で は 8 分 音符 の リズ ム 
を 主体 に し つつ 、 と き お り 16 分 音符 の 速い バッ セー ジ ( 旋 律 音 の あい だ を つ な 
ぐ 、 音 程 が 急速 に 上 下す る 音 の まとまり ) の フレ ー ズ が 出 て きま す が 、 今 回 の 
アレ ンジ 版 で は 1 分 音符 の リズ ム を か な り 多用 し まし た 。 

時 間 内 に 車両 を 移動 で きた か どう か で 分 岐 する カッ トシ ー ン で は 、 ど ちら の 
バタ ー ン で も 『 急 げ ! 』 を ベー ス に し た 楽曲 が 流れ ます 。 ち が っ た 方 向 性 の アレ 
ンジ に し て いま す の で 、 ゲ ー ム 内 で 聴き さく らぶ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 
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伯 番 街 ス ラム の 教会 落ち た クラ ウド が 意 
識 の な か で 何者 か と 話す 


が 投入 に 和 じ 大 ッ で ペ る 
神 維 兵 お よび レノ と 戦う 
仙 番 街 スラ ム の 屋根 伝い の 道 を 進む 


伯 番 街 スラ ム 駅 へ 向かう 一 裏 通り を 通っ て 
スラ ム 中 心地 区 まで 進む (※3) 


人 の は り 着 き 、 街 頭 モ ニタ ー 
ー ス を 見 る 


【 原 曲 ] 更 に 闘う 者 軍 


Comment 


Comment 


Comment 


エア リス の 家 に た どり 着く 一 花 を リー フ ハ 
ウス に 届け る 


何 番 街 ス ラム の 中 心地 区 を 探索 する 


伯 番 街 スラ ム の 未開 発 区 域 を 探 レー 
索 す る 


【 原 曲 ]Hollow 


ゲー ム 「 ク ラッ シュ ボッ クス ] に 挑む 


還 | 計 


待ち 伏せ て いた ルー ド と 通明 する 硬 HEEE 思 


EXTRA「 花 と 語り て ] で エア リス と 話す 


| me 

【 原 曲 ] 価 は .. 座 だ 

| | 
【 原 曲 ] ター クス の テー マ 


ーー 

【 原 曲 神 覆 カン バニ ー、 タ ー ク ス の テー マ 

PFaexce 議 軍 |… 
【 原 曲 ] 教会 に 咲く 花 


FRHmaesore 議 議 | 

【 原 曲 ] 局 っ た ビザ の 下 で 

li 
【 原 曲 ] 不安 な 心 


Emzozoz=eER ま = 
【 原 曲 ] エア リス の テー マ 


| 電 


3 PETE3REW| … 
【 原 曲 ] 闘 う 者 達 


本 


RW2eae2 人 : 大樹 村松 人 夫 編曲: 石川 大 村 
[ 原 還 者 軍 

ーー ES > 
gem 
em) 


植松 伸夫 編曲: 鈴木 涯 


植松 伸夫 & 鈴 木 完 球 編曲 : 


植松 伸夫 


植松 伸夫 


植松 伸夫 


植松 伸夫 


植松 伸夫 


植松 伸夫 


編曲 : 


編曲 


編曲 : 


島 翔太 時 


島 翔太 明 


中 村 侍 紀 


中 村 佳 紀 


西 林原 知 


島 翔太 明 


鈴木 克 岩 


3…… 裏 通り で の 戦闘 時 に は 別 の BGM が 流れ る 


warERiAr 紛 ) 呈 OUND 


FNLANMSYWI REMAKE MAEAALUUTMAMA 


島 翔太 朗 


Fa へ の 吉 が 六 ま っ た と き の 打ち 合わ せ で 、 河 盛 さ ん ( 河 司 慶次 氏 
ョ 一 ジッ クス ー バ ー バ イザ ー) か ら 「 ま ず は [更に 闘う 者 遅 す の ロッ クア レン ジ を お 
願い し た いと 伝え られ まし た 。 オ リ ジ ナ ル 版 を リア ル タ イ ム で ブレ イ し て い 
た の で 曲 は 当然 知っ て いる し 、 親交 の ある 関戸 骨 さ ん が 手がけ た 「FFVE アド 
ペン トチ ルド レン 』 で の バー ジョ ン も 口 ず さ め る くら い に 大 好き で し た が 、 あ 
まり に 突然 その 曲名 が 耳 に 飛び こん で き て 、 正 直 テ ン バ っ て いた よう に 思い ま 
す 。 その 後 、 いろ いろ と り リサーチ する うち に 、 原 曲 を 正統 進 作 させ た バー ジョ 
ン が あま り 存 在 し な いこ と に 気づき 、 僕 が 本 作 の [更に 関 う 者 達 ! で 目指 すべ き 
は 、[『FFVI リメイク ] 全 体 の 方 向 性 で ちる シネ マテ ィ ッ クオ ー ケ スト ラサ ウ 
ンド ]」 と [原作 ファ ン と 新規 ファ ン の 両方 を 納得 させ られ る 原 曲 重 視 の ロッ クア 」 
レン ジ 」 だ と 明確 に な り ま し た 。 

と は いえ 、 原 曲 重視 と いう の は 、 た だ な ぞ っ た だ け で は つま ら な いし 、 変 え 
て いい と ころ と 変え て は いけ な いと ころ を 見 極め な いと 、 ま っ た く フ ァ ン の 心 
に 刺さ ら な いも の に な っ て し まう の で 、 じ つ は 大 変 難し い の で す 。 こう いう 仕 
車 の と き 、 適 度 に 原 曲 か ら 離 れる こと で 新しい 着想 を 生み 出せ る よう に 、 優 は 
原 曲 を 聴き こま ず 、 自 分 の 記憶 を 頼り に 音 を 重ね て いき ます 。 

原 曲 と 同様 に オル ガン と シン セリ ー ド を 入れ て 作っ た 最初 の バー ジョ ン は 、 
「1980 年 代 ロ ッ ク を 補 和 偽 と させ る た め 、 い ま の 時 代 に は 合わ な い 」 と いう 理由 
で ポ ツ に 。 原 曲 の 象徴 的 な 要素 を 入れ られ な く な り ま し た が 、 そ れ ら の 楽器 が 
受け 持っ て いた ソロ や アル ベジ オ の フレ ー ズ を ギタ ー に 置き か えた と ころ 、 フ 
レー ズ 自 体 も 変わ り 、 全 体 が 新しい 印象 に な つて いき まし た 。 ギ ター の フレ ー 
ズ は 、 ギ タリ スト に 弾い て も ら う こと も 考え まし た が 、 原 曲 か らし て ギタ ー で 
演奏 する の が か な り 難 し いう え 、 演 學 し な が ら 曲 作り を 進め て いた 僕 自身 も 諸 
面 に 落と し こめ な い 議 割 が 多かっ た の で 、 結 局 すべ て 目 分 で 弾い て いま す 。 

原 曲 重 視 の 基本 型 が で き て か ら 頭 を 悩ま せ た の が 、 各 フェ ー ズ ご と の アレ ン 
ジ で す 。 こ こ か ら が 「 エ アバ スタ ー} の 作曲 の 本 番 と 言っ て も 週 言 で は な いく ら 
い 、 な か な か 作業 が 進み ませ ん で し た 。 率 いな こと に 、 原 曲 は 構造 的 に は か な 
り シ ンプ ブル で 、 ア レン ジ す る 奈 地 が 多く あっ た の で 、 フ ェ ー ズ ご と に テー マ を 
決め て キー や 展開 を 考え 、 フ ェ ー ズ の 変化 が 明確 で あわ りな が ら 聴 き 飽 き な い 1 
曲 を 目指 し まし た 。 

作 編曲 の 順番 は 、「① フ ェ ー ズ 1 ( 原 曲 重 視 )ー② フ ェ ー ズ 4( ラ スト )③ ア 
ウト ロ ( 戦 闘 終了 )ー④ 〇 フェ ー ズ 2ー⑤ フ ェ ー ズ 9 一 ⑯ 戦 財 後 カッ トシ ー ン ( ク 
ラウ ド 落 下 シ ー ン )」 と いう 流れ で 進め て いき まし た 。 曲 の 頭 と 最後 を 作っ て か 
ら あ い だ を 埋め て いく こと に よっ て . 途中 に どん な 展開 や 転調 が あれ ば 良い の 
か が 明確 に な る の で す 。 原 曲 重 視 の 部 分 を 冒頭 に 男 い て 、 絶 対 的 な ギタ ー リ フ 
で ファ ン の 心 を 一 気 に つ か みつ つ 、 あ と は テン ショ ン を 少し ゆる め た り ク ライ 
マッ クス 感 を 出し た り し な が ら 、 エ アバ スタ ー 戦 自体 が 「FFVW リメイク 全体 
の ひと つの ピー ク に な る よう に 考え て いま し た 。 フ ェ ー ズ 3 に お いて 、 原 曲 の 
サビ を リハ ー モ ナイ ズ ( コ ー ド を 置き か えて 雰囲気 を 変え る 手法 ) し て さら に 壮 
大 に 展開 し た "「 エ アバ スタ ー」 と し て の サビ "を 作れ た こと で 、 僕 の な か で この 
曲 は 完成 し た よう な 気 が し ます 。 エ アバ スタ ー 戦 が みな さん の 印象 に 残る 一 双 
に な っ て いた ら 、 と て も うれ し いで す 。 


レノ 戦 や ルー ド 戦 の 曲 で す 。 直 前 に 流れ る 「 タ ー ク ス の テー マ 」 の モチ ー フ 
を 、 こ れ で も か と 使っ た ボス バト ル 曲 に し まし た 。 曲 の 展開 や リズ ム な ど は 、 
植松 さん の 作風 を 意識 し て いま す 。「 タ ー ク ス の テー マ 』 の アレ ンジ で は 関戸 さ 
ん の カッ コ い い ギ ター が 入る の で 、 こ の 曲 も それ に 負け な いよ うな ギタ ー サ ウ 
ンド に し まし た 。 ど ちら も 、 お も し ろ い アレ ンジ に な っ た か な と 思い ます 。 


オリ ジ ナ ル 版 の 仙 番 街 スラ ム の 教会 は 、 退廃 的 な 映像 と ロマ ン テ ィ ッ ク な 音 
楽 の 対比 が 非常 に 美しい 場面 で す 。 今 作 で は その ディ テー ル が さら に 美しく リ 
メイ ク さ れ て いた の で 、 ク ラウ ド と エア リス が 歩い て いく 屋根 伝い の 道 の よう 
に 、「 い まそ こ に ある 大 事 な も の が 、 明 日 な く な る か も し れ な い 」 と いう は か な 
さ を こ め た いと 考え て 、 音 楽に も 退廃 的 な 要素 を 取り 入れ まし た 。 た と えば 、 
ピアノ は ふだん 使う きら びやかな サウ ンド で は な く 、 人 ハン マー の フェ ルト が 弦 
に 振れ る 音 を 強調 し た 隙 い 音色 の も の を 選ん だ り 、 生 の スト リン グ ス に は ピッ 
チ や 奏法 を わざ と 不安 定 に し た 音 を 混ぜ た り し て いま す 。 


島 翔太 朗 


原 曲 は 骨太 の ドラ ム と ベース 、 そ し て ギタ ー が 中 心 の と て も クー ル で スト イ 
ッ ク な サウ ンド で し た が 、 本 作 で は ロケ ーション の 情報 量 が より 多く な っ て い 
た た め 、 ス ラム っ ぽい 退廃 的 な 究 囲 気 を 足し つつ 、 楽 器 数 を 少し 増やす 方 向 で 
アレ ンジ し て いま す 。 た だ 、 中 心 と な る ドラ ム 、 ベ ペー ス 、 ギ ター の アン サン ブ 
ル は 原 曲 どおり に 聴い て も らい た か っ た の で 、 あ くま で その 3 つの 楽器 を より 
引き 立た せる よう 心がけ まし た 。 

サウ ンド 面 で 試行 負 謗 し た の は 、 ベ ー ス の 音 作 り で す 。 原 曲 の よう に アナ ロ 
グ シ ン セ サイ ザー に し た り 、 生 の エレ キ ペ ー ス で ファ ン キ ー に 攻め た り と 、 い 
つろ いろ な バタ ー ン を 試し まし た 。 最 終 的 に は 、 原 曲 に 近い アナ ログ シン セ サ イ 
ザー の 音色 を メイ ン に 据え つつ 、 エ レキ ペー ス の 存在 感 の ある 音 で 補強 する こ 
と に よっ て 、 原 曲 の 骨太 さも 感じ させ る 音色 に 仕上 げ て いま す 。 


中 村 佳 紀 


原 曲 で ある 『 エ アリ ス の テー マ 』 は 、 便 し くも は か な げ で 、 だ けど 少し 悲し い 
雰囲気 も 漂わ むせ て お り 、 オ リ ジ ナ ル 版 の プレ イヤ ー な ら 聴 いた だ け で 胸 が 締め 
つけ られ る 楽曲 で す よね 。 今 回 の アレ ンジ 版 で は 、 ア ン ビ エン ト ( 環 境 に 溶け 
こん だ お だ や か な 楽曲 ) 的 な 前 奏 を 経て 、 後 半 か ら 「 エ アリ ス の テー マ 」 の メロ 
ディ ー が 出 て きま す 。 前 答 部 分 で は 、 エ アリ ス の 家 を 取り 囲む 風景 を 表現 し 、 
川 の 酒 涼感 や 色とりどり の 花畑 、 そ れ ら が 組み 合わ さっ た 神秘 的 な 空気 感 を 楽 
曲 で 演出 で きれ ば と 考え まし た 。 後 半 部 分 で は 、 エ アリ ス の 帰り を 優し く 迎え 
て くれ る エル ミナ の 存在 や 、 心 安らげ る 家 が ある こと を 表現 し た いと いう 狙い 
から 、 あ えて 原 曲 よ り も 温か み を 持た せ て いま す 。 少 し 専門 的 な 話 を する と 、 
マイ ナー な 緒 き の コー ド を 極力 取り の ぞ き 、 メ ジャ ー な 署 き の コー ド に 置き か 
えま し た 。 

サウ ンド トラ ッ ク に は 、 上 記 の 前 奏 部 分 に あたる 「 ク ラウ ド と エア リス が 家 
に 向かう まで の フィ ー ル ド 用 アレ ンジ 」 か ら 、 後 半 部 分 に あたる 「 家 の な か の シ 
ー ン の アレ ンジ 」 ま で の 2 フェ ー ズ が 収録 され て いま す が 、 ゲ ー ム 内 で は そこ 
か らぶ ふ たり で 花 を 摘み に 行く 一 連 の シー ン ま で を 含め て 、 合 計 4 フ ェ ー ズ で 構 
成 さ れ て いま す 。 某 曲 が ど う 変 化し て いく の か 、 ぜ ひ ゲ ー ム を プレ イ し て 楽し 
ん で みて くだ さい ね 。 
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六 何 街道 を 進む 


陥没 道路 (前 半 ) を 進む 


Disc4-04 


【 原 曲 ] 虐げ られ た 民衆 


人 虐げ られ た 民衆 


チョ コ ポ 司 辺 を 探索 中 
4 稼 を 探索 中 

宙 の 季 周 辺 を 探索 中 =。 | 
眉 の 館内 を 探索 中 。。 


| PT 


手 揉み 屋 で 「 極 上 の 揉み 」 を 受け る 


本 


き 


2 ん ラグ の ge と 


鈴木 光 人 

クラ ウド と エア リス が 夜空 を な ながめ な が ら 歩 く シ ー ン の 曲 で す 。 道 案内 と いう 名 

目 で 行動 を と も に する ふた り で す が 、 そ の 距離 感 が 何と も 歯 が ゆ めく か わい らし く 、 

ロマ ンチ ッ ク な シー ン の ひと つ で すね 。 ク リス マス シー ズン に 、 街 を 彩る ネオ ン や 

雑踏 の な か を 歩い て 着想 を 得 た 曲 な の で 、 こ れ を 聴く と 「 あ あー、 今 年 も 終わ りか 

あぁ 」 と いう 当時 の 記憶 が よみ が えり ます 。 キ ラキ ラ 畠 れる シー ケン ス 音 (一 定 の 順番 

で くり 返さ れる 音 の まとまり ) や 深い バッ ドサ ウン ド ( 曲 の バッ ク で 流れ る 持続 音 ) 

か ら 、 ク リス マス 的 な 要素 を 感じ て いた だ ける か も し れ ま せん 。 そ し て 、 シ ナリ オ 
と 相まって 、 戦 い の 合間 に 安らぎ を も た ら す 癒し の 曲 と な れ ば 幸い で す 。 


Comment 


Comment 


Comment 


Comment 


【Cuutul 


Pesonoco。 | 


ERR 
【 原 曲 ] (一 部 に 『 う 者 運 ] の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


: 梓 松 伸夫 編曲 


間 ニニ ニン ニン 


の た ミン ョ ント 75 


編曲 


作曲 : 


: 鈴木 光 人 編曲 : 


村松 件 夫 編曲 : 


: 植松 伸夫 編曲 : 


鈴木 光 人 編曲 


鈴木 光 人 編曲 


鈴木 光 人 編曲 


植松 伸夫 編曲 : と く 


植松 伸夫 編曲 


人 本人 | 


本 滞 | 


: 本 澤 沿 之 | 


本 澤 沿 之 | 


鈴木 光 人 | 
PP | 
PP | 
さ し け ん ご 6 谷本 人 | 


と くさ し けん ご | 


鈴木 光 人 る 村井 歩 | 
村井 歩 る 鈴木 光 人 


歩 を 踏み 出す 期待 と 不安 に 満ち た 、 ク ラウ ド と エア リス の (| 明 没 道 
マ と も 言え る フィ ー ル ド BGM で す 。 軽 人 な 中 近東 テイ ス ト を 入 . 
スト リングス は Aska Strings に お 願い し まし た 。 飛鳥 さん が セン トル イ 


ミス に お 住ま いな の で 、 [東京 ニセ ント ルイ ス 間 で MIDI デ ー タ を や り 取り し つつ 、 
東京 で レコ ニ デ ィング を し 、 大 阪 で ミッ クス 作業 を 行なう ] と いう 、 イ ンタ ー 
ネッ ト の 恩恵 が な けれ ば 実現 し な い セ ッ シ ョ ン 方 式 で 完成 し まし た 。 クラウド 
と エア リス の 距離 感 が 、『 真 夜中 の まち ぶせ 』「 有 没 道路 [ハイ タッ チ 』 を 経て 、 
少し ずつ 近づい で いく 一 そん な 一 連 の 流れ と 音楽 アプ ロー チ を 感じ て も ら 
える と うれ し いで す 。 


人 鈴木 光 人 氏 ( 写 真 左 )、 交 子 飛島 氏 ( 写 真 石 ) 


Disc4-03 
本 澤 尚 之 


warERr 紛 ) 呈 OUND 
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Disc4-06 


Disc4-08 
鈴木 光 人 


曲 の 長 さ と テン ポ と メロ ディ ー が すべ て 同じ で アレ ンジ だ けが 異な る 、 ウ ォ 
ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 3 曲 で す 。 ク ラウ ド が ウォ ー ル ・ マーケット 内 を 移動 する 
の に 合わ せ て 、 区 画 ご と に BGM が 違和感 な く 切 りか わる 仕組 み に な つっ で いま 
すず 。 そ れ ぞ れ ま っ た くち が う ジ ャ ン ル の 曲調 な の で 、 テ ン ポ 感 が と て も 重要 で 
し た 。 作 りか た と し て は 、3 曲 それ ぞ れ の 気持 ち 良い テン ポ ボ を 先 に 決め た うえ 
で 、 そ れ ら の 平均 を 取り 、 キ メ ( リ ズム 、 フ レー ズ 、 ア クセ ント な ど を そろ え 
て 演奏 する こと ) と な る 構成 部 分 に 共通 性 を 持た せ て いま す 。 と は いえ 、「 マ 
ダム ・ マ ムー』 だ け 拍 子 が ちがっ て いて 、 ポ リリ ズム ( 拍 の 異な る リズ ム を 同時 
に 奏で る 手法 ) の 要領 で タブ ラ ( イ ンド の 太鼓 の よう な 民族 楽器 ) が か らん で く 
る 、 お も し ろ い 作り に 仕上 げ ま し た 。 工 夫 を 凝ら す と いう 点 で と て も 作 D が い 
が あっ た の で 、 ま た チャ レン ジ し て みた い 手法 で す 。 


相 井 歩 


鈴木 光 人 さん と は 、 じ つ は ら 0 数 年 前 に 作曲 活動 を は じ め た と きか ら の 知り 
合い で 、 以 前 に 彼 が 音楽 を 担当 し て いた 「 メ ビ ウ ス FF』 で [アルティメット ハイ 
バー!( 刻 虹 の ジョ ブ BGM) の 編曲 を させ て も ら っ た の が きっ か け で 今回 の 依 
頼 を いた だ きま し た 。 開発 中 、 妥 没 道路 の 戦闘 曲 に は 「 ア ル テ ィ メ ッ ト ハ イ バ 
一 ! が 仮に 当て られ て お り 、 オ ー ダ ー は 「 仮 BGM と 同じ テイ スト で 編曲 し て ほ 
し い ] と いう も の 一 一 それ は つま り 、 私 が 一 番 好 き な ~^ グ ッ と き て テン ショ ン 
が 上 が る 曲 " を 作っ て くだ さい 、 と 言わ れ て いる よう な も の で 、 非常 に 楽し く 
幸せ に 制作 で きま し た 。 大 変 手前 味噌 で は あり ます が 、 メ ロディ ー と コー ド 進 
行 が [いつ か こん な 曲 作 り た いと 思っ て いた ん だ ! 」 と 感じ る くら い に 人 奇跡 的 に 
か み 合 いま し て 、 お そら くし ば らく は こん な カッ コ い い 曲 は 作れ な い だ ろ うと 
思う ほど だ っ た の で 、OK を も ら っ た と き は と て も うれ し か っ た で す 。 鈴木 さ 
ん の 「 朋 没 道路 』 と セッ ト で 、 独 特 の 空気 感 を 味わい な が ら プ レイ し て いた だ け 
た ら と 思い ます 。 


マダ ム ・ マム か ら 「 極 上 の 揉み 」 を 受け る シー ン で 流れ る 曲 で す 。 制 作 の 依頼 
を 受け た 時 点 で 、 す で に カッ トシ ー ン の 内 容 や 長 さ が カッ チリ 固まっ て いた の 
で 、「 こ の 場面 は 8 小節 で は 少し 足り な いか ら 、2 小 節 の キメ を 加え て 調整 し よ 
う 」 と か 、「 こ こ は い つ で も つぎ の 展開 に 移 れ る よう に 、 ワ ンコ ー ド で 引っ 張 ろ 
う 」 な ど 、 シ ー ン ご と の 構成 を 考え る と ころ か ら は じ め ま し た 。「 ア ッ プ テン ポ 
で 大 人 な 雰囲気 の ジャ ズ 」 と の 注文 だ っ た の で す が 、 イ ベン ト 自 体 に 十分 妖 し 
い 究 囲 気 が 醸 し 出さ れ て いた の で 、 曲 は どちら か と いう と クー ル な 演奏 を 意 職 
し まし た 。 ぶ ふだん は 曲 に 取り 入れ る 機会 が 少な い ヴ ィ ブ ラフ ォ ン の ソロ や アフ 
ロキ ュー バン (キュ ー バ を 中 心 に 発展 し た ラテ ンジ ャ ズ の 種 ) 風 な ドラ ム を 組 
み 入 れる こと が で きた り し て 、 作っ て いて と て も 楽し か っ た で す 。 個人 的 に は 、 
曲 の 終わ り ぎ わ で 冒頭 の フレ ー ズ に さり げ な くも どる 部 分 に よっ て 、[ ひ と し 
きり 夢 を 見 た あと に 、 何 事 も な か っ た か の よう に 日 常に ち ど っ て いく 様子 ] を 
伝え られ た らい いな と 思っ て いま す 。 


305 


1 2 


地下 闘技 場 を 訪れ る 一 コッ チ & ソ ッ チ が コ 
ルネ オ 杯 の 開催 を 宣言 する 


較 証 |! 上 還 


地下 闘技 場 で 試合 開始 を 待つ 


で 猛獣 使い と 戦う 


| 作曲 : 鈴木 光 人 


Comment を 


コル ネオ 可 の 決戦 で カッ ターS ス イー パ | 連 軸 LA 所 罪 の 22 の 時 人 昌 : 思 生 


ー と 戦う 


| Comment 


コル ネオ 杯 の ボー ナス マッ チ で ヘル ハウ ス 
に 【 原 曲 ] 問 う 者 達 、 更 に 関 う 者 達 、FFVII メ イン テー マ ( 一 部 に 「 プ レ リ ュ ー ド ! の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


委 自 Comment を 
地下 同 技 坦 の 各 試 合 に 勝利 する REWio フ ファ レ | 作 時 松 介 穴 統 曲 石川 大 千 
| 【 原 曲 ] フ ァ ン ファ ー レ 


| [原本 う 者 
【 原 曲 ] エ アリ ス の テー マ 


密 勾 の 館 で ダン ス の 練習 を する 


EE 編曲 : 本 澤 商 之 


【 原 曲 ] 闘 う 者 達 


作曲 : 鈴木 光 人 土岐 望 訪 曲 : 鈴木 光 人 


密 妖 の 館 の ステ ー ジ に 上 が る 作詞 : 鳥 山 求 翻訳 : Ben Sabin、John Crow 


作曲 : 鈴木 光 人 編曲 : 鈴木 光 人 
ミニ ッ ー ム rmwomo タ ッ ス 呈 還 還 5 計 計 証 間 | 


に 挑む 本園 


クラ ウド か を ほど こさ れる 人 RBen Sn Jotn Oo 


( 了 還 スラ ム の ドン 


コル ネオ の 嫁 オ ー デ ィ シ ョ ン に の ぞ む 


| 人 人 8 机 松 人 夫 細 昌 鈴村 人 


| 人 才 曲 : と くさ し けん ご 8 鈴 本 人 | 


warERr 維 ) 呈 OUND 
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石川 大 樹 


ご の H は 、[ 下 の 且 技 場 で の 戦 還 ] と 伝え られ た イメ ー ジ を も と に 作り まし 

た j6 下 敵 投 細 で は いろ いろ な 昌 が 流れ る は ず だ と 考え た の で 、「 そ れ な ら や 
は り 熟 い 曲 を 作ら ね ば ! 意気 込ん だ 結果 、 現 在 の 形 に 。 し か し な が ら 、 ほ 
が の 水晶 当 了 い も の が 多く 、 ワ タク シ の 曲 は むし ろ さ わ や か な 印象 すら あ 
りり ます が の な さん は どの よう に 感じ られ た で し ょ うか ?( 笑 ) 


と くさ し けん ご 


いつ も 仕事 を ご 一 緒 さ せ で て いた だ いて いる 鈴木 光 人 さん か ら 、「 コ ロシア ム 
の ボス 戦 で 、 オ リ ジ ナ ル 版 へ の オマ ー ジ ュ を 入れ つつ 、 長 期 戦 に 合わ せ て 多様 
な 展開 が で きる 曲 を お 願い し ます 」 と 依頼 が あめ り ま し た 。 そし て 、 メ ー ル の 最 
後に は 、 い つも の よう に [「 存 分 に 遊ん で くだ さい 」 と の メッ セー ジ が 。 

オリ ジ ナ ル 版 の 発売 当時 は 高校 生 だ っ た 、 い わ ば 「FFVII の ど 真 ん 中 世代 で 
ある 私 は 、 こ の ゲー ム と 音楽 が 身体 に すけ りこ まれ て お り 、 光 人 さん か ら の メー 
ル を 読み な が ら 「 こ れ は 夢 が か な う 損 会 な ん だ な 」 と 思い まし た 。 単 に 「FFUI 
に 参加 で きる だ け で は な く 、「 通 常 戦闘 の 曲 と ボス 戦 の 曲 が ひ と つ に な っ て い 
た り 、 さ ら に メイ ン テ ー マ が 混ざっ て いた り ……」 と いう 、 好 き な 曲 た ち を ひ 
と つの 曲 に 勢ぞろい させ る 画 を 実現 する 機会 で も めった の で す 。 図ら ず も 、 バ 
リエ ーション 田 か な 行動 が 詰め こま れ た ~ ア クシ ョ ン 全 部 乗せ (みた いな ポス 瑞 
で ある ヘル ルウ ス の 戦闘 曲 と し て 、 私 の は か な いま し た 。 鈴木 光 人 さん を は 
じ め 、 こ の 機会 与え て くだ さっ た すべ て の みな さま に 感謝 いた し ます 。 あ り 
が と う ご ざ いま し た 。 ち な み に 、 ど の 曲 が 混ざっ つて いる の か を ほぼ すべ て 分 析 
し て いる か た を SNS な ど で お 見 か けし て 、 心 の な か で 握手 し まし た ね 。 


FF シ リー ズ 共 通 の メロ ディ ー を 持つ この 楽曲 の アレ ンジ 作業 は 、 自 分 に と 
つて プレ ッ シ ャ ー の か か る も の で し た 。 と くに 「FFVII の ファ ン フ ァ ー レ は 、 
「FF !」 一 「FFVII の 純粋 な ファ ン フ ァ ー レ と は ちがっ て で 、 哀 燥 や 浸 遊 感 を 個人 
的 に 感じ て お り 、 そ の サウ ンド を 現代 の 曲 と し て どう 落と し こむ か 、 ず いぶ ん 
悩み まし た ね 。 ま た 、 複 雑 な コー ド 進 行 を 取り 入れ て いる この 楽曲 で 、 キ レイ 
な 和音 に する に は 音 を どの よう に 重ね る べき か に つい て も 、 何 度 も 考え まし 
た < 制作 する うえ で 意識 し た の は 「 原 曲 の イメ ー ジ を 大 切 に 」「 フ ァ ン ファ ー レ 
な の で ハデ に ! 」 の ら 点 で す 。 闘技 場 で し か 聴け な い ア レン ジ に な っ て お り ま 
す の で 、 妥 技 坦 で の バト ル も 含め て 存 分 に お 楽し みく だ さい 。 


鈴木 光 人 
CO ディ レク ター の 全 山 さん か ら の オー ダー は 、「 バ ー レ スク (セク シー な 踊 
りや 歌 を 中 心 と し た 華やか な ショ ー) の イメ ー ジ で 」 と いう も の で し た 。 ダ ンス 
ピー ト を ベー ス に し つつ ゴー ジャ ス に 仕立 て られ た 曲調 は 、 本 作 の な か で も 異 
色 の ポジ ショ ン で すね 。 通 常 、 カ ッ ト シ ー ン の 曲 は 動画 が 先 に あっ て 、 長 さ に 
合わ せ て 曲 を 作る の で す が 、「STAND UP』 は 曲 先 行 で 制作 し まし た 。 そし て 、 
その 音楽 に 合わ せ て アニ ヤン た ちの ダン ス の 振り つけ を 作り 、 モ ーション キャ 
プチ ャ ー を 行なっ て いま す 。 それ だ け 聞 く と 「 制 作 順 が 聞 に な っ た だ け じ ゃ な 
いか 」 と 思わ れる か も し れ ま せん が 、 絶 紗 に こま か な 尺 変 更 が 入っ て 、 曲 は な 
か な か が 完成 に は 至 D り ませ ん で し た 。 と くに ダン スミ ュー ジッ ク は 、2 小 節 ま た 
は 8 小節 で グル ー ヴ や 展開 を 作る ジャ ン ル な の で 、 容 数 小節 単位 で の 修正 を か 
ける の が 極め て 困難 だ っ た の で す 。 そん な さなか 、 ポ ボー カル を 録 り に ボス トン 
へ 行っ た の で す が 、 師 山 さ ん の 難 量 を 含め て 「 絶 対 に 失敗 で き な い 」 と いう 雰 囲 
気 も ちり 、 じ つ は 内 心 ずっ と 「 も う 尺 が 変わ ら な いで くれ ] と 祈る よう な 気持 ち 
で レコ ー デ ィング に 挑ん で いま し た ( 笑 )。 晴 れ て 曲 が 完成 し 、 そ れ ま で の 苦労 
( 2? ) も すべ て 吹き 飛ぶ よう な アニ ヤン と クラ ウド の ダン ス を 見 る と 、「 ふ だ ん 
の 制作 て と は ちがっ た 良い 経験 を させ て も ら っ た な ぁ 」 と 思う し だ いで す 。 


人 Al Copeland 氏 (ポー カル 担当 ) 


ティ ファ と エア リス が 手下 部 屋 で 暴れ る 一 
お 楽し み ル ー ム に 乗り こん で コル ネオ を 問 


神 陽 ビル で ブレ ジ デ ント 神 散 、 リ ー ブ 、 
が 会 話す る イベ ント 中 


grTrmcz zes es。。 | mm | 
【 原 曲 ] 闘 う 者 達 
【 原 曲 ] (一 部 に 「 間 に 潜む お 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


地下 下水 道 を 進む gga9 ーー | 作曲 : 失 林 細 曲 : 欠 本 | 


症 OO 部 に 『 闘 う 者 達 』 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 
【 原 曲 ] (一 部 に 『 間 に 満 む お 』 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


Disc5-06 | Es 旭 : 滅 下 | 


列車 薄 場 を 探索 する 


委 穫 Comment 


ク 女 の て 電 を 見 た ティ ファ が マリ ン の こと | EE 提 LIOGD ほ SE 中 RE | 


を 思い 出す 


通信 を 傍受 する 
エリ ゴル に 連れ 去ら れ た エア リス が 幼時 | WS 泊 下 志 細 光正 | 
0 の さら 千 W 出 か [原則 (一 部 に [エア リス の テー マ ! の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


二 記 参 昭 


正志 編曲 : 浜 油 正志 | 


グロ ウ ガ イ スト を 倒す 前 まで 。 グ ロウ ガイ スト 概 破 後 は 、 車 両 含 庫 を 探索 し 
て いる と き の 曲 が [列車 鞭 場 ] に な る 


ベン ト 中 


還 四 | " ) 生還 


見 する 


還 。 !) 


セブ ンス へ ブン へ 向かう 


た どり 着く 


セブ ンス へ ブン の な か に 入る 


次 ペー ジヘ 
4 


2 ラグ の ge の 


Disc 4-29 


本 澤 尚 之 


wwrptuur 9) 人 SOUND 
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和信 村 で アバ ラン チ が 神代 と 埋 う イー EEK 邊 2 パラ ラン の 死 加計 | 9 中 ま 上 


人 を へ か う の 
4F で ピッ クス と 会 話す る 7F に た どり 着く EE 二 が で 衣 | TE 押 昌 池下 | 
へ リ に 系 っ た レノ と ルー ド が クラ ウド な ーー Bm 中 AE | 


へ リカ 了 ほ 洲 し て 道 ふ さ が れ る し て ES 中 Wi | 


Disc5-09 


西木 康 智 


この 曲 は 当初 分 以内 くら いと いう オー ダー だ っ た の で す が 、 ゲ ー ム 内 の ス 
トー リー に 沿っ て 音楽 を 展開 する こと に な り 、 結 果 的 に 6 分 強 の 長め の 曲 と し 
て 使用 され で いま す 。 最 新 の CG の 映像 に 合わ せ で 編曲 を し て いる と 、 エ アリ 
ス も ティ ファ も と て も か わい く て 、 幸 せな 気分 で し た 。 そん な ふた り の 戦い の 
シー ン を 、 こ の 曲 が 盛り 上 げ ら れ て いた ら 幸 いで す 。 


僕 が 「FFVI の 音楽 の 特徴 と し て 考え て いる の が 、 全 体 に そこ は か と な く 涼 
う " ほ の 暗 さ "で す 。 バ トル 曲 に お いて も 、FF シ リー ズ の ほか の 曲 が 持つ ヒロ イ 
ッ ク さ より も 、 夏 い に 近 いも の を 個人 的 に 感じ て いま す 。 新規 の バト ル 曲 と し 
て この 曲 の 制作 を 依頼 され た と き に も 、 太 い の よう な 部 分 を 取り 入れ た いと ど 考 
えま し た 。 も う ひ と つ 意識 し た の は 、「 メ ロディ ー は シン ブル に 、 サ ウン ド は 
ゴー ジャ ス に する 」 と いう 点 で す 。 曲 を 構成 する 旋律 を 「 フ ァ ラ b ソ シ b」「 ラ b 
ファ ンド 」 の シン ブル な 8 音 に し 、 そ の メロ ディ ー を 基本 と し て 音楽 を 展開 さ 
せま し た 。 フ ェ ー ズ 2 で は さら に テン ポア ッ プ し つつ フレ ー ズ が 追加 され て 豪 
華 に な っ て いく 、 と いう 構成 に し て いま す 。 


隠れ て いた マリ ン を 見 つけ る Disc5-20 


昌 [ 原 曲 ) エ アリ ス の テー マ . 
1 を 


Disc5-21 


目 | 邊 [ 原 曲 ] (冒頭 に 「 エ アリ ス の テー マ ] の フレ ー ズ が 使わ で ゆる) 


合流 する 12F で 鉄骨 を 渡る 
jorc シ ェ ッ ー と Sey 8 ic | 


どり 着く 


<Wg s シ Commente 
大 番 街 スラ ム で 部 識 を 取り も どす ーー ECI ニテ ぺぺ ぷぷ 中 * “emi5RmF* | 


バレ ッ ト と 合流 し 、 プレ ー ト 落下 に よる 表記 中 WE | 


状 を 目の当たり に する っ ~ 仙 番 街 スラ ム で エ 


アリ ス の 家 に 入る 
地下 実験 場 を 探索 する EE] p300 ) 


ウェ ッ ジ を 安全 な 場所 へ 運ぶ SC 上 記 佐 照 ) 


エア リス の 家 に 泊まっ た 翌朝 、 エ ルミ ナ と | 7 : "IGG 林 松 人 夫 舞曲: 中 和 住 必 | 
マリ ン に 出発 の 義 選 を 伝え る 【 原 曲 ] バ レッ ト の テー マ ( 一 部 に 「 闘 う 者 達 } の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


| [ 順 合 | チョコ ボ の テー マ (FF シ リー ズ 共 通 の 曲 ) 


探索 する 3 ーー 


アンコ と 】 


に 


2 ん ルプ ラグ の ge 
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還 ン に つ 


Comment 


ENEWmoe 詳 記 半 | "mo mos 


※5…… セ ント ラル タワ ー 内 の 探索 中 お よび 戦闘 中 に は 別 の BGM が 流れ る 


島 翔太 朗 


先 に で き あ が っ て いた 映像 の 内 容 に 、 き っ ちり と 合わ せ て 作っ た 曲 で す 。 こ 
うい っ た 楽曲 は 、 映 像 全体 の 流れ に ほぼ 完 全 に 寄り 添っ て 制作 する の で 、 思い 
入れ が 自然 と 強く な り 、 取 り 組み が いも あり ます 。「 チ ョ コ ボ の 不 思 護 な ダン 
ジョ ン !」 の オー プ ニ ン グ か ら は じ ま り 、「 ラ イト ニン グ リタ ー ン ズ FF 如 の 長 
い エ ン デ ィング な ど 、 こ れ ま で た くさ ん の 曲 を 同じ 手法 で 作っ て きま し た が 、 
完成 し た 映像 な どの '* ガ ツン と し た も の ~ を いた だ ける と 、 だ ん より も 強い イ 
ンス ピ レ ーション を 感じ て あっ と いう 間 に 作れ る し 、 デ ィ レ クタ ー の お 気 に 入 
り に も な りや すい ん で す よ ( 笑 )。 


浜 洞 正志 


本 作 の 「 シ ー ン の 状況 に 合わ せ て 楽曲 の バタ ー ン が 切り か わり 、 そ れ ら が シ 
ー ム レス で どこ か ら で も つなが る よう に 多数 の デー タ を 作る 」 と いう シス テム 
は 、 曲 作り に お いて 起 像 以上 に 大 き な 障 壁 と な り まし た 。 従来 の 作り の 曲 で あ 
れ ば 、1 曲 の な か で コー ド や テン ポ 、 拍 子 を どん どん 変え て いっ て も 、 ルー プ 
ポイ ント に さえ も どる こと が で きれ ば 問題 あり ませ ん 。 し か し 、1 曲 を いく つ 
も の パーツ に 分 断 し 、 そ れ ら が さま ざま な 組み 合わ せ で つなが る よう に する と 
な る と 、「 ど こ か ら で も すぐ に 別 の バー ツ へ 移 れ る よう に し な けれ ば ] と 債 重 に 
な り 、 曲 調 を ガラ リ と 変え づら く 、 ア ッ チ ェ レ ラン ド ( 少 し ずつ テン ポ ボ を 速く 
する こと ) な ど は 避け が ち に な り ま す 。 い っ た ん 「 こ うい う 曲 圧 で 行こ う ! 」 と 
思っ て も 、「 ち ょ っ と 待て よ ] と つい 自制 し て こし まう わけ で す 。 そ ん な わけ で 制 
作 に は 時 間 が か か り 、 本 作 で 最初 に 作り は じ め た 曲 に も か か わら ず 、 完成 し た 
の は か な り 最 後 の ほ う で し た 。 

メイ ン の バト ル 曲 と し て 作っ た も の の 、『FF 央 | の [内 光 ] や 『FF 骨 -21 の 「 女 
神 の 騎士 ] て いっ た 、 い つも の 自分 の 曲 と は ずい 県 ん ちがう 感じ に な っ た の は 、 
シス テマ チッ ク な 思考 で 制作 し た か ら か も し れ ま せん 。 だ か ら こ そ 、 オー ケス 

トラ 用 の 編曲 に は か な り 力 を 入れ まし た し 、 後 半 が ミニ マル ( 音 の 動き を 最小 
限 に 抑え た フレ ー ズ を 何 度 も 反復 する 曲調 ) な 構造 に た な っ た が ゆえ に 、 す ば ら 
し い ギ タリ ス ト で ある 佐々 木 コジ ロー 買 之 さん を 起用 し て 強烈 な アド リブ を 重 
ね る 、 と いう 発想 に 至っ た と も 言え ます 。 
= を コ 


これ は 開発 終盤 に 作っ た 曲 で 、 当 初 は 燃え る よう な タ 日 と 眼下 に 見 える ガレ 
キ の 光景 か ら の イメ ー ジ を も と に 「 エ アリ ス を 助け に 行く ーー っ ! 」 と 奮 い 立 
つづ 超 熟 血 な 楽曲 に し て いま し た 。 し か し 、 い ざ 映 像 と 合わ せ て みる と 「 何 か ノ 
リ が ちがう よね ……」 と いう 感じ だ っ た の で 、 思 い 切っ て すべ て 作り 直し た エ 
ピン ソー ド が あり ます 。 

新た に 作り 直し た 曲 は 、 植 松 さ ん の 楽曲 の 世界 観 を 受け 継ぐ よう に 意 隊 し な 
が ら 、 バ トル の 力 強 さ と 夕日 の 物 卓 し さ の 両方 を 表現 する の な い テ イス ト の メ 
ロディ ー を 制作 し まし た 。 また 、 プ レー ト 断 面 の 質感 を 表す た め に 、 ガ ラス が 
弾け る 音 や ドラ ム 和 缶 を た た いた よう な 音 を リズ ム セ ク ショ ン に 混ぜ こん で いる 
の で 、 そ の へ ん も お 気づき いた だ けれ ば うれ し いで す 。 


hs 4 
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崩壊 し た 七 番 街 スラ ム を 見 下ろ す ー プ レー 
ト 接 合 面 に た どり 着く 


へ リガ ン ナ ー と 戦う 


神 羅 ビル へ の 潜入 を 開始 する 


地下 駐車 場 で 神 雇 兵 と 戦う 


神 羅 ビル 1F に た どり 着 


ティ ファ が 格子 状 の バー や 照明 設備 を 伝っ 
て 、 受付 ブー ス へ 侵入 する 


スカ ー レ ッ ト が マテ リア 生成 実験 を 見 つめ る 
イベ ント 中 一 59F スカ イフ ロア を 探索 する 


6OF メモ リア ルフ ロア の 魔 眺 エネ ルギー 
ブー ス に 入る 61F ヴィ ジュ アル フロ ア 
の シア ター に 入る 


最新 テク ノロ ジー を 駆使 し て 制作 され た 映 
像 を 見 る 


ハット の 案内 で 、62F ライ ブラ リフ ロア 
に いる ドミ ノ 市 長 の も と へ 向かう 


3 


P314^ へ 


zz ラグ の eee と 


作曲 : 小林 下村 編曲 : 小林 政樹 ご 


EE ミミ In 
【 


原 曲 ] 神 羅 ビル 満 入 (一 部 に 「F.F.VII メ イン テー マ 」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


Commentr 


【 原 曲 ] 闘 う 者 達 


Comment 


【 原 曲 ] (一 部 に 『 神 羅 ビ ル 光 入 !』 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


セキ ュ リ ティ が 解 除 さ れ た の ち 、 エ レベ ペー P366 う 
ター が 非常 階段 で 上 層 を 目指 す 
エレ ベー ター に 華 り 、 途 中 で 神 兵 と 戦 = 
っ て us と Pay) 
非常 階段 を の ぼっ て いる と ぎ き 
Disc6-12 | 


Comment 


作曲 : 関戸 骨 & 鈴 木 光 人 く 土 刀 
2 


作詞 : 鳥 山 求 翻訳 : Ben Sabin、John Crow 


P.294 ) 


Comment 
| 作曲 : 西木 康 拓 編曲 : 西木 良知 


【 原 曲 ] (一 部 に 「 神 回 カ ン バ ニ ー」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


浜 油 正 志 


序盤 は 映像 と 曲 が ビ タリ と 合い つつ 、 達 中 か ら は 通常 の フィ ー ル ド 曲 に な る 楽 
曲 で す 。 じ つ は 曲 の 頭 か ら 55 秒 くら いま で の A バ ー ト は テン ポ が ) =64 で 、 ソ 
ロ ヴ ァ イ オ リン が 登場 する B・C バ ー ト は 」 三 72 と 速度 が 上 が っ て いま す 。 序 第 
の シー ン に は ゆっ た り し た テン ポ が マッ チ し て いる も の の 、 プ レイ ヤー が 操作 可 
能 に な る と モタ モタ し た 印象 を 受け そう に 感じ た た め 、 さ り げ な く テ ン ポ アッ プ . 
させ た ん で す 。 し か し 、 そ の 後 ふ た た び 冒 頭 の A パ ー ト に も どろ うと し た と き に 、 
すでに ブレ イヤ ー が 操作 し て いる の に テン ポ を 落と す と 結局 モタ つい て し まう の 


で 、 冒頭 の A バ ー ト を 」 ニ 72 で 演奏 し 直し た AG バー ト を 作り 、 ABC 一 A8 一 , 
BーCーA2……」 と いう 構造 に し て テン ポ は 維持 し まし た 。「A バ ー ト の 最後 か 
ら 鳴 り は じ め て B バ ー ト に 入っ た あと も し ば らく 音 が つづ く ソ ロト ラン ペッ ト は 、 
テン ポ ボ が 変わ る な か で どの よう に 音 を つなげ る か 2 」 な どの 課題 は 多々 あり まし た 
が 、 説 明 す る と どん どん 長く な っ て し まう の で 割愛 し ます 。 要 は 、 そ れ だ けい ろ 」 
いう ろ 仕 掛け が 必要 だ っ た わけ で す ( 笑 )。 


ーーー ヤ ここ 


小林 刻 樹 


yarekuur 人 5) SOUND 
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鈴木 光 人 


ま 紅 で 仕方 あり ませ ん 。 だ っ て ほら 、 思 い 出 し て くだ さい 。 あ の 腕 の よう な 
カト リン グ 倫 。 や られ た と き の 『 ド テッ 」 と 落ち る 、 や られ モー ショ ン 。 ダウ ン 
し で 地上 で 転げ る 姿 に 至っ て は 、 ま る で 「 寄 っ て た か っ て いじ め ら れ て いる ト 
ド ] の よう で す 。』 ほ ら 、 か わい く 思え て きま せん か 、 ア イツ 。 や っ ぱり 思え ま 
せん か ? 
閑話 価 題 。 ベ リガ ン ナ ー と 戦う 場面 は 、 夕 焼け が すべ て を 物語 っ て いる と 思 
う の で す 。 ク ラウ ド 、 バ レッ ト 、 テ ィ フ ァ の 3 人 は 、 一 刻 も 早く エア リス を 救 
うた め 、 は た また 事態 を 好転 さす る た め 、 立 ち は だ か る 強 英 と 戦い ます よね 。 
ヘリ ガン ナー が 放つ 猛烈 な 弾幕 の な か 、 強 い 使命 感 で 結 ぱ れ た 彼ら の 心 は 、 あ 
の 夕焼け の ご と く 燃 えた ぎっ て いた に ちがい あり ませ ん 。「 へ ヘリ ガン ナー』 の 曲 
か ら 、 彼 ら 3 人 の 熟 い 心 模様 の 片 魚 を 、 ぜ ひ 感 じ て み て くだ さい ね 。 


石川 大 樹 


物語 の 終 和 で 流れ る この 炎 曲 は 、 当 初 は すべ て PC 上 で の 打ち こみ で 完成 さ 
せる 予定 で し た 。 で す が 、 ご 緑 が あ っ て 蓄 楽器 と ホル ン は 急 上 世 レ コー ディ ング 
する こと に な り 、 楽 計 作 成 や サウ ンド ディ レク ショ ン な ど 、 は じ め て の 経験 だ 
ら け で バタ バタ し な が ら 作 っ た 記 億 が あり ます 。 関 係 者 の みな さま 、 い ろ い ろ 
あり が と う ご ざ いま し た ! 

「 と に か く カ ッ コ いい オー ケス トラ サウ ンド 」 と いう オー ダー が あっ た た め 、 
これ まで に 自分 が 聞い て きた 楽曲 や ヴィ オラ で 演 突 し て きた 楽曲 を 思い 返し な 
が ら 制 作 し まし た 。 サ ウン ド 的 に は 、 好 き な 作曲 家 で ある リヒ ャ ルト ・ シ ュ ト 
ラウ ス や グスタフ ・ マ ー ラ ー、 ジ ョ ン ・ バ パウ エル な どの 方 向 性 を 剖 識 し て いま 
す 。 ま た 、 コ ー ド 進行 は 、 半 音 進 行 や オン コー ド ( ベ ペー ス 音 を ほか の 音階 に 状 
し か えた コー ド ) で の 進行 な ど を 用 いて 、 昔 な が ら の ゲー ム 音 楽 らし さや FF っ 
ぽ さ が 感じ られ る も の を 目指 し て 組み 立て まし た 。 

音 使い の 観点 で は 、 昌 9 う 者 培 ] の モチ ー フ を こま か く 取 り 入れ た り 、 弦 楽器 
の アル ベジ オ に 刺繍 音 (同じ 高 さ の 音 の あい だ に 、 全 音 も し く は 半音 異な る 音 
を は さ み こ ん だ も の ) を 入れ た り と 、 同 じ 展 開 で も 飽き させ な いた め の 工 夫 を 
し まし た 。 後者 の 刺 纏 音 は 「 リ ヒ ャ ル ト ・ シ ュ ト ラウ ス っ ぽい な ー」 と 思い つつ 
取り 入れ まし た が 、 弦 楽器 奏者 に と っ て は 、 と て も 弾き に くい 音 型 だ っ た と 思 
いま す ( 笑 )。 

これ か ら も 策 進 し ます の で 、 引 きつ づき 音楽 も ゲー ム も 、 よ りお 楽し みい た 
だ けれ ば 幸い で す ! 


今村 貴文 


「 神 四 ビ ル の エン トラ ンス で 、 テ ィ フ ァ が 自慢 の 腕力 を 駆使 し て カー ドキ ー を 
取り に 行く ] と いう 、 オ リ ジ ナ ル 版 に は な か っ た イベ ント の た め に 新規 で 作っ 
た 曲 で す 。 あ の 美しい 神 羅 ビ ル の エン トラ ンス で 、 あ の 美しい ティ ファ が うん 
て い を する シー ン で 流れ る 曲 と あっ て 、 僕 自身 と て も 気合 い を 入れ て 制作 し ま 
し た 。 その せい か 、 最 初 に 提出 し た バー ジョ ン は ビー ト が 強 す ぎる と 指摘 され 
て し まい 、 修 正 作業 を 行なっ て いま す 。 曲 を 制作 し て いる あい だ 、 ゲ ー ム 画面 
で ずっ と ティ ファ に うん て い を させ て いた の で 、 近 く を 通り か か っ た 人 か ら 、 
か な り ヘ ン な 目 で 見 られ て いた か も し れ ま せん 。 僕 が 思う ティ ファ の 美 し さ と 
カッ コ よ さ ざ 、 そ し て 神 皿 ビル の 世界 観 を 全力 で 表現 し た 楽曲 で す 。 ぜ ひみ な さ で 
ん も 、 い ま 二 度 テ ィ フ ァ で うん て いし まし ょ う !! 


この 曲 の 制作 に は 、 た くさ ん の 人 が 関わ っ てい ます 。 ま ず は 、 以 前 に ジャ ズ 
曲 を 共 作 し た と き の 流れ を 箕 し て 、 関戸 さん に 曲 の バー ス と な る トラ ッ ク を 
発注 し まし た 。 そ れ に 合わ せ て 僕 が メロ ディ ー を 作成 し 、 土 岐 さん に 歌 過 を 当 
て つつ メロ ディ ー を 整え て も らい 、 同 時 に 村井 さん に リア レン ジ お よび マニ ビ 
ユ レ ー ト (電子 楽器 の デー タ 作 成 や 制御 ) を 依頼 。 そ の 後 、 ボ スト ン で ボー カル 
を レコ ー デ ィング し 、 東 京 で スト リン グ ス と コー ラス を か ぶせ で 、 最 後に すべ 
て の 素材 を 僕 が まとめ て 仕上 げ ま し た 。 一 見 、 ず いぶ ん 遠 ま わ り を し て いる よ 
うに 思わ れる か も し れ ま せん が 、 要 望 に 完璧 に 応え る た め に は 、 そ れ だ け の 労 
力 が 必要 だ っ た の で す 。 鳥 山 さ ん か ら 「 さ す が の 究 囲 気 で すね ! 」 と OK を も ら 
つて 無事 完成 し 。 スカ イフ ロア 内 の 妖 馬 な 空気 感 を 酸 し 出す 1 曲 と な り ま し た 。 
ゲー ム 中 、 神 羅 兵 を オッ トマ ン ( 足 置き ) が わり に する スカ ー レ ッ ト を 見 る と 、 
曲 制 作 に 関わ っ て も ら っ た みん な の 役割 も 思い 出さ れ ま す 。 


西木 康 知 


ヴィ ジュ アル フロ ア で 見 られ る 、 神 級 の 事業 紹介 ムー ビー 内 で 使用 され て い 
る 曲 で す 。 ム ー ビ ー の 上 序盤 (サウ ンド トラ ッ ク の 0:25…) は 古代 種 の 歴史 を あ 
つか っ た 内 容 な の で 、 音 楽 的 に も 古代 種 と つなが り を 持た せよ うと 思い 、「 エ 
アリ ス の テー マ 』 の コー ド 進 行 を 引 用 し まし た 。 少 し 専門 的 な 話 に な っ て し ま 
いま す が 、『 エ アリ ス の テー マ 」 の 冒頭 に は 「D( 1 )ーAm(Vm) 一 D( 1 )」 と いう 
コー ド 進 行 が 象徴 的 に 使わ お れ て いて 、 こ の メジ ャ ー と マイ ナー を な 行き来 す る 動 
きき は 、 と て も 神秘 的 な 印象 を 与え る 効果 が あり ます 。 ま た 、 神 羅 ビ ル が 建設 ぐさ 
れる あたり の シー ン ( サ ウン ド ト ラ ッ ク の 1]:47 一 ) で は 「 神 路 カ ン バ パニ ー」 の テ 
ー マ も 引用 し て いま す 。 
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宝 条 が ポッ ド 内 の エア リス か ら 約 束 の 地 の 
情報 を 聞き 出 そ う と する イベ ント 中 


63F リフ レッ シュ フロ ア を 探索 する 


MEI バトル ッ ミ ュ レー ター を & え る リフ トー 男 有 


レッ シュ フロ ア の 階段 で クラ ウド を 知る 営 
備 兵 と 出会う 


ツ ォ ン 、 レ ノ 、 ル ー ド の 3 人 が 総務 部 調査 ター226== マ = ョ ラス ーー 人 RB : 補 松 人 夫 編曲: 石川 胡 
課 オ フィ ス で 会 話す る イベ ント 中 PP デー 


で gemmp > 
262PWcPe7eyー エ トー | | 
リス に 理 開 を 問 べ [ 珠 昌 想い を 胸 に 

セフィロス に 足場 も ろ と も 


索 す る 


四 


生研 究 介 で 宝 委 が けし か ける 実 唄 人 と 時 下 衣 ララ 炊 ピクス UNIEE 識 中 の Hi 


いな が ら 進 お 


ンス と 戦う 


仲間 と 合流 し た の ち 69F に た どり 着く 一 落 mo 半 ーー 作 昌 : 伸夫 昌和 時 | 
下 し か け て いる プレ ジ デ ント 神 級 を 見 つけ る PT 
四 | Commentr 
凍 【 原 曲 ]J-E-N-0-V-A( 最 終 段 階 時 に 『 片 翼 の 天使 ] の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


Comment* 
ルー ファ ウス ミダ ー ク ネイ ショ ン と 戦う 村人 明細: 人 大 了 | 
[大 時 神 回 カン バニ ー、 更 に 関 う 攻 傍 
Comment 
ハン ドレ ッ ド ガン ナー と 戦う 本 PRo2ー 作曲 : 植松 人 夫 曲名 | 
( 原 時 更に 時 う 直 


(Pa1 


生 ※6……「1F か ら 地 下 革 車場 へ 引き 返す 」「59F か ら 3F へ | 返す 」 な ど 、 先 へ 進む た 


め の 手順 を 終え た フロ ア を 訪れ た と き に 流れ る 
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warERAr 約 ) 呈 OUND 


RIMLRANMSY WIREMAKE MAIEAALUUTMAMA 


島 翔太 朗 


ま られ で きた 資料 の な か に 、 こ の 曲 の 名 前 が あり まし た 。 じ つ は 以前 、 関 戸 
剛 さ ん と の コラ ボレー ショ ン 企 画 で 「J-E-N-0-V-A (FFVI AC version)』 を 
二 緒 に 演奏 きせ ぐい た だ いた こと が あり 、 僕 に と っ て 『J-E-N-0-V-Al は 思 
い 入 れ の 強い 曲 だ っ た の で す 。 

ご の 曲 に 着手 し た 当初 は 、『 エ アバ スタ ー』 と 同様 に フェ ー ズ ] を 原 曲 重 視 の 
アレ ンジ に し よう と 考え で いま し た 。 あ の 特徴 的 な イン トロ を どん な 音色 に す 
る か 悩み よし た も の の 、『J-E-N-0-V-A (FFVI AC version)』 を リス ペク ト 
し た ギタ ー フ レー ズ な ど を 入れ た り し て 、 ア レン ジ 上 自体 は わり と スム ー ズ に 進 
ん で いっ た よう に 思い ます 。 し か し 、 で き あ が っ た デモ 版 を 提出 し た と ころ 、 
河 盛 べ ん か ら [ 直 前 の カッ トシ ー ン と の つなが り の 関係 で 、 フ ェ ー ズ 1 一 2 は 重 
厚 な 感じ に し て ほし い 」 と 連絡 が め り ま し た 。「 プ レジ デン ト 神 軒 の 死 一 バ レッ 

ト の 黄 傷 離脱 一 ジェ ノバ Beat の 登場 ] と いう 、 か な り 重 苦し い 展開 の カッ トシ 
ー ン か ら つ な が る こと を 考え る と 、 原 曲 の イン トロ は 合わ な いか ら で す 。 

そこ で 、 原 曲 か ら 派生 し て いく 「 エ アバ スタ ー」 と は 逆 に 、 フ ェ ー ズ が 進む ご 
と に 原 曲 へ 近づい て いく ブラ ン を 考え 、「 エ アバ スタ ー』 が 全 フ ェ ー ズ 通し て 一 
定 の テン ポ だ っ た の に 対し 、 こ の 曲 は テン ポ と 楽器 構成 の 変化 を 活か し た 展開 
に する こと に し まし た 。 制作 し た 順番 は 「① ジ ェ ノ バ Beat 登 場 ま で の カッ トシ 
ー ン シー⑧ フ ェ ー ズ 3( 原 曲 重 視 )…③ ア ウト ロ ( 戦 脚 終了 )ー④ フ ェ ー ズ 2ー⑤ フ 
エー ズ 1」 と な っ て いま す 。 フ ェ ー ズ 1 は 重く ゆっ くり と 進み 、 フ ェ ー ズ 2 で は 
や や テン ポア ッ プ する も の の 、 重 厚 な オー ケス トラ 調 と いう 路線 は その まま 。 
聴き 手 に 「 今 回 の アレ ンジ 、「J-E-N-0-V-A』 ら し く な いな ?」 と 思わ せ て お 
いて か ら 、 フ ェ ー ズ 3 で 一 気 に あ の イ ント ロ へ 持っ て いき 、 シ ン セ サイ ザー と 
四 つ 打ち の バス ドラ ム を 用 いた 原 曲 重 視 の アレ ンジ に 、 オ ー ケ スト ラ と ギタ ー 
が 加わ る 構成 に まとめ て いき まし た 。 

ちなみに 、 原 曲 の BPM( 1 分 あたり の 拍 数 で 示さ れる 曲 の 速 ぐ さ ) を 計測 し で 
いた と き に 、BPM が 基準 の 178 よ り も 1 一 2 大 きい 箇所 が 数 小 飾 だ け あ る こ 
と に 気づき まし た 。 こ れ は 、 全 音 待 な どの 長い 音 が 多い 曲 に お いて 部 分 的 に 行 
な われ る 技法 で 、 今 回 の 曲 で も この テン ポチ ェ ン ジ を 再現 し て いま す 。 

僕 が 担当 し た 「 エ アバ スタ ー』「J-E-N-0-V-A 一 胎動 一 』 は 、 ど ちら も フェ 
ー ズ の 移行 に よる 楽曲 の 切り か わり を わか りや すく し て いま す が 、 本 作 で は イ 
ンタ ラク ティ ブ ミ ュー ジッ ク の 本 質 が 垣間見 える 演出 が 随所 に ほど こさ れ て い 
ます 。 そ うい う 部 分 も 気 に し な が ら プ レイ し て も ら え る と うれ し いで すね 。 


物語 の 佳境 に お いて カッ コ い い ポ ボス 戦 が つづ く 場 面 で の 1 曲 だ っ た の で 、 ほ 
が か の ポス 戦 に 負け な いよ うに 、 と て も 気合 を 入れ て 作り まし た 。「 神 羅 カ ン バ 
ーー」 の 曲 に ボス 戦 の 象徴 で ある 『 更 に 問う 者 達 』 を 混ぜ る と いう 全体 的 な イメ 
ー ジ は すぐ に 決め た うえ で 、 ア レン ジ を する と き に は 、 ル ー フ ァ ウ ス の 究 囲 気 
を 曲 に こめ る こと を 目標 こし て いま す 。 こ れ は 完全 に 僕 個人 の 詞 想 な の で す 
が 、 ル ー フ ァ ウ ス は 小 べ いこ ろか ら あ まり 愛情 を 与え られ ず に 育つ て 、 友 だ ち 
も 犬 (ダー ク ネ イ ショ ン ) し か いな か っ た せい で 、 こ ん な 冷酷 な 人 間 に な っ て し 
まっ た の か な 、 と 。 な の で 、 今 回 は 、 エ レキ ギタ ー の よう な エモ ー シ ョ ナ ル な 
テイ スト が 出る 楽器 は あえ て 入れ ず に 制作 し まし た 。 また 、 バ トル が ヒー ト ア 
ッ プ し て も 髪型 ひと つ 乱 れ な い ル ー フ ァ ウ ス の クー ル さ を 表現 すべ く 、 サ ウン 
ド ト ラ ッ ク の 01 :31 一 の 部 分 の よう に 、 楽 曲 が 盛り 上 が っ た と し て モ 『「 筆 効 に 
8 分 音 待 を ぐり 返す 」 こ と を 、 こ の 曲 の ひと つの キモ に し て いま す 。 

外面 も 内 面 も 麗 ろ し いま で に カッ チリ し て いる ルー ファ ウス な の で 、 こ の 曲 
に 関し て は レコ ー デ ィング に お いて も 、 リ ズム を か な り シ ビア に 演奏 し て いた 
だ きま し た 。 バ トル の 難易 度 と 同じ くら い 演奏 難易 度 も 高い 曲 で す が 、 本 作 で 
より 美しく 生ま れ 変 わっ た ルー ファ ウス 様 に 微力 な が ら 垂 を 添え る こと が で 
き 、 非常 に 光 洒 に 思っ て お り ま す 。 


鈴木 克 岩 


原 曲 に あたる 「 更 に 闘う 者 達 ]」 は 、 き っ と 本 作 で た くさ ん アレ ンジ され る だ ろ . 
うと 思っ た の で 、 僕 は オー ケス トラ 楽器 を メイ ン に し て み ま し た が 、 原 曲 の 音 
の 勢い を 保つ の に 苦労 し まし た 。 そ の 工夫 と し て 、 前 半 は リズ ム を 3 連 待 で 取 
り 、 後 半 は テン ポア ッ プ し て 8 ビー ト に 切り か えて いま す 。 ラス ト の バレ ッ ト 
た ち が 災 に 囲ま れ て 総体 絶 命 と いう 熟 い 展開 は 、 あ まり の 熟 さ に 思わ ず ギ ター 
を 手 に 取り そう に な り ま し た が 、「 オ ー ケ スト ラ 楽 器 メ イン ] で は な く な っ て し 」 
まう の で グッ と ガマ ン し た の を 思い 出し ます 。 

オリ ジ ナ ル 版 の 発売 当時 、 高 校生 だ っ た 僕 は 、「FFVII の ゲー ム か ら カ セッ 
ト テ ー ブ に 曲 を 録音 し て 、 耳 コピ と か し て いま し た 。 そ こ か ら ゲ ー ム 音楽 に 興 
味 を 持ち 、 い まこ うし て 『FFVI リメイク 』 に 携 わ れ た の は 、 と て も 光栄 で あり 
没 縮 で す 。 補 松 さ ー ん ! これ か ら も た くさ ん 勉強 させ て くだ さ ー い ! 
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ミッ ドガ ル ・ ハ イ ウ ェ イ で 神 羅 の 追っ 手 か 
逃げ 、 モ ー タ ー ボ ー ル と 戦う 


運命 の 特異 点 へ 突入 する 


誠 原 曲 ] ク レイ ジー モー ター サイ クル 、 吉 破 ミッ ショ ン 、 闘莉 達 、 更 に 関 ら 者 達 (軍用 ペリ を 撃 区 じ た 場面 ほ は 『 フ ィ 
ーー ラー の テー マ 】 の フレ ー ズ が 、! 更 に 関 う 姓 有 訪 基調 の パニ ド に は 紳 弘 カン パニ ニー} の ラレー ズ が 使わ れ で いる ) 


くず れ た 足場 を 進 お の ー フ ィ ー ラ ー ニ = ロッ 


lv 


ソン を 倒す 


ッ ソ た ち 3 体 お よび フィ 
ーー バハ ムー ト と 戦う ー フ ィ ー ラ ー 


Commentp_ 


プラ エコ に トド メ を 刺す 


セフィロス が 姿 を 現す 


セフィロス と 戦う 


SR 
【 原 曲 ] 星 に 選ば れ し 者 
作曲 : 植松 伸夫 & 浜 濁 正 志 る 西木 厩 知 | 


Commente 
編曲 : 西木 氷 


異 空間 で クラ ウド が セフィロス と 対決 する 


lo 箇 
【 原 曲 片 舞 の 天使 (最終 段階 時 に は 「 闘 う 者 達 |「 フ ィ ー ラ ー の テー マ 】「 更 に 関 う 者 達 )」 の フレ ー ズ が 使わ れ て いる ) 


【 原 曲 ] 星 の 声 が 聞こ える 


Comment 


エン ディ ング ー ス タッ フロ ー ル (前 半 ) 


作曲 : 植松 伸夫 編曲 : 福井 健一 朗 | 
作詞 : 野島 一 成 翻訳 : Ben Sabin、John Crow 


Comment 


還 | | 誠 


スタ ッ フ ロー ル ( 後 半 ) 


和 


2 ん プラグ の ge 


Disc7-05 


中 村 佳 紀 


間 間 ーー レン ン こ 且 還 
【 原 曲 ] エア リス の テー マ 、 FF.VII メ イン テー マ 、 フ ィ ー ラ ー の テー マ 


作曲 : 植松 伸夫 & 浜 渦 正 志 
編曲 : 宮野 六 子 る 中 村 佳 紀 


浜 油 正 志 


神 訣 ビル を 脱出 し た クラ ウド た ち が ミ ッ ド ガル ・ ハ イ ウ ェ イ を 走る シー ン は 、 オ リ ジ ナ ル 版 で 
も と て も 印象 的 で し た が 、 本 作 で は 実写 と 見 まち が える くら い リ アル な 映像 に な っ て お り 、 手 に 
汗 に きる チェ イス バト ル は 圧巻 で す 。 ま た 、 出 現す る 敵 が 境 え て 尺 が 大 幅 に 伸び た の で 、 業 曲 は 
『 ク レイ ジー モー ター サイ クル !」 か ら は じ ま り 、「 爆 破 ミツ ッ ション] 闘う 者 達 ]「 更 に 闘う 者 達 ] を 加 
えた 、 計 10 分 超え の メド レー 形式 に な り ま し た 。 

制作 する うえ で 一 番 大 事 に し た ポイ ント は 、 楽 曲 の 推進 力 や 疾走 感 で す 。 目 まぐ る し く 展 開 す 
る シー ン を 盛り 上 げ る に は 、 リ ズム セク ショ ン が も っ と も 重要 に な る と 思い 、 ま ず は 「 リ ズム だ 
け で どれ だ け カ ッ コ よく 聴か せら れる か 」 に 注力 し た ビー トメ イク か ら は じ め ま し た 。 原 曲 の 『 ク . 
レイ ジー モー ター サイ クル は テン ポ 190 台 と いう 、 か な り 速 い 曲 な の で 、 疾 走 感 を 保つ た め に 
は 必然 的 に 以降 も テン ポ 190 台 で 曲 を 展開 させ る こと に な り ま す 。 そ の うえ 、 状 況 に 合わ せ て 
曲 が 切 りか わる こと も 考慮 する 必要 が あり 、 最 初 は 「 ど れ く らい 制作 時 間 が か か る ん だ ろ . 
と 不安 で し た 。 と ころ が 、 い ざ 作 業 を は じ め て みる と 、 映 像 の 持つ パワ ー に 導 か れる よう に 、 カ . 
ッ コ いい サウ ンド や 熱い 展開 な どの アイ デア が 止め ど な く あ 尺 れ 出 し 、 楽 し みな が ら 数 日 で アレ 
ンジ を 終え る こと が で きま し た 。 アク セル 全開 で 最後 まで 走り 切れ た の で 、 と て も 思い 入れ の 深 
い 薬 曲 で す 。 

ちな み に 、 本 作 を 実際 に プレ イ し た と き に も っ と も 苦戦 し た の は モー ター ボー ル 戦 で 、 何 度 も 
ゲー ム オ ー バ ー に な り ま し た 。 制作 中 に デモ プレ イ を た くさ ん 見 て いた は ず な の に ・ 


楽曲 同士 を シー ムレ ス に つなぐ 制 作 の 経験 を 積み 、 最 後に 
完成 し た この 曲 は 、 じ つ は シー ムレ ス な つなぎ に は 向い て い 
な いも の に 仕上 が り ま し た 。 それ ま で 避け て いた 転調 は も ち 
ろ ん 、 変 拍子 や アッ チェ レラ ンド (少し ずつ テン ポ を 速く す 
る こと ) も 採用 し て お り 、 長 い 曲 の わり に バー ツ の 数 も 少な 
くす ませ で いま す 。 こ れ は 、 従 来 ど お り の 作曲 手法 を と りつ 
つづ 、 シ ー ム レス に 曲 を つなぐ 演出 を 効果 的 に 活か せる ペスト 
な バラ ンス を 考え な が ら 作っ た 結果 で 、 自 分 の な か で 、 よ う , 
や < 手応え を 感じ た 曲 で すね 。 

ど と は いえ 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン が 湧い て 曲 を 作り は じ め る 
と 、 こ ま か な ル ー ル や 制約 は あま り 意 識 し ませ ん 。 こ の 曲 の 
場合 も 、 絵 を 見 た と き に 、 長 く 重 い 戦い の 壮絶 さと 狂気 を 感 
じ 、 そ れ に 挑む プレ イヤ ー を 後押し し な く で は と 考え て いる 
うち に 、 自然 と 曲 の テン ポ を 変化 させ て いた の で し た 。 


の 


、 mam moe 
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福井 健一 朗 


欄 松 き 々 が オリ ジ ナ ル 版 の [ 片 夏 の 天使 』 を 作曲 され た と き に 、「 バ ラバ ラ に 
作 つ だ ウレ ー ズ を さま ざま な 順番 で 組み 合わ せる 、 非 常に 実験 的 な 試み を 行 な 
た 」 と いう の は 有名 な エピ ソー ド だ と 思い ます 。 今 回 の アレ ンジ で は 、 そ の 
『 片 引 の 天使 | を も う 一 度 バ ラバ ラ の 状態 に し た うえ で 再編 成す る と いう 、 ま さ 
に [再生 」 の 作業 を 行ない まし た 。 

セフィロス 戦 の 構造 は 、[「 バ トル 前 の ムー ビー(『 早 く 来い 、 ク ラウ ドリ )ー バ 
ドル (| 店 皿 の 天使 一 再生) 一 バト ル 後 の カッ トシ ー ン 」 と な っ て お り 、 バ ト 
ル は 4 つの フェ ー ズ に 分 か れる こと を 聞い て いた の で 、 人馬 計 5 つの シー ン に 合 
わせ で 楽曲 を 制作 する 必要 が あり まし た 。 まず 、 バ トル 前 の ムー ビー で 「 星 に 
選ば れ し 者 」 の モチ ー フ と と も に 現れ た セフィロス が 、 ク ラウ ド の 前 に 降り 立 
つ で バト ドル の フェ ー ズ 1 に 突入 し ます 。 こ の 時 点 か ら セ フィ ロス 戦 が は じ ま る 
こと と を 明確 に 伝え る べく 、 原 曲 の 冒頭 で 印象 的 に 使わ むれ て いる トラ ン ベ ペッ ト の 
フレ ー ズ を 用 いて 、「 片 四 の 天使 一 再生 一 」 の 象徴 と な る イン トロ を 作成 し ま 
し た 。 そ の 後 、 フ ェ ー ズ ] 一 2 で は 原 曲 を 並べ か えて 再 構築 し た フレ ー ズ が つ 」 
づき ます が 、 セ フィ ロス 戦は 仲間 が 3 人 そろ う フ ェ ー ズ 3 が 本 当 の 戦い の は じ 
まり な の で 、 楽 曲 的 に ち そこ が 真 の スタ ー ト だ と 言え ます 。 フ ェ ー ズ 3 に な る 
まで 、 原 曲 で も っ と も イン バク ト の ある ティ ン バ パニ の フレ ー ズ と コー ラス が 歌 
う 「Sephiroth」 を あえ て 温存 し て いる の は 、 そ の た めで 

曲 を リア レン ジ す る に あたっ て は 、 テ ン ポ の 設定 も 悩め どこ ろ で し た 。 現代 
の 3D ゲ ー ム の 音楽 は テン ポ の 速い も の が 主流 で 、 本 作 で の アレ ンジ 楽曲 も 原 
曲 よ り 速 く な っ て いる も の が 多かっ た の で 、 こ の 曲 も 雰囲気 を そこ な わな い 細 
囲 で テン ポ を 上 げ て いま す 。 た だ し 、 フ ェ ー ズ 3 開始 時 の ティ ン バ ニ の フレ ー 
ズ は 、 そ れ ま で の テン ポ ボ ( ) = 135) だ と 重厚 感 が 薄れ て し まう た め 、 こ こ だ 
け テ ン ポ を = 128 に 落と し た の ち 、 少 し ずつ 速め て いっ て 」 = ニ 132 ま で も 
どす 形 に 。 フ ェ ー ズ 4 で は 、 ゲ ー ム 内 で 陣 石 が 降っ て くる 時 間 制 限 演出 に 合わ 
せ て 、 そ こ か ら さ ら に ) = 1 40 ま で テン ポ を 上 げ ま し た 。 また 、 ス トリ ング 
ス に 裏打ち ( 1 拍 を 前 半 と 後半 に 分 けた うち の 後半 の 部 分 で リズ ム を 秒 お こと ) 
の フレ ー ズ を 入れ て いる の も 、 訪 機 感 を あお る 演出 的 な 矯 図 で す 。 そ の あと に 
出 て くる 「 フ ィ ー ラ ー の テー マ 」 の モチ ー フ の 前 後に は 、 接 着 剤 と し て 「 闘 う 者 
運 ] と 「 更 に 関 う 閉 科 の フレ ー ズ を 差し こん で いま す が 、「 更 に 疫 う 者 須 』 に 関 
し て は あま り 気づい て いた だ け な か っ た よう で 、 も う 少 し わか りや すい 形 に す 
れ ば 良かっ た と 若干 後 悔し て いま す ( 笑 )。 

セフィロス 撃破 後に シー ムレ ス に 移り 変わ る カッ トシ ー ン (サウ ンド トラ ッ 
ク の 09:21 一 ) は 、 エ アリ ス が 「 み ん な で 望み 、 叶 えよ う 」 と 言う と お り 、 
ティ ブ な シー ン で す 。 そ こ で 、 原 曲 の な か で 一 番 ポ ジテ ィ ブ に 感じ られ る フレ 
ー ズ を 引用 し まし た 。 最 後に クラ ウド の 侯 先 が セフィロス に 届い た 通 間 に 、 
ー ラ ス が 「Sephiroth!!」 と 叫ん で 一 連 の バト ル が 終結 し ます が 、 こ の タイ ミン 
グ も 自分 と し て は こだわ っ た ポイ ント で す 。 
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『HollowJ』 の アレ ンジ を 担当 し まし た 福井 で す 。[FFVII シ リー ズ で は 『FFWL 
アド ベン トチ ルド レン 1 の 楽曲 担当 で 参加 させ て いた だ いて お り 、 今 回 IFFMI 
リメイク ] で も 関わ れ た こと を 本 当 に うれ し く 思 っ て いま す 。 

エン ディ ング テー マ と な る 一 大 楽曲 の アレ ンジ を 担当 させ て いた だ くに あ た 
り 、 作 曲 者 の 植松 さん に は いつ も の よう に 、 ア レン ジ の 方 向 性 や 完成 イメ ー ジ 
を まず 最初 に お 聞き し た わけ で す が 、 そ の 時 点 で 、 こ れ ま で に な く 挑 戦 的 か つ 
明確 な 完成 イメ ー ジ を 持た れ て いた こと に 、 と て も 驚か され まし た 。 過 去 の 制 
作 で は 、「 な ん か いい 感じ で カッ ヨコ 良く や っ て みて 」 と 言わ れる こと が 比較 的 多 
か っ た の で す が ……。 

今回 は ちがい ます ! 「 フ ォ ー ク ロッ ク 調 で いき た い 」「 不 安定 さや 浮遊 感 を 
感じ る C1 1th の コー ド に こだわ り た い 」「 ゴ リ ゴ リ し た ス トリ ング ス を 入れ た 
い 」 と いっ た 全体 の イメ ー ジ に 関す る こと か ら 、 ど こ で 何 の 楽器 が 入っ て き て 、 
この あたり の 盛り 上 が り 具 合 は 709%% ぐ らい で …… な ど と いっ た 構成 や 展開 に 
つい て まで 具体 的 な リク エス ト が あり 、 い か に 植松 さん の こだわ りや 想い が 強 
い 1 曲 な の か を 感じ まし た 。 そん な 植松 さん の 数 々 の アイ デア を も と に 、 試 行 
鑑 議 し な が ら 私 が PC で 打ち こみ デモ 音源 を 作り 進め 、 最 終 的 に は これ ら す べ 
て の トラ ッ ク を 生 演 奏で レコ ング し て 曲 を 完成 させ まし た 。 

本 作 の スト ー リ ー や 最後 の シー ン 、 野 島 一 成 氏 の 歌詞 、 そ し て Yosh さ ん の 
すばらし い 歌 声 と も 相まって 、 正 し み と 力 強 さ と いう 相反 する も の が 同居 し 
た 、 最 後 の シ ー ン に ピッ タリ の これ 以上 な い エ ン デ ィング テー マ に な っ た と 思 
いま す 。 歌 詞 の 意味 まで わか れ ば 感動 も 倍増 まお が いな し で す よ ! 


宮野 率 子 


『 ス タッ フロ ー ル 」 の アレ ンジ を 担当 させ て いた だ きま し た 宮野 で す 。 こ の 曲 
で は 、「1997 年 当時 に シン セ サ イ ザー 音源 で 表現 され て いた 「 エ アリ ス の テ 
ー マ 」 と 『F.F.MM メ イン テー マ 」 を 、 生 の フル オー ケス トラ で 演奏 し た ら ど うな 
る だ ろう 」 と いう こと を 、 と こと ん 追 末 し て アレ ンジ し て み ま し た 。 

人 間 味 の ある テン ポ の ゆら ぎ を 取り 入れ た ガイ ドリ ズム を 用 意 し 、 そ れ に 合 
わせ た 演奏 を 録音 し て いる の で 、 生 の オー ケス トラ の 醍醐 味 を 存 分 に 味わっ て 
や もらえ る 系 曲 に な っ た と 思っ て いま す 。 短編 映 画 を 観る よう な 気持 ち で 、 ス タ 
ッ フ ロー ル も 楽し ん で いた だ けれ ば うれ し いで す 。 
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爆破 ミッ ショ ン ( 記 ティ ファ の テー マ 
植松 伸夫 編曲 : 中 川 3 
録 CD :SQUARE ENIX JAZ, 


MM プレ リュ ー ド 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲 : 今 村 買 文 


植松 伸夫 編曲 : 中 川 英二 郎 
録 CD : SQUARE ENIX JAZZ -FFVI-( 


FFVI-(B 曲 目 ) 


ジュ ー ク ボッ クス で 聴け る ミュ ー ジ ッ ク デ ィ ス ク の BGM 
は 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 楽曲 を さま ざま な ジャ ン ル に 再 ア レン ジ 
する と いう コン セブ ト で 作ら れ た も の で す 。 発注 を 受け た 段 
階 で 、 ど の 曲 を どん な ジャ ン ル に する か は 、 す で に 企画 チー 
ム 側 で 決め られ て いま し た 。 そ の 指定 の ジャ ン ル (た と えば 
T バ レッ ト の テー マ 」 な ら ブ ルー ス ) を 頭 に 入れ つつ 改め て 原 曲 
を 聴く と 、 ひ と 味 ちがっ た 有 解 釈 が で きる よう れ 、 企 は どう だ ろう と いう アイ デア に 至り 、 若 干 の 趣味 が 混じっ た 
画 チー ム の 的 確 な 割り 当て に 感心 し まし た ね 。 と くに 『 バ レッ アレ ンジ 案 曲 と な り ま し た 。 制 作 に 関わ っ て くだ さっ た 演奏 
トド の テー マ 」 に 関し て は 、 も と も と ブル ー ス だ っ た も の を 植松 に は 感謝 し か あり ませ ん 。 そ し て 、 
さん が 昇華 させ て 現在 の 楽曲 に な っ て いた の か も し れ な いと この よう な 機会 を いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


させ て いた だ いた な か で 、 一 番 楽 し く ア レン 
ジ で きた の が 、 こ の 『 開 う 者 達 ] で す 。 オー ダー は 「 ジ ャ ン ル は オ 
ー ル ディ ー ズ (1950 年 代 か ら 1960 年 代 に か け て 欧米 で 親しま 
れ た 音楽 )、 メ ロディ ー は サッ クス 」 と いう 内 容 で 、 ひ と 口 に オー 
ルディ ー ズ と 言っ て も 年 代 に よっ て アレ ンジ や サウ ンド が か な り 
向 性 を 模索 する と ころ か ら は じ め ま し た 。「 メ ロ 
クス だ か ら 、 や は り ブ ラス 中 心 の アレ ンジ が いい か 
な 。 こ ん な ピア ノ が 入っ て る と オー ルディ ー ズ っ ぽい ! サッ ク 
ス は 自分 で 吹い ちゃ え ! 」 み た いな 感じ で 楽し く 作業 が 進み 、 ほ 
点 で 「 ん 一 、 何 か 足り な いな ……。 よ し 、 
ドゥ ー ワ ッ プ (「 ド ゥ ー ワ ッ 」 な どの 歌唱 が 特徴 的 な コー ラス ) を 入 
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れ よ う 」 と 思い 立ち 、 自 分 で 歌 入れ も 行ない まし た 。 

曲 の 雰囲気 を 大 きく 左右 する 最終 的 な ミッ クス ( 各 音 の ボリ ュ 
ー ム や 聞こ え か た を 調整 する 作業 ) は 、 最 初 は オー ルディ ー ズ ら 
し さ を 出 す た め に 、1950 年 代 お あたり の 音質 を 狙っ て 雑音 混じり 
の モノ ラル ミッ クス (スピ ー カ ー や ヘッ ド ホ ン の 左右 で 聞こ え か 
た を 同じ に する 手法 ) を し て み ま し た 。 し か し 、 ほ か の ミュ ー ジ 
ッ ク デ ィ ス ク の 曲 と くら べ て 聴き 映え し な く な る か も し れ な いと 
思い 、 少 し ハッ キリ し た 音質 に し つつ 、 
ほど よい ステ レオ の 感じ に 仕上 げ て いま す 。 そ ん な 制作 過程 を 
て 完成 し た 「 闘 う 者 培 ] の オー ルディ ー ズ アレ ぜひ ジュ ー ク 
ボッ クス で 聴い て みて くだ さい ね ! 


の 
ン ノ 


闘う 者 達 
植松 伸夫 畑 曲 : 秋 田中 典 
「FFVIR 0ST」 ポ ボーナス ディ スク (1 


蜜蜂 の | 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲 
収録 CD :「FFVMR OST 


ター クス の テー マ 


収録 CD :「FFVIR OST」 ボ ー ナ ス デ ィ スク ( 12 


(人) 違っ た ビザ の 下 で 


植松 伸夫 編曲 : 秋 
録 CD :「FFMR OST」 


ス デ ィ スク ( 1 8 曲目 ) 


ス デ ィ スク ( 1 0 曲目 ) 
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@ 更に 闘う 者 運 
作曲 : 植松 伸夫 編曲 : 今 村 買 文 
収録 CD :「FFVIR 0ST」 ポ ボー ナス ディ スク (19 曲目 ) 


人 クレ イィ ジー モーター サイ クル 
作曲 : 植 松 伸夫 編曲 : 川 村 竜 
収録 CD : SQUARE ENIX JAZZ -FFVI-(5 曲 目 ) 


ジン ルク を (22 の cm 


(| FFWm メ イン テー マ 
作曲 植松 伸夫 編曲 : 中 川 英二 郎 
収録 CD :SQUARE ENIX JAZZ -FFWI-(12 曲 目 ) 


(5 放 の 途中 で 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲: 中川 区 
収録 CD :SQUARE ENIX JAZZ -FFVI-(4 曲 目 ) 


作 


た の で 、 眠 る 前 に 聴き た く な る よう な アレ ンジ に し た 
いと 思っ て 、 い ろ い ろ な ヒー リン グ 音 楽 を 聴い た り 、 
人 間 に と っ て 心地 いい 周波 数 な ど を 調べ た り し まし た 。 
制作 中 は 、 作 っ た 曲 を 確認 の た め に 聴く た びに 、 め ち 
ゃ くち ゃ 眠く な っ て し まい まし た ね ( 笑 )。 

冒頭 の 原 曲 部 分 の アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター は 生 演奏 
で 、 デ クレ ッ シ ェ ンド ( 音 が だ ん だ ん 弱く な っ て いく こ 
と ) の 最後 の 音 ま で と て も 繊細 に 弾い て いた だ き 、 理 想 
的 な 仕上 が のり に な り ま し た 。 曲 は そこ か ら 夢 の 世界 に 
入り 、「 プ レ リ ュ ー ド j」 の アレ ンジ に つなが り ま す 。 

制作 が 中 骨 に 差し か か っ た 時 点 で 、 環 境 音 を 加え た 
く な り ま し た 。 そ こ で 「 ラ イフ スト リー ム を 表現 し た 
い ! 」 と 思い つき 、 ラ イフ ス トリ ー ム の 源流 は 水 や マグ 
マ の よう な 感じ で は な いか と 勝手 に 起 像 し た 結果 、 泡 
の 音 を 追加 する こと に 。 社 内 の サウ ンド デザ イナ ー に 
泡 の 音 の 録 り か た を 聞い て みる と 、 お 皿 に 水 を 入れ て 
スト ロー で 吹く の が 基本 で 、 少 し 生み を 出し た いな ら 
片栗粉 を 混ぜ る と いい と 教え て こもら えま し た 。 こ れ が 
思い の ほか 難し く て 、「 ポ ボコ ポコ ポコ ……」 の よう に 一 
定 の 音 が ほし い の に 、 息 の 加減 を 誤る と 「 ボ ゴ ! 」 と い 


(人 お や すみ また 明日 


植松 伸夫 編曲 : 根 木 咲 子 
収録 CD :「FFVIR OST」 ボ ー ナ ス デ ィ スク (20 曲 目 ) 


) 牧 昌 の 少年 


作曲 : 植松 伸夫 久 曲 :Hydra 


本 


う あ まり キレ イ で は な い 音 が 出 て し まう ん で す 。 ま た 、 


混ぜ た 片 栗 稔 が な か な か 水 に 溶け ず 、 ス トロ ー に 詰 ま 
つて 息 が で き な く な っ た こと も ……( 笑 )。 楽 曲 に は 、 
録音 し た 種類 の 泡 の 音 を 重ね て 使い 、 さ ら に 音量 を 
こま か く 調 整 する こと で 、 臨 場 感 が 出る よう に し て い 
ます 。 

また 、 ベ ル の 音 も 録音 し て 使い まし た 。 最 初 は ティ 
ン シ ャ (チベット 仏教 の 法 具 ) の 音 に し た いと 思っ た も 
の の 、 現 物 が 手元 に な く 、 か わり に ベル を 曲 に 合わ せ 
て みる と ちょ うど 良かっ た ん で す 。 そ の ベル は 、 ド イ 
ツ 人 の 友だち が 昔 ク リス マス に 贈っ つて くれ た オー ナメ 
ント で 、 キ レイ な 音 を いつ か 何 か に 使い た いと 思っ て 
いた 品 で し た 。 泡 や ベル と いっ た 音 の 重なり は サウ ン 
ド ト ラ ッ ク 版 の ほう が 前 や すい の で 、 ぜ CO 寝る 前 
に ゆっ くり 聴い て いた だ けた ら う れ し い で す 。 

か つて 『FFVI] が 好き すぎ る あま り 、 テ ィ フ ァ の 格好 
で [『 賠 う 者 運 ] を 弾い て いた 自分 が 、 将 来 その 作品 に 音 
楽 で た ず さ わ れる と は 思っ て も み ま せ ん で し た が 、 す 
ば らし い 機 会 を 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。『 涙 の 
タン ゴ コ |! も 魂 を こめ て アレ ンジ し た の で 、 併 せ て ぜひ 楽 
し ん で くだ さい ! 


収録 CD :「FFVIR OST」 ポ ー ナ ス デ ィ ス ク ( 1 3 曲目 ) 


2 
と 
人 


NIATERIAL @'SoOUN | 】 


FNLAKSYVI REMAKE MERALUUIMAMA 


うん ググ の zeeZ 
奈 恋 倫 (Hydra Tsai) 


を 区 切ら ず 、 流 れる よう に 音 の 高 さ を 上 下さ せる 演奏 技法 ) と ブラ 
スシ ェ イ ク ( 音 を ふる わせ る 演奏 技法 ) に 加え 、 ギ ター リフ と パワ フ 


台湾 INSPION の メン バー と し て 、『FFVI リメイク 』 と いう AAA 
級 作品 の アレ ンジ に 参加 で き 、 と て も 興奮 し まし た ! 「 エ レキ ・ 


デ ・ チ ョ コ ボ 」 で は 、 サ ー フ ロッ ク を ベー ス に アレ ンジ する こと で 
原 曲 へ の 懐か し さ を 喚 起 さ せつ つ 、 新 し い 要素 も 入れ て いま す 。 
イン トロ か ら A メ ロ ま で は 原 曲 ら し さ を 保 ち つ つ 、B メ ロ か ら は 
サッ クス の メロ ディ ー が 加わ り 、 よ り い っ そう 楽し げ な 雰囲気 に 。 
中 盤 に は 、 あ えて ワウ ギタ ー( ワ ウ ベ ダル と いう エフ ェ ク タ ー で 音 
色 を 変え た ギタ ー) の ソロ を 取り 入れ て み ま し た 。 ソ ロ の あと は 自 
サッ クス の 華 豚 な グリ ッ サ ンド ( 音 


分 が も っ と も 好き な バー ト で 、 


ル な ドラ ム が ユニ ゾン する あたり は 、 こ の 曲 が も っ と も 盛り 上 が る 
と ころ で す 。 

ほか に も 、 サ ー フ ロッ ク と いう 年 代物 の ジャ ン ル な が ら 、 ド ラム 
は 現代 的 で プロ グレ ッ シ ブ な 音色 に する な ど 、 全 体 に いろ いろ な 工 
夫 を 凝ら し て 、『FFVMI の 名 曲 「 エ レキ ・ デ ・ チ ョ コ ボ ] の アレ ンジ 
を 作り こみ まし た 。 数 ある チョ コ ボ の 曲 の な か で も 、 お 気に入り の 
1 曲 に 選ん で いた だ けれ ば うれ し いか ぎり で す ! 


(人 エレ キ ・ デ ・ チ ョ コ ボ 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲 :Hydra 
収録 CD :「FFVIR OST」 ポ ボーナス ディ スク (5 曲目 ) 


() 太陽 の 海岸 


作曲 : 植松 伸夫 編曲 
収録 CD :「FFVIR OST」 ポ ボー ナス ディ スク (6 曲 


⑳ コー ルド ソー サー 


作曲 : 植松 伸夫 編曲 : 土 屋 裕一 
) 収 録 CD :「FFVWR OST」 ポ ボー ナス ディ スク (7 曲目 ) 


人 ケッ ト ・ シ ー の テー マ 
作曲 : 植 松 伸夫 編曲 : 中 川 英二 郎 
収録 CD : SQUARE ENIX JAZZ -FFVI-(6 曲 目 ) 


西松 伸夫 編曲 : 中 川 英二 郎 


f 作曲 : 植松 伸夫 編曲 : 藤 本 美紀 
取 録 CD :SQUARE ENIX JAZ 


収録 CD :「FFVIR OST」 ボ ー ナ ス デ ィ ス ク (8 曲 目 ) 


FFMI-(10 曲 目 ) 


ウー タイ ィ 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲 : 土 屋 裕一 
収録 CD :「FFVMR 0ST」 ポ ー ナ ス デ ィ スク (91 曲目 ) 


人 涙 o タ ンコ 
作曲 植松 伸夫 編曲: 櫻木 咲子 
収録 CD :「FFVIR OST」 ボ ポー ナス ディ スク (9 曲目 ) 


) 固 う 者 達 REMAKE 


作曲 : 植 松 伸夫 編曲 本 澤 測 之 
収録 CD :「FFVIR OST」 ボ ー ナ ス デ ィ ス ク ( 1 4 曲目 ) 
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@ ヒッ プ ・ デ ・ チ ョ コ ボ 
作曲 植松 伸 夫 編曲 : 今 村 貴 文 
収録 CD :「FFVIR 0ST」 ポ ボー ナス ディ スク (2 曲目 ) 


5 の の ze と 
今村 貴文 


まず 、 曲 の 話 を する 前 に 、「FFVI」 の 思い 出 に つい て ちょ っ と だ け 
書か せ て くだ さい 。 当 時 まだ 幼かっ た 僕 は 、 兄 が 買っ て きた 『FFVII 
' を こっ そり は じ め て 、 ク ラウ ド に 「 ア ルク 」 と いう 名 前 を つけ て プレ イ 
し て いま し た 。 最終 パー ティ ー は シド 、 レ ッ ド 通 、 ア ルク (クラ ウド ) 
と いう 、 ク ー ル な 編成 だ っ た と 思い ます 。 いく ら や っ て も ヒュ ー ジ マ 
テリ ア が 取れ ず 冗 に 助け て も ら っ た 僕 が 、 そ の ゲー ム の リメイク 作品 
に コン ポー ザー と し て 関わ れ た こと が 、 と て も 光栄 で ある と 同時 に 、 
な ん だ か 不思議 な 感覚 で す 。 

さて 、 こ の 曲 は 開発 中 に 「 今 村 君 、 チ ョ コ ボ の テー マ を ヒッ プ ホ ッ 
プ に 編曲 で きる ? 」 と 言わ れ 、 安 易 に 「 で きま す ! 」 と 即答 し て 制作 し 
は じ め た の で す が 、 今 回 の 仕事 で 一 番 苦労 し まし た ( 笑 )。 

最初 に 完成 させ た バー ジョ ン は 、 最 終 版 より も 落ち つい た 雰囲気 に 
仕上 げた も の の 、 求 め ら れ て いた 方 向 性 と は だ いぶ ちがっ た らし く 、 
すぐ に 修正 を 頼ま れ ま し た 。 そ の 修正 依頼 の 内 容 が 「 チ ョ コ ボ に ラッ 
プ を させ た い 」 と いう も の 。 ヒ ッ プ ホッ プ は 、 こ ま か い リズ ム に 歌詞 
を 乗せ て 早口 で 歌っ た り 韻 を 踏ん だ りす る ジャ ン ル な の で 、「 チ ョ コ 
ポ っ て クエ ッ と し か 言わ な いけ ど 、 鳴 き 声 の クエ ッ だ け で ラッ プ は 作 
れる の だ ろう か が . ?」 と 、 大 き な 壁 に ぶつ か っ て し まい まし た 。 し 
か し 、 悩 ん で いる だ け で は 締め 切り に 間に合わ な い の で 、 結 局 ラッ プ 
は 無理 だ と 判断 し 、^ ヒ ッ プ ホッ プ に 合わ せ て 一 生 懸 會 ラ ッ プ を し よ 
うと する チョ コ ボ ^ の イメ ー ジ で 完成 させ た の が 、 こ の 曲 で す 。 七 番 
街 ス ラム の 屋外 クラ ブス ペー ス で 、 そ ん な チョ コ ボ の 姿 を 想像 し な が 
ら 聴 いて みて くだ さい 。 


| 「 コ 
人 叶 犬 スタ ンプ 


谷 木 光 人 る 土岐 望 編曲 : 鈴 木 光 人 8 本 澤 尚 之 
: 鳥 山 求 翻訳 :Ben Sabi hn Crow 
収録 CD :「FFVIR OST」 ポ ボーナス ディ スク (4 曲目 、23 曲 目 ) 


2 が の eg 


土岐 望 


本 作 の 楽曲 の な か で も ひと きわ タイ プ が ちがう 、 爆 裂 に キャ ッ チ ー 
で 元気 いっ ぱい の 楽曲 一 一 それ が 、 鈴 木 光 人 さん が 作っ つた デモ 版 を 
最初 に 聞い た と き の 印象 で す 。 そ こ で 、 子 ども か ら 大 人 まで みん な に 
向け た 応援 台 の よう な ポジ ティ ブ な イメ ー ジ を 歌 に 乗せ は られ る よう 、 
かわ いい スタ ンプ の デザ イン 画 を 見 な が ら メ ロディ ー バ ター ン を 考え 
て いき まし た 。 

と くに 大 変 だ っ た の は 、 海 外 版 も 日 本 語 版 と ほぼ 同じ メロ ディ ー を 
保ち つつ 、 な る べく 日 本 語 の 意味 その まま に な る よう に 歌詞 を 当て こ 
お む 作 業 で し た 。 ロ ー カ ライ ズ 部 と 一 緒 に 試行 錯誤 し 、 無事 に イメ ー ジ 
その まま の 海外 版 『 忠 犬 スタ ンプ ] を 制作 で きた と 思い ます 。 

最初 の [バウ ワウ ワウ 」 の 部 分 で は 、 た くさ ん の スタ ンプ の 鳴き マネ 
声 を 重ね て いて 、 キ リッ と し た スタ ンプ が いた り 、 ち ょ っ ぴり マヌ ケ 
な スタ ンプ が いた り と 、 よ く 聴 く と お も し ろ い ん で す よ 。 サ ウン ド 面 
や アレ ンジ も 、 鈴 木 さん と 本 溜 さん に よる すばらし い 仕 上 が り で 、 つ 
いつ い ク セ に な る 、 愛 され 楽曲 に な っ た と 思い ます 。 バ レッ ト 、「 神 
羅 の 犬 ] は うら ん で も 、 ス タン プ 君 は キラ イ に な ら な いで ! ( 笑 ) 


人 写真 左 より 、 本 澤 尚 之 氏 、 土 岐 望 氏 、 鈴 木 光 人 氏 


ミッ ドガ ル ・ ブ ルー ス 
作曲 : 鈴 木 光 人 編 8 


作詞 : 鳥 山 求 翻訳:Ben Sabin、 John Crow 
収録 CD :「FFVMR OST」 ポ ボーナス デ ィ ス ク (188 


H、24 曲 目 ) 


到 : 最 上 川 司 

僕 に と っ て FF シ リー ズ の 歌 に た ず さ わ れ た の は 、 こ の うえ な く 光 栄 な こと で し た 。 小 
学生 の ころ か ら FF の 物語 や 音楽 に 触れ 、 サ ウン ド ト ラ ッ ク を 購入 する ほど 世界 に 没頭 し 
て いた の で 、 声 を か け て いた だ いた と き は 飛び 上 が っ て 喜び まし た ね 。 楽 曲 を 聴い て みる 
と 、 僕 の 大 好き な 望郷 演 歌 で 、 自分 に 合っ て いる と 感じ まし た 。 レコ ー デ ィング の と き は 、 
お 話 を くだ さっ た 鈴木 さん か ら の アド バイ ス を 受け な が ら 、 家 で ひたすら 練習 し て きた 成 
果 を 発 押し 、 気 持ち を こめ て 歌え た と 思っ て いま す 。 ま た 、 の セリ フ も し ゃ べら せ て 
も らい まし た 。 本 格 的 に ボイス を 収録 する の は は じ め 」 、 其 則 だ っ た か 
も し れ ま せん ( 笑 )。 収 録 当 時 は 、 使 われ る か どう か は 未定 だ っ た た め 、 ゲ ー ム 中 で | 
使わ れ て いて 駒 き まし た が 、 オ 
いま や 歌唱 の 場 は 現実 の ステ 


、 テ レビ や ラジ オ は も ちろ ん 、 最 近 で は イ 
ンタ ーネット を 通じ た 配信 も \ 場 に な つっ てき て いま す 。 そ ん な な か 、 
ゲー ム と いう 非 現実 的 な 世 と は 、 こ れ か ら の 時 代 に 合っ た 新た な 可能 
性 を 生み 出し た よう に 思え まし た 。 ま た 、 演 歌 を FF シ リー ズ に 取り こん だ 斬新 さと ギャ 
ッ プ は 本 当 に お も し ろく 、FF と いう ゲー ム の 幅 の 広 さと 奥深 さ を 感じ ます 。 

この よう な 機会 に めぐ りあ えた こと に 心から 感謝 する と と も に 、 こ れ か ら も 僕 は 演歌 を 
愛し 、 歌 っ て いき た いと 思い ます 。 鈴木 さん を は じ め 、 ス クウ ェ ア ・ ックス の みな さ 
ん 、 そ し て 歌 を 聴い て くだ さっ た プレ イヤ ー の みな さん 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 ま た 
歌わ せ て いた だ け ま す よ うに ! llove ドガ ル ・ ブ ルー ス !! 


IATERIAL @ SOUND 


FNLAKSYVI REMAKE MIEAILUUNMANA 


* 6 土岐 望 編曲 : 鈴 木 
師 山 求 翻訳 :Ben Sabin、John Crow 
収録 CD :「FFVIR OST」Disc4(22 曲 目 ) 


スカ ー レ ッ ト の テー マ 
関戸 剛 S 鈴 木 光 人 S 土 岐 望 
関戸 剛 R 鈴 木 光 人 村井 
選 山 求 翻訳 :Ben Sabin、John Crow 
CD :「FFMIR OST」Disc6(15 曲 目 ) 


に の 
fNALANIASYWT ぶ 


SQUARE ENIX JAZZ - FINAL FANTASY VI - 


価格 : 3.000 円 (税別 ) 発売 日 200 年 1 月 22 日 
発売 元 : スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 


「FFVII の 人 気楽 曲 を ジャ ズ ア レン ジ し た 、12 曲 
を 収録 。 ト ロン ボ 
シス ト の 川村 竜 氏 が 手がけ た 本 格 
ジ を 、 名 プレ イヤ ー た ち に よる 


論者 の 中 川 英二 郎 氏 、 ベー 
ャ ズ ア レン 
形 で きる 。 
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MATERIAL EE 


VOICE ACTOR QS&A 


FINAL FANIASYVII REMAKE MATERIAL UIIMANA 


arcRur G9 VOICE ACTOR Q&A 


RMALEAMSTWI RBMKE MENALUIMMMA 


6z77 7 の 77 の 


クラ ウド 役 


OO 「FFVI リメイク !』 の 制作 決定 を 最初 に 聞い た と き の 感 想 を 教え て くだ さい 。 


A 2005 年 に 「FFVI アド ベン トチ ル ドレ ン 』 の 国際 映画 祭 へ の 出品 で ヴェ 
ネツ ィ ア へ 行か せ て いた だ いた の で す が 、 合間 で 野村 哲也 さん た ちと 食 
事 を し た と き に 『FFVII の リメイク が 話題 に 上 が り ま し た 。 その 場 で は 「 い 
つか 実現 し た い 」 と 結ん で いた こと を 思い 出し 、「 つ い に そ の 時 を 迎え ら 
れ た ん だ 」 と 、 年 甲斐 も な く 感激 し まし た 。 


(0 本 作 の 物語 の 展開 が 、 オ リ ジ ナ ル 版 や [クラ イシ ス コア -FFVI-」 と 少し 
異な る と 知っ て 、 ど ん な お 気持 ち で し た か ? 


A 正直 落 ぎ まし た 。 ど うい うち が い が あ る の か 、 収 録 を 重ね る な か で 徐々 
に イン ブッ ト し て いき まし た が 、 い ま の 技術 で 美しく 作り 直す だ け で は 
な く 、 作 品 世界 その も の に まで 手 を 加え て 生ま れ 変 わら せる と は ……。 
"REMAKE" の 意味 を 知っ て ゾク ッ と し た こと を 覚え て いま す 。 


OO 「FFVII 本 編 の クラ ウド を 演じ る に あたっ て 、 ど うい っ た 演技 プラ ン で の 
ぞ み まし た か ?. 


A FF 関 連 の タイ トル は ほぼ すべ て 、 デ ィ レ クタ ー の 野村 哲也 さん と 音響 臣 
留 の 清水 洋史 さん の 指導 ・ 演 出 の も と に 作り 上 げ て いき ます 。 今回 も 、「 お 
お ま か な ス トー リー を 理解 し 、 あ と は 現場 で ] と いう スタ ンス で 収録 に の 
ぞ ん で いま し た 。 ク ラウ ド は 多く の 人 の 手 に よっ て 形作ら れ て お り 、 私 
は それ を 表現 する こと に 役 し て いま す 。 


( 開発 スタ ッ フ に は 「 本 作 で は カッ コ 悪 い ク ラウ ド を 描き た い 」 と いう 意向 
が あっ た そう で す が 、 ど の よう な 点 を 心がけ て いま し た か ? 


A 1997 年 発売 の 「FFVMI は テキ スト ペー ス で し た が 、 や は り 序 盤 の クラ ウ 
ド は イキ っ た 若造 っ て 印象 で し た ( 笑 )。 今 回 の リメイク 版 で も 、 彼 の 安 
定 し て な い 様子 が て いね い に 表 現さ れ て いる と 思い ます 。「 カ ッ コ 悪い 」 
と 感じ る の は プレ イヤ ー 側 の 裁量 な の で 、 そ れ を 人 間 味 と し て と ら えて 
も ら え た ら う れ し い の で す が ……。 ダ サ い クラ ウド も 味わい 深く て 、 な 
か な か いい も の で す よ 。 


(0 今回 は じ め て ボイス が つき 、 原 作 よ り も リア ル に な っ た ビッ グ ス 、 ウ ェ 
ッ ジ 、 ジ ェ シ ー に は 、 ど ん な 印象 を 受け まし た か ? 


A や っ ぱり この 3 人 の 存在 は 大 きい で すね 。 オ リ ジ ナ ル 版 の 「FFVI] を リア 
ル タ イ ム で 体験 し た 私 が 、 今 回 の リメイク で 改め て 強く 感じ た 部 分 で す 。 
ビジ ュ ア ル を 含め キャ ラク ター が 際立ち 、 と て も 将 力 的 に 映り まし た 。 
クラ ウド の 目線 に 合わ せ て いる と 、 彼 ら へ の 愛着 は 並々 な ら ぬ も の に な 
り ま す 。 


(0 本 作 に 何 度 も 登場 する 「 ク ラウ ド が セフィロス に お び え る 場面 ] の な か で 、 
一 番 印 象 に 残っ た の は どこ で すか ? 


A セフィロス と の シー ン は どれ も 恐ろし か っ た で す が 、 一 番 印 象 に 残っ た 
の は や は り ラ スト シー ン で すね 。 ま さか の 登場 に ビッ クリ で す 。 オリ ジ 
ナル 版 の 展開 を 知っ て いる プレ イヤ ー は 、 さ ぞ や 面 食 ら っ た こと で し ょ 
う 。 突然 モニ ター に 映し 出さ れ た 未知 の 『FFVII に 瞳孔 開き っ ぱな し で す 。 
新しい 未来 な の か 、 そ れ と : 


櫻井 孝宏 / 


(0 神 胃 に 捕らわれ た エア リス を 救出 に 向かう 前 夜 、 花 畑 で エア リス 、 テ ィ 
ファ 、 バ レッ ト の ひと り と クラ ウド が 語り 合う シー ン は 、 ど の よう な こ 
と を 意識 し て 演じ た か 教え て くだ さい 。 


人 A この 「 会 話 対象 が 変わ る 分 岐 ] は 、 本 作 の 醍醐 味 の ひ と つ で すね 。 収 録 時 
の 印象 を こま か く は 覚え て いな い の で す が 、 バ レッ ト に は 警戒 し て いま 
し た 。 小林 正四 さ ん の バレ ッ ト は 、 私 の 赴 像 の 斜め 上 を いく どこ ろか が 遥 
か 彼方 へ 飛ん で いっ て し まう バレ ッ ト で 、 そ の 楽し そう な 様子 に 釣ら れ 
て クラ ウド の キャ ラク ター を ブレ させ て し まう こと が た び ぴた びあ っ た の 
で す . この 破壊 力 は 、 小 林 さ ん な ら で は の 可能 性 か ら 導 き 出 され た 
も の だ と 思っ て いま す 。 勝利 の ファ ン フ ァ ー レ の メロ ディ ー を 口ずさむ 
な ん て ズル いで す ( 笑 )。 


(0 女装 し て いる の を ティ ファ に 気づか れ た と き の 早 口 の セリ フ 「 感 想 は いら 
な い 、 他 に 方 法 が 無かっ た ] は 、 ど ん な 演出 指示 が あっ た の で し ょ うか ? 


人 A あそこ は 用 意 し て いま し た ね ( 笑 )。 避 けら れ な い シ チュ エー ショ ン が や 
っ て くる こと を 想定 し て 準備 し て いた 言葉 で す 。 イ ラ 立 ちと 逆 ギ レ 、 恥 
ず か し い 気 持ち 、 相 手 が テ ィ フ ァ 、 い ろ い ろ な 気持 ち が な い 交 ぜ に な っ 
た 結果 が アレ で し た 。 


0 手 揉み 屋 で マッ サー ジ を 受け た と き は 、 ふ だ ん の クラ ウド か ら は 息 像 で 
き な い よう な リア クシ ョ ン で し た が 、 収録 時 に 注意 し た 点 は あり ます か ? 


A 手 揉み 屋 の あの シー ン は 、 ど こま で 攻め た 演技 が 許さ れる か 試し まし た 。 
3③ バ ター ン く らい 録音 し た の で す が 、 ど れ が 使わ れ た の か 知ら な か っ た 
で す 。 それ くら い マ ム の テク ニッ ク が すご か っ た と いう こと で …… ど う 
で し ょ う ( 邊 )。 


0 本 作 で も っ と も 印象 深い クラ ウド の セリ フ は 何で すか ? 
A「 興 味 な いね ] で すね 。 こ れ に 尽き ます 。 


〇 ① オリ ジ ナ ル 版 の セリ フ や シ 
も の は あり ます か ? 

A これ も 「 興 味 な いね ] で す 。 ほか に は 、 テ ィ フ ァ と の 会 話 に 多い の で す が 、 
ちょ つと 抜け た よう な コメ ント を する クラ ウド も 楽し か っ た で す 。 アバ 
ラン チ に 翻弄 され る シー ン も 愉快 で し た 。 


ン の な か で 、 と くに 演じ た いと 思っ て いた 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 

A 未完 成 な が ら も 映像 を 見 な が ら の 収録 は 、 そ りゃ も う 大 興 窒 で し た 。「 ヤ 
ペ ベー! 中 み た いな テン ショ ン で し た ね 。 た だ 、 ス タッ フ さ ん に バレ る と 恥 
ず か し い の で 、 ク ー ル を 装っ て いま し た 。 


0 本 作 を 経て 、 ク ラウ ド へ の 印象 は 変わ り ま し た か ? 

A 変わ っ て いま せん 。 膨 大 な シナ リオ に 触れ て 、 お むし うろ 理解 を 深め られ ま 
し た 。 ク ラウ ド の 情報 が イン ブッ ト さ れ て 、 少 し 自分 を アッ プ デ ー ト で 
きま し た 。 


〇 クラ ウド と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 

A や っ ぱり クラ ウド は カッ コ い いで す よ ! リメイク 版 で 魅力 が 増し まし 
た 。 従来 び イ メー ジ か ら 少し 外れ た 人 間 臭 い 面 が 見 えた こと は 、 彼 に と 
っ て プラ ス だ と 思い ます 。 


(0 今後 の リメイク プロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 


A いつ で も いけ ます ! いま すぐ で も いけ ます ! この 先 の 展開 は 想像 が 
つか な い の で 少し 怖 さ も あり ます が 、 で も や っ ぱり 先 が 知り た い ! そ 
し て 、 一 刻 も 早く プレ イ し た い ! ゴー ルド ソー サー が めちゃ くち ゃ 楽 
し み で す 。 手 ぐ すね 引い て 待っ て お り ま す !! 


Q 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A 歴史 的 な 作品 に 出演 者 と し て 参加 で きた 喜び も あり ます が 、 一 ファ ン と 
し て の 喜び の ほう が 勝つ っ て いま す 。 み な さん と 同じ で 、 私 も ずっ と この 
骨 間 を 待っ て いま し た 。 あと は つぎ を 待つ だ け で す 。 い ずれ 訪れ る 歓喜 
の 劉 間 を 分 か ち 合い まし ょ う ! 


1 
し 
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/ 信 エア リス 役 


Q 「FFVI リメイク ] の 制作 決定 を 最初 に 聞い た と き の 感 想 を 教え て くだ さい 。 


A すご くう れ し か っ た で す 。 で も 、 同 時 に プレ ッ シ ャ ー も あり まし た 。 当 時 
プレ イ し た 人 た ち に いま も 鮮烈 な 印象 を 残し て いる スト ー リ ー に 、 改 め て 
声 が つく と な る と 、 違 和 感 を 覚え られ る こと も ある だ ろう と 思っ た の で 。 


(0 本 作 の 物語 の 展開 が 、 オ リ ジ ナ ル 版 や [クラ イシ ス コア -FFV-| と 少し 
異な る と 知っ て 、 ど ん な お 気持 ち で し た か ?. 


A きっ と 新 し さ と 懐か し さ を 両 方 味わっ て も ら う こと で 、 い ま リ メイ ク す 
る 意義 が より 深まる の か な と 思い まし た 。 と ころ で 、 オ リ ジ ナ ル 版 と 少 
し 異な る の は 知っ て いま す が 、 え 、「 ク ライ シス コア -FFVI-」 に も 関わ 
っ て くる こと な ん で すか ? それ は ちょ っ と 知ら な か っ た ……。 こ ん な 
感じ で 、 私 が 聞い て いる 話 も た 応 ん 一 部 で し か な い の で 、 先 々 の スト ー 
リー の 展開 も まっ た く 知ら な いん で す 。 


〇 「FFVII 本 編 の エア リス を 演じ る に あたっ て 、 ど うい っ た 演技 プラ ン で の 
ぞ み まし た か ?. 


A エア リス の 行動 や 言動 は 、 同 性 の 私 か ら 見 る と ちょ っ と あざ と く て 、 で 
も そこ が 彼女 の 魅力 だ と 思っ て いる の で 、 ウ ザ い ん だ けど ギリ ギリ か わ 
いい 、「 ウ ザ か わい い 」 と いう すご く 微 妙 な ライ ン を 攻め た つも り で す 。 
どん な 場面 で も 、 彼 女 の 品 の 良さ が 失わ れ な いよ うに 気 を つけ まし た 。 


0Q これ まで の 作品 で 演じ た エア リス と 、 本 作 の エア リス を くら べ て 、 ど の 
よう な ちがい を 感じ られ まし た か ? 


A これ まで 以上 に 、 天 真 細 温 な 性 格 が 伝わっ て くる セリ フ が 多かっ た よう 
に 思い ます 。 遊び心 の め る シー ン も いろ いろ あっ た の で 、 楽 し みな が ら . 
収録 し て いま し た 。『FFVI アド ベン トチ ルド レン 」 で は エア リス の 神秘 性 
や 母性 を 強く 感じ まし た し 、「 ク ライ シス コア -FFVI-」 で は ふつ う の 女 
の 子 の 恋心 が 描か れ て 親しみ や すく 見 えま し た 。 今回 は さま ざま な こと 
を 乗り 越え た 彼女 が さら に 強く な っ て 、 運 命 に 負け まい と 意識 的 に 明る 
く 振 る 舞っ て いる よう に も 見 え 、 す ご く エ ネル ギ ッ シ ュ に 感じ られ ます 。 


0 本 作 の エア リス は 何 か 秘密 を 隠し て いる よう に 思え ます が 、 そ れ に よっ 」 
て 演技 に 影響 を 受け た 部 分 は あり まし た か ? 


A あり ます 。 セ リフ の 奥 に 陣 さ ぐれ て いる 心情 に つい て は 、 い つも スタ ッ フ 
さん と 確認 し な が ら 収 録 を 進め て いき まし た 。 


0Q ティ ファ と 少し ずつ 仲良 く な っ て いく 週 程 を 表現 する うえ で 、 心 が け て 
いた こと は あり ます か ? 


A エア リス は ティ ファ に 対し て も 最初 か ら か な り 距 離 感 が 近く て 、 グ イグ 
イ と 自分 の ペー ス に 持っ て いく 感じ が し ます が 、 テ ィ フ ァ が 自然 と 心 を 
開い て くれ る よう に 、 友 好 的 な 気持 ち を 彼女 に 伝え られ れ ば いい な と 思 
つて 涯 じ ま し た 。 テ ィ フ ァ に 対し て エア リス は 本 当 に 裏 が な く て 、 心 が 
ら 友だち だ と 考え て いる と 思い ます 。 


(0 神 共 に 捕らわれ た エア リス を 救出 に 向かう 前 夜 、 夢 の な か の 花畑 で クラ 
ウド と エア リス が 語り 合う シー ン で は 、 ど の よう な こと を 意識 し て 演じ 
た か 教え て くだ さい 。 


A 幻想 的 な シー ン で す が 、 こ の と き の エ アリ ス は ほか の 場面 より も と て も 
落ち 着い た 雰 囲 旬 で 、 本 心 を 伝え て いる よう に 感じ られ ます 。 ふ だ ん は 
どこ か 意図 的 に お どけ て 見 せ て いる と ころ も あり ます が 、 こ の と き は ク 
ラウ ド に 対し て 本 当 の 自分 を 見 せ て いる と いう 、 素 直 な 部 分 を 表現 で き 
れ ば と 思い まし た 。 


0 本 作 で は 、 こ れ ま で 少な か っ た エア リス の バト ル ボ イス か が 堪 富 に な っ て 
いま す が 、 収 録 時 に 苦労 は あり まし た か ? 


A 琶 に 対し て も 「 お や すみ 」 や 「 苦 し ませ な い ! 」 な 
フ が 多かっ た の で 、 優し い 口 調 で バト ルポ ボ イス: 


、 い つく し お よう な セリ 
の が 難し か っ た で す 。 


0 本 作 で も っ と も 印象 深い エア リス の セリ フ は 何で すか ? 


A 寝 て いる あい だ に エア リス の 家 か ら 出 て いこ うと する クラ ウド を 、「 ど う 
し た の クラ ウド 」 と 呼び 止め る と ころ 。 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


A 基本 的 に は ひと り ず つの 収録 で 、 共 演者 の みな さん と お 会 いで き な か っ 
た の で す が 、 い くつ か の シー ン を クラ ウド 役 の 机 井 さん と 一 緒 に 掛け 合 
いで 録 る も こと が で きた の は 良かっ た で す 。 


(0 完成 し た 作品 を ご 覧 に な っ た り 遊 ん だ り し た 感想 を お 聞か せく だ さい 。 
A ティ ファ が か わい い 。 ジ ョ ニー が か わい い 。 


0 本 作 を 経て 、 エ アリ ス へ の 印象 は 変わ り ま し た か ? 

A そう で すね 。 演 じ な が ら 、 エ アリ ス の こと を も っ と も っ と 知る こと が で 
きま し た 。 こ れ ま で は 、 ど こ か 心 わ っ と や わら か く て 透き通っ て いる よ 
うな イメ ー ジ が あっ た の で す が 、 今 作 で ひと り の 人 間 と し て の 生身 の 存 
在 感 、 太 い 軸 み た いな も の を より 強く 感じ まし た 。 


〇 エア リス と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 


A 特殊 な 運命 を 背負 っ て いる に も か か わら ず 、 遂 いや 重み を 感じ させ ず に 
明る さ を 保っ つて いる と ころ 。 


0 今後 の リメイク ブロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 


A た くさ ん の FF フ ァ ン の みな さん が 、 本 作 の つづ き を 楽し み に 待っ て いら 
つ し ゃ る こと と 思い ます 。 も ちろ ん 私 も 待ち お 遠 し いで す ! 


0 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A オリ ジ ナ ル 版 を プレ イ し て いた みな さん に と っ て 、「FFVII は 特別 な 作品 
で ある と 思い ます 。 リ メイ ク に あたり 、 私 も や も 、 み な さん の 大 切な 思い 出 
や イメ ー ジ を で きる だ け 壊 さす 寄り 添え る よう に 、 説 心 誠意 エア リス 役 
に 取り 組ん で お り ま す 。 エ アリ ス の 活き 活き と 力強く 生き た 姿 を 、 目 に 
焼き つけ て くだ さい 。 


yarptr 9 VOICE ACTOR Q&A 


FNLANBSYVI REMAKE MIERALUUTMUMA 


779 4)4727 


ティ ファ 役 


O 「FFVI リメイク ] の 制作 決定 を 最初 に 聞い た と き の 感想 を 教え て くだ さい 。 


A また ティ ファ と し て 呼ん で いた だ ける こと が 信じ られ な く て 、「 私 で いい 
ん で すか ?」 と いう 気持 ち で し た 。 成長 し た 姿 を どれ だ け 見 せら れる の か 、 
と て も 不安 で し た が 、 私 を 信じ て くだ さっ た スタ ッ フ の みな さん に は 感 
謝 の 気持 ち で いっ ぱい で 、 期 待 を 裏切ら な いよ うに 頑張 ろう と 思い まし 
た 。 じ つ は 、 収 録 に 備え て 、 以 前 に 舞台 ほし た 入野 自由 さん (キン 
グ ダ ム ハー ツ 』 ソ ラ 役 ) に 相談 を し た ん で す 。 身 体 や 表情 を 使わ な い 声 だ 
け の 演技 に は 、 ま だ 難し さ が あ る の で 、 い ろ い ろ な 技術 を 直接 教え て い 
た だ きま し た 。 


〇 「FFMI 本 編 の ティ ファ を 演じ る に あたっ て 、 ど うい っ た 演技 プラ ン で の 
ぞ み まし た か ?. 


A「FFVI アド ベン トチ ルド レン 」 で は 、 わ り と 心配 性 で 、 み ん な か ら 一 歩 下 
が っ て 見 守る よう な 印 彰 で し た が 、 今 回 は ティ ファ 自身 が 楽し ん で いる 
雰 囲 時 と か チャ ー ミ ング な 一 面 も 出し て いま す 。 た と えば 、 バ レッ ト と 
クラ ウド の や り 取 り に クス ッ と 笑っ た り 、 ち ょ っ と S っ 気 の 強 い 部 分 を 
見 せ た り ……。 先 に 収録 され て いた バレ ッ ト た ちの 声 を 聞き な が ら レ コ 
ー デ ィング し た と き に は 、 お も し ろく て 自然 に 笑っ て し まっ た セリ フ が 
採用 され た こと も あり まし た 。 


(0 全編 フル ボイス の RPG へ の 声 の 出演 は 、 ご 自身 で は 初 の 経験 だ っ た と 思 
いま す が 、 収録 時 の 感想 を お 聞か せく だ さい 。 


A 収録 に は ら …3 年 か け て いる の で 、 終 わっ つた と き は すご く 感 動 し まし た ね 。 
俳優 の 仕事 は 長く て も 5 ヵ月 くら いな の で 、1 人 の 役 を 何 年 も や やらせ て い 
た だ く の は 新しい 経験 で 、 並 行 し て 演じ て いた 別 の 作品 の 役 に 引 っ 張ら 
れ な いよ うに 気 を つけ まし た 。 い ろ ん な 役 を 同時 に 演じ て いら っ し ゃ る 
声優 さん た ち は す ご いな と 、 改 め て 実感 し まし た 。 


0 「 明 る く 振る 舞っ て いる が 内 心 は わり と 気弱 ] と いう ティ ファ の 性 格 を 、 
どの よう に 表現 し よう と 考え て いま し た か ? 


A 彼女 の 繊細 さ を ど の 程度 出す の か 、 シ ー ン ご と に か な りこ だ わっ て スタ 
ッ フ さん と 相談 し な が ら 演 じ て い きま し た 。 気持 ち が 揺れ て いる の か 、 
明る く 振 る 舞っ て いる の か 、 本 心から 楽し ん で いる の か 、 そ の 時 々 の 心 
情 を ひと つ ひ と つ 考 えて 作り あげ て いま す 。 


(0 神 羅 に 捕らわれ た エア リス を 救出 に 向かう 前 夜 、 花 畑 で ティ ファ が クラ 
ウド に 心情 を 吐露 す る シー ン で は 、 ど ん な こと を 意識 し て 演じ た か 教え 
て くだ さい 。 


A あの シー ン は 、 本 当 に 泣き を ながら 渡 じ まし た 。 彼 女 が 抱え て いた 思い が 
一 気 に 表 に 出 て くる 、 と て も 印象 的 な セリ フ で し た 。 ふ だ ん の ティ ファ 
は 感情 を 抑え 気味 な の で 、 ど れ く らい 感情 を こめ て 話す の か 、 役 妙 な ざさ 
じ 加 減 に 意外 と 苦戦 し て いた ん で す 。 な の で 、 あ れ く らい スト レー ト に 
気持 ち を 出す ほう が や りや すか っ た で すね 。 


(0 神 共 ビ ル の 非常 階段 を 59 階 上 ぶん 上 っ て いく 場面 で 、 だ ん だ ん 疲れ つつ も 
会 話 を つづ ける 受 居 は 大 変 で ほ は な か っ た で すか ? 


A ティ ファ は そん な に 疲れ ず に 、 ど ん どん 先 へ 行っ て し まう の で 、 そ こま 
く あ り ま せん で し た 。 お し ろ 、 遅 れ て いる バレ ッ ト た ち に ビシ ピ 
の が 、 テ ィ フ ァ の S っ ぽい 部 分 が 出 て いて 楽し か っ た で す 。 


〇 ① バト ル ボ イス は 、 イ ベン トシ ー ン で の 受 居 と は ちがう 難し さ が あ っ た と 
思い ます が 、 い か が で し た か ?. 


A どん な アク ショ ン な の か 、 頭 で は 理解 で きる の に 実際 は な か な か イメ ー 
ジ 通 り に いか ず 、 す ご く 苦 労 し まし た 。 た と えば 「50m く らい ジャ ンプ 
する と き の か け 声 」 と 言わ れ た ら 、 も し 本 当 に 跳 点 な ら ど ん な 力 み か た を 
する か 想像 し て 、 実 際 に 身体 に 力 を 入れ な が ら 演じ た り し て いま す 。 じ . 
つづ は 今回 、 格 闘 シ ー ン で の 全身 の 動き を フィ ジ カ ル に 感じ な が ら 演じ た 
く て 、 収 録 期間 中 に キッ クボ クシ ング を 習い は じ め た ん で す 。 そ の お か 
げ か 、 音 響 監 督 か ら 「 以 前 より も ティ ファ の 強 さ が 表現 で き て いた 」 と 言 
つて いた だ け て 、 と て も 嬉し か っ た で すね 。 


(0 本 作 で も っ と も 印象 深い ティ ファ の セリ フ は 何で すか ? 


A 花畑 の シー ン の セリ フ も 忘れ られ ませ ん が 、 私 が 一 番 好き な の は セブ ン 
ス へ ブン に 帰っ て きた クラ ウド か ら 花 を も ら う 場 面 で すね 。 テ ィ フ ァ の 
クラ ウド へ の 好意 も 含め て 、 あ そこ は と て も 可愛 らし い シ ー ン だ と 思っ 
て いま す 。 あ と は 、 コ ルネ オ の 館 で 女装 次 の クラ ウド と 会 っ た と き の や 
り 取 り も 、 演 じ て い て お も し ろか っ た で すね 。 セ リフ じゃ な いで す が ク 
ラウ ド に ギュ ッ と し て も らい な が ら 列車 か ら 飛 び 降 り る シー ン も 、 個 人 
的 に ちょ っ と 好き で す ( 笑 )。 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


人 A お 腹 が 鳴る 音 を マイ ク が 拾っ て し まう こと が 多く て 、 な ん と か 鳴ら な い 
よう に 集中 し て い \ 出 が あり ます ( 笑 )。 その ほか だ と 、 映 像 が まだ 
完成 し て いな い シ ー ン で 、 話 し か ける 相手 と の 距離 感 を つか お た め に 、 
目 の 前 の 空間 に クラ ウド た ちの 姿 を 思い 浮か べ な が と で し ょ 
うか 。 こ れ ま で は 技術 不足 で で き な か っ た の で す が 、 今 回 は 相手 を 視覚 
化 で きる よう に な り 、 声 の 演技 が いっ そう 楽し く な り ま し た 。 


(0 本 作 を 経て 、 テ ィ フ ァ へ の 印象 は 変わ り ま し た か ? 


A 彼女 の 人 間 性 や 考え か た を 、 よ り 立 体 的 に 感じ られ る よう に な り ま し た 。 
今 作 の 台本 に は 、「 こ ん な 発言 も ?」 と か 「 こ こま で 言う の か な ?」 と か 、 
一 通 と ま ど う セリ フ も あっ た の で す が 、 時 間 を か け て 収録 を 介 ね て いく 
うち に 「 こ うい うこ と を 言う 一 面 も ある ん だ な 」 と 納得 で き て 、 自 分 の な 
か で ティ ファ の キャ ラク ター 性 が どん どん 肉 付 け され て いっ た こと が 、 
と て も 千 し か っ た で す 。 


〇 ティ ファ と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ?. 


A 私 の 勝手 な 解釈 で す が 、 繊 細 さ の な か に 母性 と 強 さ を 秘め て いて 、「 誰 か 
を 守る た め に 、 私 は 絶対 に や り 抜く 」 み た いな 芯 が ある と ころ で し ょ うか 。 
頼り に も な る し 、 守 っ て あげ た く な る と ころ も あっ て 、 ひ と こと で は 表 
せな い 、 と て も 愛 お し い 女性 で すね 。 役 を 演じ る 上 で は よく ある こと な 
の で す が 、 た と えば 繊細 な 性 格 の 役 だ と 、 そ れ 以外 の 個性 は 描か れず に 
終わ り が ちな ん で す 。 テ ィ フ ァ の いろ いろ な 面 が 感じ られ る の は 、 長 い 
時 間 を か け て 人 物 を 描け る ゲー ム な ら で は だ と 思い ます 。 


0 今後 の リメイク プロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 


A みな さん に 、 よ り い っ そう 楽し ん で いた だ ける よう に 、 そ の 時 々 で 私 に 
で きる こと を 精いっぱい 出し きっ て いき た いで す 。 全 て の 人 に 納得 し て 
も ら え る 形 は 難し い の か も し れ ま せん が 、 な る べく その レベ ル に 近づけ 
た いで すね 。 テ ィ フ ァ と いう 素晴らし い キ ャ ラク ター を 演じ られ る の は 
光栄 な の で 、 今 後 も 彼女 の 魅力 を も っ と 深く 広げ られ る よう に 、 私 も 精 
進 し て いき ます 。 


OO 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A 私 の 友人 の FF フ ァ ン か ら は 、「 世 の 中 が 大 変 な 時 期 だ っ た けど 、 こ れ で 
遊ん で いる と き は 現実 と は 違う 世界 に 連れ て いっ て も ら え て 、 あ り が た 
か っ た 」 と 言わ れ ま し た 。 こ うし て 誰か に 影響 を 与え られ る 作品 は な か な 
か な いで すし 、 私 が 言う き の も お こ が ま し いで す が 、 キ ャ スト の みな さん 
の 素晴らし い 演技 を 堤 能 で きま す の で 、 ス ミ か ら ス ミ ま で 遊び 尽く し て 
いた だ いて 、 次 回 作 を 楽し み に お 待ち いた だ ける と 嬉し いで す 。 
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バレ ッ ト 役 


〇 「FFVI リメイク ] の 制作 決定 を 最初 に 聞い た と き の 感 想 を 教え て くだ さい 。 


A スケ ー ル の 大 き な お 仕事 と いい ます か 、 壮 大 な 感じ の する お 仕事 だ と 思 
いま し た 。 


Q 「FFVI アド ベン トチ ルド レン 』 よ り も 過去 の バレ ッ ト を 演じ る に あたっ 
て 、 と くに 意識 し た 点 は あり ます が? 


A そう いっ た 意識 は と くに あり ませ ん 。 


(0 全編 フル ボイス の HPG へ の 声 の 出演 は 、 ご 自身 で は 初 の 経験 だ っ た と 思 
いま す が 、 収 録 時 の 感想 を お 聞か せく だ さい 。 


A スタ ッ フ さん の お 心 づか い に 感 謝 し て お り ます 。 


〇 本 作 の バレ ッ ト の ビジ ュ ア ル は 、『FFVI アド ベン トチ ルド レン 」 と は 少し 
異な り ま す が 、 第 一 印象 は いか が で し た か ? また 、 サ ング ラス を か け 
て いる 姿 と 外し て いる 姿 で は 、 ど ちら が 好き で すか ? 

A ビジ ュ ア ル に つい て は 最初 の ころ か ら 変わ ら ず 、 男 らし く 、 勇 まし いと 
思い まし た 。 サ ング ラス は 、 か け て いる 姿 も 外し て いる 姿 も 、 ど ちら も 
好き で す 。 


〇 ① パレット に は 「 信 念 に も と づい て 戦う 男 」 や 「 子 悩 な ババ 」 な ど さ ま ざま 
な 面 が あめ ありま す が 、 そ れ ぞ れ の 要素 を どの よう に 表現 し よう と 考え て い 
まし た か ?. 


事前 に いた だ いた キャ ラク ター の 資料 を 参考 に し て いま し た が 、 あ まり 
考え すぎ な いよ うに と 気 を つけ て いた よう に 思い ます 。 


小林 正 赴 / 


0Q バレ ッ ト の クラ ウド へ の 信頼 感 は 、 物 語 の 展開 に 治っ て 上 昇 し て いき ま 
す が 、 ク ラウ ド と の や り 取 り を 演じ る うえ で 気 を つけ て いた 点 は あり ま 
すか ? 


A 戦友 だ と いう こと 、 仲 間 だ と いう こと で す 。 


Q バレ ッ ト が 高い と ころ を 渡る と き の 「 こ わく ね ぇ え …… こ わく ね ぇ …… こ わ 
くね ぇ こえ ぇ 」 と いう ボイス は 、 台 本 で は 最後 の 「 こ え ぇ 」 は 書か れ て いま 
せん で し た が 、 ど の よう な きっ か け で 付け 足 さ れ た の で し ょ うか ?. 


A すみ ませ ん !! 覚え て いま せん 。 収 録 の と き に 、 ふ と 、 そ うし た く な っ 
た ん だ と 思い ます 。 


0 「 お 宝探し に 出発 っ て か 一] や 「 い つ だ っ て 厳し い ぜ 、 現実 っ て や つ は よー」 
な どの 歌う よう な セリ フ ま わし は 、 ご 自身 で 歌い か た を 考え られ た の で 
し ょ うか ? 


A お そら く 、 自 分 で 考え た と 思い ます 。 


(0 神 加 に 捕らわれ た エア リス を 救出 に 向かう 前 夜 、 花 畑 で バレ ッ ト が クラ 
ウド に 心情 を 吐露 する 場面 で は 、 ど の よう な こと を 意識 し て 演じ た か 教 
えて くだ さい 。 


A すみ ませ ん !! 覚え て いま せん 。 


(0 神 散 ビル の 非常 階段 を 59 階 ぶん 上 っ て いく 場面 で 、 だ ん だ ん 疲れ つつ も 
会 話 を つづ ける 受 居 は 大 変 で まな か っ た で すか ? 


A 大 変 で し た 。 収録 の と き は スタ ジオ で ひと り で すか ら 。 スタ ッ フ の みな 
さま の お か げ で す 。 

Q バト ル 中 の か け 声 の 収録 で 苦労 し た 点 は あり まし た か ? 

A 苦労 し た 点 は 、 メ リハ リ で し ょ うか 。 


0 本 作 で も っ と も 印象 深い バレ ッ ト の セリ フ は 何で すか ? 

A セリ フ で は あり ませ ん が 、 ブ レート の 落下 で 消 壊し た と スラ ム で の シャ ウ 
ト で す 。 

Q① オリ ジ ナ ル 版 の セリ フ や シー ン の な か で 、 と くに 演じ た いと 思っ て いた 
も の は あり ます か ? 

A いま は と くに あり ませ ん 。 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 
A みな さん の 笑顔 で す 。 


(0 完成 し た 作品 を ご 覧 に な っ た り 遊 ん だ り し た 感想 を お 聞か せく だ さい 。 


A 残念 な が ら 自分 で は 見 て いま せん し 、 遊 ん で いま せん が 、 み な さま に 和楽 
し ん で いた だ けた ら 何 より で す 。 


(0 本 作 を 経て 、 バ レッ ト へ の 印象 は 変わ り ま し た か ?. 
A は じ め て バレ ッ ト と 出会っ て か ら 、 何 ひと つ 変 わっ て いま せん 。 


〇 バレ ッ ト と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 


A 基本 的 に は 、 気 取ら な いと ころ と 、 仲 間 へ の 想い が 熟 く 、 お 茶 目 で ある 
と ころ 。 


(0 今後 の リメイク プロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 
A ぜひ ぜひ 、 永 遠 に つづ く 作 品 で あっ て ほし いと 願っ て いま す 。 


〇 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 
ん A と に か く 楽 し ん で いた だ けれ ば 、 う れ し く 思い ます 。 
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レッ ド 通 役 


(0 出演 が 決ま る 前 は 、「FFVII に どの よう な イメ ー ジ を お 持ち で し た か ? 


A ふだん か ら あ まり ゲー ム と いう も の に つい て いけ て いな い の で 、 不 旨 強 
で 申し 訳 な い の で す が ……。 そ れ で も 、FF シ リー ズ は と て も 人 気 の あ る 
作品 だ と 認識 し て いま し た 。 


( 〇 本 作 の レッ ド 角 役 に 決 まる まで の 経緯 と 、 出 演 が 決ま っ た と き の 感 想 を 
教え て くだ さい 。 


A まず は キャ スト の 候補 と し て お 話 を いた だ き 、 ボ ポイ ステ スト を 兼ね た オ 
ー デ ィ シ ョ ン を 経て 、 出 演 が 決ま り ま し た 。 レ ッ ド 通 は 、 自 分 の 新しい 
面 を みな さん に お 見 せ で きる キャ ラク ター に な る ん じゃ な いか が と 、 収 録 
が 楽し み で し た ね 。 


〇 ① レッ ド 洒 役 が 公表 され た あと 、 周 囲 か ら の 反 署 は いか が で し た か ?. 

A まわ り の みな さん の 反応 で 、 レ ッ ド 加 が と て も 人 気 の あ る キャ ラク ター 
な の だ と 知っ て 、「 こ りゃ 資 任 重大 だ な ! 」 と 。 頑 張 ろ うと 思い まし た し 、 
完成 し た あと の 感想 を 聞く の も 楽し み で し た 。 


〇 ご 自身 と レッ ド 洒 で 似 て いる 部 分 は あり ます か ? 


A うわ ー、 ど うな ん で し ょ う ? レッ ド 通 と し て の 収録 まま だ 序盤 で すし 、 
これ か ら の 付き 合い で いろ ん な 発見 が あれ ば いい な と 思っ て いま す 。 


(0 人 間 で は な い 獣 の 姿 で 、 し か も 博識 な キャ ラク ター で す が 、 演 じ る うえ 
で 意識 し た こと は あり まし た か ? 


A と に か く 低音 の し ゃ が れ 声 。 人 間 で は な いと いう こと で 、 会 話 の し か た 
や 音 に 、 少 し で も 違和感 みた いな も の を 感じ て いた だ けた ら と 思っ て 演 
じ て い まし た 。 う な り 声 や 喘 叶 ち も 、 い ろ い ろ な や りか た を 試み て いま す 。 


Q オリ ジ ナ ル 版 の レッ ド 加 は 、 物 語 の 途中 で 口調 が 変わ り ます 。 本 作 は 変 
化 前 の 形式 張っ た 口調 で す が 、 ど の よう な 点 を 心がけ て 演じ まし た か ? 

A 自分 が 演じ て きた な か で 、 こ こま で 夏 黙 で 冷静 沈着 に し ゃ べ る 役 も 珍し 
い の で 、 ま ず は その 状態 に 慣れ る と いう と ころ か ら の スタ ー ト で し た 。 
お か げ さ まで 、 収 録 が 終わ る ころ に は レッ ド 通 の トー ン で し ゃ べ る の も 
楽し く な っ て いま し た ね 。 


(0 口調 が 変わ っ た あと の 演技 プラ ン な ど は 、 も う 決 まっ て いま すか ? 


A まだ で す 。 こ れ か ら 先 、 物 語 が どの よう に 進ん で いく の か 楽し み に し な 
が ら 、 レ ッ ド 通 と 付き 合っ て いき た いと 思っ て いま す 。 


0 本 作 で も っ と も 印象 深い レッ ド 洒 の セリ フ は 何で すか ?. 


A 最初 に し ゃ べ っ た と き の 「 私 と は な に か 。 見 て の 通り 、 こ うい う 生 き 物 と 
し か 答え られ な い 」 で すね 。 オー ディ ショ ン で も 何 度 も 演じ た 、 思 い 出 深 
く 印 象 的 な セリ フ で 、 こ こ に レッ ド 通 の すべ て が 集約 され て いる よう に 
思い ます 。 あ と 、「 犬 で は な い 」 と か が 「 実 験 サン プル 」 と いっ た 、 本 人 は マ 
ジ メ だ けど 、 ち ょ っ と クス ッ と 笑え る セリ フ も 好き で し た 。 


0Q① オリ ジ ナ ル 版 の セリ フ や シー ン の な か で 、 と くに 演じ た いと 思っ て いる 
も の は あり ます か ? 


A コス モ キ ャ ニオ ン に も どっ て 、 ナ ナ キ と し て の レッ ド 肖 を 演じ る の が 楽 
し み で す 。 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


A ゲー ム の ボイス は ひと り ず つ 淡 々 と 収録 が 進 お の で 、 残 念 な が ら お も し 
ろ エ ピ ソ ー ド は な か な か が 起こ ら な いで すね 。 ス タ ジ オ の な か で は ひ た す 
ら 自 分 と の 闘い に な る の で す が 、 そ の ぶん キャ ラク ター と じっくり 向き 
合い な が ら 演 じ て い くっ て 感じ で し た 。 い つか 、 ほ か の キャ スト の みな 
さん と 一 緒 に 録 っ て みた いで すね 。 


(0 完成 し た 作品 を ご 覧 に な っ た り 遊 ん だ り し た 感想 を お 聞か せく だ さい 。 


人 A まだ 自分 で は プレ イ で き て いな い の で す が 、 プ レイ ヤー の みな さん か ら 
の 反応 も お お むね 好評 な よう な の で 、 ホ ッ と 安心 し て いま す 。 


〇 ① レッ ド 肖 と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ?. 


A や は り 、「FFVII の 世界 観 の な か に お いて も 異質 な 存在 で ある と ころ で す 
か ね 。 考 え か た や ら 演じ か た に 、 と て も 自由 度 が ある キャ ラク ター だ と 
思い ます 。 


(0 今後 の リメイク ブロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 


A レッ ド 通 と の 付き 合い は まだ まだ つづ きそう で す 。 今 後 の 冒 険 に 期待 し 
て 、 こ れ か ら の 収録 に も 楽し く の ぞ ん で いけ た ら と 思っ て いま す 。 


Q 「FFV」 シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A レッ ド 通 は 、 自 分 に に っ て も スゴ く お 気 に 入り の キャ ラク ター に な り ま 
し た 。 こ れ か ら も 応援 よろ し く お 願 いし ます 。 
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セフィロス 役 


Q 「FFVI リメイク ] の 制作 決定 を 最初 に 聞い た と き の 感 想 を 教え て くだ さい 。 


A「『FFVM」 は 私 に と っ て "いい 思い 出 '" に な っ て いた 作品 で し た 。 だ か ら 、 リ 
メイ ク さ れる こと が 決ま っ た と き は と て も 篤 き まし た が 、 う れ し か っ た 
で すね 。 セ フィ ロス を も う 一 度 演じ る こと が で きる と いう 喜び と 、 フ ァ 
ン の 期待 に 応え な けれ ば と いう 不安 が 入り 交じっ て いま し た 。 


( 本 作 の 物語 の 展開 が 、 オ リ ジ ナ ル 版 や [「 ク ライ シス コア -FFVI-| と 少し 
異な る と 知っ て 、 ど ん な お 気持 ち で し た か ?. 


A 程度 に も より ます が 、 演 じ る 側 か ら す る と 、 も う 一 度 同 じ こ と を や り 直 
す 場 合 より も 新鮮 で 楽し み に 感じ まし た ね 。 


Q 「FFVI] 本 編 の セフィロス を 演じ る に あたっ て 、 ど うい っ た 演技 ブラ ン で 
の ぞ み まし た か ?. 


A と くに 、 過 去 の 作品 と 変わ る こと な く 演じ た と 思い ます 。 セ フィ ロス は 
セフィロス と し て 、 フ ァ ン の みな さん が イメ ー ジ し て いる も の を くず さ 
ず に 収録 し た つも り で す 。 本 作 の な か で 、 と て も 重要 な 位置 に いる キャ 
ラク ター で す の で 、 収 録 現 場 で は ひと つ ひ と つの シー ン で て いね い に 監 
食 か ら レ クチ ャ ー を 受け て 演じ まし た 。 


ャ も 


Ip の が 


剖 


森川 拓 之 / 


0 本 作 で は 、 本 物 と 思しき セフィロス 以外 に 、「 ク ラウ ド が 見 る 幻覚 ]「 回 想 
中 の セフィロス 」「 セ フィ ロス コピ ー」 な ど が 現れ ます が 、 そ れ ぞ れ で 演じ 
わけ た 点 は あり まし た か ? 


A あま り ハ ッ キ リ と 説明 的 に 演じ わけ て し まう と 、 セ フィ ロス の キャ ラク 
ター の ワク か が ら 逸 脱し て し まう の で 、 基 本 的 に 演じ か た を 大 きく 変え て 
ほ は いま せん が 、 微 妙 に 1 ミリ の 差 を つけ て いま す 。 つ ね に 相手 が ク 
ラウ ド な の で 、 彼 が こち ら を どの よう に と ら え る か が ポイ ント だ と 思っ 
て いま し た 。 


( 〇 本 作 で も っ と も 印象 深い セフィロス の セリ フ は 何で すか ? 

A クラ ウド に ささ や く 「 終 末 の 7 秒 前 。 だ が 、 ま だ 間に合う 。 未来 は お まえ 
次 第 だ ]」 は 、 も う 印 象 的 すぎ と いう か 、 最 大 の 謎 すぎ て 、 フ ァ ン の みな さ 
ん と し て は 、 ほ ぼ へ ヘビ の 生殺し 状態 な の で は な いで し ょ うか 。 


0 本 作 を 経て 、 セ フィ ロス へ の 印象 は 変わ り ま し た か ? 


A いま まで 抱い て いた セフィロス へ の 印象 が 、 よ り 深み を 増し た 感 が あり 
ます 。 出番 も 格段 に 増え た の で 、 キ ャ ラク ター を 形成 する うえ で と て も 
助かり まし た 。 


0 〇 Q セフィロス と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 


A いま と な っ て は 、 ク ー ル で 冷徹 な 最強 の ラス ボス 的 位置 に いる キャ ラク 
8 ヾ は と て も 人 格 者 で 、 英 雄 と 呼ば れる に 必 
わし い 、 誰 も が あこ が れる 人 物 。 こ の 対極 の バッ クボ ー ン に 乗せ て クラ 
ウド と 対 時 し て いる の が 、 最 大 の 魅力 だ と 思い ます 。 


OO 今後 の リメイク プロ ジェ クト へ の 期待 や 意気 込み を 聞か せ て くだ さい 。 


A 本 作 で セフィロス を 演じ て 、 こ の リメイク プロ ジェ クト は た だ の リ メ イ 
ク で は 収まら な い 、 壮 大 な 計画 だ と 気づか され まし た 。「 ク ライ シス コ 
ア -FFVMI-」 で 、 私 に と っ て の 『FFVII は "いい 思い 出 " に な っ た と 考え て い 
た の で す が 、 今 後に 期待 すず に は いら れ ま せん 。 


0① 「FFV」 シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A 私 も や ファン の みな さん と 同じ よう に 、「FFVI」 の リメイク を 楽し ん で いき 
た いと 思い ます 。 一 緒 に 盛り 上 が り ま し ょ う !! 
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ビ ピッグス 役 


/】 
デ 


/ 
チ 


(0 出演 が 決ま る 前 は 、「FFVII に どの よう な イメ ー ジ を お 持ち で し た か ? 

A 声 の 仕事 を 始め る 前 、 獲 成 所 時 代 に 最後 に プレ イ し た ゲー ム で す 。 プ レ 
イ 中 に ウト ウト し て 、 気 づい た と き に は 全 減 し て いた と いう ホロ 苦い 思 
い 出 も ……( 笑 )。 


〇 ビッ グ ス 役 に 決ま る まで の 経緯 と 、 出 演 が 決ま っ た と き の 感 想 を 教え て 
くだ さい 。 


A と くに オー ディ ショ ン な ど が あっ た わけ で は な い の で 経 綿 は 何と も 言え 
ませ ん が 、 こ の 仕事 が 入っ た と い . 閣 を 事務 所 か ら 受 けた と き は 、 ま 
だ 正式 な タイ トル が 秘密 で 教え て も ら え ず 、 台 本 を 見 て 「 1?」 と な り 
まし た 。 


〇 ① ビッ グ ス 役 が 公表 され た あと 、 周 囲 か ら の 反響 は いか が で し た か ? 


A「 と て も 影響 を 受け た 大 切な ゲー ム な の で 嬉し いで す 」 と いっ た 反応 を 、 
SNS を 通じ て た くさ ん いた だ きま し た 。 人 の 価値 観 や 生き か た に 影響 を 
与え られ る 作品 は そう そう あり ませ ん 。 そ ん な 作品 に 出演 で きた こと を 
燃 し く 、 誇 らし く 思い ます 。 


(0 本 作 の ビッ グ ス の ビジ ュ ア ル を 見 た と き の 第 一 印象 を 聞か せ て くだ さい 。 
A あら ー、 イ ケ メ ン に な っ ちゃ っ て ! 


Q ビッ グ ス を 演じ る うえ で 、 軸 に し た 要素 は 何で すか ? 
A 心 は ホッ ト に 、 頭 は クー ル に 。 


〇 ご 自身 と ビッ グ ス で 似 て いる 部 分 は あり ます か ? 
A キレ イ 好 き な と ころ で すか ね 。 


〇 ビッ グ ス は クラ ウド に どん な 思い を 抱い て いる と 想定 し て いま し た か ? 


人 A プロ と し て の 信頼 。 境 遇 は ち が え ど 、 何 か し ら の 孤独 感 を 持つ 者 同士 の 
共感 で す 。 


(① ビッ グ ス と アバ ラン チ の 仲間 と の 関係 性 は 、 ど の よう な イメ ー シ 
まし た か ? 


A ウェ と ジェ シー は 特別 な 存在 で 、 ほ か の メン バー へ の 信頼 以上 の 仲 
間 意 識 が あり まし た 。 バ レッ ト は リー ダー と し し て いる も の の 、 
あぶ な っ か し い 面 が め る こと も わか っ て いる の で 、 俺 が し っ か り し な い 
と な 、 と 。 


演じ 


(0 本 作 で も っ と も 印象 深い ビッ グ ス の セリ フ は 何で すか ? 
A 七 番 街 支柱 で の 「 普 通 の 男 を な めん な よ 」。 


阪口 周平 / 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


A 追加 収録 の 依頼 が 、 絶 紗 に "忘れ た ころ "に くる の で 、 シ チュ エー ショ ン 
や 前 後 関係 を 思い 出す の が 大 変 で し た ( 笑 )。 


(0 完成 し た 作品 を ご 覧 に な っ た り 遊 ん だ り し た 感想 を お 聞か せく だ さい 。 
A た だ 巻 ! 約 2 年間 で の ゲー ム の 進化 は すさ まじ か っ た ! 


〇 ビッ グ ス と いう キャ ラク ター の 魅 力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 

A 決し て スー パー ヒー ロー で は な く 、 身 近 な 存在 で ある と ころ 。 汗 臭 く 泥 
臭い 活動 と は 裏 腰 に キレ イ 好 き な と ころ の ギャ ッ プ 。 何 より 個人 的 に は 、 
仲間 た ち へ の 気づか い 。 


〇 オリ ジ ナ ル 版 と は 異な り 、 ビ ッ グ ス は 七 番 街 支柱 の 戦い を 生き 残り まし 
た が 、 も し 次 回 作 に 登場 する と し た ら 、 ど ん な こと を 期待 し ます か ? 


A 彼 が 夢見 た 星 の 未来 を 見 させ て あげ て ほし い 。 


O 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 

A 目 を 覚まし た ビッ グ ス の 今後 は ? ウェ ッ ジ は どこ 行っ た の ? あの グ 
ロー ブ と ハチ マキ は ジェ シー の じゃ な い の ? …… と 、 謎 が て ん こ て 盛 り で 
終わ っ た 今 作 、 皆 さん 続き が な っ て 仕方 な いと 思い ます 。 僕 も 気 に 
な っ て 仕方 あり ませ ん ! 回 作 の 発表 を 楽し み に 待ち お まし ょ う 。 
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こっ と 三 0Q ウェ ッ ジ を 流 じ る うえ で 、 軸 に し た 要素 は 何で すか 
浅 】 | 孝行 A や は ほり 語尾 の [ ッ ス 」 と いう 口調 で すね 。 言葉 の 言い まわ し や 語尾 の クセ 、 
B ログ セ と か は 、 そ の 人 物 の 育ち か た 、 組 織 で の あり か た な ど を わか りや 
700774 すく 示し て くれ る 要素 な の で 、 だ い 記 軸 に な り ま し た 。 それ と 、 一 人 称 


が 「 ボ ク 」 で は な く 「 オ レ 」 と いう と ころ で すか ね 。 


ウェ ッ ジ 役 


0 ご 自身 と ウェ ッ ジ で 似 て いる 部 分 は あり ます か 2 
A 距離 感 の 近い 親しい 先輩 に 「 ッ ス 」 口 調 に な る と ころ ッ ス か ね ? ( 笑 ) 


〇 ウェ ッ ジ は 大 勢 の ネコ と 暮らし て いま す が 、 ご 自身 は ネコ 派 で すか ? 


A 自分 は ウマ 派 で す ( 笑 )。 以 前 、 ウ マ に 演劇 用 の 訓練 を させ る た め に 、 ら 5 
頭 の ウマ の 世話 を し た こと が あっ た の で 、 そ の と き に 感じ た 大 支 の 動物 と 
過ごす イメ ー ジ を 、 ウ ェ ッ ジ に 重ね 合わ せ た り し まし た 。 動物 と 触れ 合っ 
て 生き て いる 人 間 は 、 言 葉 で 会 話 が 成り 立た な いぶ ん 、 顔色 、 し ぐさ 、 行 
動 な どか ら 気持 ち を 読み 取る 感覚 が 、 す ご く 敏 感 に な る ん で す よ ね 。 だ か 
ら ウ ェ ッ ジ も 、 ク ラウ ド の つま ら な さそ うな 冷た いま な ざし や 、 フ ッ と 笑 


0 出 滅 が 決ま る 前 は 、[FFUI に どの よう な イメ ー ジ を お 持ち で し た か ? っ て くれ た 骨 間 な ん か に は 、 人 一 倍 感じ る 何 か が あっ た と 思い ます 。 
自分 が 小学 校 か ら 中 学校 に 上 が る と き に は 発売 され て いて 、 中 学年 
人 と いて O ウ ェ ッ ジ は クラ ウド に 対し て 、 ど ん な 思い を 抱い て いる と 考え て いま し 
その た め 、「 大 人 で も 熱中 する テレ ビ ゲ ー ム 」 と いう イメ ー ジ で し た ( 笑 )。 97 
A 「 ア ニキ 」-… こ の 呼び か た に すべ て が こめ られ て いる か な ( 笑 )。 アニ キ 
ジ 役 に : 6 演 が : ぇ と 呼び た く な る 人 に 抱く の は 、 尊 歌 の 気持 ちと 、 認 め ら れ た い 気 持ち 、 
ウェ ッ ジ 役 に 決ま る まで の 経 紀 と 、 出 演 が 決ま っ た と き の 感想 を 教え て 
8 2 っ EZ あと は 「 何 か あっ た らい つ で も 問 っ て ほし い ッ ス !!!」。 クラ ウド さん に 認 


め て も ら え る こと が 、 ウ ェ ッ ジ の 何より の 生き る モチ ベー ショ ン な の で 
A 音響 監督 の 清水 ざん (清水 洋史 氏 ) か ら お 声 が けい た だ き 、 収 録 に 参 は な いか と 、 自 分 は 想定 し て いま し た 。 
せ て も らい まし た 。 最 初 は 、 予 告 に 使う 数 ワー ド の セリ フ だ け だ 


で 、 本編 まで 参加 させ て いた だ ける と は 思っ つて いま せん で し た 。 と に か 計 電 っ 
く 、 長い 月 日 を 細 や し て 制作 され た の で 、 本 当 に 出演 決定 を 実感 し た の = (Q ウェ ッ ジ と アバ ラン チ の 仲間 と の 関係 性 は 、 ど の よう な イメ ー ジ で 演じ 


は 、 ゲ ー ム の 発売 日 が 発表 され て 自分 の 名 前 を 見 た と き で し た 。 そこ で まし た が 7 

最初 に 思い 浮か ん だ の が 、 中 学 1 年 の と き の 担任 の 先生 で す ( 笑 )。 お そ A ビッ グ ス と ジェ シー に 関し て は 、 初 回 の 収録 で ご 一 緒 さ せ て いた だ いた 
らく は 定年 退職 され て いる 年 齢 だ と 思い ます が 、 当 時 の 情熱 の まま に 本 の で 、 そ の あと に ひと り で 収録 を する と きも 、 セ リフ の 掛け 合い な ど を 
作 を プレ イ し て 、 自 分 の 声 に 気づい て も ら え た な ら う れ し い な …… そ ん イメ ー ジ し や すか っ た で す 。 ほ か の メン バー に つい て は 、 事 前 に あま り 


な こと を 考え て いま し た 。 イメ ー ジ を ふく ら ま せな いよ うに し まし た 。 自分 の 勝手 な イメ ー ジ の せ 

いで か み 合 わな く な る の を 麗 れ て いた の で 。 す で に 収録 済み の バレ ッ ト 

1 ニン 役 人 穴 交 れ あ だ 周 還 が ら の 区 偽 は いか が で じ た か 2 の セリ フ な ど を スタ ジオ で 聞か せ て いた だ いて 、 一 気 に ゆ いく らん だ イメ 
MS し ルビ 4 ー ジ を その まま セリ フ に 乗せ て いく 感覚 で し た 。 


人 同業 の 仲間 や た くさ ん の 友人 、 知 人 か ら 、 あ ら ゆ る 手段 で メソ ッ セ ー ジ を 
いた だ きま し た 。 も の すご く ひ さ し ぶ りな 友人 か ら も 連 衝 を も ら っ た と 計 
さき は 、「FFVMI と いう 作品 の 大 き さ 、 影 響 力 を 実感 し て 、 そ ん な 大 作 に 関 ” (0 本 作 で も っ と も 印象 深い ウェ ッ ジ の セリ フ は 何で すか ? 


われ た 喜び を か み し め て いま し た 。 A ジェ シー の 実家 で 言っ た 「 あ と ら 枚 は いけ そ ッ ス 」 で す 。 1 枚 で も 3 枚 で も 

10 枚 で も な く 、 人 が 酒 に 酔っ た と き の 「 あ と ら 杯 は いけ る ッ ス 」 み た いな 

0 本 作 の ウェ ッ ジ の ビジ ュ ア ル を 見 た と き の 第 一 印象 を 聞か せ て くだ さい 。 リア ル な 量 で 、 腹 の 満た され 具合 が 手 に 取る よう に 理解 で きた ひと こと 
で し た ( 笑 )。 


A [あらかわ いい ! 」 で す 。 その あと 、「 君 は 何 誠 ?? 血液 型 は ?2 体重 何 キ 
ロ な ん 一 ? 好き な 食べ 物 は ?? いま ひと り 暮 らし か い ? 燃 い な 食べ 物 So に 
は ある の か い ??」 と いう 具合 に 質問 攻め に し まし た ( 笑 )。 こ れ は 役 作り を 。 (Q ウェ ッ ジ と いう キャ ラク ター の 綴 力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 
する と き の 自 分 の クセ で 、 昔 か ら や っ て いる 儀式 の よう な モノ で す -……。 A 不器用 で いつ も うま くい か な いと ころ で すか ね 。 ダ ー ツ や ゲー ム 以 外 は 
( 笑 )。 どう に か し て うま くい か せ て や り た い 、 応 援 し て や り た いと いう 
気持 ち に な り ま す 。 


〇 ウェ ッ ジ は 最終 的 に 生死 不明 の 状況 に な り ま す が 、 も し 次 回 作 に 登場 す 
る と し た ら 、 ど ん な こと を 期待 し ます か ?. 


A も し 生き 長らえ て いた の な ら …… 全 力 で その スト ー リ ー を まっ と うし た 
いで す 。 


〇 「FFVII シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A まだ 生ま れ た て の 本 作 が 、 僕 た ちの 手 か ら 放 た れ て 、 た くさ ん の プレ イ 
ヤー の 手 に よっ て 成長 し て いく 作品 に な り ま す よ うに ……。 こ の 作品 は 、 
まだ まだ いろ ん な 景色 を 交 せ て くれ る と 思い ます 。 こ の 先 も ぶ と し た と 
き に 、 み な さん の 心 に 生き つづ け 、 育 ち つ づけ て くれ ます よう に 。 今後 
と も 『FFVI] を よろ し く お 願 いい た し ます 。 最 後 まで 読ん で いた だ き 、 あ 
り が と う ご ざ いま し た 。 み な さま の 素敵 な ゲー ムラ イフ を お 祈り し て い 
ます 。 浅井 地 行 で し た 。 
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arpRar G9 VOICE ACTOR Q&A 


RMALEARSYWI RBMKE MENALUTIMMNA 


7 の 7 5479777 


(0 出演 が 決ま る 前 は 、「FFVII に どの よう な イメ ー ジ を お 持ち で し た か ? 


A 不朽 の 名 作 。 オ リ ジ ナ ル 版 が ちょ うど 世代 だ っ た の で 、 策 が ソフ ト を 持 
っ つて いて 私 も プレ イ し まし た し 、 友 だ ち も 遊 ん で いま し た 。 思 い 出 の な 
が か に ある 、 キ ラキ ラ し た 存在 と そい う イ メー ジ で し た ね 。 ブ プレ イ し た 当時 
は 地元 の 山形 に いて 、 自 分 が 声優 を や れ て いる な ん て 思っ て いな か っ た 
こと も あり ……。 


〇 ジェ シー 役 に 決ま る まで の 経緯 と 、 出 演 が 決ま っ た と き の 感 想 を 教え て 
くだ さい 。 


A 事務 所 で 「 ず いぶ ん 分 厚い 台本 が ある な 一 」 と 思っ て 見 て みた ら 、 ジ ェ シ 
ーー の キャ ラ 絵 と 自分 の 名 前 が あっ て 、 息 を 飲み まし た 。 そ の ころ は 『FF 
VI リメイク 」』 が 制作 され て いる こと を 知ら な か っ た の で 、 音 びと 信じ ら 
れ な い 気 持ち で 、「 え !? これ 「『FFVI だ よね !? 新しく 出る の !2 みん 
な ーー 一 !! 「M」( の リメイク ) が 出る よーーー 一 ! 中 」 と 叫び た く な り ま 
し た ( 笑 )。 ジ ェ シ ー 役 に 決ま つた 経 綿 は 、 く わし く は わ : 
私 も 出演 し て いた 点 た り 愛 居 を た また ま 音響 監督 の 清 
来 ら れ て いて 、「 そ の 深 居 で 堂々 と し て いた か ら 選 ん だ 」 と 伺っ た と 思い 
ます 。 


〇 ジェ シー 役 が 公表 され た あと 、 周 囲 か ら の 反響 は いか が で し た か ? 


A 地元 の 友だち や 親戚 、 デ ビュ ー 間 も な いこ ろか ら お 世話 に な っ て いる 業 
界 関係 の か た 、 応 援 し こく だ さっ て いる ファ ン の みな さま に と て も 喜ん 
で いた だ け ま し た し 、 ま た 今回 の 出演 を 機 に メッ セー ジ を くだ さっ た か 
た も いら っ し ゃ っ て 、 本 当 に 有難 くう れ し か っ た で す 。 


(0 本 作 の ジェ シー の ビジ ュ ア ル を 見 た と き の 第 一 印象 を 聞か せ て くだ さい 。 


A 純粋 な 第 一 印象 と し て は 「 あ ぁ ! そう だ 、 こ ん な 感じ だ っ た ! 懐か し 
い ! 」。 で も ほか の キャ ラク ター も で す が 、 オ リ ジ ナ ル 版 か ら 時 を 経て 、 
スタ イリ ッシュ で と に か く キ レイ に な り ま し た よね 。 ジ ェ シ ー の 服装 も 、 
動き や すさ に 特 化し た な か に 女性 らし さも 感じ られ て 、 素 届 だ な と 思い 
まし た 。 


〇 ジェ シー を 演じ る うえ で 、 軸 に し た 要素 は 何で すか ?. 

A 今 作 で は アバ ラン チ の メン バー の バッ クボ ー ン も 描か れ て いて 、 ジ ェ シ 
ー の 置か れ て いる 状況 、 家 族 の こと 、 自 分 自身 の こと 、 仲 間 の こと 、 神 
羅 と の こと …… な ど な ど を 考え つつ 演じ まし た が 、 ク ラウ ド と の や り 取 
り も 多かっ た の で 、 そ こ は " 女 優 の 要素 "で し ょ うか が 。 


0 ご 自身 と ジェ シー で 似 て いる 部 分 は あり ます か ?2 

A うー ん …… 似 て いる の は 女優 で お る と いう 部 分 (私 は 声 の 分 野 の 仕事 が メ 
イン で 、 あ まり 舞台 に は 出 て いま せん が ) と 、 マ ジ メ な ん じゃ な いか と 思 
う 部 分 と 、 適 当 な 部 分 で すか ね 。 で も 私 は 、 ツ ラ い 状況 の と き に ジェ シ 
一 ほど 明る く 振る 舞 え な いか も し れ ま せん 。 


森谷 里美 / 


0 〇 ジェ シー は クラ ウド に 対し て 積極 的 に アプ ロー チ を し ます が 、 ど れ く ら 
い 本 気 だ と 考え て いま し た か ? 


A 受け 取り 手 で ある ブ プレイ ヤー に ゆだね て いた と ころ は ある の で す が 、 
4096 く らい 、 で し ょ うか 。 ク ラウ ド に 対し て は 、 仲 間 と し て の 信頼 や 感 
謝 な どの いろ ん な 気持 ち が あ っ て 、 そ ちら の ほう が 上 と いう 見 解 で す 。 
で も 、 カ ッ コ よく て か わい いと 思っ て いる の も 本 当 だ と 思い ます ( 笑 )。 


〇 クラ ウド 、 ビ ッ グ ス 、 ウ ェ ッ ジ の 誰 と 一 緒 に バイ ク に 乗り た いで すか ? 
A クラ ウド ! 


(Q① ジェ シー と アバ ラン チ の 仲間 と の 関係 性 は 、 ど の よう な イメ ー ジ で 演じ 
まし た か ? 


A 運命 共同 体 。 家族 た り も ある 意味 深い 、 自 分 の 一 部 の よう な イメ ー ジ で 
す 。 だ か ら こ そ 、 と き に は 雑 に も な れる し 命 も か ける 。 


( 〇 ジェ シー の ログ セ で ある 「 な ん つっ て 」 は 、 ど の よう な 経緯 で 生ま れ た の 
で し ょ うか ?. 

A「 な ん つっ て 」 自 体 は 最初 か ら 台本 に あっ て 、 収 録 時 に いく つか 増え まし 
た 。 テ スト の と き は 、 も う 少 し ふつ うに 言っ て いた と 思う の で す が 、「 お 
っ さん 臭く 」「 も っ と お っ さん 臭く 」 と の 演出 に より 、 本 番 で は あん な 感じ 
に な っ て いま す 。 こ の 言葉 は 、 ジ ェ シ ー な り の 相手 へ の 気づか い の よ う 
で す 。 


0 本 作 で も っ と も 印象 深い ジェ シー の セリ フ は 何で すか ? 


A オリ ジ ナ ル 版 か ら の 「 う か つ ! 」 も 、 本 作 で 新た に 登場 し た 「 な ん つっ て 」 
も 印象 深い で す が 、 一 番 は 七 番 街 支柱 で の 最後 の シー ン の 「 わ た し の 爆弾 、 
大 勢 殺し た か ら ね 。 償 わな くち ゃ 」 の と ころ で す 。 ジ ェ シ ー が 見 せる 心 の 
揺れ が 、 何 と も ツラ いで す ……。 


(0 収録 時 の 忘れ られ な い 思 い 出 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


A ふだん ゲー ム の 収録 は ひと り ずつ 行ない ます が 、 今 回 最初 に 収録 し た 竜 
番 魔 上 炉 爆 破 の 場面 は ょ 、 ビ ッ グ ス 役 の 阪口 周平 さん と ウェ ッ ジ 役 の 浅井 
孝行 さん と 一 緒 に や ら せ て いた だ け て 、 と て も うれ し か っ た で す 。 3 人 
の 関係 性 や それぞれ の キャ ラク ター 性 、 そ し て ジェ シー 自体 も どん な 感 
じ で 演じ て いく の か な ど 、 上 緊 張 感 と 高揚 感 が いっ ぱい の 初 収録 で し た 。 
は じ め て ゲー ム の 映像 を 少し 見 せ て いた だ け て 、「 わ ぁ す ご どい! と 美 し 
さ に 感動 し た の も 忘れ られ ませ ん 。 


( 完成 し た 作品 を ご 覧 に な っ た り 遊 ん だ り し た 感想 を お 聞か せく だ さい 。 

A と に か が く 映 像 が キレ イ !! どこ を 見 渡し て も 「 す ご い !!」 と な り 、 音 楽 や 
さま ざま な 演出 と 相まって 感動 し まし た ……!! 戦闘 も 爽快 感 が め っ て 、 
や めど き が わか ら ず に 時 間 を 忘れ て どん どん プレ イ し て し まい まし た 。 


〇 ジェ シー と いう キャ ラク ター の 魅力 は 、 ど ん な と ころ だ と 思い ます か ? 


A ジェ シー は と て も 多く の も の を 抱え て いま す が 、 そ れ を その まま 表 に 出 
さ ず に 、 さ ま ざ ま な 角度 か ら 表現 し て いる と ころ で し ょ うか が 。 相手 を 気 
づか っ た り 、 ユ ー モ ア が あっ て あっ けら か ん と し て いた り 、 い ろ ん な 面 
を 持っ て いる の が 交 力 だ と 思い ます 。 


〇 ジェ シー が も し 次 回 作 に 登場 する と し た ら 、 ど ん な こと を 期待 し ます か ? 

A 今度 は クラ ウド を 助け られ る よう に 、 爆 弾 使 いと し て 戦 園 キ ャ ラ に な れ 
た ら …… な ん つっ て 。 あ と は 、 み ん な で ジェ シー ママ の ミッ ドガ ル ・ ス 
ベ シ ャ ル を 食べ た いで す 。 


〇 「FFV」 シ リー ズ の ファ ン に 向け て 、 メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 


A 日 本 だ け で は な くさ ま ざ ま な 国 の か た が 、『FFVI リメイク ] を プレ イ で き 
る 日 を 待ち 望ん で いた と 思い ます 。 私 も や も その ひと り で し た 。 無事 みな さ 
ま の も と へ 届き 、 存 分 に プレ イ し て 楽し ん で いた だ け て いた ら 、 本 当 に 
うれ し いで す 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た ! ぜひ 次 回 作 を 、 そ し 
て シリ ー ズ へ の 応援 を 、 引 きつ づき よろ し く お 灰 い いた し ます ! 


(Japanese Jukebox Ver.) 


Composers Mitsuto Suzuki & Nozomi Toki 
Arrangers Mitsuto Suzuki & Naoyuki Honzawa 
Lyrics Motomu Toriyama 
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Composers Mitsuto SuzuKi & Nozomi Toki 
Arrangers Mitsuto Suzuki & Naoyuki Honzawa 
| 。 yrics Motomu Toriyama (Lyrics Translation Ben Sabin, John Crow) 
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バウ ワウ ワウ バウ ワウ ワウ いつ も 全力 疾走 
みん な の 平和 を 守る た め 
バウ ワウ ワウ バウ ワウ ワウ いつ も 全身 全霊 
みん な の 敵 を 上 ぶつ と ば す 


走れ 走れ スタ ンプ 
キミ の 首輪 は 勇気 の 証 
と きど き お や つ に つら れる けれ ど , 
お すわ りす る の も わす れる けれ ど 


進め 進め スタ シブ 
キミ の 首輪 は 正義 の 証 
と きど き お や つ に つら れる けれ ど 
お すわ りす る の も わす れる けれ ど 


走れ スタ ンプ . 
進め スタ ンプ ブ 


燃え る 神 羅 魂 は その 胸 に ある 
燃え る 神 羅 魂 は その 胸 に ある 


は し れ ス タン 


す 。 すす め : ス タン プ 


BowwowWow。 boW-Wow-wow. he's 8 good boy Wh neVer StODS 
Keeping Our city Safe for each and every one 

Bow-woW-WoW, bowW-WoW-woW. he'S alwayS kicking bad guy butt 
Knocking evil Straight into the next Week, 


Go all out, Go alll out little Stamp 3 

Youive got so muoh courage and everybody thinks youre swell 
Even though you get distracted by a treat thrOWn in VOUr W8y 
Even though you don't remember how to sit or how to stay 


Fight for us. Hight for us. little Stamp 

Yourre justice on four legs and youire the hero that We need 
Even though youre always tempted by a tender meaty bone. 
IEven though you bark at nothing when you thinK youire all alone 


Go all outi little Stamp, 
Fight for us. little Stamp 


嘆 only We could have Such big hieartS 一 8s Dig aS Stamp's and Shinra'S' 
lonly we Gould hiave such bg hearts 一 8S big as Stamp'S and Shinra'S 


FINALFANTASY VII REMAKE 
MATERIAL ULTIMANIA 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ーVI リメイク マテ リア ル アル ティ イマ モア 


@ 1997, 2020 SQUARE ENIX CO.。 LTD. All Rights Reserved 
CHARACTER DESIGN : TETSUYA NOMURA/ROBERTO FERRARI 
LOGO ILLUSTRATION : @ 1997 YOSHITAKA AMANO 


STAFF 


企画 ・ 制 作 
株 式 会 社 スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
編集 長 
編集 
制作 業務 


編集 ・ 執 第 
株 式 会 社 ス タ ジ オ ペン トス タッ フン 株式 会 社 デ ジタル ル - 
山下 章 (Director) 
大 出 綾 太 (Sub-Director) 
澤田 真 之 (Sub-Director) 
板 場 利光 "大 出 啓太 豊田 知 


工藤 空 / 高 橋 沿 人 (Editor) 
志賀 修 湾 谷 武 士 (Editorial Support) 
カバ ー イ ラス ト 


株 式 会 社 スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
野村 哲也 


カバ パー デザ イン 


部 岳 


本 文 デザ イン ・DTP 
有限 会 社 キュ ー フ ァ ク トリ ー 


協力 
株 式 会 社 東北 新 社 


協力 ・ 監 修 
株 式 会 社 ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス 
ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ーVI リメイク 」 開 発 チ ー ム 
ヴィ ジュ アル ワー クス 部 
クリ エイ ティ ブ 推 進 部 
サウ ンド 部 
マー ケティング 推進 


アー ツ 東 業 部 


メデ ィ ア 


デジ タル 版 Ver.1.00 
2021 年 8 月 1 日 Ver.1.00 発 行 


発行 所 株 式 会 社 スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 


に つい て の お 問い 合わ せ 


サポ ー ト セン ター 


o/jp_manga_support 
ン ロ ー ド で き な い 等 、 い 合わ せ 
書店 の サポ ー ト セン タ S$ わ せく だ さい 


本 作品 の 内 容 の : 


部 ある い は 全部 を 
複製 、 公 衆 送信 (放送 、 有 線 が 
行う こと は 、 著 作 権 法 上 の 例外 を 除き 、 
これ ら の 行為 を 行っ た 場合 、 法 人 


著作 権 者 、 出版 権 者 等 の 許諾 な く 、 転載 、 補 写 
へ の アッ プロ ー ド )、 翻 訳 、 稔 実 等 を 
謎 じ ら れ て いま す . 

科せ られ る 可能 性 が あり ます 


本 害 は 2020 年 4 月 10 日 時 点 で の ゲー ム 内 容 に も と づい て 制作 され て いま す 


@ 2020 SQUARE ENIX CO., LTD. All Rights Reserved, 


・ 了 や "、"PlayStation" お よび " 選 了 スコ "は 株 式 会 社 ソ ニー・ イ ンタ ラク ティ ブ エ ン タテ イン メ 


ント の 登録 商標 また は 商標 で す 。 


- ア ル テ ィ マニ ア “ は 株 式 会 社 ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス の 登録 商標 で す 


